
    
      
        
      
    

  





























本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イイダ商業区画遺跡での戦いによる負傷で入院していたアキラは、目を覚ましてすぐにシオリとキバヤシの来訪を受けていた。シオリからは白いカードの譲渡について、キバヤシからは自動人形の所有権の交渉について、アキラはそれぞれ順に話を聞き、どちらも無難に話を終えた。

　７０００万オーラムの治療を受けたおかげで体は完治している。だが二人から話を聞いただけで随分疲れたような気がして、アキラは再びベッドに横になった。

　その内に担当医が退院の手続きなどの為ために来るだろう。そう思ってゆっくり休もうとすると、担当医の前に再び来客が現れる。それはシェリルとイナベだった。





◆






　拠点で仕事をしていたシェリルにイナベから連絡が入ったのは、少し前のことだった。

「イナベ様。お世話になっております。どのような御用件でしょうか？」

「ああ、入院してからずっと昏こん睡すい状態だったアキラが目を覚ましたという報告を受けたのでね。そろそろ私も一度アキラと会っておくべきだろうと考えて、君が見舞いに行く時に同行させてもらおうと思って連絡した。それで、そちらの予定は？　今すぐにでも問題無いのであればこちらから迎えを出すが、どうする？　…………シェリル？」

　イナベの呼び掛けでシェリルが我に返る。叫び出しそうな自身を必死に抑えて平静を装う。

「……失礼。予定を確認しておりました。大丈夫です。問題ありません」

「分かった。では車を手配する。30分ほどでそちらに到着するだろう」

「ありがとう御座います。それではまた後で」

　イナベとの通話を終えたシェリルは、大きく息を吐きながら自身の震えを必死に抑えていた。

　自分の知らない間に、アキラがまた死にかけていた。その不思議なところが全く無い現実に押し潰されそうな自分を、必死に支えていた。




　アキラの病室に入ったシェリルは、元気そうなアキラの姿を見てまずは安あん堵どした。つい先程までアキラが入院していたことすら知らず、加えてイナベから重体で病院に運ばれてきたと聞かされたこともあり、目を覚ましただけで今も予断を許さない状態なのではないかと、とても心配していたのだ。

　その不安が解消されたこともあり、シェリルはいつも以上に笑顔を輝かせた。

　一方シェリル達に気付いて身を起こしたアキラは、どことなく面倒そうな顔を浮かべている。

「今度はシェリルか。何の用だ？」

「アキラが目を覚ましたと聞きまして、お見舞いに」

「……それだけか？」

「はい。怪け我がの方はもう大丈夫なんですか？　随分酷ひどい状態だったと聞きました」

「ああ、大丈夫だ。治療費に７０００万オーラムも支払ったからな。これで治ってなきゃ困る」

「な、７０００万オーラムですか……。随分掛かりましたね」

「まあそんなもんだろう。高いけど、その分しっかり治療はしてくれたみたいだし……」

　また何か面倒な交渉事でも持ってきたのかと思って少し警戒していたアキラだったが、ただの見舞いかと思って態度を緩めた。しかしイナベを見て怪け訝げんに思う。

「それでシェリル、そいつは？」

　都市の幹部に対する言葉遣いとしては、それはかなりまずい。シェリルはそう思って少し焦りながらも、それを下手に注意してアキラに睨にらまれる訳にもいかず、アキラの機嫌を損ねずにイナベを紹介する為に難しい判断を迫られていた。

　一方イナベはスラム街出身のハンターに礼儀作法など期待するだけ無駄だと思い、また、持ち込まれた旧世界製情報端末の出所を唯一知っている重要人物であり、自分達の工作の要でもある者の機嫌を損ねるだけ損だと判断して、アキラの礼儀に関しては不問とした。

「私はイナベだ。彼女と組んで遺物販売店の協力などをしている。彼女から聞いていないか？」

「ん？　ああ、そういえばそんなことを聞いたような……？」

　アキラはそう言って首を傾かしげた。

　シェリルから説明されていないのか、或あるいは忘れてしまっていたのか、またはどうでも良いいのか。いずれにしてもその程度の認識であれば、自分について詳しく教える必要は無いだろう。イナベはそう判断した。

「そういうことだ。まあ、都市の役職持ちだと思っておいてくれれば良い」

「ふーん」

　都市の役職持ちだと聞いてもこの態度かと思い、イナベは少し呆あきれた様子を見せていた。

　相手が都市の役職持ちと聞いても、アキラがそこから連想するものは面倒事ぐらいだ。権力者に対する畏怖などは思い浮かばない。むしろキバヤシの同類ではないかという懸念の方が強かった。

「それで、何の用だ？　見舞いか？」

「見舞いを兼ねた顔合わせといったところだ。その様子だと遺物販売店は彼女に任せ切りで、君自身はその経営に大して興味は無いのだろうが、店の協力者として、私の顔と名前ぐらいは覚えておいてくれ」

「分かった」

　イナベの用事はその程度であり、厄介事を持ち込んできた訳ではなかった。そう思い、アキラも安心した。そして思い出す。

「……ああそうだ。シェリル。俺がシェリルに渡した遺物だけどさ、あの代金、すぐに払ってほしいって頼んだら、いつ頃までに、幾らぐらい払える？」

　アキラはシェリルの遺物販売店に、旧世界製情報端末を含めた遺物を３回渡している。１回目は６億オーラムで売り、その場で支払ってもらったが、２回目と３回目の代金はまだ受け取っていない。品が売れてから払ってもらう予定になっていた。

「す、すぐに、ですか？」

「ああ。俺もそんなすぐに催促する気は無かったんだけどさ……」

　幾らヴィオラに協力させているとはいえ、自分に６億オーラムも支払ってから大して時間も空けずに、そのような大金をまたすぐに支払えるほど、シェリル達に金があるとはアキラも思っていない。

　商品を仕入れただけでは金にならない。売ってようやく金になる。高く売ろうとすれば時間も経費も掛かる。遺物の代金が自分に実際に支払われるのは大分後になるだろう。

　新しい装備を買ったばかりだ。次の装備に買い換えるまでに支払ってもらえば良い。その間に遺物販売店が繁盛すれば、自分への支払額もそれだけ高くなるだろう。

　アキラはそう考えて、しばらく待つつもりだった。

　だがアキラはイイダ商業区画遺跡での戦いで主要な装備を全て失ってしまった。早急に新たな装備を買かい揃そろえなければならない。しかしそこで稼いだ成果が実際に金に換わるのは、自動人形の所有権を巡る複雑な交渉の所為せいで、当分後になりそうだった。

　交渉自体はキバヤシに頼んだものの、換金を急いだ所為で足下を見られても困る。また、一応はハンターランク調整依頼の最中の出来事であり、報酬がハンターランクの上昇の方に偏ることも考えられる。加えて対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を安く買えるようにすることも頼んでいる。その分の減額も考えられる。

　そこで、出来れば遺物の代金を早めに払ってほしい。アキラはそう説明した。

　それを聞いたシェリルが非常に悩む。

「そ、そうですか。えっと、ですね……」

　今、アキラは金に困っている。珍しくアキラの方から催促が来るほどに。ここで笑ってアキラの要求に応えれば、アキラからの評価が一気に上がるのは間違いない。

　しかしその為には遺物販売店の運転資金に手を付ける必要がある。億単位どころではない。十数億オーラムの金が消える。下手をすれば店がそのまま潰れてしまう。従業員の教育や給与や、新たな商品の仕入れ、店の警備代に、内装の維持や改善、徒党の運営など、金は幾らでも要るのだ。

　だがそれでもやるべきか。苦労して繁盛させている遺物販売店だが、そもそもアキラの為に始めたようなもの。溜たまりに溜まったアキラへの借りを返す為にも、店が潰れるぐらい許容するべきか。

　しかしイナベが隣にいるこの状況でそのような真ま似ねをすればどうなるか。イナベの工作の為にも、今後もイナベから支援を受ける為にも、都市の幹部を敵に回さない為にも、店は必要だ。その店をここで失うのは、今後もアキラに利益を提供する点では不利益ではないか。

　だがアキラに借りを返す絶好の機会でもある。アキラは確かに困っている。この状況ですら自分に借りを返さない者とみなされて、アキラに見切られては意味が無い。

　どうすれば良いのか。シェリルは本当に迷っていた。

　そのシェリルの迷いを、無理だと捉えたアキラが溜ため息いきを吐つく。そのアキラの態度を見たシェリルは、自分への評価が致命的に下がったような気がして、更に追い詰められた。

　そこで黙って話を聞いていたイナベが口を出す。

「そうか。では私が20億支払おう。これでどうだ？」

「えっ？」

「えっ？」

　予想外の者からの予想外の申し出にアキラとシェリルが声を合わせた。イナベは気にせずに補足に入る。

　アキラにとって問題なのは、キバヤシ達の交渉が終わるまでイイダ商業区画遺跡の成果の支払いが遅れること。そして交渉がいつまで続くか分からず、装備の調達も遅れてしまうことだ。

　そこで取とり敢あえずイナベが20億オーラム先払いして、アキラにはその金で装備を買ってもらう。そして自動人形の交渉が済んで報酬が支払われたら、返してもらう。

　要は立て替えだが、仮にアキラの報酬が20億オーラムに届かなくとも、差額をアキラに要求はしない。シェリルの遺物販売店への貸付金として扱い、店を繁盛させてゆっくり返済してもらう。不足分はアキラがシェリルに後で金で支払っても良いし、徒党の後ろ盾料などで相殺しても良い。そこはアキラとシェリルに任せる。

　20億オーラムは遺物販売店への融資として一度シェリルの店の口座に振り込み、そこからアキラの口座にシェリルから入金してもらう。

　イナベはそこまで話してアキラ達の反応を窺うかがった。アキラにとっては新装備の購入資金が手に入る話であり、シェリルにとってはアキラに自分達の価値を示せる話だ。アキラ達は好反応を示していた。

　そこでイナベがアキラに視線を向けて続ける。

「ただし条件がある。アキラがシェリルの店に持ち込んだ旧世界製情報端末の出所だが……」

　それを聞いたアキラの機嫌が悪化する。それは聞くなと言ったはずだ。アキラはそう思わず口に出そうとしていた。

　だが、それを止める。人の話をちゃんと最後まで聞かないと、いろいろ誤解してしまうことがある。それを防ぐ為にも、もう少し人の話をゆっくり聞いた方が良い。そう思い直して口を閉じた。

「……どうした？」

「何でもない。それで？」

「ああ、その旧世界製情報端末の出所だが、知っているのは君だけだ。だから、絶対に誰にも話さないでくれ」

　予想外の頼みにアキラが戸惑う。

「……いや、わざわざ頼まれなくても誰にも話す気は無いけど」

「それならば、条件にしても全く問題は無い。そうだろう？」

「まあ……、うん」

「よし。それが一つ目の条件だ。そして二つ目は、また旧世界製情報端末をどこかに買取に出す場合、必ずシェリルに売ってくれ。スラム街の裏店舗に売ったところでハンターランクは上がらないが、そこは我慢してほしい。そして誰にも知られないように売ってくれ。堂々と持ち込まれると人目に付く。バレないようにしてくれ。まあこれは、次の買取がある場合の話だがな。構わないか？」

「ああ、大丈夫だ。他には？」

「いや、条件は以上だ。念の為、もう一度言うぞ。遺物の出所は誰にも話さない。次もシェリルに売る。バレないようにする。問題無いか？　取引成立なら融資の準備に入る。どうする？」

「分かった。それで良い」

「取引成立だな」

　イナベが握手を求め、アキラも応えた。これで取引は成立した。

「では、私達はこれで失礼しよう。融資の準備もあるのでね。20億オーラムは近日中に振り込む。シェリル。行くぞ」

「えっ？　あ、はい」

　シェリルはもっとアキラと話していたかったのだが、イナベの指示では自分だけ残るとは言えない。残念に思いながらも帰ることにする。

「アキラ。とにかく無事で良かったです。ゆっくり休んでください。それでは」

　シェリルは笑顔でそう言い残すと、イナベと一緒に病室を後にした。




　帰りの車中、シェリルは隣に座るイナベから非常に厳しい雰囲気を感じ取っていた。どちらも無言のまま、車はクガマビルの駐車場に辿たどり着つく。

　だが車が停とまってもドアは開かない。そしてその静かな車内の中で、イナベが少し唐突に、わずかに険しい表情で口を開く。

「正直な話をしよう。私は君が、アキラのことを完全に籠絡しているものだと思っていた。以前の立食会でカツヤという者が君に見せた態度からも、別に籠絡しようとした訳ではない者ですらあの様子なら、意図的に籠絡しようとしている相手であれば、完全に手中に収めているものだと思っていた。だからこそ、君はハンターランク調整依頼を出されるほどのハンターを、まだ君の徒党がわずかな勢力しか無かった頃から後ろ盾に出来たのだろう。そう考えていた」

　淡々とした口調だが、それだけに、シェリルは押し潰されるような重圧を感じていた。

「だが違った。君は彼に、私への口調を注意することすら出来なかった。彼を籠絡し、掌握しているとはとても思えない」

　体のわずかな震えを、シェリルは手を強く握って搔かき消けしている。

「20億オーラムの件は私の不安の表れだと思ってくれ。それだけの金を含めた取引にしなければ、彼の言動を制限するのは難しいと判断した訳だ。心情的にはハンターオフィスを介した依頼にしたいぐらいだ。それをすると情報が外部に漏れるから出来ないがね」

　イナベが息を吐く。それだけでもシェリルの緊張が高まっていく。

「君と取引をした時に、私は尋ねた。改めて尋ねよう」

　今まで前を向いたままシェリルを見ずに話していたイナベが、シェリルを見る。

「問題無いのだな？」

　真面目で、真剣で、冷徹な目がシェリルに向けられる。

　自分をじっと見るその目から、シェリルは目を逸そらさなかった。そして口を開く。

「問題ありません」

　シェリルは再び、覚悟を以もって答えた。

「……そうか。その言葉が事実になるように尽力することだ。何かあれば連絡しろ」

　車のドアが開き、イナベが降りる。ドアが閉まり、車が発進する。

　拠点に向かう車の中で、まだ緊張したままのシェリルに、情報端末の通知音が届いた。慌てて確認する。それは20億オーラムがシェリルの口座に振り込まれた通知だった。

　シェリルが大きく息を吐く。

「……取り敢えず、認めてもらったってことで良いのかしらね」

　違うのかもしれないが、シェリルはそう思うことにした。
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　退院した次の日、アキラは少し緊張した様子でシズカの店の前まで来ていた。しかしなかなか入ろうとしない。

　アキラもシズカに新装備一式の調達を頼まなければならないことは分かっている。だがそれは装備を全て失うほどの激戦を、無理を、無茶をしてきたという明確な証拠だ。

　あれだけ注意したのに、またそんな無理をしてきたのか。シズカからそう怒られるという気持ちが、アキラの足を止めていた。

　しかしいつまでも店の前にいる訳にもいかない。覚悟を決めて店に入る。

　店の中にはシズカの他に、ちょうど来店していたエレナとサラもいた。アキラに気付いたシズカ達がアキラを笑って歓迎する。

　アキラはそのシズカ達の笑顔に、どことなく意味有り気なものを感じた。だが装備の件をどうやって穏便に説明すれば良いのかに気を取られて、深くは考えなかった。軽い挨拶と雑談を挟んでから、どこかぎこちない様子で、覚悟を決めて装備の件をシズカに話す。

　しかしそのアキラの覚悟はある意味で無駄になった。アキラから聞かされるまでもなく、シズカ達はアキラの激戦を知っていたのだ。

「えっ!?　知ってたんですか!?」

「ええ。アキラが入院している間にユミナが来てね。教えてくれたの」

　自分達はイイダ商業区画遺跡で旧世界製の自動人形達と戦ったこと。アキラが酷い負傷を負って病院送りになったこと。しかし命に別状は無いこと。死にかけるほどの無理も無茶もしたアキラだが、それは状況的に仕方が無かったこと。アキラのおかげで皆助かったこと。

　ユミナはそれらを丁寧にシズカに説明した。

　別にユミナにも、たかがハンター向けの万よろず屋やの一店主に、そのようなことをわざわざ話しておく義理も義務も無い。むしろ稼ぐハンターの個人情報であり、それも場合によっては今後の稼ぎにも関わる身体状況の情報と考えれば、下手に話してはいけない事柄でもある。

　だがユミナは、シズカを随分と慕っていたアキラの様子から、話しておいた方が良いと判断して全部話していた。そうしておいた方が良いと思ったのだ。

　その経緯を軽く説明したシズカが、アキラに向けて優しく笑う。

「だから、怒ってないから安心しなさい」

　アキラは安堵の息を盛大に吐いた。

　そのアキラの様子を見て、エレナが軽い苦笑を浮かべる。

「それにしても、何ていうか、アキラってそういうことばっかりね」

　アキラが軽く項うな垂だれる。

「……そうなんですよね。何でなんだろう。やっぱり俺って運が悪いんでしょうか？」

　サラも苦笑する。

「まあ、そうだとしても、その辺を下手に気にしても気が滅め入いるだけよ。大変だったけど、ちゃんと生きて帰ってこれた。それで良いじゃない。ね？」

　励ますようなサラの笑顔に、アキラも意気を取り戻した。笑って返す。

「……、そうですね。はい。そう思っておきます」

「それに、大変だった分だけ稼げたんでしょう？　それはそれでハンター稼業の冥利よね」

「いやー、だからって死にかけるのは嫌ですよ。稼ぎより、安全です」

　シズカも笑って頷うなずく。

「そうそう。アキラ。そういう心掛けが大切よ。これからも、それを忘れないようにしなさい」

「はい」

「よろしい」

　素直に頷いたアキラに、シズカも満足そうな笑顔を向けた。これでイイダ商業区画遺跡での死闘は、アキラ達の中で良い意味で笑い話になった。

「それでシズカさん。シズカさんから買った装備をこんな短期間でぶっ壊して悪いとは思ってるんですけど、また装備の相談に乗ってもらえますか？」

「勿もち論ろんよ。好き好んで無茶をした訳じゃないのなら、装備なんて幾らでも壊しなさい。それでアキラが助かるのなら何の問題も無いわ。店の売上も上がるしね」

　アキラが装備の損失を下手に気にして、自分の体よりも装備の方を大事にしないように、シズカは軽い冗談を付け加えてそう言った。

「それで、今回の予算はどれぐらいなの？」

「20……いや、18億オーラムぐらいまででお願いします」

　キバヤシに対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を安く買えるように頼んではいるが、上手うまくいく保証は無い。どこまで安くなるかも分からない。それでも対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾は必要だ。アキラはそう思い、20億オーラムの予算からその代金の分を減らしておいた。

　それでも前回の予算の３倍だ。桁違いの予算にエレナもサラも驚いている。

　シズカも驚いているが、シズカの頭には驚きよりも別のことが浮かんでいた。真面目な表情でアキラに告げる。

「アキラ。そこまでの予算になるのであれば、もう店を変えることをお勧めするわ」

「えっ？」

　その突然の提案に、アキラは驚き、困惑し、たじろいだ。そしてシズカはそのアキラに、そうした方が良い理由をゆっくりと諭すように説明していく。

　シズカの店は基本的に駆け出しから中堅ぐらいのハンターが利用する所だ。店の品揃えも、ハンターランク30ぐらいを限度とする商品が並んでいる。一度の商談で売上が４０００万オーラムを超えれば大おお儲もうけ、という程度の店でしかない。

　シズカも誠心誠意の商売を心掛けているとはいえ商売人だ。大口の顧客を逃したくない気持ちは確かにある。だがそれにも限度はある。店の規模としても、シズカ自身の能力としてもだ。

　アキラがこの店に陳列されている程度の性能の低い商品を買うことは、恐らくもう無い。以前から取り寄せで対応していた時点で、既にシズカの店はアキラには相応ふさわしくない店になっていた。

　そしてシズカの商売人としての力も、アキラが求めるような高性能高価格の品を十分に扱えるほど高くない。そのような品を扱う店の店主ではないからだ。

　シズカが前回の装備調達の時に、大量の銃と強化服のリストをアキラに渡したのは、もうシズカの力ではそれらの高価格帯の品に対応し切れず、アキラに勧める商品を絞り切れなくなっている証拠でもあった。

　だからこそ、シズカがアキラに対して変わらず誠実に対応するのであれば、もうシズカがアキラに言えることは、そういう高価格帯の商品を扱う高級店に乗り換えろ、ぐらいしかなかった。

「……アキラは、私の勧めなら、とか、私の判断なら、とかよく言ってくれたけど、それならこれが、私の判断で、お勧めよ。ちょっと残念だけどね」

　シズカはそう言って、少しだけ寂しげに微ほほ笑えんだ。

　アキラもその話を理解はした。説明に納得もした。自分の命に関わる装備についての、信頼できる人からの勧めだ。分かりました、と答えるのが最善にも思えた。

　だがアキラはそれを分かった上で、物もの凄すごく難しい表情を浮かべた。そして珍しくシズカに対して我わが儘ままを言う。

「……あの、出来ればこれからもシズカさんのお店で買いたいんですけど、駄目でしょうか？」

「お勧めしないし、やめた方が良いと思うわよ？　高ランクハンター向けの高級店なら、最低価格が億の商品の取り扱いにも慣れているでしょうから、適した装備をちゃんと勧めてくれると思うわ」

「だ、駄目でしょうか……」

　駄目だ、と言われたらアキラも引き下がるしかない。しかし駄目だとは言われていない。アキラは食い下がっていた。

　そこでエレナとサラが小さく吹き出した。戸惑うアキラの前で、エレナが笑ってシズカに言う。

「シズカ。本人が良いって言ってるんだから良いじゃない。客のその程度の我が儘に応えるのも、経営努力の内なんでしょう？」

　それでシズカも態度を緩めた。アキラに向けて、子供の我が儘を受け入れるように微笑む。

「全く、仕方無いわね。アキラ。慣れてない物を扱うんだから、間違って変な物を勧めちゃっても怒らないでよ？」

「あ、はい！　大丈夫です。ありがとうございます」

　アキラは嬉うれしそうに笑って礼を言った。シズカも笑って返す。そして軽い冗談のように少しだけ顔を不満そうなものにした。

「それにしても、アキラもエレナもサラも、私が店の売上を下げてでも誠心誠意接客してあげてるってのに、我が儘言ってくれちゃって。そういう高級品を扱うの、大変なのよ？」

　エレナが笑って言い返す。

「その分シズカも稼げるんだから良いじゃない。アキラも私達も荒野で頑張ってるんだもの。シズカもちょっとぐらい頑張ってよ」

「軽く言ってくれるわねー」

　状況がよく分かっていないアキラに、サラが笑って説明する。

「私達もシズカから似たようなことを言われたのよ。そろそろもっと上の店に移ったらってね。まあ、エレナがいろいろ言って断ったけど」

「サラさん達もですか」

「ええ。シズカの言い分も分かるんだけど、装備とかは私達の命に関わる品なんだし、私達も信用できる店との付き合いは続けたいのよね」

「ですよね」

　その通りだというように、アキラはしっかりと頷いていた。

「そういえば、アキラのハンターランクは今幾つなの？　ハンターランク調整依頼を受けて、随分上がったんでしょう？」

「えっと、ちょっと待ってください」

　アキラが情報端末を取り出して自身のハンターランクを確認する。自動人形の所有権の交渉は今も続いているが、多数の自動人形を撃破した成果としての、ハンターランク上昇分の計算処理は既に終わっており、アキラのハンターランクは45まで上がっていた。

「45です」

　それを聞いたエレナ達は一度顔を見合わせた。その表情には複雑な胸中が少しだけ滲にじんでいた。そしてサラが少し寂しげにも聞こえる声で言う。

「45か……。あっさり抜かれちゃったわね」

「えっ？」

　エレナが似たような声で続ける。

「私達は40なの。シズカが私達にそろそろ店を変えろって言い出したのも、そこが一つの区切りだからだと思うわ」

　エレナもサラもハンターだ。長年荒野で活動して、大変な思いをしながらハンターランクを上げてきた。

　アキラに出会ってからはハンター稼業も上向きになり、途中でいろいろあったものの基本的には順調に、そして積極的に活動していた。最近はクズスハラ街遺跡奥部でのモンスター討伐と遺物収集に精を出し、ハンターとして成り上がっていた。

　ハンターランク40は、エレナ達がハンターとして長年苦労して積み重ねてきた成果でもある。クガマヤマ都市周辺で活動するハンターの基準であれば、十分に一流の範はん疇ちゅうだ。

　それを、少し前にハンターを始めたばかりの子供にあっさりと抜かれてしまった。エレナ達もハンターとして多少の矜きょう持じは持っている。それなりに感傷は覚えた。

「まあ、その内抜かれるとは思ってたけどね。でもここまで早いとは思ってなかったわ」

　軽く笑ってそう言ったサラに続いて、エレナも冗談っぽくアキラに笑って言う。

「これからはアキラ先輩とでも呼ばないと駄目かしらね？」

　エレナもサラも、敢あえて調子良く笑っていた。短期間でここまで成り上がったアキラを称賛する気持ちは間違いなくある。しかしそれだけでは片付けられない複雑な気持ちも確かにあった。それをごまかすようにエレナ達は笑っていた。

　そしてそれをさらっと流せる対人能力など無いアキラはかなり真面目に困っていた。

　ここで、自分などまだまだです、などと言って下手に謙遜すれば嫌みになりかねないことぐらい、流石さすがにアキラにも分かる。しかし代わりの言葉も思い浮かばない。

　また、アキラは自分のハンターランクがこの短期間にここまで急激に上昇した理由にも心当たりがある。今回のハンターランク調整依頼の裏にいる八や島じま重鉄と吉よし岡おか重工の後押しだ。

　自社の人型兵器の評価の為にも、それを倒した自分のハンターランクを可能な限り上げておきたい両社が、裏でいろいろと手を回したのだろう。アルファのサポートを含めた自分の評価のように、恐らく自分のハンターランクも実態に見合わない数値に上げられている。アキラはそう思っていた。

　しかしそれをエレナ達に話す訳にはいかない。それを話せば、その前提となる話も一緒に話さなければならないからだ。

　先日のスラム街の大抗争を主導していたのはクガマヤマ都市で、八島重鉄と吉岡重工も関わっていた。そのような都市の裏事情を、何も知らない者に話すのは流石にまずい。その相手がエレナ達であれば尚なお更さらだ。それぐらいはアキラも分かっていた。

　ではどう答えれば良いのか。アキラが考える。スラム街の路地裏から飛び出してハンターとなり、様々な経験を積んだことで、まだまだ拙くはあるものの、それでも少しは成長した対人能力を振り絞った。

「あー、その、アキラ先輩ってのは流石にちょっと。それに確かにハンターランクは上がりましたが、それで俺のハンター歴が伸びた訳でもないですし、ハンター稼業の知識とかには俺もまだまだ疎いところがあるので、エレナさん達にはハンターの先輩として、出来ればこれからも助けてもらえればと、はい」

　頑張って考えました。顔にそう書いてあるようなアキラの表情を見て、エレナ達は自分の中から下らない感情が抜けていくのを感じていた。

　自分達を慕ってくれている子供が、自分達との関係を壊さないように頑張って気遣ってくれている。そう思うと、下らないことで少しふて腐れていた自分達が、非常に馬鹿馬鹿しく思えた。

　エレナ達が互いの顔を見て軽く笑い、いつもの調子を取り戻す。アキラに向けて調子良く笑った。

「そう？　それじゃあサラ。お言葉に甘えて、もう少し先輩面をさせてもらいましょうか」

「そうね。それじゃあアキラ。そういうことでお願いね？」

「はい」

　アキラも嬉しそうに頷いた。

　そこでシズカが口を挟む。

「それじゃあ、エレナ、サラ。早速先輩面をしてアキラを助けてもらいましょうか。一緒にアキラの装備の相談に乗ってもらうわよ。18億オーラムの予算の新装備選びなんて私の手に余るんだから、手伝いなさい」

　エレナが少し慌てる。

「ちょっとシズカ。私達だってそんな高価格帯の装備になんて、詳しい訳じゃないのよ？」

「ごちゃごちゃ言わずに手伝いなさい。高ランクハンターになったらこういう装備が欲しいとか、少しは考えたり調べたりしたことぐらいあるでしょう。そういう記憶を思い出すなり何なりして、知恵を絞りなさい。アキラの先輩なんでしょう？」

　そう言われてはエレナも断れない。仕方が無いというように笑う。

「はいはい。分かったわ。それならまずはアキラの希望を聞かないとね。アキラ。どんなのが良いの？」

「あ、いや、えっと……、その、ど、どんなのが良いんでしょうかね？」

　それはこの場にいる全員が分かっていない。そのままアキラの新装備一式についての相談が始まる。

　あーでもないこーでもないと話し合って、アキラは楽しい時間を過ごした。
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　アキラは新装備の調達を済ませるまでハンター稼業を再び休止することにした。

　まだ装備の注文もしておらず、選んですらおらず、どのような品があるのかを、シズカ達にも協力してもらって調べている段階だ。新装備がアキラの下に実際に届くまでには、まだまだ掛かる。

　それでもろくな調査や検討も無しに18億オーラムの予算を使う訳にもいかない。高い買物である以上、変な物を買って後悔しない為にも、十分な下調べが必要だった。

　もっとも急ぐ必要も無い。キバヤシの交渉が上手くいけば、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を安価に買うことが出来るようになる。再び荒野に出るのはその後でも遅くないだろう。アキラはそう考えてゆっくりしていた。

　そして今日はシェリルの拠点に顔を出していた。シェリルの自室ではなく、休憩室として使用されているフロアの椅子に座っている。

　その休憩室は、普段は徒党の構成員や遺物販売店の店員として雇われている者達も使用している。しかし今そこにいるのはアキラだけだ。別にアキラ以外の立入を禁止している訳ではない。だがそこに休息に訪れた者達は、憩いの場に設置されている特大の地雷に気付いた途端、慌てて立ち去っていた。

　もっともアキラも他の者達の休憩を邪魔する為にここにいる訳ではない。自分達の後ろ盾が健在であることを内外に示す目的で、シェリルに頼まれて少し目立つ場所にいるだけだ。

　ハンター稼業はいつ死んでも不思議の無い危険な仕事だ。長期間姿を見せないハンターは、荒野で死んだとみなされる。ちゃんと生きている姿を見せるのは重要なことだった。

　アキラの姿を見掛けても、徒党の末端構成員は慌てて離れることが許される。

　しかし幹部は許されない。アキラを見掛けた以上、挨拶ぐらいはしなければならない。また、アキラから軽い世間話の感覚で徒党や遺物販売店の状況を聞かれたら、当然答えなければならない。

　その幹部であるエリオにアリシア、ナーシャにルシアは、以前の経験の所為もあって地雷原にいる感覚でアキラと雑談していた。

　そして徒党の子供達はそのエリオ達の姿を見て、やはり幹部連中は自分達とは度胸が違うと思い、幹部達への評価を高めていた。

　そこにカツラギが現れる。幹部達ですらどこか戦々恐々とアキラに接する様子を見せる中、そのアキラに気安く話し掛けるカツラギの姿は、商売人としての実力を子供達に知らしめていた。




　カツラギがアキラの正面に座って話を続ける。

「……それでさ、お前もまた随分と稼いできたんだろう？　それなら俺からも何か買っとけよ。いや、お前には別に懇意にしてる店があるってのは知ってるけどさ、その店だけに固執するのも良くないと思うぞ？　商品の仕入れと一緒だ。いろんな調達ルートがあった方が健全な取引が……」

　カツラギはそう言ってアキラを説得しながらも、今までの経験もあって期待はしていなかった。アキラとの商談は一応ちゃんと試みている。そう商売仲間達に示す為にやっているだけだった。

　強行に迫ってアキラを怒らせてしまえば、回復薬の購入まで切られてしまう恐れもある。シェリル達に売っている銃器類の売上も大きい。遺物販売店も、自分達は高価格帯のフロアには関われないとはいえ、高い利益を出している。それらもアキラがシェリルに一言言えば、それで消えてしまう。

　カツラギはアキラを怒らせない為にも、駄目で元々で言っているという、どこかやる気の無い態度を崩さなかった。

　しかしその態度が逆に功を奏した。それなりに治まってきているとはいえ、アキラには自分に持ち掛けられる話には全て裏があるという捻ひねくれた考えがまだ残っている。だがカツラギのどこか消極的な態度は、この話には別に裏など無いという印象をアキラにもたらしていた。

「そうか。じゃあ車とバイクの調達を頼む」

　予想外の返事にカツラギが戸惑う。

「……えっ？　買うのか？」

「何でも良いから何か買えって言ったのはカツラギだろう」

「いや、そうだが、また随分急に態度を変えたなって思ってな。今まで俺が何度頼んでも駄目だったじゃないか」

「……そこはまあ、前にカツラギに調達してもらったバイクが役に立ったからだ」

　噓うそは言っていないが、一番の理由は別にある。新装備の調達にはシズカ達にも相談に乗ってもらっているが、銃や強化服の調査だけでも手一杯の状態だ。その上で車とバイクの調達までシズカに頼むのは負担が大き過ぎるということもあり、アキラはそちらを後回しにしていた。

　そういう背景もあり、ちょうど良いので車とバイクの調達の方はカツラギに頼もう、という考えがアキラに浮かんだ。それだけだった。

　カツラギが商売人の笑顔を浮かべる。

「それは何よりだ。それで、どんなやつが欲しいんだ？」

「バイクは前のやつと同等か、それ以上の性能のやつ。車は……、車内にそのバイクを入れられる大きなやつが良い。性能は……、バイクと合わせて調整してくれ」

　高性能なバイクは戦闘でも遺跡探索でも役立つが、やはり積載量に限度がある。ユミナが使用していた車のような、弾薬も遺物もたっぷり詰め込める車両を併用した方が良い。アキラはクズスハラ街遺跡とイイダ商業区画遺跡での活動からそう考えていた。

　カツラギがざっと試算する。

「……それぐらいの性能のやつだと、１億や２億じゃ足りないぞ？　車とバイク、合わせて……、そうだな。５億オーラムぐらいはするはずだ。それでも良いか？」

「ああ」

　カツラギはいきなり５億オーラムの商談が飛び込んできたことに大喜びした。だがそこでアキラが少し真面目な態度で釘くぎを刺す。

「前にカツラギに調達してもらったバイクだけど、高性能で、凄すごく役に立った。ありがとう」

「……え？　ああ」

「えっと……、つまり、だから、何が言いたいかって言うと、まあ今更言うことでもないし、カツラギも分かってると思うけど、その車とバイクは、俺が命を預ける装備なんだ。価格との兼ね合いもあるんだろうけど、ちゃんと高性能じゃないと困るんだ」

　アキラがカツラギをじっと見る。今までカツラギから買った回復薬の質に問題は無かったこともあり、アキラもカツラギを疑っている訳ではない。だがそれでもシズカの店で買う時のように、無条件で信じることは出来ない。その分の差異がアキラの目に表れていた。

「カツラギ。大丈夫だよな？」

　カツラギが内心で冷や汗をかきながら豪快に笑う。

「大丈夫だって。安心しろ。バッチリ調達してやる。だから次は銃や強化服の方も頼むぜ？」

「今すぐ決めろって言ってるのなら、駄目だ」

「相変わらずだな。じゃあ、ゆっくり考えておいてくれ」

　そう言って、カツラギは苦笑気味に笑った。

「それで、いつまでに用意すれば良い？　１ヶ月ぐらい掛かっても大丈夫か？　急ぐんなら手付金ぐらいは貰もらっておきたいんだが」

「いや、大丈夫だ」

「分かった。それじゃあ早速調達に動くとするか。後で連絡する。期待して待ってな」

　カツラギはそう言い残して立ち去った。そして休憩室を出たところで大きく息を吐き、顔を少し真面目なものに、商売人のものに変える。

（……危ねえ。５億の商談が急に飛び込んできた所為で気が緩んだか？　気を付けねえと）

　アキラに５億オーラムも支払わせて下手な物を売った場合、加えてその品の不具合等が理由で死にかけた場合、激怒したアキラがどういう行動を取るか。想像は容易たやすい。

　だが５億オーラムの取引に浮かれたカツラギは、アキラに釘を刺されるまで、それを忘れていた。

（しかしまあ、車とバイクに５億支払うのなら、銃と強化服にはもっと支払ってるんだろう。幾らだ？　８億？　いや、10億？　アキラが贔ひい屓きにしている店がどんな高級店か知らねえが、もしアキラがやらかしたことを知った上で、それだけの取引をしてるのなら、大した度胸だな）

　名前も知らないどこかの店の度胸を称賛しながら、カツラギは車とバイクを手配する為に商売仲間達に連絡を取った。




　徒党の運営や遺物販売店の経営などで忙しい日々を続けているシェリルが、今日の分の仕事に何とか無理矢理区切りをつけてアキラの下に来た。

　新装備一式の調達を終えるまでハンター稼業を休業中とはいえ、アキラも毎日拠点に来ている訳ではない。シェリルは日々の業務の中から頑張って時間を捻出し、アキラと一緒にいられる時間を増やしていた。

　清潔感のある円形のテーブルを挟んでアキラの向かいに座り、洒しゃ落れたカップに注がれた少々高いコーヒーをアキラと一緒に飲みながら、徒党や遺物販売店の状況を交えて歓談を続ける。シェリルは楽しい時間を過ごしていた。

　アキラもシェリルの話を興味深く聞いていた。

「へー。シェリルの徒党って、そんなことになってるのか」

　遺物販売店の成功はシェリル達の徒党の力を一気に引き上げた。壊滅した二大徒党ほどではないが、既にスラム街に名立たる大徒党としてシェリルファミリーなどとも呼ばれている。

　普通ならばそこまで勢力を拡大する前に、遺物販売店の莫ばく大だいな利益などを狙う者達からの横よこ槍やりなどが入る。だがシェリル達を狙う徒党は全く無かった。アキラが後ろ盾になっている上に、ヴィオラも協力しているからだ。

　シェリル達を狙った襲撃はたちまちヴィオラに察知され、アキラが直々に潰しに来る。そう考えると、他の徒党もシェリル達に手など出せなかった。

　アキラの武力。遺物販売店の財力。ヴィオラの諜ちょう報ほう力と工作力。それらが揃った有力な徒党に加わりたい者は多く、構成員の人数も桁違いに増えている。ただし主に子供で構成されている徒党という点は変わっていない。大人の加入希望者は今のところ門前払いを受けている。

　また、子供であれば無条件で受け入れている訳でもない。徒党で管理できる人数にも限度がある。人が増えても、それを管理する纏まとめ役までは簡単には増えない。そちらが育つまで、新たな希望者は順番待ちとなる。

　その結果、スラム街にはシェリル達の徒党の下位組織のようなものまで生まれていた。シェリルファミリーへの加入の順番待ちを出来る限り縮める為に、徒党内の者とのコネを作ったり、賄賂の為の金を稼いだりと、彼らなりに意欲的に動いていた。

　新たに徒党に加入した子供達は、まずは安価な労働力となる。初めの内は徒党内の雑務や遺物販売店の低価格帯フロアの手伝いなどを行って日銭を稼ぐ。そこで問題を起こさなければ、カツラギの商売仲間達などの伝から得た仕事に回される。

　スラム街の子供にろくな仕事が無いのは、そのような者達に仕事をさせても金や商品を盗んで逃げるだけだ、という偏見とは言い難い現実があるからだ。それが全てではないが、強い理由にはなっている。

　シェリル達の徒党から派遣された者であれば、生じた被害を徒党が補填することで、ある程度の信用を担保できる。しっかり働けば、雇う側にも雇われる側にも利益はある。勿論、しっかり真面目に働かないと徒党から追い出される。

　また、盗みを働くとアキラに殺されるかヴィオラに売り飛ばされる、などという噂うわさも広がっており、不届き者の発生は十分に抑えられていた。

　そのような日々を徒党で読み書きを学びながら過ごし、情報端末を買えるほどの金を稼いだ者には、高価な労働力になる道が示される。

　ネットには各種の技術や資格を無料で学べる場が数多くある。自力で読み書きが可能で、情報端末でネットに接続できれば、あとは自分で学ぶ意欲さえあれば、スラム街の路地裏では手に入れられない専門知識や一般教養などが学べるのだ。

　それらを身に付けた者は、カツラギ達やヴィオラから高度で高単価な仕事が斡あっ旋せんされたり、徒党内での専門職や纏め役を任されたり、遺物販売店で中価格帯フロアの仕事に回されたりと、より良い地位と待遇を手に入れられる。

　また、そちらの方面での成り上がりに自信が無いのであれば、荒野に出るという道もある。徒党から装備を借りてハンター稼業に精を出すのだ。

　命賭けではあるが、レビンやデイルなど徒党と協力関係にあるハンター達と一緒に行けば、自分達だけで荒野に出るよりは遥はるかに安全だ。強力なモンスターを倒し、高価な遺物を持ち帰って徒党の遺物販売店で売れば大金が手に入る。武力での成り上がりを目指すのであれば、そちらも支援する。

　安価な労働力から、高価で高度な人材へ。シェリルはそうやって徒党の構成員の質の向上も進めることで、徒党の更なる発展と繁栄も目指していた。

　それらの話をシェリルから聞いたアキラは、シェリルの手腕に感心していた。

「それにしても、シェリルは凄いんだな。あのイナベってやつと一緒に都市の立食会にも出たんだっけ？　よくは知らないけど、そこ、その辺のやつじゃ出席なんか出来ないんだろ？　カツラギも凄く驚いてたし、凄いな」

　よく分からないが、凄い。多分。その程度の浅い理解でしかないことを示すアキラの漠然とした称賛の言葉にも、シェリルは嬉しそうに笑っていた。

「ありがとう御座います。ですが、それも全てアキラの後ろ盾あっての成果です。その恩をまだお返しできていないことがとても心苦しいのですが、店と徒党を更に発展させて必ず返しますので、その辺りは投資だと思っていただいて、今は長い目で見て頂けると助かります」

「大丈夫だ。あの20億はシェリルのおかげで手に入ったようなもんだしな。そういう意味じゃ、借りはもう返してもらったようなもんだ」

　イナベに立て替えてもらったあの20億オーラムは、シェリルを保証人としたものだ。つまりイナベはそれだけの価値をシェリルに見み出いだしている。だからこそあれだけの金をあっさりと出したのだ。アキラはそう思っていた。

「それなら更なる利益を期待していてください。今のところ店の売上も順調ですので。……まあ、徒党の方も含めた全体の支出も凄く大きくて、その調整も凄く大変なんですけどね」

「徒党のボスも大変だな。俺が言うのも何だけど、あの時にシェリルを徒党のボスにしておいて良かった。俺には絶対無理だ」

　軽い冗談のようにそう言ったアキラに合わせて、シェリルも軽い調子で答える。

「やってみれば案外何とかなるかもしれませんよ？　一度やってみますか？　大丈夫です。私がサポートしますから」

「無理だって。勘弁してくれ」

「そうですか？　残念です」

　笑ってそう答えながらも、シェリルは内心で結構がっかりしていた。




　しばらくシェリルと話していたアキラは、いつの間にか随分時間が経たっていたことに気付いた。そろそろ帰ると告げると、シェリルに食い下がられる。

「もう帰るんですか？　もう少しいても良いじゃないですか。別に急ぐ用事も無いんですよね？」

「いや、帰るよ。ゆっくり風呂にも入りたいしな」

　今日もアキラは購入予定の銃と強化服をゆっくりと風呂に入りながら調べるつもりだった。その分の時間を考えれば少し長居し過ぎたと思っており、席を立とうとする。

　しかしシェリルは更に食い下がる。

「お風呂ならここで入っていけば良いじゃないですか。拠点の改装で浴室も大きく変えたんです。特に幹部用の浴室は凄いんですよ？」

「凄いって、広さとか内装とかがか？」

「それもありますけど、それだけじゃなくて、上手く説明するのは難しいんですけど、一度入れば違いが分かるって感じです。こればっかりは体験してみないと分からないと思います」

　自分も使っているが改装前とは雲泥の差がある。エリオやアリシア達からも大好評。その入浴権が下位の幹部への特別な報酬になり、利用の機会が徒党内部で売買までされている。それぐらい凄い。そうシェリルはアキラの興味を刺激するように、幹部用の浴室の凄さを説明した。

　そこまで言われるとアキラも興味が出てくる。それに気付いたシェリルが誘うように笑う。

「入ってみますか？」

　アキラは少し迷った後、興味に負けた。





◆






　拠点の改装により新たに造られた幹部用の浴室は、白を基調とした高級感と清潔感に溢あふれる作りとなっている。浴槽も10人ぐらいであれば一度に入って手足を伸ばしても他の者とぶつからない広さであり、十分な開放感がある。この時点でアキラの自宅の浴室とは別物だ。

　だがアキラを驚かせるこの浴室の凄さは、そこには無かった。湯船に身を浸したアキラがその違いを肌で感じ取り、思わず声を出す。

「……お！　これは、何か、凄いな！　上手く説明できないけど」

　当然のように一緒に入浴しているシェリルが、アキラの反応に満足して微笑む。

「この浴室には高性能な水質調整装置が取り付けられていて、使用するお湯の成分を入浴に適した状態に細かく調整することが出来ます。そのおかげで、ただのお湯とは違う入浴を楽しめるんです」

「へー。確かに何か、違うな」

　アキラが手で湯をすくってじっと見る。見た目にはただのお湯にしか見えない。しかしそのお湯に身を浸して、そこらのお湯とは違うことを肌で感じながらだと、光の反射すらどこか高級そうに見えた。

「まあ、私も実際に入ってみるまで、だから何だ、みたいに思っていましたけど、何か凄いですよね」

「ああ。こういう風呂もあるんだな」

　アキラは新たな入浴の経験に上機嫌だ。そのアキラを、シェリルが自身の裸体を近付けて誘う。

「そんなに気に入ったのなら、毎日入りに来てくれても良いんですよ？」

「…………いや、流石にそれは」

　返答の遅れは、アキラがそれだけ迷った証拠だ。シェリルもそれぐらいは容易く察した。もう少し押せば何とかなると考えて、自然な動きでアキラの手を握る。

「本当に毎日入りに来たら流石に困る、なんて欠片かけらも思っていません。この浴室の設備がここにあるのもアキラのおかげです。私達の後ろ盾になってくれたり、高価な遺物を売ってくれたり、本当に助かっています」

　そしてアキラを見詰めながら続ける。

「ですが、残念ですが私達はその恩をまだほとんどアキラに返せていません。ここでの入浴を気に入ってくれたのなら、アキラがこの浴室を利用することで、本当にささやかですが、私達にその恩を返させてくれませんか？」

　そこまで言われるとアキラも迷う。新たな入浴体験を非常に気に入ったのは確かであり、判断の天てん秤びんが大きく揺らいでいた。

　これならいける。そう思ったシェリルは思わず笑顔を輝かせた。

　だがそこで無粋な音が響く。それは浴室に備え付けられている情報端末の通知音だった。幹部用の浴室ということもあり、入浴中でも各種の報告を受けて指示を出せるように、そういう機能も搭載されていた。

「シェリル。何か鳴ってるぞ」

「…………はい」

　今凄く良いところだったのに。そう思いながらシェリルがアキラから手を離す。そして内心の滲んだどこか刺とげ々とげしい声を浴室の情報端末に向けた。

「何？」

「あ、その、ヴィオラがボスとアキラさんに話があるそうです」

「私もアキラも入浴中よ。後にしてって伝えて」

「わ、分かりました」

　シェリルの不機嫌な声に、とばっちりを受けた徒党の構成員は慌てた様子で通信を切った。

　シェリルが自身を落ち着かせるように息を吐く。さっきは良い雰囲気だった。邪魔が入ったがまだ取り返せるはずだ。そう願望の混じったことを考えて意識を切り替えようとする。

　だがそこに再び通知音が響く。

「……何？」

　より機嫌の悪くなった声を聞いて、シェリルの部下が通信の向こう側で冷や汗をかく。

「その、ヴィオラにそう伝えたんですが、急ぎの話なので今からそっちに行くそうです」

「えっ？」

　その予想外の返事に、シェリルはアキラと一緒に顔を見合わせた。




　ヴィオラは本当に浴室に入ってきた。そこにはキャロルの姿もあった。シェリルとは違う大人の色気に満ちた裸体を、二人とも堂々と晒さらしてアキラの近くまで来ると、ゆっくりと湯船に浸つかる。

　身体強化拡張者であるキャロルは大金を注つぎ込んで自身の体を強化している。その強化はハンターに必要な身体能力だけではなく、色香に溢れた体の造形にも及んでいる。その魅惑の体で、キャロルは今まで多くの男達を、精神的に、或いは物理的に落としてきた。

　ヴィオラも交渉事を優位に進める為に、自身の体型の維持には気を使っている。起伏に富んだ体に相手の視線と意識を誘導させて、その視線と意識の外から多くの者達を陥れてきた。

　方向性と使用用途が少々異なるものの、キャロルの裸体もヴィオラの裸体も、本人の美貌もあいまってとても艶なまめかしい。しかしアキラはその体の持ち主達に呆れたような顔を向けていた。

「普通、入ってくるか？」

　相変わらずの反応を示すアキラに向けて、キャロルが楽しそうに笑う。

「良いじゃない。別に見苦しいものは見せてないでしょう？」

「まあそうだけど……」

「あら、ありがと」

　キャロルはアキラの大した意味の無い言葉を、褒め言葉だと無理矢理解釈して礼を言った。アキラは礼を言われた意味が分からずに不思議そうにしている。

　まあそうだけど。たったそれだけの言葉は、キャロルがそれに対して礼を言ったことで、その裸体は見苦しいものではなく美しいものである、という趣旨の内容をアキラが肯定した言葉になった。

　あとはアキラが後でそれに気付けば、アキラにキャロルの裸体を意識させる言葉に変わる。植え付けたその種が発芽するかどうかは未知数だが、植えておいてキャロルに損は無かった。

　そしてそれに気付いたシェリルが、その発芽の邪魔をする。

「ヴィオラさん。急ぎの話とのことですが、こんな所まで押しかけてくるぐらいなんです。それだけの話なんでしょうね？」

　それを聞いたアキラの意識は、なぜ礼を言われたのか、ということから、急ぎの話の方へ移った。

　シェリルの微笑ましい言動をキャロルと一緒に笑いながら、ヴィオラが本題に入る。

「ええ。それだけ急ぐ話よ。アキラの装備調達と、徒党の武力向上に関わる話だからね」

　意外な話にアキラ達が軽い驚きを示す中、ヴィオラは笑ってその詳細を話し始めた。それは機き領りょうの総合支援強化服の運用テストに、アキラとシェリルに徒党ごと参加してほしいというものだった。

　アキラに対しては、高ランクハンター向けの高価な強化服を試用する機会を、機領が提供する場となる。

　機領側もアキラが新しい強化服を買おうとしていることは、シズカがその資料を各社に請求したことから把握している。ハンターランク調整依頼にユミナを同行までさせたのに、アキラに他社の強化服を買われては堪たまらない。この機会は絶対に逃せないと、ヴィオラにも協力を求めていた。

　シェリルに対しては、徒党に総合支援システムを導入する機会となる。

　総合支援システムを導入すれば、徒党の武力は格段に向上する。遺物販売店の警備にも大いに役立つ。これはシェリルがイナベに旧世界製情報端末を提供した見返りとして求めた、シェリル達への支援でもあった。

　話を聞く限りは、アキラにとってもシェリルにとっても、とても良い話だ。しかしその話を持ち掛けてきたのがヴィオラであるという点が、アキラとシェリルにその話を鵜う吞のみにさせない疑心を生じさせる。

「ヴィオラ。一応聞いておくけど、また何か企たくらんでるんじゃないだろうな？」

「企んでるといえば企んでるけど、別にアキラを陥れる為の企みじゃないし、アキラとシェリルの利益にもなるのだから良いじゃない」

「じゃあ誰が不利益を被かぶるんだ？」

「機領以外の強化服販売企業と、カツラギかしらね」

　アキラは新しい強化服を試用できる。交渉次第で安くも買える。シェリルは徒党の武力を向上できる。機領は自社製品の宣伝になる強力なハンターに自社の製品を使ってもらえる。更に総合支援システムの販売促進にもなる。

　だが機領以外の競合他社は、アキラに自社製品を買ってもらう機会を奪われる。そして徒党に総合支援システムと付随する装備を導入した分だけ、今まで徒党に装備類を納入していたカツラギの売上が下がる。

　高額高性能な商品の販売促進、その商機の奪い合いの企みには、確かに明確な勝者と敗者が存在していた。

　そしてアキラもその辺りの話にまで口を出す気は無かった。その辺りは商売の話だ。自分の装備とシェリル達の徒党の武力向上を捨ててまで、カツラギを儲もうけさせる義理は無い。

　また強化服の試用をしても、その場で機領から直接買うのではなく、シズカの店で注文する流れは変わらない。この話を受けて機領から強化服を買うと約束すれば、新たな強化服の試用も出来るし、安くも買える。それならば、この話の仲介を引き受けたヴィオラがそれで儲けようとも、アキラに断る理由は無かった。

　次はシェリルが尋ねる。

「ヴィオラさん。一応聞いておきます。この話に限らずいろいろ企んでいるようですが、何を企んでいるとしても、それはイナベさんの利益にもなると考えて良いんですね？」

　シェリルはイナベから、自分の不手際の所為で旧世界製情報端末に関する工作が失敗するのではないか、という懸念を覚えられている状態だ。それがヴィオラの企みにより現実のものになってしまわないように、ここで釘を刺すのと同時に、確認しておく必要があった。

　だがヴィオラはあっさりと答える。

「約束は出来ないわ。場合によっては、あの人には破滅してもらうかもしれないわね」

　余りの返事にシェリルが驚きを露あらわにする。そして非常に厳しい視線をヴィオラに向けた。

「……どういう意味ですか？　都市の幹部を敵に回す意味が分からない訳じゃ……」

「でも、一いち蓮れん托たく生しょうにする相手じゃないでしょう？」

　そう言って口を挟んだヴィオラは、質の悪い笑顔を浮かべた。

「一応言っておくけど、私はアキラに頼まれてシェリルに協力しているのよ？　だから私は、イナベとシェリルの利益よりも、アキラとシェリルの利益を優先しているわ。その所為でイナベが不利益を被ることも状況によっては十分有り得るでしょうね」

　シェリルには、ですが、などという内容の否定から入る形式では口を挟み難にくい話が続く。

「アキラが強くなれば、アキラを後ろ盾にしているシェリルも助かる。シェリルの徒党の武力を向上させれば、後ろ盾のアキラも楽になる。アキラと一蓮托生のシェリルの為に、私はアキラとの約束を守って二人の為に頑張った。それだけの話よ。幾ら相手が都市の幹部だからって、二人の破滅を許容してまでイナベを助ける義務は無いわ。そうでしょう？」

　違う、と言えば、シェリルがアキラよりもイナベを優先していることになってしまう。そうです、と言えば、都市の幹部を破滅させる工作を認めた言質になってしまう。シェリルは答えられない。

「あ、もしかして、後ろ盾をアキラからイナベに変える予定でもあったの？　まあアキラが幾ら強いとはいえ、一介のハンターより都市の幹部の方が後ろ盾としては強力だからね。気持ちは分かるわ」

　とんでもないことを言い出したヴィオラに、シェリルが絶句している前で、ヴィオラは本当に質の悪い笑顔を浮かべた。

「でも、悪いけど、そういうことなら私は協力できないわ。私もアキラに殺されたくないの。ごめんなさいね」

「そんな予定はありません！」

　シェリルは声を荒らげてそう断言した。ヴィオラの予想通りに。

「それなら、問題無いわよね？」

　笑顔のヴィオラに、シェリルは硬い笑顔で何とか答える。

「……そうですね」

「良かったわ。それじゃあ、二人から了解も取れたことだし、私は機領との調整があるから先に上がるわね」

　ヴィオラはそう言い残して立ち上がり、浴室から去っていく。それを見送ったシェリルは、硬い笑顔を険しく歪ゆがめていた。

　アキラはシェリルが大声を出したことに少し驚いた様子を見せている。キャロルはそのアキラ達を見て苦笑を浮かべていた。




　落ち着きを取り戻したシェリルが、温かな湯に浸かりながら溜め息を吐く。アキラを驚かせた良質なお湯による癒やしの効果も、ヴィオラの質の悪さの前には太刀打ちできず、その表情はどこか疲れたままだった。

　ヴィオラに話を続けさせると自分の立場が悪化する。しかしその話を無理矢理止めようとすると、その内容を自分で肯定したことになってしまい、更に立場が悪化する。

　では初めからヴィオラには何も話させなければ良いのではないか。そう思い至ったところで、以前にトメジマとした雑談の内容を思い出す。アキラと交渉の席で、ヴィオラに何があっても黙っていることを条件に同席を許したら、ヴィオラが本当に何も話さなかった所為で交渉が台無しになってしまった、という話だった。

「話させても駄目。黙らせても駄目。本当に質が悪いわね。どうしろっていうのよ……」

　いっそ殺すか。実行するかどうかは別にして、そういう極端な考えも浮かんだ。しかし同時にヴィオラが自身に30億オーラムの死後報復依頼プログラムを掛けていることも思い出す。下手にヴィオラを殺せば、その時点で非公式なものではあるが30億オーラムの賞金首となる。その上で殺すかとなれば、首を横に振るしか無かった。

「それでもやる人も出てるんでしょうけど、そういう時はちゃんと護衛を雇ってるんでしょうね。本当に質が悪いわ……」

　是非死んでほしい。ヴィオラは多くの者からそう思われている非常に質の悪い人物だ。しかし同時に、ヴィオラを自分で殺した場合に被る不利益を考えれば、自分ではなく他の誰かにやってほしい、とも思われている。

　その絶妙な調整を間違えないことで、ヴィオラは今日も生きていた。




　何やらブツブツ言っているシェリルから、アキラは少しだけ離れて入浴を続けていた。

　ヴィオラとシェリルの間で非常に質の悪い交渉が繰り広げられていたことには、流石にアキラも気付いている。しかしそのヴィオラに協力を頼んだのは自分だ、という気持ちもあって、シェリルに何を言えば良いのか分からない状態だった。

　様子を窺うように横目でシェリルを見ているアキラに、キャロルが笑って声を掛ける。

「全く、アキラは相変わらず女の扱いがなっていないのね。何て言って声を掛ければ良いのか分からないのなら、黙って抱き締めるぐらいしてあげたら？」

「……そういうものなのか？　いや、でも……」

「別に恥ずかしがらなくても良いじゃない。一緒にお風呂にまで入ってるのに、今更でしょ？」

「別に恥ずかしい訳じゃ……」

　流石にそれはちょっとどうなんだろう。アキラがそう思いながらシェリルを見る。

　シェリルは黙ってじっとしていた。

　そのシェリルの様子を見て、キャロルがからかうように笑う。

「あ、ちょっと遅かったわね。アキラ。もう駄目よ。期待してる相手を抱き締めても効果は半減。今更やっても手遅れね」

「……、そうか」

　アキラはそれでシェリルを抱き締めるのをやめた。

　シェリルが大きな溜め息を吐く。そしてどこか不機嫌な顔でアキラ達の側まで来ると、その不満げな顔をキャロルに向けた。
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「ヴィオラさんと付き合いがあるだけあって、キャロルさんも質が悪いですね」

　期待させておいて、期待したら駄目だと言い出すキャロルの質の悪さに、シェリルはむくれた様子を見せている。

「否定はしないわ」

　キャロルはそれをあっさり流した。

　そのキャロルの態度に、シェリルはまた大きな溜め息を吐いた。だがそれで気の切り替えは済んだ。どこか取り繕っていた顔を捨てて、普段の表情を顔に出す。

「キャロルさん。何であんな女に付き合ってるんですか？　いつか巻き添えになって死ぬだけだと思いますよ？」

「その辺は私にもいろいろあるのよ。その理由を除いても、ヴィオラは有能で、金も情報も伝も持ってるからね。適切に付き合えば利益も大きいのよ。今日ヴィオラが持ってきた話だって、別に悪い話じゃないでしょう？」

「それはそうですけど……」

　所詮はスラム街の子供にすぎない自分を相手に、都市の幹部を交渉の席に着かせただけでも、ヴィオラの手腕は本物だ。あれだけの悪評を抱えながら生きている時点で、その有能さは認めざるを得ない。それはシェリルも分かっている。

　しかし、だからといってヴィオラを許容できるかと言われれば別だった。そのヴィオラをキャロルがなぜ許容しているのか。シェリルには全く分からなかった。

　キャロルが笑ってシェリルを宥なだめる。

「シェリル。ヴィオラのことは、適度に信じて適度に疑っておきなさい。彼女の扱い方を知らないのなら、それが一番よ。切り捨てて縁を切っても良いわ。触らぬ神に祟たたり無しっていうしね」

　そして軽く忠告する。

「でも、上手く利用してやろうとか、出し抜いてやろうとか、裏をかいてやろうとか、そういうのはやめときなさい。そういうやつを逆に嵌はめて破滅させるのも、ヴィオラの趣味だからね」

「……、覚えておきます」

　ヴィオラの扱い方、その初級編。それを教えてもらったシェリルは、キャロルもアキラの側で下らない噓は吐かないだろうと考えて、一応信じることにした。

　アキラも一応口を出す。

「キャロル。一応言っておくけど、俺も次はヴィオラを殺すつもりだし、蘇そ生せいもさせないからな？」

「その時は一声掛けてちょうだい。その時に私がヴィオラの護衛を請け負ってたら、その契約の更新は断るから、殺すのはその後にしてくれると助かるわ」

　友人の死をあっさり許容したキャロルの言葉に、だが無関心や薄情とはまた違うその感覚に、アキラはどこか難しい表情を浮かべる。

「……止めないのか？」

「私がアキラに、やめてって頼んだら、やめてくれるの？」

「……いや、まあ、やめないと思うけど」

「でしょう？」

「……いや、そうじゃなくて、ヴィオラを止めないのか？」

「私がヴィオラにそういうことを言って、それでヴィオラがやめると思う？」

「……いや、まあ、やめないかな？」

「でしょう？」

　キャロルは笑っていた。それはありふれた雑談の中で少し面白いことを言っただけのような、普通の笑顔だった。友人の命を、友人の死を、キャロルはその普通の笑顔で話していた。

　それはアキラには少し理解に苦しむことだった。

　それでも驚きはしない。アキラがヴィオラを撃った時もキャロルは似たような態度だった。しかもヴィオラも似たような態度だった。それをどちらも普通に許容していた。

　それでも二人が仲が良いことはアキラにも分かる。キャロルとヴィオラの、その自分には分からない奇妙な友人関係を、アキラは不思議に思っていた。




　ヴィオラの話に区切りをつけたアキラは、再び入浴の快楽に身を委ねていた。湯の成分すら自宅のものとは異なる上質な入浴体験を緩んだ顔で堪たん能のうしていると、キャロルに声を掛けられる。

「アキラ。随分気持ち良さそうだけど、そんなにお風呂が好きなの？」

「ああ……。それに……、ここの風呂……、何か凄いじゃないか……」

「凄いって、どの辺が？」

「……？　それはほら、お湯とかさ、分かるだろ？」

　一緒に入っているのに、なぜこの違いが分からないんだと思い、アキラは不思議そうにしていた。

　しかしキャロルはそれで逆に納得した。

「ああ。そういうこと。つまりアキラの自宅の風呂はその程度ってことなのね。アキラはあんなに稼いでるのに、随分安っぽい風呂に入ってるのね」

　その言い草に、湯に溶け始めていたアキラの意識が頭に戻ってくる。

「安い風呂で悪かったな。じゃあキャロルの家の風呂はどんな感じなんだ？」

「私の家のは結構凄いわよ？　まずはね……」

　キャロルが自宅の浴室の設備について少し自慢気に話していく。それは今アキラ達が使用している浴室より、更に一段上のものだった。

　流石に浴槽と浴室の広さでは負けている。しかしそれでも個人で使用する分には十分過ぎるほどに広い。また、適した広さに変更も出来る。内装も富裕層向けの高級なものだ。

　水質調整装置の性能も高い。身体強化拡張者であるキャロルの体にも最適化した細かな調整が可能だ。お湯に回復薬や整備用のナノマシンを投入する機能も備わっている。それにより簡単な負傷は当然として、きめ細やかな肌のわずかな痛みや傷までも、入浴するだけで治すことが出来る。残留ナノマシンの除去も一緒に可能だ。

　脱衣所には風圧式の全身乾燥機もある。体をいちいち自分で拭く手間も時間も省き、楽で、清潔で、爽快な湯上がりを提供する。

　それらの話はどの部分を切り取っても、アキラの自宅の入浴体験を安い風呂呼ばわりするのに十分な説得力を持っていた。

「お湯に回復薬を混ぜてるって……、随分贅沢なことをしてるんだな。それ、安めの回復薬を使ってても、かなり金が掛かるんじゃないか？」

「確かに金は掛かってるわ。でもそれだけの価値はあるのよ？　自分の体を大切にするのに、遣やり過すぎなんてことは無いわ。身体強化拡張者なら体型の維持なんて簡単だろう、なんて言う人もいるけど、それでも理想の状態を維持するのは大変なのよ？　私はその辺もちゃんとやってるわ。だからほら、この肌のハリとか、凄いでしょう？」

　キャロルはそう言いながら自分の胸を指差して、アキラの視線をそこに誘導した。その豊満な胸は、その形成と維持に大金を注ぎ込んでいるだけはあり、大きさも形も色艶もほぼ完璧と言って良い出来映えだ。

　しかしアキラはその胸を見て、キャロルと同じく身体強化拡張者であるサラの、体の維持に関する苦労話を思い出していた。

「……そうだな。身体強化拡張者って、大変なんだな」

　まるで苦労自慢に同意を示すような態度のアキラに、キャロルが何とか笑って返す。

「……、まあね」

　多くの異性を虜とりこにした自分の自慢の体も、アキラにとっては、とても強力だがその分整備も大変な、高性能な装備品と同じでしかない。その扱いに、キャロルが内心で愚痴を吐く。

（別にアキラも女に興味が無い訳じゃないってのは分かってるんだけど、それを分かってる分、逆にきついわね。全く、どうなってるんだか……）

　そこでキャロルがシェリルの視線に気付く。シェリルもアキラの態度に難しい顔を浮かべていた。

　どうしてアキラは自分に手を出さないのだろうか。その点に関しての不満と疑問を分かり合ったように、キャロルとシェリルの小さな溜め息が重なった。
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　自宅に戻ったアキラは何となくもう一度風呂に入った。そして昨日までと何ら変わりの無い入浴に物足りなさを感じて苦笑する。

「……、贅沢を覚えてしまった」

　いつものように一緒に入っているアルファが、からかうように笑う。

『そのようね。毎日シェリルの拠点までお風呂に入りに行く訳にもいかないし、いずれ改装を頼みましょうか。アキラも頑張って稼いでいるのだから、それぐらいの贅沢はしても良いと思うわよ？』

　それを聞いたアキラが、言質は取ったと言わんばかりに大きく頷く。

「そうだよな！　よし！　いずれなんて言わずに、明日にでも業者に連絡して……」

『アキラ。それはやめておいた方が良いわ』

　アキラが怪訝な顔をする。

「……何でだ？　金ならあるだろう？」

『お金はあるけれど、それを浴室の改装代に使うと、ややこしいことになりかねないからよ』

　アキラはキバヤシとの取引で、イイダ商業区画遺跡で稼いだ報酬を、全て装備や弾薬の代金に充てることになっている。そしてその金をイナベに立て替えてもらう形式で20億オーラムを得た。

　その金はアキラの口座に振り込まれたのだが、その時点で他の金と混ざってしまった。それにより口座から浴室の改装代を出すと、装備代にしか使えないはずの金を、他の用途に使用したと判断される恐れがある。

　それを防ぐ為にも浴室の改装は、その20億オーラムを装備代に全て使った後か、自動人形の所有権の交渉が終わって最終的な報酬が確定してからにした方が良い。アルファはそう説明した。

「そういうことか……」

　それでアキラも納得した。そしてその取引をした時にキバヤシが大笑いしていたことにも、今更ながら納得した。

　稼いだ金の使い道を強要される。それはこんなにも嫌なことだった。アキラは新たに知った贅沢と共にそれを知り、それに不満を覚えたことで、普通のハンターに少しだけ近付いた。











第[image: ]話　強化服の試用会






　機領製の強化服を試用する日、アキラは待ち合わせの場所であるシズカの店に来た。クローズドの看板が下げられている扉を開けて店内に入ると、同行するシズカ、エレナ、サラの三人がアキラを待っていた。

　アキラに機領の件を最初に伝えたのはヴィオラだが、それは事前に話を通しておく為の裏工作であり、正式な話は後でシズカから来た。そしてシズカと機領の交渉により、エレナ達もアキラと一緒に強化服の試用会に参加することになった。

　機領の目的はアキラだ。だがエレナ達もハンターランク40の有能なハンターであり、有望な顧客に成り得る対象には違いない。

　加えてアキラとは親しい仲であると判明している。共に命懸けで荒野を駆けた友人からの勧めという、そこらのセールストークでは太刀打ちできないものを得る為にも、機領はエレナ達の参加に同意した。

　機領がシズカにも同行を頼んだのは、そのアキラ達をシズカの店ごと取り込む為だ。

　基本的にハンターはハンターランクが上がれば装備の調達先を変える。安価な商品を扱う店では調達可能な装備の性能にも限界がある。馴な染じみの店に幾ら愛着があったとしても、安く性能も低い装備のままでは更なる成功は見込めない。高価で高性能な装備であれば、死ぬ危険も格段に下がる。この店の品揃えでは、自分の実力には見合わない。そう判断して、適した店に変えるのが普通だ。

　しかしシズカの店はハンターランク30程度を上限とする品揃えにもかかわらず、ハンターランク40台のハンター３人から今も贔屓にされている。つまりアキラ達はそれだけシズカに入れ込んでいることになる。そのシズカを取り込んで自社製品をアキラ達に継続的に勧めてもらえば、機領にとって大きな利益になる。

　そのような経緯もあって、アキラは機領製強化服の試用の場に、シズカ達と一緒に行くことになっていた。

　そのアキラ達は、アキラを含めて全員が私服だ。強化服でも防護服でも店の制服でもないシズカ達の姿に、アキラはどこか新鮮なものを感じていた。

「今日はよろしくお願いします。シズカさん。休みの日なのに俺の為に付き合っていただいて、ありがとうございます」

「良いのよ。アキラは大口顧客なんだもの。私も店長として、それぐらいのサービスはしておかないとね。それにエレナ達の装備の件も一緒に片付ける良い機会だわ」

　エレナが口を出す。

「ちょっとシズカ。私達の装備はついで扱いなの？　酷くない？」

「そういうことは、私の店の売上にアキラと同じぐらい貢献してから言いなさい。機領が今回の試用会にエレナ達を参加させたのも、アキラのついででしょう？　エレナもアキラにお礼ぐらい言ったら？」

「はいはい」

　エレナは一度そう軽く流してから、アキラに向けて少し大おお袈げ裟さに礼を言う。

「アキラ！　今日はありがとう！　アキラの友人って立場を思いっ切り利用して、機領から高性能な強化服を安く買い叩たたかせてもらうわ！」

「頑張ってください。お手並み拝見です」

　アキラも楽しげに笑って返した。これでエレナ達への借りを少しでも返せるのであれば、この機会を是非存分に利用してほしいと思い、結構真面目に言っていた。

「そういえばエレナさんだけじゃなくて、サラさんの強化服も買うんですよね。でも確かサラさんは身体強化拡張者だから、使ってるナノマシンとかの相性もあって、強化服は使い難いんじゃありませんでしたっけ？」

　サラが笑って答える。

「中途半端な性能のやつならね。でも最低価格が億の価格帯の製品なら大丈夫よ。ナノマシンとの相性も事前に伝えてあるから、適したものを用意してくれているはずよ。そういう意味でも、今回の試用会に参加できるのは助かったわ。アキラ。ありがとね」

「どう致しまして。サラさんの役に立ったのなら俺も嬉しいです」

　サラのその言葉に、アキラも素直に嬉しく思って礼を言った。

　そのまま雑談していると、時間通りに機領の営業が現れる。そして送迎用の車でアキラ達を試用会の場まで送り届けた。

　そこはドランカムの訓練施設だった。
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　クガマヤマ都市の下位区画の外れに、巨大な倉庫のような大型訓練施設がある。

　内部の訓練場は広く、可動式の壁を使用して複雑な地形の生成も可能だ。その機能で建物内や遺跡内を模した環境を作り、拡張現実上のモンスターと訓練用の銃で戦えば、実弾の使用も命の危険も無しに、安全に死地を再現できる。

　この訓練施設はドランカム事務派閥が防壁内の支援者から支援を受けて建設したものだ。最近は機領の総合支援システムの試験場としても活用されている。

　機領の営業に案内されてそこに来たアキラは、訓練場の中にある少し大きめの部屋にエレナ達と一緒に通された。そこにはアキラ達の為に用意された強化服が並んでいた。

　機領は今回の試用会の為にアキラには５着、エレナ達には二人合わせて６着の強化服を用意した。多種多様な強化服が勢せい揃ぞろいとまではいかないが、販売元を機領に絞った上で、かつ一着数億オーラムはする高価格帯の製品としては十分な品揃えだ。

　並べられた強化服を見ながら、アキラが軽く尋ねる。

「これ、幾らぐらいするんですか？」

　その問いに対し、アキラ達をここまで案内してきたマエバシという営業の男は、まずは愛想良く笑った。

「折角の試用会です。まずは価格を気にせずにお試し下さい。強化服はお客様に合った性能で選ぶものです。価格で選ぶものでは御座いませんから」

　高価な製品ほど高性能。それは間違いない。機領の営業として、自分も自社製品の価格設定は妥当なものだと自負している。

　しかし高性能な品であればアキラの要求を必ず満たすとは限らない。その製品の売りがアキラの求めるものではない場合、アキラにとっては不要な機能の性能向上に費用を注ぎ込んだだけの、高いだけで使えない製品でしかないからだ。

　だからこそ製品の価格からではなく、それを実際に試用した評価から購入する品を選んでほしい。そして先に価格を聞いてしまうと、それだけ高い品であれば高性能なはずだ、という思い込みの所為で、製品に対する評価が歪んでしまう恐れがあるので、まずは聞かずに試してほしい。

　マエバシはアキラにそのようなそれらしい説明をした後で、敢えて少し意味深な表情をどこか冗談っぽくアキラに向けた。

「それはそれと致しまして、少し厳密な話を持ち出しますと、今回当社が当社の製品を売る相手は、アキラ様ではなくカートリッジフリーク様で御座います。その店長であるシズカ様が、当社の製品をアキラ様に幾らでお売りになるかについては、当社は関与致しません。仕入値や利益率など、いささかデリケートな話にも関わりますので、私からこの場で具体的な価格を口に出させるのは、御勘弁を」

　マエバシは軽い冗談のようにそう説明したが、アキラも言いたいことは理解した。そして機領から直接買うのではなく、わざわざシズカの店を介して買うようにしたのは自分なので、それ以上の口出しは控えた。軽く苦笑するだけに留とどめる。

「分かりました」

「ありがとう御座います。では、当社がアキラ様にお勧めする製品の説明に入らせて頂きます」

　マエバシがそのままアキラに強化服の説明を始める。エレナ達の方も別の女性の営業が説明を始めていた。

　そしてシズカにはマエバシ達の上司にあたる者が、十数億オーラムの商談に相応しい生々しい話を始めようとしていた。
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　試用する強化服に着替えたアキラはその使い勝手を確認する為に、まずは施設内部の訓練場に移動していた。

　取り敢えず柔軟体操を始めたアキラの様子を、一緒にいるシズカが面白そうに見ている。

「ねえアキラ。素人考えかもしれないけど、強化服にそういう機能って、要るの？」

「無くても良い人の方が多いかもしれませんけど、あれば便利だと思います。個人的には要りますね」

　先程から柔軟体操を続けているアキラは、それを床ではなく壁に立って行っていた。高速移動時などに足場を力場フォースフィールド装甲アーマーで強化して加速したり、急停止する際に足と足場を接着して強引に止まったりする為の機能を応用して、水平に立っているのだ。

　その重力の方向を勘違いさせる光景を見て、シズカは楽しそうに笑っている。

「そうなの。やっぱりアキラぐらい強いと強化服に求める機能も違ってくるのね」

「別に俺も強化服は壁を歩けないと駄目だ、なんて言う気はありませんけど、それぐらいは出来るやつじゃないと素早い動きは難しいですから。それに地形を立体的に動けた方が戦闘方法の幅も広がりますし、袋小路ふくろこうじに追い詰められても壁を上に走って逃げれば……うおっ!?」

　そう言って壁を水平に軽く走ろうとしたアキラが、力場フォースフィールド装甲アーマーの制御を誤って床に落ちた。足の裏を壁に接着させる力場フォースフィールド装甲アーマーの切り替えを、両脚を交互に自力で適切に行うのは、まだアキラには難しかった。

「難しいな……」

　アルファが笑って告げる。

『その辺りの制御は私がやっていたからね。それにその強化服は借り物で、制御装置をアキラ用に調整もしていないのだから仕方が無いわ』

『それもそうか』

　力場フォースフィールド装甲アーマーの制御など元々体には無い機能の操作を感覚的に行う為には、脳にその操作を覚えさせる訓練が必要だ。同時に制御装置側も、それがその操作であると、使用者の神経伝達を理解して読み取る必要がある。個人差はあるものの、どちらもすぐに出来るようなことではない。

　しかしアルファのサポートさえあれば、制御装置側を初めから完全にアキラに対応した状態に出来る。そのおかげで今までアキラは強化服の基本操作の訓練時間を極端に縮めることが出来ており、縮めた時間を更なる戦闘技術向上に充てることで、効率的に強くなっていた。

　アキラはアルファのサポートの凄さを改めて実感しながら立ち上がる。

『アルファのサポートが無いと、俺もまだまだこの程度ってことだな。頑張るしかないか』

『そうね。私もサポートするから頑張ってね』

　アキラはシズカに向けて少し照れたように笑った後、再び壁に立っての柔軟体操を始めた。

　そのまま強化服の動作確認を続けるアキラに、シズカが声を掛ける。

「アキラ。少し聞いてほしいことがあるから、そのまま聞いてもらえる？」

「はい。何ですか？」

「機領さんからアキラの装備について提案があったのよ。それでね……」

　銃や情報収集機器も合わせて買うなら安くできる。次も機領製の強化服を買うなら割引できる。長期に亘わたる購入契約を結ぶなら更に値引きできる。シズカは機領からそのような提案をされたことを話した後、そのメリットとデメリットについても補足した。

　それを聞いたアキラが少し難しい顔で唸うなる。

「シズカさん。多分それ、詳しく聞くともっと細かな条件とかがズラッと出てくるやつですよね？」

「ええ。今のは大まかな説明で、購入金額や契約期間による割引率の変動とか、契約期間内に他社製品を買った場合のペナルティーとか、細かい話が幾らでもあるわ」

「ですよね」

　面倒臭い。そう顔に書いてあるアキラの様子を見て、シズカが苦笑する。

「細かいことは私が調整しておくわ。それで良い？」

「はい。お願いします。助かります。ありがとうございます」

「良いのよ。私の店を通すだけで、がっぽり儲かるんだもの。それぐらいはやらないとね。それじゃあ、まずは一緒に買う銃の要望を確認しておきましょうか。確かＳＳＢ複合銃だとやっぱり少し大きかったから、今度はもう少し小さめの銃が欲しいのよね？」

「はい。大きい分だけ威力も高くてとても助かったんですが、やっぱり俺にはちょっと大き過ぎたっていうか……」

　そのままアキラがシズカと話している間に、試用する強化服を着たエレナとサラが少し遅れて現れた。壁の上に、床に対して水平に立ちながらシズカと話すアキラの姿を見て、エレナが面白そうに笑う。

「アキラ。何か面白いことしてるけど、それがアキラなりの強化服の性能の確認方法なの？」

「そんなところです」

　それを聞いたサラは興味深そうな様子を見せた。

「へー。じゃあ、私もやってみようかしら」

　脚部の力場フォースフィールド装甲アーマー機能を応用した壁走りの方法は、サラもやり方だけは知っていた。片足を壁につけて、足の裏にぐっと力を込める。そうやってそこが足場であると強化服に認識させて、重力に逆らって壁の上に立とうとした。

　しかし床の方の脚を話した途端、大きく体勢を崩す。サラは慌てて床に着地した。

「……アキラ。これ、難しくない？」

「慣れですよ。まあ俺も今日借りた強化服でやるのは大変で、さっき落ちましたけど。あ、そもそもサラさんの強化服は、こういうのが出来るやつなんですか？」

「一応そのはずよ」

「それなら手伝います」

　アキラはそう言ってサラに手を伸ばした。サラがその手を取ってもう一度試してみる。支えが増えたことで今度は上手くいった。しかし壁の部分に水平に立つのが精一杯で、震えて今にも落ちそうだった。

　エレナがその様子を見て笑いながらアキラに手を伸ばす。そしてアキラに手を取ってもらい、自分も壁に立ってみた。サラと同じく今にも落ちそうだったが上手くいった。

　アキラに支えてもらい、ふらつきながら壁を足場にして水平に立つエレナとサラ。そしてその二人の間で同じく壁に水平に立つアキラ。一人だけ床に立つシズカは、その三人の様子を見て軽く吹き出していた。

「三人揃って何やってるのよ」

「何やってるんでしょうね」

　少し馬鹿なことをしていると思いながらも、アキラはエレナ達と一緒に楽しそうに笑っていた。




　強化服の簡単な性能確認を済ませたアキラ達は、次はもう少し本格的にその性能を確かめることにした。

　マエバシから道具を借りて、拡張現実上のモンスターと模擬戦を行う準備をする。そして配置につき、拡張視界上の巨大な機械系モンスターに向けて、模擬戦用の銃を構えた。

「エレナさん。サラさん。それじゃあ始めます」

「いつでも良いわ」

「やりましょう」

　アキラが引き金を引く。模擬戦の銃なので弾は出ない。しかし弾道が計算され、拡張現実上の標的に着弾判定が出た。その途端、複数の機銃を背負った多脚機が動き出し、仮想の銃口をアキラ達に向ける。

　着用している表示装置を介してその動きを見たアキラ達は、試用中の強化服の身体能力でその場からすかさず飛とび退のき、相手の射線から離脱した。

　そして互いに撃ち合う。現実ではアキラ達が銃を構えながら訓練場の中を駆け回っているだけに見えるが、拡張現実上では大量の銃弾が荒れ狂わんばかりに飛び交っている。射線を遮る物が何も無いので、アキラ達はとにかく動き続けなければ敵の弾幕にすぐに吞のまれてしまう。

　走り、飛び、弾雨を搔かい潜くぐり、何とか隙を見付けて銃を撃つ。敵の装甲に着弾したことを示す火花が拡張現実上に表示されるが、強力な力場フォースフィールド装甲アーマーに守られている設定の多脚機は、気にすることなく攻撃を続行する。

　最初に脱落したのはサラだった。強化服の身体能力に振り回されて体勢を崩し、激しく転倒してしまう。そこをしっかり狙われて撃破された。

　次にエレナが脱落する。敵の射線から何とか逃れようとしたが間に合わず、大量の銃弾に薙なぎ払はらわれて撃破判定を受けた。

　そしてアキラも脱落した。三人分の集中砲火を受けて線ではなく面で制圧され、為なす術すべも無く倒された。

　全員撃破されたことで模擬戦のシステムが止まり、多脚機も姿を消した。

　身を起こしたアキラ達が集まる。

「敵の設定、ちょっと強過ぎますね」

　そのアキラの意見にエレナも頷く。

「そうね。もうちょっと強化服の動きを確かめられる内容じゃないと模擬戦をやる意味が無いし、変えましょうか」

　サラは銃の方にも少し不満を持っていた。

「敵の強さもだけど、この銃の威力の設定も弱過ぎない？　一応、結構当てたつもりなんだけど」

「その辺は、俺達は強化服の性能確認をしている訳ですから、強い銃で敵をあっさり倒しても余り意味が無いってことだと思います。変えますか？」

「うーん。そう言われると……」

　その後アキラ達は設定をいろいろ変えて模擬戦を続けた。そして試用中の強化服の性能をある程度確かめ終えると、次の強化服の性能確認に移る。それを繰り返し、機領が用意した強化服を一通り試し終えた頃には、既に日が落ち始める時刻となっていた。

　そろそろ予定の時間も近付いてきたこともあり、本日の機領製強化服の試用会はここで終了となった。
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　ドランカムの施設を後にしたアキラ達は、シズカの提案で一緒に食事をとることになった。防壁に近い位置にある少し高めのレストランに入り、四人でテーブルを囲む。そして十数億オーラムの買物をする者達にしてはささやかな、だがアキラ達にとっては十分豪勢な料理を頼み、楽しく食事を始めた。

　美味おいしい料理を食べながら、今日の試用会についての話もする。シズカがまずアキラに尋ねる。

「アキラ。今日試した強化服の中では、どの製品が一番良かった？」

「そうですね。一通り試しましたけど、最初に試したやつが一番良かったです」

「ああ、やっぱりね。あれが一番高いやつなのよ」

「そうなんですか。幾らぐらいなんですか？」

「基本構成で12億オーラムぐらいになるわ」

「12億ですか……」

　アキラが少し悩む。買えない訳ではない。弾薬費等を含めて予算は20億オーラムある。しかし車とバイクに既に５億オーラム使っており、銃や情報収集機器も買う必要がある。予算の配分には注意が必要だ。

　加えてその12億オーラムも基本構成での値段であり、オプション品等を含めたカスタマイズで大きく変わる。安くすることも可能ではあるが、その分性能は落ちるので推奨されない。構成変更は特定の機能を追加、強化する為のものであり、変更すれば値段は上がるものと考えた方が良い。そうシズカから補足されたことで、アキラは更に難しい顔を浮かべた。

　そのアキラの様子を見ながらシズカが続ける。

「それでね？　そこで機領さんから提案された各種割引が役に立つんだけど……」

　そしてシズカはエレナ達に視線を向けた。

「……エレナとサラにも協力してもらって良い？」

　機領との購入契約をアキラだけでなくエレナ達にも適応させれば、全員の割引率が更に上がる。シズカはそう説明してエレナ達に協力を求めた。

　悪い話ではない。エレナはそう考えながらも、この話の不利益も理解していた。今回の話は機領の強化服を安く買える良い機会なのは確かだ。だがそれでも億を超える高額の買物には違いなく、エレナ達には買わないという選択肢もあった。

　シズカの話を受ければ、その選択肢が消える。アキラの為に、それを許容してもらえないか。シズカの話は、そういう話でもあった。

　それを分かった上で、エレナが笑う。

「良いわよ。でもそういうことなら私も、シズカにも機領にもキッチリ交渉させてもらうからね」

「お手柔らかに頼むわ」

　チームの交渉役として不敵に笑うエレナに、シズカも店主として笑って返した。

　アキラはこの話をシズカやエレナほど理解している訳ではなかったが、それでもエレナ達を自分の話に巻き込んでしまったことは理解していた。どことなく申し訳無さそうに尋ねる。

「あの、エレナさん。良いんですか？」

「ええ。ちゃんと交渉すれば得する話だからね。断る理由は無いわ」

　軽くそう答えた後、エレナはアキラに得意げな顔を向けた。

「それにこういう交渉事なら、私もまだまだアキラに先輩面ができるからね。先輩の威厳を保つ為にも見せ付けておかないと。じゃあ、まずはこの場でシズカを相手に始めましょうか。アキラ。見てなさい」

「分かりました。お手並み拝見です」

　アキラはエレナに感謝しつつ、少し調子良く笑って答えた。

　そのままアキラ達の機領への交渉内容を詰める場所となったテーブルで、アキラはシズカとエレナのきわどい内容の話し合いを面白そうに聞きながら、楽しい食事を続けた。

　テーブルの料理を平らげ、デザートも食後のコーヒーもお代わりした頃、シズカとエレナは協力して各種条件を纏め上げた。そしてその内容を基に後日機領と再度交渉することになった。




　食べるものを食べ、話すことを話したアキラ達は、レストランを後にした。帰路の途中でシズカ達と別れたアキラが、アルファと一緒に機嫌良く夜道を歩いている。

『次の装備、シズカさんもエレナさん達も協力してくれたおかげで、良い感じになりそうだな』

『そうね。良いことだわ。この調子で装備を充実させれば、アキラに私の依頼の遺跡に向かってもらう日も遠くないわね』

『そうか』

　アキラは笑ってそう答えながらも、内心でわずかに溜め息を吐いた。

　次の装備でも、その次の次の装備でも、アルファの依頼の遺跡を攻略するのは難しいらしい。先はまだまだ長そうだ。そう思い、どこか苦笑気味に笑った。

　アルファはいつものように微笑んでいた。このままアキラが装備の性能を飛躍的に強力にしていけば、自分が目的を達成する日も近い。そう考えながら、変わらない笑顔を浮かべていた。





◆






　シズカ達と機領の再度の交渉により、アキラは強化服の試用会に再び参加することになった。ただし今回の場所は荒野で、参加者はアキラ一人だ。今は新しい強化服を着用した状態で、機敏に不規則に動き回ったり、近くの瓦が礫れきを殴り飛ばしたり蹴り飛ばしたりして、その性能を確認していた。

　試用会ではあるのだが、アキラはこの新しい強化服を既に購入していた。もう自分の物なので、制御装置の掌握もアルファに進めてもらっている。

　そのおかげでアキラはアルファのサポートを受けている状態であり、この強化服の飛び抜けて高い身体能力に振り回されることなく、前回の試用会の時とは別物の動きを見せていた。

　鋭角での高速移動や、空中に生成した足場を蹴って跳躍中に方向転換するアキラの動きを見て、営業として同行しているマエバシやその他の技術者などが、驚きの表情を浮かべていた。

　軽い動作確認を終えたアキラがマエバシの下に戻る。

「お待たせしました。それじゃあ、オプション品の方をお願いします」

「畏かしこまりました」

　マエバシの指示で技術者達がアキラから強化服を脱がせる。そして部品の交換と取り付けを始めた。

　アキラが購入したこのＣＡ３１Ｒ強化服は商品名をサーベラスといい、多彩な拡張部品を取り付けることで様々な状況に対応可能な多目的強化服だ。

　アキラはそれをまずは基本構成で買っていた。そしてこれから拡張部品の品々を試すことになっていた。

　強化服の基幹部品である黒のボディースーツに、金属製の装甲と情報収集機器が取り付けられる。身体能力向上用の拡張部品と、頭部装備も追加された。２本の補助アームも背中に装着される。

　その強化服を改めて着用したアキラが、追加されたオプション品の説明を聞きながら、アルファと一緒にそれぞれの性能を試していく。

　装甲とスーツを指で軽くつついて、力場フォースフィールド装甲アーマーの最小効果範囲や出力、切り替え速度などを確認する。加えて力場フォースフィールド装甲アーマーを部分的に、そして全体に使いながら軽い柔軟体操をして、力場フォースフィールド装甲アーマー使用中の強化服の柔軟性も確かめる。更に素早く動いて身体能力への影響も試しておく。

　同時に周囲を索敵して、情報収集機器の範囲と精度も調べる。遠くの瓦礫に注目して特定範囲を拡大表示する。角膜のわずかに前、或いはその内側に立体映像を投影する形式の、拡張視界の使用感も確かめる。

　表示装置と操作装置も兼ねている頭部装備は見た目には簡素な構造だ。ゴーグルもフェイスシールドも付いておらず、装着しても髪も剝むき出だしの状態となる。

　だが頭部全体を力場障壁フォースフィールドシールドで守る機能が備わっており、その防御能力は非常に高い。その力場フォースフィールド障壁シールドを起動して、自分の頭を覆っている見えない壁を軽く叩いて、使用時の感覚も確認する。

　多関節の補助アームは荷物の運搬用。俊敏な動きは無理だが、重い重火器等をしっかり支えることが出来る。アキラが強化服の力で少し強めに押しても、同等の力で押し返してきた。

　それらを一通り確かめたアキラは、マエバシに拡張部品の構成の変更を頼んだ。その内容を聞いたマエバシが意外そうな顔を浮かべる。

「その、随分偏った構成になっておりますが……、宜よろしいのですか？」

　その構成は、ある意味で効率を突き詰めたものだった。理論上は最大効率だが、それは使用者が絶対にミスをしない前提での効率であり、現実的には破綻していて使い物にならない。そういう方向性のものだった。

　例を挙げると、高額高性能な荒野仕様車両には、車体の防御に力場フォースフィールド装甲アーマーを使用しているものもある。しかし同価格の車種でも装甲タイルを使うものは数多くある。

　力場フォースフィールド装甲アーマーは車両の軽量化に大いに貢献するが、強度と使用時間に応じたエネルギーが必要となる。モンスターにいつ襲われるか分からない荒野で、その攻撃に耐えられるほどの強度を常に保っていれば、すぐにエネルギーが枯渇してしまう。

　勿論、高度な索敵機器を用いて敵を逸いち早はやく察知し、敵襲の時だけ力場フォースフィールド装甲アーマーの強度を上げるという手段もある。だがモンスターの中には迷彩機能を持つものもいる。索敵に失敗すれば、手痛い被害を負うことになる。

　その一方で、装甲タイルは貼ってさえいれば常に効果を発揮する。装甲タイルの重量の所為で増える消費エネルギーを考慮しても、装甲タイルの方が効率的な状況は多かった。

　そしてアキラが頼んだ構成は、前者に極端に偏った内容だった。

　確かにその尖とがった構成は、数段格上の敵にも突き刺さる刃となる。だが同時に、格下の敵にも容易く殺されかねない脆もろさも持っている。少なくともこの構成を自分から客に勧めることは絶対に無い。考えを変えるようにアキラを説得するべきか。そう思い、マエバシが悩む。

　相手は子供だが、ハンターランク調整依頼を出されるほど有能だ。それならこの構成でも問題無いのかもしれない。むしろそういう極めて有能なハンターにとっては、こういう構成こそが最適解なのかもしれない。そうも思う。

　だがアキラはそこまで強そうには思えない。強化服を試すアキラの動きを見て驚きはした。だがそれでも、今まで何度も見てきた高ランクハンター達から感じてきたもの、隔絶した実力者が纏う空気のようなものは、目の前の子供からは感じられない。それがマエバシの迷いを強めていた。

　しかしアキラは迷い無くあっさりと答える。

「はい。予算の方で問題が無いのであれば、それでお願いします」

「…………畏まりました」

　客が求めている。それならば、自分の迷いで否定することではない。マエバシは自身にそう言い聞かせて、丁寧に頭を下げた。




　自分の強化服が要望通りに改造されるのを待っている間に、アキラはマエバシからソメヤという者を紹介された。

　ソメヤはＴＯＳＯＮトーソンという企業の営業だ。そしてＴＯＳＯＮはＳＳＢ複合銃の製造元の企業だった。自己紹介を兼ねてそれらの話を済ませたソメヤが、笑顔で本題に入る。

「当社の製品を使用して多大な成果を上げたアキラ様が、次の銃をお求めになっているとお聞き致しまして、是非とも次も当社の製品を御利用頂きたく思い、足を運ばせて頂きました。差し支えなければ、少々お時間を頂いても宜しいでしょうか？」

　妙な迫力のあるソメヤの笑顔に、アキラは少々押されていた。

「は、はい」

「ありがとう御座います！　ではこちらを御覧下さい」

　ソメヤは持っていたトランクを地面に置き、開いて中身をアキラに見せた。そこには１挺ちょうの銃が入っていた。

「これが当社が自信を持ってアキラ様にお勧めする一品、ＬＥＯ複合銃で御座います」

　銃の全長はＡＡＨ突撃銃より少し長い程度だ。しかし全体的に太く分厚い形状をしており、その外観からもそこらの銃とは明確に違うことを見る者に示していた。

　銃口は可変式で、通常弾から榴りゅう弾だんまで問題無く対応可能であり、連射性能も非常に高い。搭載されている力場フォースフィールド装甲アーマーの性能も高く、とても頑丈で、反動抑制機能にも応用されており、使用者の負担を十分に軽減できる。ソメヤがそれらの説明を丁寧にした後、目玉の機能をアキラに伝える。

「ここまでの説明でも、このＬＥＯ複合銃の性能がＳＳＢ複合銃を十分に上回っていることは御理解頂けたと思います。しかし、それだけでは御座いません！　このＬＥＯ複合銃は、Ｃ弾チャージバレットに対応しております！　御覧下さい！」

　ソメヤがＬＥＯ複合銃を手に取り、弾倉とエネルギーパックを取り付ける。そして背広の下に着た強化インナーの力で銃をしっかり構えると、その銃口を少し離れた位置にある瓦礫に向けた。

　そして引き金を引く。撃ち放たれた弾丸の威力は凄すさまじく、もはや銃撃ではなく砲撃と表現するのが適切なほどだった。

　Ｃ弾チャージバレットとは、力場反応物質を主要構成物とする特殊な弾丸の総称だ。供給されたエネルギー量に応じて強度と質量を増やす物理特性により、通常弾とは比べものにならない威力での銃撃を可能にする。

　理論上は十分なエネルギーさえあれば幾らでも威力を上げることが出来る。しかし現在の技術ではエネルギーを過剰に投入すると弾丸が崩壊したり、それを撃ち出す銃の方が発砲の負荷に耐え切れずに大破したりするなどの問題により、その威力には一定の上限が存在していた。

　それでも非常に高威力の特殊な弾丸であることに変わりは無い。たった一発で着弾地点の瓦礫を派手に吹き飛ばしたＣ弾チャージバレットの威力に、アキラは非常に驚いていた。

　そのアキラの反応に満足しながら、ソメヤがＬＥＯ複合銃とＣ弾チャージバレットの実演を続けていく。

　単純に威力を上げるのではなく、貫通力を向上させる設定にして、硬い瓦礫に綺き麗れいな丸い穴を開ける。逆に、着弾箇所には大きな衝撃を与えるが、弾は標的を貫通せずに砕け散るようにする。

　更にはＣ弾チャージバレットを擬似的な対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾のようにするなど、その使い勝手の良さをアキラの前で示した。

「如何いかがです？　素晴らしい性能でしょう。アキラ様が次にお使いになる銃として最上の選択であると、自信を持って断言できます。是非ともこの機会に当社のＬＥＯ複合銃を、強化服と御一緒に購入頂ければと……」

「あー、その」

　アキラはどこか気まずそうに口を挟んだ。そして申し訳無さそうに続ける。

「えっと、そのＣ弾チャージバレットは、あの対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾みたいに購入時に補助が要るような高い弾ですよね？　俺はそういう高価な弾を気軽に買える立場じゃないので、俺にそういう機能の銃を勧められても、その、ちょっと……」

　対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾に関しては、その手の弾丸を安く買える補助が手に入るように、一応キバヤシに頼んでいる。しかしそれもまだ手に入ると決まった訳ではない。その状態でＣ弾チャージバレットを調達するなど自分には無理だ。アキラはそう思っていた。

　しかしその程度のことはソメヤも把握していた。力強く笑って答える。

「御心配には及びません。当社のＬＥＯ複合銃をお買い上げ頂けるのであれば、その辺りも当社が責任を持って対応致します。具体的には、アキラ様がキバヤシ様に御依頼している弾薬購入費補助の件を、当社の力で成立させましょう」

　それを聞いたアキラは少しだけ訝いぶかしんだ。

「……あの、何でそのことを知ってるんですか？」

「例の自動人形の所有権の交渉の席で、アキラ様の代理であるキバヤシ様が、所有権譲渡の条件の一つとして提示しておりました。その話が数社を経由して当社の者の耳にも入りました」

「あー、そういうことですか」

　納得したアキラは態度を緩めた。そこにソメヤが続ける。

「Ｃ弾チャージバレットに対する弾薬購入費補助は、ハンターランク50の方への優遇策です。ハンターランク45のアキラ様がそれを手に入れるのは、確かに難しいでしょう。ですが、当社であればそれも可能です。如何でしょうか？」

「……返事をする前に、銃の値段を聞いても良いですか？」

「２億オーラムになります」

「２億か……。分かりました。買います」

　銃の性能は十分高く、そこに対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾とＣ弾チャージバレットの弾薬購入費補助の権利までついてくるとなれば、アキラに断る理由は無かった。強いて不満点を上げれば、自分の予算では強化服の値引き分を含めても１挺しか買えないことだが、そこは仕方が無いとした。

　そのアキラに、ソメヤが更に提案する。

「ありがとう御座います。……アキラ様。当社からもう一つ提案が御座います。その提案を吞んで頂けるのであれば、本来１挺２億オーラムのＬＥＯ複合銃を３挺、アキラ様の御予算に含めさせて頂きます」

　その提案には流石にアキラも驚いた。そして思わず怪訝な顔を浮かべる。

　車とバイクに５億。強化服に12億。銃に６億。計23億オーラム。割引無しでは単純計算でもそれだけ掛かる。それを、幾らいろいろ条件をつけて割引してもらっても、当初の予算である18億オーラムに収めるのは無理がある。

　この話そのものが何らかの詐欺。或いは無茶苦茶な条件を提示される。そのどちらか。アキラにはそうとしか思えなかった。それを顔に出しながら尋ねる。

「……提案って、何ですか？」

「はい。実はアキラ様に当社の製品の宣伝に御協力頂ければと思いまして……」

　アキラは人型兵器の部隊や旧世界製自動人形の集団との戦いに、ＳＳＢ複合銃を使って勝利した。その話を宣伝に使わせてほしい。加えてＳＳＢ複合銃を使用した感想を、その性能を称賛する感じで出してほしい。それがＴＯＳＯＮの営業であるソメヤからの提案であり、ＴＯＳＯＮから出された条件だった。

　無茶苦茶な条件を言われるかと思えばその程度か、という考えを、アキラは悪い意味で、つまり何らかの詐欺という思考で捉えてしまい、まだ訝しんでいた。そのアキラを納得させる為に、ソメヤが話を補足する。

「アキラ様にも思うところはお有りでしょうが、宣伝の費用とお考え下さい。つまり、死なずに勝てば６億オーラム支払うので、宣伝の為に、強化服とＳＳＢ複合銃だけで、一人で、人型兵器の部隊や自動人形の集団と戦ってもらえないか、という依頼を誰かに持ち掛けるよりも、それを既に達成した方に、その時の話を宣伝に使わせてもらえないか、と持ち掛けた方が良いのではないか、という話です」

　それでアキラも納得した。自分ならば、嫌だ、の一択だからだ。アルファのサポートを受けていた自分でさえ死にかけたのだ。普通は死ぬ。

　死なずに勝つ者もいるかもしれない。しかしその依頼を６億オーラムで引き受ける者まではいないのかもしれない。自分に話を持ち掛けるぐらいなので、多分いないのだろう。それならば、まあ妥当な取引か。アキラはそう判断し、頷いた。

「分かりました。その程度の話なら構いません」

「ありがとう御座います。では詳しい話を……」

　早速詳細に入ろうとしたソメヤだったが、ちょうどそこでアキラの強化服の改造が終わった。そして時間も押していることもあり、アキラには先に強化服の動作確認をしてもらうことになる。

　強化服の構成をこれ以上変更するつもりの無いアキラは、強化服の確認を手早く済ませた。

『アルファ。どうだ？』

『大丈夫よ』

『よし』

　アキラがマエバシに軽く頭を下げる。

「大丈夫です。ありがとうございました」

「いえいえ。こちらこそ。当社の強化服を御購入頂き、誠にありがとう御座います。当社の製品がアキラ様の更なる御活躍の助力となれば幸いです。……では、そろそろ時間ですので、急ぎましょう」

　アキラは帰る準備を急いで始めた。脱いだ強化服を機領の技術者に渡して、マエバシとソメヤと共に一足先に都市に向かう。目的地はドランカムの訓練施設だ。

　シズカ達と機領の再度の交渉により、アキラは強化服を更に値引きするのと引き換えに、機領から追加で条件を出されていた。

　それは総合支援システムの開発テストへの協力だった。その一環として、アキラは総合支援システムを使用した模擬戦に参加する予定となっていた。
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　シェリルはドランカムの大型訓練施設に、イナベと共にその関係者として訪れていた。

　機領は都市の防衛隊に自社製品である総合支援システムを導入させようと営業を続けている。その営業を受けたイナベは、まずは個人的に付き合いのある企業で一定期間試用することを条件に出した。

　試用の結果が十分有用なものであれば、それを根拠にして都市への導入を働きかける。そうイナベに告げられた機領は、その条件を喜んで吞んだ。

　表向きは、そうなっている。

　裏ではイナベと機領の間で、今回の話を持ち掛けたヴィオラを介して複雑で後ろ暗い取引が行われたのだが、それが外部に出ることは無い。

　シェリルはイナベが指定した企業の代表者という扱いだ。実際にはスラム街の徒党のボスであり、都市の裏経済側の遺物販売店の経営者なのだが、機領はそれを知った上で、指摘もせず、確認もしない。

　程度の差はあれど、やっていることはスラム街の二大徒党に大量の人型兵器を流した八島重鉄と吉岡重工と同じだ。イナベも機領も、そしてシェリルも、自分と自社の利益の為に全てを黙認していた。

　そのシェリルは今、施設内の訓練場で、自分の徒党の武力要員達が拡張現実上のモンスター達と必死に戦っている様子を見ているところだった。

　機領の技術者であるタカギが、自分の開発成果を自信に溢れた様子でシェリルに語る。

「如何です？　我が社の総合支援強化服、いえ、私が開発した総合支援システム、キングスマインドの性能は。素晴らしいでしょう？」

　タカギは総合支援システムの開発チームのリーダーだ。そしてカツヤ達の総合支援強化服の担当者でもあった。

「当社の強化服自体も自賛できる性能ですが、それでも使用者の力量という限界は超えられません。着用すれば誰でも、才能も訓練も無しに、いきなり強くなれる。強化服にはそのような幻想が付き物です。ですが、このキングスマインドの支援があれば、その幻想を実現させることも夢ではありません」

　そのカツヤ達が大きな成果を出していることもあって、タカギは自らが開発したシステムの性能に微み塵じんも疑いを持っていなかった。

「見てください。彼らの強さを。支援の有りと無しでは別物でしょう？　これがキングスマインドの力です。素晴らしいとは思いませんか？」

　総合支援システムの力は、実際にその支援を受けて戦っているエリオ達の成績に大きく反映されていた。ハンターランク30程度を想定したモンスターを相手に、エリオ達は支援有りの時は完勝し、支援無しの時には全滅している。それはシステムによる支援がそれだけ効果的である証拠だった。

　シェリルも愛想良く受け答える。

「はい。ここまでの性能だとは思っておりませんでした。凄いですね」

「ありがとう御座います。ですが、これで終わりではありません。後ほど更なる性能を御覧に入れられます。では」

　タカギが満足そうに頭を下げて去っていく。シェリルはその背を、外面の笑顔を消して見送っていた。

　イナベがそのシェリルに声を掛ける。

「不満そうだな。総合支援システムの性能に何か物足りないものでもあったのか？」

「いえ、そのようなことは」

「では何が不満だ？」

「あの程度の性能でアキラに取って代われると思われていることが、少々気に障りました」

「なるほど」

　納得したイナベがタカギの方に視線を向ける。そして顔をわずかに険しくさせた。

　そこにはウダジマがいた。ウダジマも都市の幹部であり、イナベと同様に機領が営業を掛ける相手だ。タカギも自身が開発した自慢のシステムを熱心に勧めていた。

　もっとも機領はアキラの件もあってイナベとの取引を重視している。だがドランカム事務派閥はウダジマとの関係を強めていた。

　ウダジマはカツヤの部隊をクズスハラ街遺跡奥部の自身の担当区画に派遣して、モンスター討伐でも遺物収集でも多大な成果を上げさせるなど、ドランカムの利益にも大きく貢献している。加えてイナベとの派閥争いでも優勢だ。

　そういう事情もあり、イナベはドランカムが自分ではなくウダジマを重視するのも仕方が無いと考えていた。よって先日の立食会では自分に媚こびを売りに来ていたミズハが、今日はそれを忘れたかのようにウダジマに媚びを売っている姿を見ても、別に目くじらを立てるつもりは無かった。

　それでもイナベがわずかとはいえ顔を険しくしたのは、そのウダジマの側にヴィオラの姿があったからだった。

「それでシェリル。一応聞いておこう。ヴィオラがあそこにいる理由は？」

　シェリルが落ち着いた様子で答える。

「工作の一環と聞いております」

「そうか。手綱は取れているのだな？」

「念の為に彼女を処理しておきたいのであれば、お好きなように。しかしながら処理する場合は、お手数ですがイナベ様の方でお願い致します。彼女は30億オーラムほどの死後報復依頼プログラムを掛けていますので、私の手には余ります」

「……それは、君は彼女を制御できていないと解釈して良いのか？　それでは、困るのだがね」

　そう言ったイナベは都市幹部の威圧を滲ませていた。だがそれでもシェリルの態度は崩れない。

「制御の意味によります。生殺与奪の権を握った程度では御しえない彼女を、私達の利益の為に動かしているという意味では、十分に制御していると言って良いでしょう。生きているだけで面倒な人物ではありますが、今は生かしておく価値がある。そうお考え下さい」

　問題無い。その返答に覚悟が必要だった以前のシェリルの姿はそこには無かった。シェリルは普通に、覚悟を必要とせずに答えていた。

　そのシェリルの態度に、イナベが少し意外そうな様子を見せる。しかし同時にその態度を好意的にも捉えていた。

「そうか。では、今は泳がせておくとしよう」

　自分の威圧を受け流せる分だけ、シェリルは油断できない相手となった。だが同時に、その程度のことも出来ないようでは、自身の進退を賭けた工作の共謀者としては頼りにならない、という気持ちもイナベにはあった。

　その真っ当な共謀者として、シェリルはイナベからようやく認められた。

　そしてその共謀者であるシェリルは状況を冷静に捉えていた。それが出来るようになったのは、以前ヴィオラが浴室に勝手に入ってきた時の出来事のおかげだった。

　自分が一蓮托生にする相手はアキラだ。イナベではない。シェリルはその当たり前のことを、相手は都市の幹部で敵に回せば一溜まりもない、という考えから一時的に忘れていた。

　そしてそれさえ思い出せば、最悪の場合イナベを敵に回しても、シェリルに問題など無かった。

　このままイナベに協力するのが一番良い。その判断は変わらない。しかし状況によってはイナベを敵に回してでも、切り捨ててでも、自分とアキラにとっての最善の選択を取る。その認識の自覚が今のシェリルにはあった。

　勿論、その状況を自分から生み出すつもりは欠片も無い。そうならないように努力するつもりでもある。それでも優先順位は、アキラと自分が第一だ。イナベでもヴィオラでもない。そこを譲る気は無い。

　その自覚の上で思案し、行動するシェリルには、ある意味で、ヴィオラにも似た質の悪さが備わっていた。




　そのまま観戦を続けていたシェリルとイナベの下に、今度はフルタが現れた。しかもタカギだけでなく、機領の幹部であるヨドガワという男に加えて、ウダジマにヴィオラ、ミズハにユミナまで連れてきていた。

　そしてヨドガワが機領側の代表として、ある提案をシェリル達に出す。それはエリオ達とユミナで模擬戦をするというものだった。

　少々予想外の申し出をシェリルが不思議に思う。

「それは……、構いませんが、一応理由を伺っても？」

　後で更なる性能を見せると言っていたタカギの言葉を、シェリルはカツヤ達にアキラと模擬戦でもさせるのだろうと思っていた。そこにエリオ達とユミナの模擬戦を提案されたのは、シェリルには少々意外だった。

　そして実際に、当初の予定はシェリルの予想通りのものだった。しかしそこにフルタが割り込み、ウダジマの同意まで得てしまったことで、今回の件となった。

　機領の幹部としてその予定変更を承認したヨドガワが、部外者にどこまで話すべきか少し考えてから答える。

「……実は当社の総合支援システムは、タカギのチームが開発したシステムだけではなく、このフルタのチームが開発したものもあるのです。折角の機会ですので、そちらの方の開発の成果も御覧頂ければと思いまして。如何でしょうか？」

「そういうことでしたら、はい」

「ありがとう御座います。では早速準備を始めさせて頂きます」

　ヨドガワがタカギとフルタに視線で指示を出す。するとタカギ達もシェリル達に一度頭を下げてから、更に互いにどこか不敵な顔を相手に向けて、模擬戦の準備に入った。

　その準備はこの場で、つまり都市の幹部二人の前で、まるで不正など無いと示すかのように行われていた。各開発チームの者達もどこか緊張した様子で互いに相手の不正を監視していた。

　流石に予想外の状況に、シェリルがヨドガワに一応尋ねてみる。

「……あの、無理にとは申しませんが、この模擬戦に何らかの事情があるのでしたら、教えて頂けないでしょうか？」

　好奇心に近い質問であり、社外秘などで言えないのであれば、シェリルは無理に聞くつもりは無かった。しかしそこにイナベとウダジマが口を挟む。

「私も知りたいですね」

「同じく」

　イナベと少々付き合いがあるだけの者からの質問であれば、ヨドガワも適当にごまかすことが出来た。しかしクガマヤマ都市の幹部が二人も同意を示したことで、仕方無く多少詳細を含めて返答する。

「当社の総合支援システムは、タカギのシステムも、フルタのシステムも、どちらも非常に高性能なのですが、その方向性により開発側で少々揉もめておりまして……」

　タカギのシステムはカツヤ達の活躍により以前から大きな成果を出している。機領の経営陣もその成果に満足して、都市への導入を勧める営業を始めさせていた。

　一方でフルタのシステムは最近までほとんど成果が出ておらず、予算を削減され、下手をすれば開発中止に追い込まれるような状況だった。

　しかしそれもユミナの活躍により変わった。ハンターランク調整依頼を出されるほどの者に同行しても足あし手で纏まといにならずに、クズスハラ街遺跡奥部やイイダ商業区画遺跡で大きな成果を残した。

　それだけならば、フルタのシステムもようやく成果を出した、で済ませることが出来た。しかしここで問題が生じる。その成果を出した者が、タカギのシステムで戦力外と判断された者だったのだ。

　フルタのシステムはそのような者にすら大きな成果を出させるほど優れている。或いは、タカギのシステムの能力評価機能には致命的なバグがある。そのいずれかとしか考えられない事態に、機領の経営陣も頭を悩ませていた。

「いずれにしても最終的には両者のシステムを統合する方向で進んでいるのですが、開発チームの統合でも、統合後にタカギとフルタのどちらが主導権を得るのかで、また揉めていまして……」

　それでシェリルも事情を察した。

「ああ、それで、両者のシステムで模擬戦をやって決めると」

「まあ、そういうことです」

「ですが、それならばユミナさんとカツヤさん達で模擬戦をするべきなのでは？」

「その辺りもまた揉めていまして……」

　カツヤ達はタカギのシステムを使用して多大な成果を出した。タカギはそれを、非常に高性能な自身のシステムのおかげだと主張している。

　しかしフルタは、それは全てカツヤ達の高い実力によるものであり、タカギのシステムのおかげではないと訴えていた。そしてその確認の為にも、模擬戦では他の者にタカギのシステムを使わせるべきだと要求した。

　それならば本来はフルタのシステムも他の者に使わせるべきなのだが、そこはユミナがタカギのシステムから戦力外判定を受けていることから見逃された。タカギがそれを求めれば、自身が開発したシステムの不具合を自分で認めることになるからだ。

　そしてタカギも自身のシステムへの自信から、フルタの要求を受け入れた。

　ユミナもエリオ達も装備は同一。違うのは人数と支援システムだけ。模擬戦はこの条件で実施する。

　同じ条件ではないことはタカギもフルタも分かっている。重要なのは勝敗ではなく模擬戦の内容だ。たとえ負けようとも、自分のシステムの方が優れているという結果を示せればそれで良かった。

　そしてその上で、タカギもフルタも、自分が勝つと考えていた。




　模擬戦の準備が終わる。シェリルが自分の前に横一列に並ぶエリオ達に声を掛ける。

「10対１。装備は総合支援システム以外同じ。まあ、頑張りなさい。勝ったら賞金を出すわ。全員に１００万オーラムずつよ」

　武力要員の子供達が驚き、歓声を上げてやる気を漲みなぎらせる。だがエリオだけは、驚きはしたものの、顔を険しくさせていた。





◆






　ユミナとエリオ達の模擬戦の地形は、初期地点となる二つの部屋と、それを繫つなぐ幅広で長めの通路で構成されている。通路には横道という扱いの短い行き止まりの場所が幾つかあり、そこに身を潜めながら相手側の部屋に行くことが出来る。

　開始時は場の全域にいることが出来るが、時間経過により場の中心から円形に広がる戦闘範囲が縮まる設定になっている。戦闘範囲の外に出た時点で撃破判定を受けるので、初期地点の部屋の中でいつまでも相手を待ち構えることは出来ない。

　先に部屋を出て相手の部屋の出入口を通路の横道から狙えば、時間経過で部屋の外に出ざるを得ない相手を狙い撃ちに出来る。しかしそれを狙った相手が部屋から出るところを逆に狙い撃つことも出来る。単純な構造の地形だが、行動の駆け引きは多い。

　また初期地点を通路の横道などに変更したり、攻撃側と防衛側で勝利条件を変えたりして、複雑な部隊行動を要求する高度な模擬戦も出来る。

　今回は互いの初期地点が分かっている状態で始まり、勝利条件は相手の全滅だ。よってエリオ達は数の有利を生かして相手側の部屋にいきなり突撃して、全員が相打ち前提でユミナと戦い、誰か一人でも生き残れば勝ちとなる。

　そのエリオ達は片方の部屋の中で模擬戦開始の合図を待っていた。１００万オーラムという賞金に釣られた子供達の意気は高い。部屋の出入口のすぐ側で待機しながら、模擬戦の開始を今か今かと待っていた。

　そこで総合支援システムから部隊長の役目を任命されているエリオが皆に告げる。

「おい、一応言っとくぞ。ボスが賞金出すからって、浮かれずに真面目にやれよ」

「何言ってんだ。当たり前だろ？　勝てば１００万オーラムだぞ？」

「ああ。何が何でも勝ってやるさ。死ぬ気でやろうぜ」

　エリオはそう口々に笑顔で言う仲間達の様子から、皆は何となくだが無意識に勝てると思っていると改めて判断した。小さく溜め息を吐く。

「分かった。言い直す。相手はアキラさんだと思って戦え。良いな？」

　それでエリオの仲間達から笑顔が消えた。代わりに戸惑いが顔に出る。

「……えっ？　ちょっと待て。勝ち目はねえって言いたいのか？」

「そこまでは言わねえけど、それぐらい油断するなってことだ」

　子供達が顔を見合わせる。相手がアキラならば勝てる気は全くしない。アキラだけ強化服無しでも、10対１どころか50対１でも、あっという間に倒されてしまう気がするからだ。

　実際にアキラは強化服無しでスラム街の中堅の徒党の拠点に一人で乗り込み、その場の者をほぼ殲せん滅めつして徒党を壊滅させていた。自分達に総合支援システムの支援があろうとも、同じ装備で10対１程度ではどうしようも無い。その共通の認識がエリオを含めて皆にあった。

　ある少年がエリオに怪訝な顔を向ける。

「……いや、でもさ、あのユミナってやつは、前に俺達の倉庫が襲われた時も、前線には出ずに裏方に回されてたんだろう？　その程度のやつなら何とかなるんじゃねえか？」

「そういうことを言ってる時点で油断してるってことだ。ボスが言った賞金だって、俺達全員分で１０００万オーラムだぞ？　たかが模擬戦に勝ったぐらいで払う金か？　絶対勝てない。そう思ってなきゃ言わねえよ」

　言われてみれば、確かに。エリオの仲間達はそう思って納得してしまい、報酬に釣られて高まっていた意気まで落としてしまった。

　言い過ぎたと判断したエリオが、強い声で付け加える。

「でも俺達にも勝機はある。あの総合支援システムってやつの支援は凄かったからな。実戦じゃないけど、あんな強そうなモンスターも倒せたんだ。もしかしたら、何とかなるかもしれない」

　少し項垂れていた者が、それを聞いて希望を持ち顔を上げる。

「でもそれも俺達が必死にやればの話だ。相手がアキラさんだと思って頑張れば、上手くいく可能性はあると思う。だから、油断だけはしないで死ぬ気でやろう。負けたって本当に死ぬ訳じゃないんだ。怖がることはねえよ」

　エリオの言葉に、皆のやる気が再び上がっていく。

「俺達が勝てば、ボスだって報酬を払うさ。負けたって、良い勝負が出来ればボスからの評価も上がる。だからやろう。勝ってボスを驚かせてやろうぜ。俺達だってやれるんだってな」

　そう言ってエリオは不敵に笑った。それで仲間達も笑う。

「ああ！　やろう！」

　エリオ達は徒党の武力要員だ。しかし徒党の戦力という意味では、添え物にすらなっていない。

　戦力の大半をアキラ一人で占めている上に、残りもレビンやコルベなど付き合いのある外部のハンターで補っている。また最近はトメジマの伝で常駐している少年ハンター達もいる。必要ならばシジマから人を派遣してもらうことも出来る。

　よって大して強くもないエリオ達の力など、徒党全体の戦力から判断すれば、いないよりはまし、という程度でしかない。

　徒党の武装要員達の中には、このままでは駄目だ、という気持ちを抱えながらも、だからといってどうしようもない、という思いを持つ者も多かった。

　そのような者達にエリオの言葉は強く響いた。ここで自分達の力を示せば、何かが変わるかもしれない。１０００万オーラムの報酬に勝るその思いが、エリオの仲間達の意気を再び高めていく。

「そうだな！　エリオ！　やってやろう！」

　ユミナへの油断は完全に消え去った。意気も更に高まった。その仲間達の様子にエリオも満足する。これなら何とかなるかもしれないと思い、自分の中の危機感から来る恐れを和らげていた。

　エリオは徒党に総合支援システムを導入することに強い危機感を抱いていた。それを使えば誰でも強くなれるのであれば、それを使う者は別に自分でなくとも良いということだからだ。

　アキラやコルベ達といった外部の者を除けば、エリオ達は徒党の中でも最上位の実力を持っている。それは日々訓練をして、最近は荒野にも出て、その実力を磨いてきた成果だ。

　しかしその高い実力も、総合支援システムの支援の力の前では誤差となる。

　誤差程度の差しか生まないのであれば、恐らく大して多くない総合支援強化服を、自分達に優先して割り当てる必要性も薄れる。誰が使っても変わらない総合支援システムの、誰でも良い、その誰か。自分はその誰かにすぎない者になってしまう。

　エリオはそれを恐れた。恋人のアリシアの為にも今更徒党のただの一構成員に、スラム街のありふれた子供に戻る訳にはいかなかった。

　その為にもここで自分達の力をシェリルに示す。出来れば勝つ。勝てないまでも、無様な負け方はしない。そう心に決めた。そしてその思いを口に出す。

「ああ！　俺達の力をボスに教えてやろう！」

　エリオは高い意気を示している仲間達と共に配置についた。

　そして模擬戦開始の合図が出る。エリオ達は銃を構えて一斉に部屋から飛び出した。

　だがその途端、４人がいきなり撃破判定を受ける。通路の相手側に向けて牽けん制せい射撃をする役目の２人と、その援護を受けながら通路の横道に向かおうとしていた２人が、通路の逆側から全力で駆けてくるユミナに撃たれていた。

「なっ!?」

　仲間達に続こうとしたエリオが慌てて部屋に戻る。エリオは間に合った。だが同じように部屋に戻ろうとした仲間は間に合わず、撃破判定により強化服の動きを止められて、通路の床に転がった。

　模擬戦開始から５秒。たったそれだけの時間で、エリオ達は仲間を半分も失った。

　そしてその間も、ユミナはエリオ達を狙いながら通路を走り続けていた。
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　模擬戦の開始前、ユミナはゆっくりと深呼吸して精神状態を調えていた。適度に緊張し、適度に弛し緩かんし、全力を出せるように集中していく。

　求めるのは勝利。それも完勝。相手を蹴散らすような、圧倒的で、紛れの無い、明確な勝ち。

　その結果を以て、タカギのシステムから下された戦力外という自身の評価を打ち砕き、またカツヤと一緒に戦えるようにしてみせる。その想おもいで、ユミナは全力で勝とうとしていた。

　総合支援システムには最速最短時間で勝負を決めるように、遅くとも30秒以内に決着をつける前提で支援をするように事前に指示を出している。

　その結果、総合支援システムはユミナに、相手の出方とは無関係に模擬戦開始と同時に開始地点の部屋を飛び出して、そのままエリオ達を倒しに行くように指示していた。

　ユミナがそれだけ勝負を急ぐのは、自身の体感時間操作技術の限界が来る前に勝負をつける為だ。

　イイダ商業区画遺跡での戦いで体感時間の操作に成功したユミナは、以降もその訓練を続けていた。

　一度成功してしまえば次の再現も容易になる。再現自体が容易になれば、次はより長く、より濃密に体感時間を操作できるように訓練を続けていく。毎日必死に訓練した甲か斐いもあり、今では30秒程度であれば何とか維持できるようになっていた。

　アキラと比べればまだまだ拙いものではある。それでもその技術のおかげで、ユミナの実力はイイダ商業区画遺跡の時から更に飛躍的に向上していた。

　模擬戦の開始時刻が近付く。拡張視界に表示される残り時間が減っていく。残り10秒。小数点以下まで表示されている残り時間が、より小さな桁ほどその数を高速で減らしていく。

　その数字を見ながらユミナが集中する。数の減る速度が下がっていく。残り５秒。整数の部分は、もうもどかしいほどゆっくりとしか減ろうとしない。より深く集中する。小数点以下の方も、その速度を更に落としていく。

　そこでふとユミナは、勝てば賞金として１００万オーラム出すとシェリルに言われて喜ぶエリオ達の姿を思い出した。

（……ごめんなさい。私にも事情があるの。勝たせてもらうわ！）

　残り１秒。そう悠長に思考する余裕があるほどに遅い世界で、ユミナはゆっくり銃を構えた。小数点第二位の数の減り方すら、既に目で追えるほどに遅い。だがそれでも残りはわずかだ。

　そして残り時間を示す数が全てゼロになる。同時に、ユミナは部屋から飛び出した。

　エリオ達がいる部屋には長めの通路で繫がっている。だが長めといっても強化服の脚力で走ればわずかな距離でしかない。しかしユミナはその距離を少し長く感じていた。

　アキラに同行する為に貸し出された強化服の性能に慣れた所為で、今着用している強化服での動きが酷く遅く感じる。自分の動きについてこられない強化服を、内側から無理矢理動かしているような感覚で走り続ける。

　通路の先にエリオ達の姿が見える。その相手の動きを緩慢に感じながら銃を構え、狙い撃つ。強化服側の性能の所為で、総合支援システムによる照準補正が間に合っていないように感じながら、自力で狙い、引き金を引く。

　訓練用の銃の銃口の角度から射線が計算される。ユミナの照準は正確であり、狙われた５人が撃破判定を受けて床に転がった。

（……この程度？　いや、駄目！　油断も慢心もしない！　そんな余裕は欠片も無いわ！　勝つの！）

　ユミナはそのまま通路を走り続ける。横道に隠れることもなく、遮蔽物の無い通路を、真まっ直すぐに駆けた。




　まだ５人残っているエリオ達は、部屋の出入口からユミナを銃撃しようとした。

　だがその動きはユミナに比べれば余りにも遅い。総合支援システムから指示を出され、その指示の内容を認識し、慌てながら動き出す。その時点で致命的に遅い。もはやエリオ達がどんなに急いでも、ユミナにとっては静止目標と変わらなかった。

　当然ながら被弾する。体や銃をわずかでもユミナの射線が通る場所に出した途端、正確に撃ち抜かれる。体ならば撃破判定、銃ならば破壊判定を受けて、次々に脱落していく。あっという間に残りはエリオ一人になっていた。

　それでもエリオは戦意を捨てなかった。銃を部屋の出入口に向けてじっと待つ。ユミナの姿は壁越しだが見えている。倒された仲間の情報収集機器が通路側の索敵をしており、その情報をエリオに送信しているという設定のおかげだ。

　ユミナは通路を一直線に走って、そのまま自分達の部屋に入ろうとしている。それならばその瞬間を狙うまでだ。そう考えたエリオは、その一瞬に全てを賭けた。

　だがそもそも賭けなど成立しなかった。

　ユミナは相手の射線を搔い潜るようにして室内に入った。仮にエリオが完全なタイミングで引き金を引いたとしても、ユミナに当たることはない。

　そして室内に入ったユミナに照準を合わせ直す時間など、エリオには残っていなかった。

　ユミナが引き金を引く。撃破判定を受けたエリオが崩れ落ちる。エリオ達は全滅。模擬戦はユミナの勝利で決着した。





◆






　シェリル達はユミナとエリオ達の模擬戦を見届けた。その余りの結果に敗者側であるタカギだけでなく、勝者側であるフルタも半ば啞あ然ぜんとしている。

「馬鹿な……」

　そのタカギの呟つぶやきはフルタの望んだものだった。しかし喜びは湧かない。これが自分が開発したシステムの力なのだと、勝ち誇ることは出来ない。それは流石に無理があると、フルタ自身分かっていた。

　イナベとウダジマもユミナの予想外の実力に驚いている。機領とドランカムは強化服の試用を口実にして後でアキラとカツヤ達を戦わせる予定であり、これはその前座にすぎない。そう考えていた分だけ、驚きは強かった。

　この場の者で驚いていないのはシェリルぐらいだ。ウダジマがそれに気付いて声を掛ける。

「君は驚いていないようだな。君にとっては予想通りの結果だったのかな？」

「……彼女はアキラに同行して十分な成果を上げたと聞いておりましたので、想定内といえば想定内ですね」

「なるほど。参考までに、その想定の根拠に君が連れてきた者達の実力不足がどの程度影響しているか、聞いても良いかな？」

　模擬戦の結果は、ユミナが強過ぎるからではなく、エリオ達が弱過ぎる所為だったのではないか。そう尋ねられたシェリルが普通に答える。

「こちらの人員がドランカム所属の方々と比べれば素人同然であることは否定致しません。ですが、そのような者でも総合支援システムの導入により十分な戦力に変わることを期待していたのも事実です。少なくとも意欲に問題は無かったはずです。その為に賞金も提示しましたので」

　エリオ達の実力不足は確かだが、やる気に問題は無かった。それならばあとはその実力不足を補う総合支援システムの性能の問題であり、そこに期待し過ぎた感は否めない。シェリルはそう答えた。

「なるほど。ではそちらの意見も聞きたいね」

　ウダジマはそう言ってタカギに反論を求めた。しかしその声はタカギには届いていなかった。

「そんな馬鹿な……、そんなはずは……」

　タカギは模擬戦の結果の衝撃からいまだ回復していない。この結果は何かの誤りだという意味の短い言葉を、途切れ途切れに繰り返している。

　そのある意味でわかりやすい返事に、ウダジマは意見を求める先をタカギからフルタに変えた。視線で返答を催促されたフルタが、タカギをチラッと見てから、どこか気まずそうに答える。

「あー、タカギのシステムは部隊運用での効率を優先する設計であり、個人での効率もある程度優先する私のシステムとは差異があります。この模擬戦の結果はその辺りの違いが顕著に出たものかと……」

　なぜ自分がタカギを擁護しなければならないのか。フルタはそう思いながら説明を続けた。

　タカギのシステムは部隊運用の効率を確かに高めるが、その性能を生かす為にはそれを使う側にも最低限、部隊行動への慣れが必要だ。

　システムが最適な行動を指示したとしても、その指示に厳密にどこまで従えるかは、本人の力量に左右される。一字一句変わらない指示内容でも、実力者と素人では、指示内容の解釈も、その結果としての動きもまるで異なるものとなる。

　当然ながらタカギのシステムはその差異も吸収して指示を出すのだろうが、その為には使用者の対応能力をシステム側が学習しなければならない。その学習期間も部隊行動の訓練を普通に行うよりは十分短いのだろうが、このシステムを今日初めて使った者に即座に対応させるのは、流石に無理がある。

　よってエリオ達はシステムの支援を受けても拙い動きしか出来ず、ユミナの動きに対応できなかった。フルタはそう言って、まずはタカギのシステムとエリオ達の組み合わせの問題を指摘した。

　次に自身のシステムとユミナについて話し始める。

「正直に申しますと、私はこの結果にはユミナさん個人の実力が大きく関わっていると考えております。ですがそれは私が開発したシステムを土台としたものであり……」

　ユミナは確かに強いが、それは自分のシステムの支援あってのものであり、タカギのシステムでは同じ真似は無理だ。

　また、エリオ達にこの場で自分のシステムを使わせてもユミナのように戦える訳ではない。自分のシステムは使用者に特化し最適化した支援を提供する仕組みになっているが、その為には適した調整の基となるデータが必要不可欠だからだ。

　ユミナには既に長期の開発テストで収集したデータがあるが、エリオ達にはそれが無い。汎用データでの支援も可能ではあるが、ユミナほどの効率は見込めない。

　勿論、エリオ達にユミナと同程度の才能があり、同じ期間のデータ収集と、同様の訓練を続ければ、ユミナと同じぐらい強くなる可能性は十分にある。しかし保証は出来ない。自分が保証できるのは、自分のシステムの性能だけだ。他者の才能や努力の結果まで保証するのは、開発者として誤った行為だ。

　フルタはそう説明して、ユミナの実力を認めつつも、自分のシステムの力を訴えていた。

「まあ、そのようなシステムの特徴もありまして、片方は使用者とシステムの短所同士、もう片方は長所同士が組み合わさったことで、模擬戦では随分極端な結果が出てしまったのではないか。私はそう判断しております。ですが、御安心下さい。両システムが総合された暁には、両システムの長所のみが反映されますよ」

　フルタはそこまで話して、これ以上は企業の幹部同士の話だろうと、ヨドガワに話を引き継ぐように視線で催促した。

　しかしその前にウダジマに口を挟まれる。

「彼女がシステムから戦力外と判断されたことについてはどう思う？　私としては、あれだけの実力者を戦力外と判断するのは、流石にどうかと思うのだが」

　フルタはタカギを再びチラッと見た。そして受け答えはまだ難しそうだと判断すると、その言い訳までなんで自分が考えなければならないのかと思いながら、それらしいことを口に出す。

「……それは、部隊行動での効率を重視したことによる弊害でしょう」

　個々の実力がほぼ等しい者で構成された部隊に、実力に著しい差がある者を新たに加えた場合、その実力差が問題となり、全体の効率が逆に下がることは十分に考えられる。

　その場合、その者がどれだけ高い実力を持っていても、システムはその者を部隊全体の効率を下げる要素として扱い、部隊から除外しようとする。

　そして恐らくその除外理由がシステムからドランカム側に上手く伝わらなかった。まだ開発中であり、文言等などの調整も済んでおらず、戦力外という相応しくない言葉が説明に使われてしまったのではないか。フルタはそう取り繕ってみた。

　単純にその頃のユミナは戦力外判定を受けるほど弱かっただけ、とは言えない。それをそのまま言えば、ユミナの成長性を見抜けなかったドランカムの無能を指摘していると捉えられる恐れがある。

　また、ユミナがそこまで強くなった経緯を正確に話せば、アキラから地獄のように過酷な訓練を受けていたことを教えることになり、自身のシステムの力を軽んじられる恐れもあったからだ。

　この説明では少々無理があったか。フルタはそう思いつつ、取り敢えずそう答えていた。

　そしてウダジマは表向きは納得した様子を見せた。

「なるほど。それは彼女もついてなかったな。ミズハさん。理由が分かった以上、彼女の待遇は速やかに改善するべきだと思うのだが？　確か彼女は、カツヤ君のチームに所属していたのだろう？」

　ミズハが愛想良く笑って答える。

「勿論で御座います。直ちに改善致します」

　ウダジマにとっては、ユミナの力が本人の実力だろうと、総合支援システムの支援によるものだろうと、どうでも良かった。重要なのは、それほどの実力者がドランカム事務派閥の外にいることだ。

　ウダジマはミズハを取り込んだことで、事実上カツヤのチームを自身の制御下に置いている。これによりカツヤ達はクズスハラ街遺跡奥部でハンター稼業をするとしても、イナベの担当区画で活動することは出来なくなった。

　ユミナも一応は事務派閥側の者だ。しかしカツヤのチームから外された上に、事務派閥側の者達の主流の活動からも外されているなど、余り良い待遇は受けていない。

　それを知っているウダジマは、ここでユミナがイナベに勧誘されれば、自身の待遇の不満から頷く恐れがあると判断し、この場でミズハにさっさとユミナを取り込むように指示した。

　そして既にウダジマに取り込まれているミズハに拒否権は無かった。カツヤのチームからユミナを完全に排除しようと画策していたミズハは、内心で強い不満を覚えながらも、笑って答えていた。




　模擬戦の勝利により、ユミナはカツヤの側に戻るという自身の望みを叶かなえた。

　新たなしがらみに縛られ、より強い組織の都合に付き合わされることと引き替えに。
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　強化服の代金を値引きしてもらう条件の一つとして、機領の総合支援システムの開発テストに協力することになったアキラは、その為にドランカムの大型訓練施設に来ていた。

　用意されていた総合支援強化服を着用して施設内部の試験場に行くと、そこにはエレナ達もいた。サイズは異なるがアキラと同じ強化服を着ている。

「エレナさん達も来てたんですか。えっと、それを着てるってことは……」

「ええ。私達もよ。あの高い強化服がこの程度のことで安くなるなら断る理由も無いしね」

　笑ってそう答えたエレナに、アキラが頭を下げる。

「ありがとうございます」

　エレナ達がこの開発テストに参加する理由には、エレナ達の強化服だけでなく、自分の強化服の値引きも含まれていることぐらい、アキラも理解していた。

　また、この場にはレイナとトガミもいた。レイナ達も同じ総合支援強化服を着ており、開発テストの参加者であることが分かる。シオリとカナエもいるが、二人はメイド服だ。

「シオリ達はただの付き添いか？」

「はい。私はともかくカナエに参加させると負傷者が出る恐れがありますので」

「……それもそうだな」

　同じ模擬戦でも、弾の出ない訓練用の銃で撃ち合うだけの場合と、加減するとはいえ実際に殴る蹴るの格闘戦有りの場合では、危険性が大きく違う。アキラにも十分納得できる理由だった。

　カナエは少し不満そうな顔をしている。

「ちゃんと加減するって言ってるんすけどね」

「駄目よ」

「じゃあアキラ少年。模擬戦とは別に、格闘戦のテストってことで、ちょっとやらないっすか？」

「嫌だ」

　カナエは大分不満そうな顔をしていた。

　トガミがアキラ達を見ながら軽く言う。

「今日はアキラと同じ装備だ。装備の性能が違うからって言い訳は出来ないってことだな」

　それを聞いてもレイナは不敵に笑っていた。

「そんな言い訳なんて要らない結果を出せば良いだけよ。そうでしょ？」

「あっさり言ってくれるな。でもまあ、その通りか」

　その言い訳は、他の誰かへのものではなく、自分自身に対してのもの。それを分かった上で、トガミは笑って答えた。

　参加者が揃ったことで、機領の技術者がテストの内容をアキラ達に伝えに来た。その内容を聞いたアキラが少し不思議そうにする。

「あの、総合支援システムの支援有り組と無し組に分かれて模擬戦をするって聞いていたんですが……」

「あー、その予定だったのですが、少々ありまして、変更になりました。……まずいでしょうか？」

「いえ、大丈夫です。分かりました」

「ではお願いします」

　どこかごまかすように言葉を濁した相手の様子にアキラも気付いていた。だがどんな事情であれ自分はテストに協力するだけだと思い、指示された内容も含めて、敢えて気にしないことにした。

　新たに伝えられたテストの内容は、模擬戦でのカツヤ達との共闘だった。
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　室内訓練場の床から可変式の壁が迫り上がり組み合わさって、基地を模した建物から外壁に近い部分を切り取ったような構造物を作り上げる。２階建てで、幅は20メートルほど。壁は前側しかなく、裏側からは中が丸見えの状態だ。

　この建物の防衛が模擬戦の内容となる。参加者は既に配置についている。建物の屋上に配置されたアキラは、そこから拡張現実上の荒野の遠景を、借りた表示装置を介して見ていた。

　見慣れた荒野の景色だが、アキラには随分偽物っぽく感じられた。何となくアルファを見る。同じ拡張現実上の存在だが、アルファには確かにそこにいるような現実感が感じられる。

『こうやって比較して見てみると、アルファって普通にちゃんとそこにいるように見えてるし、同じ拡張現実でも全然違うんだってよく分かるな』

　アルファが得意げに微笑む。

『当たり前よ。拡張現実上の解像度が根本的に違うわ。あんな安っぽい映像だけのものと一緒にしないでちょうだい』

　アキラはその話を聞いて、意識上の現実の解像度の話を思い出していた。

　自分が認識している現実とは、所詮は自分の脳が外界の刺激から生み出した意識上のものであり、本当の現実に比べて非常に精度の粗い、低解像度のものにすぎない。

　そして低解像度の現実でしか戦えない者は、旧世界製の自動人形など、その高い演算能力で高解像度の現実を認識可能な存在に比べて、非常に不利になる。

　以前はアルファにサポートしてもらったおかげで何とかなった。だがいずれは部分的にでも自分で出来るようになる必要がある。アキラはそう思っているのだが、今のところ上手くいっていなかった。

（まあアルファも、俺にも訓練次第で似たようなことは出来るようになるって言ってたし、頑張るしかないか）

　強くなる道筋は示されている。アルファも出来ると言っている。きっと何とかなるだろう。アキラはそう考えて自身を元気付けた。

『アキラ。そろそろ模擬戦が始まるけれど、私はどれぐらいサポートした方が良い？』

『ん？　ああ、サポートは無しで良い』

『それで良いの？　強化服の値引きと引き換えに呼ばれたのだから、それなりに活躍することを期待されていると思うわよ？』

『良いんだよ。開発テストに協力するとは言ったけど、血ち反へ吐どを吐くぐらいやれとは言われてないし、死ぬ気でやるとも約束してないからな』

『分かったわ。アキラ。始まるわよ』

『ああ』

　アキラが拡張現実上のモンスターに向けて銃を構える。そして自力でしっかり狙って引き金を引いた。
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　今回の模擬戦には大まかに３チームが参加している。まずはアキラ達、次にエリオ達、そしてカツヤ達とユミナだ。この混合部隊で建物を防衛する。
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　総合支援システムによる支援は、アキラ達は無し、カツヤ達とエリオ達はタカギのシステム、ユミナはフルタのシステムとなっている。

　異なるシステムの併用に加えて、システムの支援を受けていない者を交ぜた状態での部隊の管理。それが現行のシステムでどこまで可能であるかをテストする。それがこの模擬戦の、表向きの理由だ。

　当初の予定では、カツヤ達とアキラ達を模擬戦で戦わせることになっていた。そしてカツヤ達が勝ち、ドランカム事務派閥はカツヤ達の実力を、機領はタカギのシステムの性能を、都市の幹部達に知らしめるはずだった。

　アキラ達が幾ら強くとも、ハンターランク調整依頼を受けるほどの者が含まれていても、同じ装備で、相手だけ総合支援システムの支援が無い状態であれば、問題無く勝てる。そう言い切れるほどに、タカギは自分のシステムに自信を持っていた。

　しかしユミナとエリオ達の模擬戦がその前提を覆した。これにより機領は総合支援システムの性能の示し方、宣伝方法に変更を強いられる。

　タカギのシステムの支援を受けたエリオ達に、ユミナは圧倒的な実力差を見せ付けて勝利した。その上でカツヤ達がアキラ達に負けてしまった場合、都市の幹部達から総合支援システムそのものの性能に疑念を持たれる恐れがある。そう判断した機領は、アキラ達とカツヤ達を模擬戦で直接戦わせるのではなく、競わせることにした。

　モンスター相手の防衛戦であれば、万が一カツヤ達が先に脱落するとしても、一瞬で勝負がつくような事態は避けられる。加えてエリオ達にも挽ばん回かいの機会を与えられる。弱過ぎて何も出来ずに負けてしまったという印象を払拭できる。

　今回の模擬戦の内容は、そのような理由で決められていた。
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　模擬戦の開始前、配置についたエリオは、ユミナに完敗した衝撃から抜け出せておらず、少し深い溜め息を吐いていた。

　そのエリオに仲間の子供達が声を掛ける。

「エリオ。もう気を切り替えようぜ。あれはしょうがねえよ」

「ああ。あれは仕方無いって。あのユミナってやつ、後で聞いたけど、アキラさんに同行しても足を引っ張らないぐらい強かったんだろう？　勝つのは無理だって」

「そうそう。まあ、１００万オーラムは惜しかったけどさ。でもお前も言ってただろう？　俺達の力をボスに教えてやろうって。その機会がまたすぐに来たんだ。ラッキーだって思おうぜ」

　そう仲間達に励まされて、エリオも力強く笑う。

「そうだな。やるか！」

　ユミナの時はエリオが仲間達を励まし、今は仲間達がエリオを励まして、エリオ達は全員で意気を取り戻した。
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　カツヤ達と一緒に配置についたユミナは、カツヤに得意げな笑顔を向けていた。

「どう？　カツヤ。ちゃんと自力でカツヤのチームに戻ってきてあげたわよ？」

　タカギのシステムの支援を得たエリオ達に完勝したことで、ユミナは再びカツヤのチームに、カツヤの側に戻ってきた。

　強くなって、自力でカツヤのチームに戻るから、もうちょっと待ってなさい。そうカツヤに約束した通りに、また一緒に戦える立場を、今日、ユミナは取り戻した。

　それを知ったカツヤが、とても嬉しそうに笑って礼を言う。

「ああ。ユミナ。ありがとう」

　大切な人から向けられたその笑顔に、ユミナが照れる。そしてそれをごまかすようにアイリに話を振る。

「アイリ。私がいない間、カツヤはどうだったの？　大丈夫だった？」

「……概おおむね問題無かった」

「概ねって……、じゃあ、強いて言えば何が問題だったの？」

「遠征先の都市からここまで追い掛けてくるのは流石に難しいと思う。大丈夫だと思う」

「カツヤ……、遠征先でまた誰か口説いてたの？　全くもう……」

　ユミナは呆れたような表情をカツヤに向けた。カツヤが慌てて否定する。

「いや！　そんなことしてないって！」

「自覚が無いなら尚更悪いわ。私がちょっと目を離しただけでそれなの？　カツヤはもう本当に……」

　少しからかうようなユミナとアイリ。それを分かっていて言い訳するカツヤ。たわいの無い馬鹿な話。それをまた一緒に楽しめる世界を取り戻したことに、カツヤもユミナもアイリも喜んでいた。

　そこで模擬戦開始の合図が出た。ユミナが少しだけ不敵な笑顔をカツヤに向ける。

「それじゃあ私がどれだけ強くなったのかを、今からカツヤに教えてあげるわ。見てなさい」

　カツヤも合わせて笑って返す。

「俺達だって強くなったんだ。見てろよ。アイリ。やるぞ」

「頑張る」

　アイリもそれだけ答えた。返事は短いが、やる気は十分だった。

　そして三人揃って銃を構える。以前とは装備も実力も立場も随分変わった三人だが、それでも昔のように意気と意志を合わせて引き金を引いた。
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　模擬戦は防衛地点をモンスターの大規模な襲撃から守る設定で行われる。

　最初の内は十数体の生物系モンスターが遠方から襲ってくるだけだ。大型の獣や爬は虫ちゅう類るいの混合種のような姿は強そうではあるが、拡張現実上の存在と分かっている者達にとってはそれだけであり、死の恐怖を感じさせるものではない。重火器等は生やしておらず、動きも少々鈍重で、全員で銃撃すれば簡単に撃退できる。

　しかしその余裕も初めの内だけだ。モンスターの群れは時間の経過により数も質も際限無く上がっていく。

　遠目で見れば疎まばらだったモンスター達の姿も、徐々にその遠景を埋め尽くすようになっていく。俊敏な個体も増えていき、巨大な体たい軀くで勢い良く迫ってくる。機銃を生やした小型多脚機や、冗談のように巨大な砲を担いだ大型機も出現してくる。

　いずれは敵の物量に押されて防衛側が全滅する。それをいつまで引き延ばせるかが、この模擬戦の評価基準だった。

　その模擬戦の中、アキラは真面目に戦いながらも、いろいろと不満を感じていた。

　建物に近付いてくるモンスター達に、屋上から銃撃を繰り返す。しっかり狙って敵の弱点部位に、相手が本物のモンスターであれば致命傷となるほんの小さな場所に、正確に着弾させる。

　しかし被弾判定を受けたモンスターは大した損傷を受けていない。弱点部位への着弾判定などをそこまで正確に計算していないからだ。

　それでもとにかく撃って撃破する。すると弾切れに、正確には弾切れ扱いになったので、一度下がって再装填時間が過ぎるのを、少し顔をしかめて待つ。

『アルファ……。この模擬戦だけどさ、やっぱりいろいろ雑だよな』

　拡張現実上のモンスターと戦う訓練は、アキラもアルファのサポートで何度も行っていた。しかしその質には雲泥の差があった。

　アルファによる訓練では、敵の弱点に正確に着弾させれば、その負傷の度合いもしっかり反映されていた。適当に狙っただけでは敵を倒せず、手痛い反撃を受けることも多かった。

　逆にこの模擬戦ではどこを狙っても大きな違いは無い。一定数着弾させればそれで倒せる。被弾により脚がもげた所為で上手く走れないが、動きを鈍らせながらも迫ってくる、などということもない。倒される直前まで全く負傷していないように元気に動く。そして撃破判定を受けると同時に消えてしまう。その不自然さにアキラは違和感を覚えていた。

　また、弾切れ後は常に一定時間待たなければならない。弾倉を自分で急いで交換するようなことは出来ない。その辺りにもアキラは不満を覚えていた。

　アルファが笑ってアキラを宥める。

『それは仕方が無いわ。敵の挙動などを厳密に計算するとしても、ここの設備では限界があるからね。そういうものだと割り切りなさい』

『……そうだな。そこは割り切るしかないか』

『でも、どうせ甘い計算しかしないのだから、こっちも適当に狙えば良い、なんて考えては駄目よ？　しっかり急所を狙っても倒し難いほど、敵が強いと思って戦いなさい。取り敢えずどこかに当てれば良いなんて雑な銃撃にアキラが慣れたら大変だからね』

『ああ。分かっている』

　再装填時間が終わる。アキラは気を切り替えて、この模擬戦の精度では不必要なほどに精密正確な銃撃を続けた。




　模擬戦が長引き、敵の攻撃が更に激しくなる。大型の砲を持つモンスターが建物に砲撃を続け、破壊判定を受けた壁が折り畳まれて無くなっていく。

　砲撃元は訓練用の銃の射程の外にいる設定なので、建物の位置からは狙えない。近付いて倒そうとしても、拡張現実上のモンスターの位置は現実での屋内試験場の壁の向こう側であり、設定上倒せない。押し寄せるモンスター達を、砲撃を避けながら倒し続けるしかなかった。

　そして砲撃で壁に大穴が開き、そこから大量のモンスターが雪崩なだれ込んでくる。ちょうどその穴の近くにいたアキラは必死の抵抗をしたものの、再装填時間待ちと重なっていたこともあり、モンスターの群れに為す術も無く吞み込まれて撃破判定を受けた。

　アキラの視界からモンスター達の姿が消える。撃破されたことで、模擬戦のシステムから外れたからだ。拡張視界にも自身が撃破されたことが大きく表示されていた。

　アキラが軽く息を吐く。

「すみません。倒されました」

　アキラ達のチームのリーダー役となっていたエレナから、通信越しに返事が来る。

「お疲れ様。ごめん。私の指示、まずかった？」

「いえ、そんなことはないです。多分運が悪かっただけです。それじゃあ、俺は戻ってますので、俺の分まで頑張ってください」

「了解よ。サラ！　アキラが落ちた分、頑張ってちょうだい！　火力担当が先輩面を見せる場面よ？」

「分かってるって！　……って、こっちにも押し寄せてきてるんだけど!?　エレナ！　援護援護！」

「はいはい！　ちょっと待ってなさい！」

　アキラはエレナ達の楽しげな遣り取りを聞きながら、初めから壁の無い裏側から建物の外に出た。
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　建物の裏では、先に撃破判定を受けた者達が模擬戦を観戦していた。そこにいたエリオの仲間達が、アキラに気付いて驚きの表情を浮かべている。

「アキラさんだ……。えっ？　撃破判定受けたのか？」

「マジか？　えっ？　……ってことは、だ。エリオのやつ……」

　そこに少し遅れて撃破判定を受けたエリオが戻ってくる。その表情は、やれるだけのことはやった、という納得と満足ではなく、もう少し出来たはずだ、という悔いと不満を感じさせるものだった。

　そして仲間達から声を落とした歓声で迎えられたことで、今度は軽く戸惑いを見せた。

「お前ら、何だよ」

「エリオ。お前、アキラさんに勝ったぞ」

「……えっ？」

　思わず怪訝な顔を浮かべたエリオだったが、仲間にアキラの方を小さく指差されたことで、自分がアキラよりも後に撃破されたことを理解した。

　勿論、エリオとアキラでは条件が違う。エリオ達の方がチームの人数も多く、総合支援システムの支援も受けている。そのエリオが幾らアキラより後に撃破されたからといっても、本来は勝ったなどと言えることではない。

　しかし、それでも、アキラより遅く撃破されたことは確かだ。ユミナに完敗した時と比べれば大健闘であることも間違いなかった。

　シェリルに自分達の力を教えてやる。自分達でもやれることを見せてやる。その目標を達したという意味では、エリオは確かに勝っていた。

「そうか……。俺達、やったんだな」

「ああ！」

　離れた位置にいるとはいえ、アキラに勝った、などという言葉をアキラに聞かれたら大変だ。その判断で、エリオ達はアキラに聞こえないように小さな声で互いの健闘を称たたえ合った。
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　アキラの脱落後も奮闘していたエレナとサラだったが、アキラという大きな戦力を失った上に敵の勢いも更に激しくなったことで、揃って撃破された。

　エレナが軽く笑って息を吐く。

「……まあ、先輩の面目が立つ程度には粘れたわね。サラ。戻るわよ」

「了解。でも、もうちょっと頑張っても良かったんじゃない？」

「駄目。所詮は模擬戦よ。その程度のことで、サラにナノマシンを無駄に消費させる訳にはいかないわ」

　身体強化拡張者であるサラは、その生命維持の為にも使用されているナノマシンを消費することで、身体能力を格段に上げることが出来る。

　そして今サラに貸し出されている総合支援強化服は、そのナノマシンとの相性を考慮した製品ではない。よって、激しく動けばそれだけ多くのナノマシンを消費する。

　アキラに良いところを見せたい気持ちはエレナもサラと同じだ。しかしその為にサラに命まで削らせるつもりは無く、エレナはチームのリーダーとしてサラに動きを少し抑えさせていた。

　確かにその所為で少し早く撃破されてしまったのは事実だ。それでもエレナは自分の判断を迷わず肯定した。

　その親友の態度に、サラが少しだけ苦笑気味に笑う。そしてその笑顔を意味有り気なものに変えた。

「分かったわ。それじゃあエレナ。一緒にアキラに先輩面をしに行きましょうか」

　エレナと一緒にアキラの所まで戻ったサラが、自分達を迎えたアキラに少し得意げに笑う。

「どう？　アキラ。私達も結構やるでしょ？」

　アキラも笑って答える。

「はい。流石です」

　その言葉が世辞ではなくアキラの本心であることは、エレナ達にも簡単に分かった。しかしだからこそ、それを単純に嬉しく思う気持ちだけでなく、複雑な気持ちも少しだけ抱く。

　アキラは間違いなく自分達より強い。しかしなぜかそう見えない。知識で、経験で、アキラの強さを理解しているのにもかかわらず、アキラからはそれだけの強者の雰囲気を感じ取れない。

　それは自分達を今も上に置いてくれるアキラの態度に甘えてしまっているからだろうか。サラはふとそう思い、アキラへの態度としては調子良く、だが自身に対しては敢えて負け惜しみのように、軽く言ってみる。

「実はこれでもエレナに言われてちょっと加減して戦ったのよ？　本気出すとナノマシンの消費量が増え過ぎちゃうからね」

　それを聞いたアキラが、サラに合わせて調子良く笑う。

「それじゃあ俺も、所詮模擬戦なので加減して戦ってました、ってことにしておきます」

　実はまだまだ余力を残していたのだと、アキラは少しわざとらしく余裕を見せた。

　サラはそのままアキラと一緒に冗談っぽく不敵に笑い合った。友人で、そして対等の者であるように。

　今はそれで良しとした。
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　撃破判定を受けたトガミとレイナがシオリ達の下に戻る。自己採点で不満の残る内容だった。そうレイナは自身の表情で周囲に示していた。

「あー、過信してた。思った以上に装備に頼ってたかー」

　レイナも装備に頼ること自体は、悪いこととは全く思っていない。高性能な装備を使えばそれだけ強くなれるのだ。それが分不相応なほどに高性能な物であっても、余りに高性能な所為でその性能に頼り切りになってしまうとしても、使えるのであれば有り難く使うべきだと思っている。

　しかし自身の実力と装備の性能の切り分けは必要だとも思っていた。そしてそう思っていたのに、気付かない内にその切り分けを思った以上に間違えていたことが、今回の模擬戦でレイナが感じた不満点だった。

　シオリに用意してもらった強力な装備のおかげで、イイダ商業区画遺跡での戦いでは自分なりに称賛できる大きな成果を上げることが出来た。しかしその力を、無意識に、その全てではないにしろ、かなり大きめに自分自身の実力だと同一視していた。

　だからこそ、機領から借りた総合支援強化服を使っても、普段の物とは格段に劣る装備であっても、自分はもっと戦えると思ってしまった。驕おごってしまっていた。

　そして模擬戦での不ふ甲が斐い無ない自身の動きが、その驕りをレイナに突き付け、自覚させた。撃破判定を受けた時、自惚うぬぼれていた自分に気付いたレイナの溜め息は、少しだけ重かった。

　しかしそれをいつまでも引ひき摺ずることはない。気を切り替える。

「まあ、それに気付けたんだし、良い経験だったとしておきましょう」

　反省点や改善点を見付けたのなら、それを克服すればもっと強くなれる。レイナはそう前向きに考えて、以前のように不要に落ち込むのはやめにした。

　その前向きなレイナの姿勢を、カナエが称賛する。

「調子が悪かっただけだの、本当はもっと出来たはずだの、下らない言い訳をしない分だけ、お嬢もちゃんと成長してるっすね。良いことっす。おめでとうっす」

「はいはい。ありがと」

　そのカナエのからかうような褒め言葉を、レイナは軽く流した。

　しかしその表向きの態度とは裏腹に、レイナは内心では結構嬉しく思っていた。基本方針として褒めてくるシオリとは異なり、カナエは粗探しをしてでもからかってくる。そのカナエが褒めたからだ。

　そのレイナの内心を察したシオリが口を出す。

「お嬢様。この模擬戦の内容は、お嬢様にとっては不満と課題の残るものだったのでしょう。しかしながら私とカナエが見た限りでは、お嬢様は十分な結果を出しておりました。現状を良しとしない向上心は大切ですが、度が過ぎて毒にならぬよう、御自身が出された成果を不必要に卑下するのはおやめ下さい」

「うーん。まあそれは分かってるんだけどね」

　シオリとしては世辞無く褒めたつもりだった。しかしレイナの反応は芳しくない。

　ここ最近のレイナの成長振りに少々褒め過ぎた所為で、自分から称賛されることに慣れてしまったのだろうか。難しい。シオリはそう思い、少し難しい表情を浮かべた。

　そのシオリの様子に気付いたカナエは、からかうように意味有り気に笑っていた。だがシオリから厳しい視線を向けられると、さっと目を逸らした。

　そこでトガミが軽い溜め息と共に言う。

「レイナ。まぐれかアキラが手を抜いただけかは知らねえけど、同じ装備のアキラに、俺達は考えようによっては勝ったんだ。それじゃあ満足できないのか？　アキラに勝ったって喜んでた俺が馬鹿みてえじゃねえか」

　別にトガミもレイナを責めるつもりは無い。ただ、一緒に頑張って出した成果を一緒に喜びたかった。それが出来ないことを少し残念に思った。それだけだ。

　気を悪くさせたかと思い、レイナが付け足す。

「あ、別にそういう訳じゃないわ。誰かに勝った負けたで自分を評価するのをやめただけ。重要なのは私が強くなること。それに比べれば、たかが模擬戦で勝った負けたなんてどうでも良いでしょう？」

「まあ、そうかもしれないけどさ」

「それに、それでも敢えて誰かとの勝敗で自分を評価するなら、私にとってその相手はアキラじゃないの」

　レイナはそう言って、視線をまだ戦っている者達に向けた。その視線を追ったトガミが、納得したように軽く頷く。

「……ああ、そういうことか」

　そこにはカツヤとユミナの姿があった。

「そういうことよ」

　以前カツヤのチームに所属していたレイナは、諸事情でそのチームから抜けていた。それはドランカム内部では、その頃にあったカツヤ達がアキラと殺し合う寸前まで揉めた出来事で、一緒にいたレイナ達がカツヤを見捨てたから、ということになっている。

　しかし正確には、レイナはその件とは無関係にチームからの離脱をカツヤに申し出ていた。

　その頃のレイナはクズスハラ街遺跡の地下街で遺物強奪犯に人質に取られてしまった出来事により、自分の実力への自信を完全に失っていた。

　そしてその所為で、自分はシオリとカナエに加えて、カツヤにまでしっかり護まもってもらわなければならないほど駄目なのかと思い悩み、それを否定する為にカツヤの庇ひ護ご下から去ろうとしていた。

　いつの日か十分な強さを手に入れて、再びカツヤの下に戻る。そう思いながら。

　そのような理由もあり、仮にこの模擬戦でレイナがカツヤよりも後に撃破判定を受けていたら、カツヤに勝っていたら、レイナは自分の実力を認めることが出来た。しかし、そうはならなかった。

　カツヤの下に自信を持って戻れる日はまだまだ遠そうだ。そう考えて、レイナは少しだけ残念に思った。

　そして一足先にそれを成し遂げたユミナのことを、少しだけ羨ましく思った。
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　模擬戦はある意味で予想通りに、そして機領の期待通りの内容で進んでいた。

　まずはエリオ達が全滅する。エリオ達の実力不足は明らかであり当然の結果だった。

　しかし十分に奮闘した。エリオに至っては仲間達の協力もあってアキラより後に倒されるという大成果を出した。チームとしては最初に脱落したものの、ユミナ戦での敗北の印象を塗り替えるのに十分な内容だった。

　次にアキラ達が脱落する。総合支援システムの支援無しのチームが支援有りの主要チームより先に全滅したのは、都市の幹部達にシステムの有用性を宣伝するのに大いに役立った。

　アキラ達に大きな失敗は無かった。しかしチームの指揮役であるエレナは全体の指揮を執りながら自分も戦い、加えて敵の砲撃の警戒や早期探知までしなければならず仕事が多い。大量の敵と戦いながらでは索敵や指揮の精度はどうしても落ちる。

　総合支援システムを使用していれば、その辺りをシステムに肩代わりさせることが出来た。そうしていればアキラ達ももっと保っていただろう。そう宣伝できる戦果をアキラ達が出してくれたことに、機領はとても満足していた。

　そして最後に残ったカツヤのチームも、拡張現実上の無尽蔵のモンスター相手にいつまでも優勢は保てない。一人落ち、二人落ち、着実に追い詰められていく。

　残ったのは、カツヤ、ユミナ、アイリの三人。タカギとフルタ、両方のシステムの性能を宣伝できる申し分の無い状況に、機領の営業達はこの模擬戦の成功を喜んでいた。




　敵の猛攻に、ユミナは体感時間の操作を駆使して辛かろうじて耐えていた。

　現在のユミナの技術では30秒程度しかその状態を維持できない。だが要所要所で短い時間だけ使うことで、脳への負荷を抑えて何とか戦闘能力を維持している。

　それでもユミナ一人であれば、すぐに体感時間操作の限界が来て撃破判定を受けていた。しかしカツヤ達がユミナを適切に援護し、再装填時間待ちと合わせてユミナに休憩を取らせることで、ユミナの限界を引き伸ばし続ける。

　そのおかげでユミナは自分でも驚くほどに上手く戦うことが出来ていた。

　そしてユミナはその的確な援護に感謝しつつ、その指揮を執るカツヤの指揮者としての実力と、その指揮を補っているであろうタカギのシステムの力に驚いていた。

（……タカギさんのシステムは部隊運用での効率重視って話だけど、やっぱりそういうところは凄いのね。その指揮についてこれなかった私が外されたのも、仕方が無かったのかな）

　残念ながら、かつての自分ではその指揮を乱すばかりだったのだろう。そう思い、ユミナはそのことについて気持ちに区切りをつけた。

（まあそれなら私はフルタさんの方のシステムで頑張るだけよ。こっちは上手くいっているみたいだし、頑張りましょう！）

　再びカツヤのチームに加わったユミナは、大まかな指揮系統としてはカツヤの下についている。しかし細かな作戦行動としては、タカギとフルタのシステムの統合が済んでいないこともあり、カツヤと同等の立場となっていた。つまり、ユミナ一人だけの部隊と、カツヤが指揮する多人数での部隊の、２部隊による合同作戦の形式を取っていた。

　そしてそれはユミナには非常に上手く機能しているように思えた。既にエリオ達もアキラ達も脱落しているこの過酷な模擬戦で、自分達はまだ倒されずに残っている。それがその証拠だ。そう思いながら、ユミナはどこか充実した気持ちで戦っていた。

　弾切れになったので一時引く。壁を背にして再装填時間が過ぎるのを待つ。戦線からユミナが一時的に抜けたその穴を、カツヤの部隊の者達はすぐに適切に補った。

　ユミナがその様子を横目で見ながら思う。

（……カツヤはちゃんと下がってる。総合支援システムの指示で、カツヤは不満に思ってるかもしれないけど、正直、私はありがたいわ）

　今までカツヤは仲間の為ならば進んで体を張っていた。賞金首との戦いでは、高層ビル並みに巨大なモンスターから仲間を助ける為に、一人で囮おとりになったこともあった。

　そういうところが、ユミナがカツヤを好きになった理由でもある。しかしだからといって、そのような無茶を進んでしてほしいとは全く思わない。カツヤを死なせない為にその無茶を止めることも、ユミナがカツヤの下に戻ろうとした理由だ。

　そのカツヤだが、この模擬戦ではその手の無茶を全くしていなかった。部隊の指揮者として一歩下がった位置を保っている。今までのカツヤの行動から考えれば仲間を庇かばって真っ先に撃破判定を受けそうなものだが、そういう真似は一切見せなかった。

　むしろその逆、必要なら仲間の救援を即座に諦める非常な決断を下しているような箇所まで見受けられた。

　それはこれが所詮は模擬戦だからなのか、或いはカツヤが時に非常な決断を強いられる部隊の指揮者として成長したからなのか、ユミナには分からない。それでも、カツヤに死んでほしくないユミナには、その判断を否定することは出来なかった。

　模擬戦が続く。他の仲間が倒された後も三人で粘っていたが、遂ついにアイリが撃破判定を受ける。

「ごめん。やられた」

「気にするな！　頑張ったぞ！　ユミナ！　そういう訳で、ここからは俺達だけだ！　気を抜くなよ！」

「そっちこそ！」

　既にモンスター達との戦力差は絶望的であり、後はどこまで粘れるかという状況だ。類い稀まれな才能を持ち、その上でいろいろなサポートまで受けているカツヤであっても、出来ないことはある。モンスターに囲まれながら粘りに粘ったが、ユミナを庇って撃破判定を受けた。

「あー、無理だったか。ユミナ！　あとは頼んだ！」

「はいはい！　任せなさい！」

　もうカツヤ達の援護は無い。ユミナは体感時間操作の連続使用を強いられる。

　それでもこれで最後だと笑って限界まで頑張った。そして緩やかに流れる世界が終わったのと同時に撃破された。

　模擬戦の参加者が全員撃破されたことで、模擬戦そのものも終了となる。疲労でその場にへたり込んでいるユミナの側に、カツヤがやってきてアイリと一緒に座った。

「お疲れ様だ。それにしても、ユミナ、本当に強くなったんだな」

「まあね」

　驚きながらも笑ってユミナの健闘を称賛したカツヤに、ユミナは得意げに笑って返した。そしてその後に軽い苦笑を浮かべる。

「とはいっても、総合支援システムのおかげってのはあるわ。自力じゃ無理よ」

「それは俺も同じだ」

「カツヤも？」

「ああ。思いっ切り頼ってる。今更無しには戻れないな」

「でもこれ、一応開発テストってことで使わせてもらってるのよねー」

「そうなんだよなー。まあ、ミズハさんもドランカムで正式採用する予定だって言ってたし、大丈夫だって」

　楽観的にそう答えたカツヤに、ユミナが軽い冗談としてからかうように言う。

「それなら馬鹿な真似をしてドランカムを追い出されないようにしないとね。カツヤ。大丈夫？　偉い人に失礼な真似とかしてない？」

「大丈夫だよ。心配性だな。俺だってそんな馬鹿な真似はしないよ」

「そう？　アイリ。どうなの？」

「概ね問題無いはず……」

　アイリは冗談なのか本当なのか分わかり難にくい表情と口調でそう答えた。カツヤがわずかに慌てる。

「強いて言えば、どういう問題があるの？」

　そのユミナの質問に、アイリは黙って目を逸らした。カツヤが更に慌て始める。

「……アイリ。冗談だよな？」

「カツヤ。そこで慌てるぐらいなら、日頃の言動にもっと注意を払いなさい」

「いや、それは分かってるって。アイリ。冗談だよな？　冗談なんだよな？」

「カツヤがそう言うのなら、冗談ってことにしておく」

「いや、だから、冗談だよな!?」

「冗談」

　本気で慌て始めたカツヤの様子を少し面白く思いながら、ユミナは仲間達との馬鹿馬鹿しくも大切な一時を楽しんでいた。
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　模擬戦を見終えたウダジマが、その感想を述べる。

「うん。良かったのではないかな。参加者の実力の下限に合わせた装備の所為で、実力を出し切れなかった者も多かったようだが、総合支援システムの性能を見る分には十分な内容だった」

　今回の模擬戦の装備はエリオ達の実力に合わせて用意されていた。その程度の低い性能の装備でも、総合支援システムの支援さえあればここまで戦えることを都市の幹部達に示したという意味で、今回の模擬戦は十分な内容だった。

「まあこれだけであれば、高性能な装備でも同様の支援効果をもたらすことが可能かどうか、という懸念が残る訳だが、そちらはカツヤ君とユミナ君が既に実証済みだ。そちらも問題無いだろう」

　そしてクガマヤマ都市の幹部として機領の幹部に告げる。

「ヨドガワさん。防衛隊への採用までは約束できませんが、友人には良く言っておきましょう。今日御招待頂いた返礼は、これで宜しいですかな？」

「ありがとう御座います。今後とも宜しくお願い致します」

「こちらこそ。では、私はこれで失礼します」

　ウダジマがそう言い残してその場を後にする。その際、ミズハは施設の外までウダジマを送る為に同行しようとしたが、不要と言われて断られた。しかし許可も取らずについていったヴィオラには、ウダジマは何も言わなかった。

　都市の幹部に黙って同行できる得体の知れない女にミズハが怪訝な視線を向ける中、ウダジマがその当人に声を掛ける。

「随分露骨だが、良いのかね？　一応は向こう側の立ち位置なのだろう？」

「良いのよ。私は質の悪い女だからね。どんな真似をしても、そういうことになるの」

　裏切ろうとしている。乗り換えようとしている。そう見せ掛けて、相手を罠わなに掛けようとしている。非常に質の悪い女という評判は、ヴィオラの行動の真意を覆い隠す役割も兼ねていた。

「なるほど。まあ君が私とイナベを天秤に掛けるのは勝手だが、君自身を載せる皿は間違えないことだ」

「勿論よ」

　ウダジマの警告を兼ねた言葉にも、ヴィオラはいつも笑顔で答えていた。

「……それで、何だ？」

「ええ。一つ提案があるの。損はさせないから聞いてちょうだい」

　ウダジマはその内容を聞くと、怪訝な顔を浮かべた。

「……イナベに利する内容としか思えないのだが？」

「まあまあ、そう言わずに。あなたもあの調査は進めているんでしょう？　でも彼の担当区画だから思うように進められない。決定的な証拠が見付からない。それが手に入る機会だと考えれば、彼の担当区画の攻略が少々進む程度は必要経費。そうは考えられない？」

　ウダジマが熟考する。そして結論を出した。

「良いだろう」

「そう来なくっちゃ」

　ヴィオラが笑う。都市の幹部を相手にしても、その質の悪い笑顔が曇ることは無かった。
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　模擬戦を終えて休憩中のカツヤ達の下に、タカギが現れる。

「……カツヤ君。少し聞きたいことがあるのだが、良いかな？」

　そのタカギの表情はどこか危うさを感じさせるものだった。カツヤが少しだけたじろぐ。

「な、何でしょうか？」

「……君が使っている総合支援システムは、私が開発したものだ。そして君は、その私のシステムを使って大きな成果を出している。遠征でも、クズスハラ街遺跡の奥部でも、大活躍している。……そうだな？」

「はい。助かってます」

「その君に聞きたい。私のシステムは、実際……、どうなんだ？」

「どうって……」

「君の役に立っているのか？　役に立っているのならそれはどれだけだ？　君にとってどれだけの意味がある？　君ほど強い者にとっては、無ければ無いで問題無い程度のものなのか？　君の活躍は、私のシステムが無くとも可能なものだったのか？　正直な話を聞きたい。どうなんだ？」

　タカギはそう言いながら、カツヤに詰め寄るように顔を近付けた。無表情と必死さが同居しているようなその顔には、追い詰められている者が出す特有の雰囲気が滲んでいた。

　ここでカツヤが、あの活躍は全部自分の実力のおかげだ、などという自信過剰なことを言っていれば、タカギの思い込みは解けていた。

　しかしカツヤはその逆のことを本心で答える。

「あれはタカギさんのシステムのおかげです。幾ら俺でも自力じゃ無理です。総合支援システム無しには今更戻れないってぐらい、凄く助かってます」

　じっと自分を見るタカギに、カツヤは笑顔で続ける。

「俺と同じシステムを使ったやつらが、ユミナに手痛く負けたらしいですけど、それは多分そいつらが弱過ぎた上に、ユミナが強過ぎただけだと思います」

　ユミナの実力を間近で見たカツヤは、自信を持ってそう言い切ることが出来た。

「あと、システムとの相性とかもあるんじゃないですか？　ユミナも以前に俺の部隊で同じシステムを使ってましたけど、相性が悪かったのか、まあ、その、何ていうか、いまいちでしたから」

　タカギは自分のシステムを使った者がユミナに酷い負け方をしてしまった所為で、自信が揺らいでしまったのだろう。そう思ったカツヤは、タカギを元気付けようと力強く笑った。

「少なくとも、俺との相性はバッチリです。タカギさんのシステムを使ってから、俺は格段に強くなれました。タカギさんのシステムは凄いですよ。俺が断言します」

　カツヤからすぐ側で、本心で、強く、好意的に言われたその言葉は、タカギの心に強く響いた。思わず笑って声を出す。

「……そうだよな！」

　その考えは、タカギのシステムを本心で強く称賛する者同士で響き合い、互いに影響し合って強くなる。タカギの自信はあっという間に回復し、更に強くなった。

「いやいや、変なことを聞いて悪かった。こっちにもいろいろあってね。これからも俺のシステムを存分に使って活躍してくれ」

「はい。頑張ります」

　タカギが機嫌良くカツヤ達の下から去る。自分のシステムはやはり素晴らしいものだった。その確信、思い込みと共に。
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　模擬戦を終えたアキラが帰路に就く。エレナ達と別れて自宅に戻る途中で、模擬戦の内容を改めて振り返る。

『うーん。エリオ達より早く撃破判定を受けたのは流石に油断してたのかな？　アルファ。どう思う？』

『何とも言えないわね。でも、油断していたと思うのなら気を引き締めなさい。格下相手に無意識に油断してしまうほどアキラが強くなったのだとしても、その強さの所為で隙が生まれたら台無しだわ』

『そうだな。気を引き締めるか』

　余裕と油断は異なるものだが、その境は曖昧だ。そして今日の自分は油断の方に寄っていた。気を付けなければならない。

　だがそれに気付けただけでも、今日の模擬戦は良い経験だった。

　アキラはそう考えて、気付かない内に弛たるんでいたかもしれない自分を叱しっ咤たし、気を引き締めた。
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　カツヤ達の模擬戦を白い世界から見ていた少女が難しい表情を浮かべている。

「ローカルネットワークの構築は順調だが……、やはり彼女に固執している。対処が必要だ。どうするか……」

　カツヤに干渉できるとはいえ、それはあくまでも間接的なもの。ユミナをどのようにして排除するか、少女は険しい表情で思案を続けていた。
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　自宅で休んでいるアキラの下に、キバヤシから連絡が入る。それはアキラにハンターランク50相当の弾薬購入費補助が入ったという知らせだった。

「……そういう訳で、これからお前はハンターオフィスの提携店で弾薬を安く買えるようになった。安く買った品を横流しするなとか、いろいろ注意点を纏めた資料を送っておくから、ちゃんと読んでおけ」

「分かった。読んどく」

「それにしても、都市の幹部から20億オーラム借りて装備を買ったり、ＴＯＳＯＮと交渉してＣ弾チャージバレットを撃てる環境を調えたり、お前もやるじゃないか。良いぞ！　その装備で今度は何をやらかす気なんだ？」

　とても楽しそうな声のキバヤシに、アキラが少し嫌そうな声を返す。

「やらかす予定は無い」

「分かってるって。予定外に、臨機応変にやらかすんだろ？」

　アキラは大きな溜め息を吐いた。

「……それで、交渉の方はどうなってるんだ？　俺にいつ頃、幾らぐらい入る予定なんだ？　借金を早めに返しておきたいんだけど」

「その辺りは交渉内容次第だ。念入りに交渉してお前の報酬を増やしてる最中だからな。弾薬購入費補助の権利の方でＴＯＳＯＮが力添えしてくれたから、その為に譲っていた分をまだまだ上乗せできるはずだし、その分の再交渉もあるし、いつまでとは言い難いんだが……」

「つまり、まだまだ掛かりそうなのか」

「借金の返済が最優先だから、報酬は20億オーラムもあれば十分だって言うのなら、明日にでも纏めてやるぞ？」

「そう言われるとな……」

　アキラも自分の取り分を減らしたい訳ではない。期日までに金が要るとなれば、足下を見られることも分かっている。取り敢えず、キバヤシにはそのまま交渉を続けてもらうことにした。
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　シズカから装備が届いたという連絡が来たので、アキラは車でシズカの店に向かった。そして新しい強化服をその場で着用すると、強化服の整備装置を兼ねた格納棚と、ＬＥＯ複合銃が入ったトランク３個を、車の荷台に積んでいく。

　その様子を見ているシズカが、アキラに軽く言う。

「ねえアキラ。そのＬＥＯ複合銃だけど、ＴＯＳＯＮさんと取引して安く買ったのよね。ＳＳＢ複合銃の宣伝に協力するってことで」

「はい。随分安くなりました」

「単純計算で６億オーラムの品が、２億オーラムぐらいになったんだっけ？　そこまでまけさせるなんて、アキラって凄いのね」

「いえ、それは向こうがそう提案してくれただけで、俺が凄いって訳じゃ……」

　ＴＯＳＯＮを相手にそこまで値引きさせた自分の交渉術の凄さを褒められていると思ったアキラは、そう言って否定しようとした。しかしそれは勘違いだった。

「そうじゃないわ。アキラの宣伝効果がそれだけ凄いってこと。やっぱりＴＯＳＯＮさんも、一人で人型兵器の部隊に勝てるほど凄いハンター相手には、それだけの扱いをするんだなーってことよ」

　トランクを積み込んでいたアキラの動きが固まった。スラム街の大抗争での戦いについては、シズカには伝えていなかったはずだからだ。そしてぎこちない動きで首から上だけを動かしてシズカの方を見る。

　シズカは笑顔だった。その笑顔のまま、大型の情報端末をアキラに見せてくる。そこにはＳＳＢ複合銃の宣伝が載っていた。

　数十機の人型兵器を用いた抗争に巻き込まれ、たった一人で応戦したアキラ氏が語る、生還の決め手となった銃の性能。その戦果によりハンターランク調整依頼を出されたほどのハンターが見込んだ、ＳＳＢ複合銃の性能に迫る。

　その大きな見出しの下には、ＳＳＢ複合銃が如何いかに素晴らしい銃であるかをアキラが語る記事が続いていた。

　勿論アキラにそのような美辞麗句を並べられるほどの文才は無い。その内容はＴＯＳＯＮの営業であるソメヤが出した誘導質問に、アキラが、はい、そうです、そう思います、と答えたのを脚色したものだ。噓は言っていないが、宣伝用の内容でもある。

　もっともそれを読む者もそれぐらいは分かって読む。しかしネットに掲載されている宣伝なので、離れた場所で活動しているハンター達も見る。

　そして誇張し過ぎだろうとネットで詳細を少し調べると、確かにクガマヤマ都市のスラム街で多数の人型兵器が暴れた記録があり、その騒ぎの後にアキラというハンターがハンターランク調整依頼を受けたことも分かる。

　更に調べれば、それなりに情報収集能力がある者であれば、多数の旧世界製自動人形をアキラがＳＳＢ複合銃を用いて撃破したことにも辿り着く。

　ひょっとしたらこの銃は本当に凄い代物なのではないか。多くのハンターにそう思わせる巧みな宣伝がそこにはあった。

　もっともアキラにはそのようなことなどどうでも良い。スラム街で人型兵器達と戦ったことをシズカに知られてしまったことの方が重要だ。その件の話を宣伝に使われれば、その宣伝をシズカも見る恐れが十分にあったことに、ソメヤと話していた時のアキラは気付いていなかった。

　アキラが冷や汗をかきながら言い訳する。

「いえ……、それは、その……、そう！　巻き込まれたんです！　そこに書いてある通り！」

「そう。巻き込まれたの」

「はい！」

　シズカは優しく微笑んでいる。アキラの硬い表情の上に流れる冷や汗が増えていく。

　そして十分な間を開けてからシズカは態度を緩めた。

「そういう態度を取るのなら、アキラもまたそういう目に遭わないように、ちゃんと注意してくれるのよね？」

「も、勿論です」

　シズカの怒りを買わずに済んだアキラは、安堵の息を吐いた。
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　アキラが自宅の前でカツラギ達の到着を待っている。今日はカツラギに５億オーラムで調達を頼んだ車とバイクが届く日だった。

　約束の時刻になると、カツラギのトレーラーが後続車両を連れて現れた。トレーラーから降りたカツラギが自慢気に後ろの車両を指差す。そこには装甲兵員輸送車のような車両と、少し大型のバイクが停まっていた。

「待たせたな。お前の要望通りの品を、バッチリ調達してやったぞ」

「取り敢えず車庫に入れてくれ」

「分かった」

　車とバイクが自動運転でアキラの家の車庫に収まる。車の方はともかく、無人のバイクが独りでに動く姿は、見慣れていない者にとっては少し奇妙にも見える光景だった。

　そしてカツラギはその車とバイクの前に立つと、少し大袈裟な動きでアキラにそれらを手で示した。

「アキラ。どうだ？　俺が調達した商品は」

「どうだって言われてもな……」

　アキラの鈍い反応に、カツラギが不満そうな様子を見せる。

「おいおい、何だその反応は。今までお前が使ってた、そっちの古い車とは全然違うだろうが」

「いや、それは分かるけどさ」

「いいや、分かってない。よし。事前に詳細は送ったはずだが、ここで改めて説明してやる」

　苦労して調達した品ということもあり、カツラギはこの車とバイクの性能には自信を持っていた。

　車は物資輸送に適した大型車だ。全面に装甲タイルが貼り付けられている。手作業で貼るのは大変な大きさだが、自動で貼る機能が備わっているので問題無い。

　内部は広く、大量の物資を積み込める。車内でバイクの整備をしても狭さを感じることはない。長距離輸送のエネルギーを余裕で賄う大型エネルギータンクを搭載し、広範囲を精密に調べられる高性能な索敵機器も備わっている。

　バイクは以前にアキラが使用していた物の上位互換品だ。基本性能が純粋に底上げされており、以前のバイクで出来ることは全て出来る。

　車体を守る強力な力場フォースフィールド装甲アーマーは生半可な攻撃など弾はじき飛とばす。加速力にも最大速度にも優れ、わずかな体勢の狂いが大事故に繫がる速度下でも、車両を自在に操れる高度な制御能力を備えている。おまけで物資輸送用に大型のリュックサックもついている。

　車は２億オーラム。バイクは３億オーラム。どちらも高ランクハンター向けの高級品だ。尚なお、バイクの方が高いのは、アキラが車には輸送能力を、バイクには戦闘時の性能を求めた上で、後者の性能をより重視したからだ。

　カツラギはそれらの説明を、その調達の労力と、それに見合う品を調達できる商売人としての自身の実力を交えて力説した。

「どうだ？　これでお前も分かっただろう？」

　５億オーラムの商談ということもあって、カツラギはどこか興奮気味だ。一方アキラは逆に少し疲れた様子を見せていた。

「……ああ、まあ、うん。良いんじゃないか？　あとは実際に使って確かめるよ」

　そのアキラの反応に、カツラギがどこか呆れたように言う。

「何だ。２億の車と３億のバイクを手に入れたぐらいじゃ、今更大した感想も湧かないってか？　５億オーラム程度、軽く払うハンターは流石に違うな。大したもんだ。全く、これを調達する為に俺がどれだけ苦労したか……」

　文句と愚痴が続きそうな気配を感じたアキラがカツラギを宥める。

「分かった分かった。分かったよ。助かった」

「分かれば良い。分かったんなら、次も頼むぜ？」

「それは、その時の俺に言ってくれ」

　調子良く笑って言質を取ろうとしたカツラギに、アキラはそれだけ答えた。
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　車両類も含めて一通りの装備を揃えたことでハンター稼業再開の目処めどがついたアキラは、次に向かう場所をアルファと相談していた。

「それで、どうする？　デカい車も手に入ったんだし、またどこか遠くの遺跡に遠征するか？」

　カツラギには大した反応を見せなかったとはいえ、アキラも新しい車を手に入れればそれを活用したくなる。輸送車両並みに物を積み込める大型車を活用する為にも、アキラはそう提案してみた。

『いえ、クズスハラ街遺跡の奥部に行きましょう。そこの難易度なら新しい装備の使い勝手を確かめるのに十分だわ』

「またあそこに行くのか。まあ良いけど……」

　確かにあの場所での遺物収集では、大量の遺物を持ち帰るのにユミナの大型車両が随分役に立った。そういう意味では、新しい大型車を活用できる場所ではあるだろう。アキラはそう考えて取り敢えず同意を示した。

　しかしそこでアルファが意味深に笑う。

「アキラ。また、ではないわ」

「えっ？」

「言ったでしょう？　そこの難易度なら、新しい装備の使い勝手を確かめるのに十分だって。今度はもっと奥に行くのよ」

　装備を飛躍的に強力なものにしているアキラ。そのアキラに相応しい場所となると、当然ながらその難易度も飛躍的に上昇することになった。




　ハンター稼業の準備を済ませたアキラが、クズスハラ街遺跡の奥部を目指す。そこに繫がる後方連絡線に新しい大型車で入ると、後方連絡線の管理部門から使用料の通知が届いた。既に口座から引き落とされている。

「１５０万オーラムも取られてる。ちょっと高いような……、いや、この道を使わずに自力であそこまで行くことを考えれば、これでも安いのか？」

『高いから次はこの道を使わずに自力で行こう。利用者がそう思うかどうかでしょうね』

「うーん。まあそれなら適正料金か……」

　アキラは以前にツバキの管理区画に自力で向かった時の苦労を思い出し、取り敢えず納得することにした。

　尚、後方連絡線の使用料は固定ではなく、契約や支払方法次第で安くも高くもなる。集めた遺物を前線基地の買取所で売る代わりに減額したり、弾薬費等で赤字になった場合にその赤字分を割り引いたりすることも出来る。日に何度も使用する運び屋等は、一括前払いの割引料金で使用することもある。

　また、都市側の都合で遺跡の特定の範囲の攻略を進めたい場合などには、その箇所にハンター達を集める目的で、その経路に限って後方連絡線の使用料を大幅に割り引くこともあった。

　今日のアキラは遺跡内を自由に動く為に、その手の割引が一切無い料金を支払っている。よって少々高めの金額になっているのは確かだった。

　今も延長作業が続いている後方連絡線の末端、遺跡の更に奥を目指す前線で、アキラは一度車を停めた。そしてここからは車内に積んでいたバイクに乗り換えて進む。

　アキラの３挺のＬＥＯ複合銃の内、２挺はバイクのアーム式銃座に取り付けている。アキラは残る１挺を持って、周囲の様子を警戒しながら進んでいた。

　アキラがユミナと一緒に遺物収集などをしていた場所も、クズスハラ街遺跡の奥部ではある。しかしその奥部の意味は、外周部と呼ばれる場所より奥の場所という程度の意味であり、遺跡はまだまだ奥深く、最奥部まではまだまだ遠い。

　そして今日アキラは、遺跡の更に奥、新たな奥部に辿り着いた。そこは以前にツバキの管理区画で見たものと似たような光景が広がっていた。

　洗練されたデザインの高層建築物が規則正しく立ち並ぶ姿が、かつて栄華を誇った文明の力をアキラにまざまざと見せ付けている。幅１００メートルほどの道路から頭上を見上げると、周囲の建物の余りの高さ、巨大さの所為で、空が狭く感じられるほどだった。

　しかし、アキラが廃ビルの防壁の内側では感じていた神聖な雰囲気はここには無い。それはこの場が戦場だからだ。




　白い人型兵器の部隊が巨大なモンスターを銃撃している。機体は八島重鉄製の人型兵器である白しろ兎うさぎだ。スラム街の大抗争で使用された廉価版ではなく、全て通常版。武装も重装で、鎧よろいのような追加外部装甲を装着した上で、強力な重火器を装備している。

　その砲火を喰くらっているのは、その機体が見上げる程に巨大な狼おおかみの群れだ。その巨体にもかかわらず俊敏な動きを見せて白い機体に襲い掛かろうとしている。

　巨きょ狼ろうの体毛は軽い砲撃程度なら直撃を喰らっても無傷なほどに硬くしなやかだ。その防御を超える威力の弾を喰らって、その体毛を皮膚下の肉ごと削り飛ばされようとも、怯ひるまずに獲物に迫っていく。更にはその巨体で跳躍し、周囲の建物の壁を蹴って移動方向を変える立体的な動きで、白い機体に食らい付いた。

　そして獲物を嚙かみ締しめる。大きく鋭い牙が機体の装甲に食い込んでいく。

　白い機体も嚙まれながらそれに抗あらがう。廉価版の機体であれば一瞬で食い千切られていたが、これは通常版だ。力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を上げて何とか耐えていた。相手の口元という至近距離から巨狼を銃撃して倒そうとする。

　巨狼の方も驚異的な生命力でそれに抗う。複数の機体から撃たれても死なず、白い機体を加えたまま周囲の機体に体当たりして暴れ回る。

　だが次の瞬間、その頭上から現れた黒い機体が巨狼を強襲した。チェーンソー型の巨大なブレードを振り下ろし、機体よりも長い刃でその首を斬り落とす。一刀両断と呼べるほど一瞬の出来事ではなかったが、巨狼に反撃を許す時間は無かった。

　巨大な首が地面に落ちる。少し遅れて胴体の方も崩れ落ちていく。首も胴体も厳密にはまだ生きている。だが胴体にはそれを動かす部位が無く、首の方にも咥くわえた機体を食い千切る力はもう無かった。

　黒い機体は吉岡重工の黒狼だ。こちらの機体も奥部攻略用に調整されており、スラム街で用いられた物より格段に性能を向上させていた。残りの巨狼達も、同系機の攻撃を受けて倒されていく。

　首だけになった巨狼から、それに襲われた機体が助け出される。機体そのものは大破していたが、乗員は頑丈な操縦室のおかげで無事だった。変形した扉をこじ開けて外に出た乗員が、随伴機と共に一足先に撤退していく。

　八島重鉄と吉岡重工が、アキラをクズスハラ街遺跡から遠ざけてまで慎重に念入りに実施した人型兵器のプレゼンテーションは、一定の成功を見せていた。まだ都市の防衛隊への配備には至っていないが、この奥部攻略の成果次第では正式に採用されることが決まっていた。

　両社はその成果に満足し、この場に多数の人型兵器を送り込んでいた。それによりこの場は人型兵器と巨大なモンスターが激突する戦場と化していた。

　その激戦により周囲の建物は破損し、地上には瓦礫や大破した機体やモンスターの死体が転がっている。同じ旧世界の光景でも、アキラがこの場からはある種の神聖さを感じ取れなかったのは、その辺りが理由だった。

　離脱者の撤退を見届けた黒い機体達が空中に戻る。余りに高く上がると上空のモンスターを呼び寄せるので危険だが、周囲の建物程度の高さであれば問題無い。同じく遺跡奥部を飛行している他の黒い機体の部隊、及び地上の白い機体の部隊と共に、前線を上げる作業を続行した。

　そこに新手のモンスターが群れで出現する。今度は機械系だ。元々は球体だったが、各部位が変形して現在の形状になったような、戦車にも人型兵器にも自律移動砲台にも見える機械系モンスターがレーザーを放つ。

　その攻撃に対し白兎の部隊が一斉に盾を構える。それぞれの力場フォースフィールド装甲アーマーを連結して簡易防壁を構築する。更に空中の黒い機体を狙っている敵機体を銃撃して、黒狼の部隊を援護する。

　そして黒狼の部隊が一斉に砲火を放つ。敵のレーザー砲を喰らってしまった機体は、必要ならば一度白い機体が造った防壁の後ろに下がり、補給車を呼んでエネルギー補給を受ける。

　都市側の部隊と遺跡側のモンスターが激突する前線は、前進と後退を繰り返していた。




　アキラは人型兵器の部隊と巨大なモンスターの戦闘の様子を、少し離れた場所から見ていた。そして納得したように頷く。

「よし。帰ろう」

『駄目よ』

「えー」

　アキラは思わず嫌そうな顔をアルファに向けた。

「アルファ。ここは強化服で来る場所じゃないって。ああいう人型兵器で来る所だって」

『問題無いわ。アキラはその人型兵器の部隊にも勝ったでしょう？』

「そうだけど、そういう問題じゃなくてさ……」

　流石にここで遺物収集をするのは無理がある。アキラに一見でそう思わせるものが先程の激戦にはあった。それでもアルファは、いつもの余裕に溢れた笑顔をアキラに向ける。

『大丈夫よ。アキラには私のサポートがあるのだからね』

　そう言われてしまうと、アキラも嫌だとは言えない。その言葉を信じられないのであれば、今日の自分は無いからだ。観念したように小さく溜め息を吐いてから、アルファに向けて軽く笑う。

「分かった。ちゃんとサポートしてくれよ？」

『勿論よ。任せなさい』

　アルファも自信たっぷりに笑って返した。




　奥部の新たな領域で遺物収集を始めたアキラだが、流石に更に奥側、人型兵器の部隊と巨大なモンスターの群れが前線を構築している方には進まない。後方連絡線の延長方向を前として、横方向に探索を進める。

　大通りから脇道に入り、ビル群の谷間から頭上を見上げると、空がとても狭く感じられる。しかし暗いとは全く感じない。晴天の下、広々とした場所にいるかのように明るい。

　恐らく旧世界の何らかの技術のおかげなのだろう。アキラはそう思いながらも、少し不思議に思っていた。そして軽い口調でアルファに尋ねる。

「なあアルファ。この辺の建物って何なんだ？」

『何って、旧世界製の建物でしょう？』

「いや、そういうことじゃなくて、建物にもいろいろあるだろ？　家とか店とか会社とか病院とかさ。何の為の建物なのかが分からないってことだよ」

『ああ、そういうこと』

「イイダ商業区画遺跡も旧世界の建物だけど、あれは何となく何かのお店ってのは分かったんだ。まあ商業区画遺跡って聞いてたからかもしれないけどさ。でもこの辺のはさっぱり分からないんだ」

『この辺は居住区だと考えておけば良いわ。周りの建物はマンションとかよ。厳密には違うかもしれないけれど、その辺は定義の話だからね』

「マンションか。でも後方連絡線の近くにもマンションっぽい建物はあっただろ？　それとは随分違うように見えるんだけど」

『その辺りは住んでいる人の違いとかもあるわ。クガマヤマ都市でもスラム街と下位区画では、一口にマンションと言っても随分違うでしょう？　それと同じよ』

　それを聞いたアキラが苦笑を零こぼす。

「今まで俺が遺物収集してた場所って、スラム街みたいな扱いの所だったんだ。それでここは下位区画か。ああ、だから急に敵が強くなったんだな？」

『そういうことよ。スラム街から下位区画に入ったから、警備の機械とかも強力になった。そう思っておいて』

「分かった」

　笑ってそう説明したアルファに合わせて、アキラも笑ってそう答えた。笑って、それで納得したことにした。

　アルファはなぜそれを知っているのか。その疑問は嚙み殺した。ツバキのような存在と知り合いという時点で、今更だからだ。




　アルファの案内に従って遺跡の中を進んだアキラは、ある建物に入るように指示された。高級ホテルのロビーを思わせる場所に、バイクを降りて進んでいく。

「アルファ。広い場所だし、バイクで入っても良いんじゃないか？」

『駄目よ。この場の警備は健在で、アキラは侵入者なのだから、バイクで入ったら余計に警戒されるでしょう？』

「銃を持ってる時点で大して違いは無いんじゃないか？」

『いいえ、大違いよ』

「そうか。分かった」

　現代製の銃など、旧世界の警備システムはさほど危険視しないのかもしれない。アキラはそのようなことを考えながら、塵ちり一つ落ちていない廊下を進んでいく。

　そして大きな部屋に入る。10人ぐらいは余裕で住めそうな室内には、備え付けの家具や調度品などが数多く見付かった。アキラの目にはどれも高そうに見える。もっとも実際に高価な品なのかは分からない。そう見えるだけだ。使用用途すら分からない物も多かった。

「……取り敢えず、持ち帰れそうな物を出来るだけ持ち帰るか」

『アキラ。その前に、今の内に言っておくわね。この部屋の物を何か一つでも持って部屋の外に出た途端、アキラはこの場の警備システムに確実に襲われるわ。覚悟しておいて』

「出るまでは大丈夫？」

『断言は出来ないわ。もう手遅れで、部屋の外に警備機械が集結中かもしれないし、そのリュックサックの中に部屋の物を入れた時点で駄目なのかもしれない。それらが杞き憂ゆうだったとしても、この部屋の物を勝手に持って外に出た時点で、アキラは完全に窃盗犯とみなされるということよ』

「窃盗犯か……」

　言い訳は出来ない。遺跡から遺物を勝手に持っていくハンターは、旧世界側から見れば間違いなく窃盗犯であり強盗だ。現代側の価値観でも同様の行為は犯罪に当たる。

　それでもハンター稼業が成り立っているのは、旧世界はもう滅んだ、という前提が現代の人類にはあるからだ。

　そして、まだ滅んでいない、と反論するように、旧世界のシステムは現代の人類を脅かしている。統とう企き連れんは、ハンター達は、現代の人類は、今日もそれに抗っていた。

　アキラがリュックサックに遺物を詰め込むのも、その抗いの一環ではあった。リュックサックは部屋中の遺物を詰め込んで、たっぷり膨らんだ。

　そのリュックサックを強化服の補助アームに持たせて大きく深呼吸する。両手にはＬＥＯ複合銃がそれぞれ握られている。徒歩で建物に入った時点で、バイクから片方の銃を取り外していた。

「……よし。じゃあ、出るか。アルファ。絶対に襲われるんだよな？」

『ええ。出た途端に襲われるのか、帰る途中で襲われるのかは分からないけれどね』

「……こっそり出ようとした方が良い？　それとも全力で突っ走った方が良い？」

　アルファが一度部屋の外の方を見る。そしてアキラの方に顔を向けて笑った。

『そうね。それじゃあ、突っ走りましょう』

「了解！」

　アキラが大きく息を吸う。そして、新しい強化服の身体能力を用いて全力で駆けた。

　それは無風の室内で風圧を感じるほどの速度だった。部屋のドアまでは一瞬だ。そのドアに、アキラが勢い良く蹴りを叩き込む。

　旧世界製のドアは非常に頑丈だが、それでも収監目的の物ではない。今のアキラの身体能力であれば蹴破ることは可能だった。ひしゃげたドアが前に倒れていく。

　だが次の瞬間、そのドアが左右に両断される。

　斬ったのは部屋の外にいた警備機械だ。40センチほどの大きさで、ほぼ球形の多面体の形状をしている。転がってドアの前まで来ていたが、アキラの接近を感知すると飛び上がり、表面からブレードを生やして高速回転、その勢いでドアを斬り裂いた。

　だが斬り裂いたのはドアだけだ。アキラは素早く横に身を躱かわしてそのブレードを回避していた。そして両手の銃の銃口を丸い警備機械に合わせて、即座に銃撃する。

　無数の弾丸を至近距離で、それも１挺２億オーラムの銃２挺から喰らった警備機械は、粉々に砕け散った。

　１体目の警備機械を容易く撃破したアキラだが、余裕を感じている暇など無い。倒したとはいえ、部屋を出た瞬間に襲われたことに違いは無いからだ。そのまま床を蹴って建物の外を目指す。

　だがすぐに次の敵と遭遇する。同系機が今度は２体、通路の床と天井を転がって出現した。その２機はアキラの10メートルほど前で急停止すると、床と天井に貼り付く形状に変化する。そして変形部からレーザーの射出部を出し、高出力の光線を掃射した。

　２機の警備機械から交差して放たれる高エネルギーの線を、アキラは壁や天井を蹴って通路内を立体的に走り跳躍する動きで回避する。更に両手の銃をそれぞれ別の標的に向けて連射する。

　拡張弾倉から撃ち出される大量の銃弾が、またも警備機械に全て着弾した。しかし今度は破壊できない。２機の警備機械は、アキラの火力が分散して半減したから、という理由では説明のつかない頑丈さを見せている。

　１体目を瞬時に倒せたことで、敵の耐久力を無意識にその程度と捉えてしまったアキラが驚きょう愕がくする中、一度躱した光線が再びアキラに襲い掛かる。それを時が緩やかに流れる世界で避け、躱し、搔い潜りながら、ひたすらに撃ち続ける。

『アルファ！　硬いぞ！　どうなってんだ!?』

『原理的には、以前に戦ったカタツムリ型のモンスターと同じよ。壁と床から供給されるエネルギーで力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を上げているのよ』

『あれか！　じゃあ対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を使えば……』

　潤沢な量ではないが、アキラは対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を持っていた。安く買える権利を手に入れた時点でシズカに注文しておいたからだ。

　ただ、その手の弾は基本的にシズカの店で取り扱うような品ではないので、大量に注文しても調達まで時間が掛かる。まずはすぐに調達できる分だけ買い、残りは入荷待ちとなっていた。

　それでも低容量の拡張弾倉１弾倉分ぐらいは購入できたので保持している。アキラは対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を使おうとした。しかしアルファに止められる。

『アキラ。駄目よ』

『何で!?』

『何でって、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を使って簡単に勝ってしまったら、新装備の性能を確かめられないでしょう？　それにアキラの訓練にもならないわ』

『訓練!?』

　この状況で訓練か、と言わんばかりの表情を浮かべたアキラに、アルファも、そうだ、と言わんばかりの笑顔を返した。

　アキラが自棄やけ気味に、だがどことなく楽しそうに笑う。

『分かったよ！　やれば良いんだろう？　やれば！』

　この状況は、たかが訓練。出来ないのであれば、自分のやる気が足りない。そういうことなのだろう。そう思い、アキラが気合いを入れ直す。集中し、体感時間の流れを限界まで歪め、意識上の時の流れを緩めていく。

　警備機械が高速で薙ぎ払うレーザーの動きを目で追える世界の中で、アキラは２機の警備機械の片方との間合いを詰め終えた、まずは両手の銃の銃口を床側の相手に押し当てて連射する。

　床からのエネルギー供給により力場フォースフィールド装甲アーマーを強化していた機体も、これには耐えられなかった。装甲を穿うがたれ、弾丸に内部を蹂じゅう躙りんされて大破する。

　残るもう片方の警備機械がアキラに頭上からレーザーを放つ。それをアキラは跳躍して躱し、天井に着地した。そして天地が逆なこと以外は、先程破壊した機体と同じように撃破した。

　すぐさまアキラは外へ向けて移動する。一度床に降りてから走り出す暇も惜しみ、まるでアキラの主観視点からは通路の方が回転しているかのように、通路の天井から壁、床へと足場を移して走り続けた。

　そのアキラを追加の警備機械達が襲う。今度は４体だ。アキラはその新手達を見て、今度は床や天井などに貼り付かせる前に倒そうと、相手の破壊よりも貼り付きの阻止を重点に銃撃する。

　それは上手くいった。機体の外側、壁などの近くを撃たれた機体が、着弾の衝撃で通路から弾はじかれる。

　しかしそれだけでは終わらなかった。弾かれた球状の機体達は、まるで高速で壁に叩き付けられたボールのように通路の中を跳ね回る。しかも明らかに不自然な角度で跳ね返ってアキラに近付いてくる。

　複雑に高速で動き回るそれらを、アキラは何とか狙ってまずは１機破壊した。だが残る３機は跳ね回りながらブレードを生やし、高速回転してアキラに斬り掛かってくる。

　ブレードの付いたボールが高速回転しながら跳ね回れば、普通はブレードが通路にぶつかって折れる。折れなかったとしてもボールはすぐに止まる。

　しかしこの警備機械達は止まらない。不自然な挙動でブレードの衝突を回避し、更にはそれを生やした部分だけ一時的に回転を止めるなどして、刃の破損を防いでいた。その上でアキラに的確に斬り掛かってくる。

　それをアキラは何とか躱し続ける。遺物を詰めたリュックサックを一時的に手放して身軽になり、最小の動きでブレードから逃れながら反撃する。眼前を通り抜けた刃を仰のけ反ぞって躱しつつ銃撃し、両脚を払おうとした刃を跳躍して避けつつ踏み付けて、胴を薙ごうとする刃に逆に踏み込んで機体を蹴り飛ばし、しっかり撃って残りの機体も破壊した。

　通路の天井の近くで離したリュックサックが床に落ちる前に、アキラは空中でそれを摑つかんで駆けていく。そしてロビーのような場所まで戻ってきた。建物の外まではあと少し。

　初めは１機。次は２機。その次は４機。では更にその次は、そう予想しながらロビーに入ったアキラだったが、その予想は裏切られる。

　ロビーでアキラを待ち受けていた警備機械の数は、16機だった。

『８機じゃないのかよ！』

『久しぶりの侵入者だから、警備システムも張り切っているのかもしれないわね』

『機械なんだからそこは機械的に対処しろ！』

　流石にアキラも一度に16機の相手をするのは難しい。アキラはアルファの冗談を愚痴交じりに流しつつ、険しい表情を浮かべた。

　だがそこで、建物の外からアルファの運転でアキラのバイクが飛び込んでくる。更にアーム式銃座に取り付けているＬＥＯ複合銃で、警備機械達を掃射した。

　もっともＬＥＯ複合銃を２挺使ってもそう簡単には倒せなかった相手だ。１挺だけでは掃射しても１機も倒せない。

　しかしその銃撃には十分な意味があった。アルファの精密射撃は、アキラの銃撃とは異なり、撃ち出された全ての弾丸に最大効率の仕事をさせた。そしてその仕事は敵の撃破ではなく、アキラがバイクに乗るまでの時間稼ぎを目的とした牽制だった。

　牽制射撃により警備機械達が一瞬だけ動きを封じられる。その隙にアキラはバイクに飛び乗った。バイクが警備機械達を弾き飛ばしながら半回転する。そして一気に加速し、そのまま建物の外へ飛び出した。

『危なかった！』

　アキラは思わず安堵した。するとアルファから軽く注意される。

『アキラ。まだ終わってないわよ？』

『分かってるって。帰るまで気は抜かないよ』

　アキラも噓は言っていない。しかし外に出てしまえば、あとはバイクで戻るだけだという気持ちがあるのも事実だった。

　だがそこでその安堵を吹き飛ばすかのように、新手の警備機械が多数出現する。ほぼ球形の多面体の形状なのは建物内で遭遇したのと同じだが、今度はその直径が２メートルほどもある。

　その機体達が変形していく。上半分を小型の人型兵器のように変形させた機体もいれば、下半分を多脚機のように変えた物もいる。それらは機銃、小型ミサイルポッド、レーザー射出装置などで武装しており、標的であるアキラに狙いを定めた。

　一瞬後、地面がその砲火に吞み込まれる。地上にいる限り、逃げ場などどこにも無かった。

　だが建物の壁を走行可能なアキラのバイクには、上という逃げ場がある。アルファの高度な運転により、バイクは近くの建物の壁面を走って砲火から逃れていた。

　それでもアキラは険しい顔を浮かべている。状況の難易度は建物を出た後の方が高くなっていた。

『アルファ!?　流石にこの状況で訓練は無理だろ!?』

　慌てるアキラに、アルファが苦笑を向けた。

『仕方が無いわね。分かったわ。ここからは私も本格的にサポートするわ。でも、アキラも頑張らないと駄目よ？』

　それでアキラも落ち着きを取り戻した。笑顔で答える。

『分かってるって！』

『それじゃあ、行くわよ』

『ああ！』

　アルファのサポートを存分に得たアキラは、意気を上げて銃を構えた。





◆






　アキラ達の攻撃により、球形の警備機械がまた一体撃破される。

『アキラ。また照準が大分ズレていたわよ？』

『わ、分かった！』

　体感時間を操作してしっかり狙ったつもりだったのだが、アルファから注意されるほどズレていたことに、アキラが顔を険しくする。

　自分は間違いなく全力を出している。その実感はある。だがそれでも、アルファのサポートを得た自身にはまるで届かない自分の実力に、アキラは不甲斐無さを覚えていた。

（現実の解像度の操作とかいうやつを、俺が少しでも出来るようになれば大分違うんだろうけど……）

　その訓練は続けている。体感時間操作技術と同様に、それが自力で可能になれば格段に強くなれることは分かり切っているので、本気で覚えようとしている。しかし今のところは、試しても頭痛を生み出すのみだった。

（何か切っ掛けがあれば……。こういう戦闘がその切っ掛けになると思ってるんだけど……）

　旧世界製の自動人形達と戦った時のような死地の経験や体験。追い詰められた時の、死に際の集中力。そういうものが契機になるのではないか。アキラはそう思っていた。

　そしてアキラは、今現在の戦いのようなアルファのサポート無しでは生き残れない戦闘は、それが擬似的なものであれ、その死地の再現に十分なものだと思っていた。

　今なら出来るかもしれない。そう思って何度も試しているのだが、一度も成功していない。脳への過度な負担がアキラの集中を乱すばかりだった。

　アルファもそれを分かっているので、照準のズレを指摘するだけに留めている。

『アキラ。またズレてるわ』

『悪い！　ちゃんとする！』

『良いのよ。頑張りなさい』

　アルファがいなければ死んでいる戦闘は、アルファがいることで、アキラの優勢で進んでいた。そしてしつこく追ってきた機体の最後の１機を撃破したことで、当面の危機は去った。

　そのまま大通りまで来たところで、アルファが一度バイクを停める。

『ここまで来れば大丈夫よ。アキラ。お疲れ様』

　結局駄目だったか。アキラはそう思って疲労と一緒に深く溜め息を吐いた。しかしその気持ちを引き摺らないように一度深呼吸して気を切り替えると、敢えて少しふて腐れたような態度を取る。

「アルファ。やっぱりここの敵はちょっと強過ぎるって。俺にはまだ早いよ」

『そうだったようね。次は弾薬の方もしっかり万全にしてから来ましょうか』

「……またここに来るのか？　そんなすぐに？」

『当然よ。アキラだってその為にいろいろ条件を吞んでまで、高性能な装備を揃えたのでしょう？』

「いや、そうだけどさ……」

　そのような雑談で気を落ち着かせていたアキラが、急に大通りの奥の方に視線を向ける。

「アルファ……」

『ええ。１体こちらに来ているわ』

「どうする？」

『そうね。このまま帰って私達があのモンスターを引き連れてきたと思われてもまずいし、ここで倒しておきましょうか』

「了解だ」

　アキラがバイクから降りて両手のＬＥＯ複合銃を構える。バイクの補助アームに付いているＬＥＯ複合銃も、アルファの操作で大通りの奥を狙う。

　わずかに間を開けて、大通りの奥の方から巨大なモンスターが姿を現した。人型兵器が見上げるほどに巨大な狼だ。

　ゆっくりとした歩みで通りを進んでいたが、アキラを見付けると勢い良く駆けてくる。周囲の警備機械と共存関係にある巨狼は、アキラが多数の警備機械を破壊していたことを知っていた。

『全く、取って置きを取って置く暇も無いなんて、アキラもまだまだね』

「はいはい。早くもっと強くなれるように精進するよ」

　アキラはそう言って苦笑しながら、両手のＬＥＯ複合銃をしっかりと構えた。その銃口からはわずかだが光が漏れていた。

　巨狼がどんどんアキラに近付いてくる。襲われればアキラでは一溜まりもない。それでもアキラに恐れは無かった。

　十分に引き付けたところで、アキラが八つ当たり気味に引き金を引く。両手の銃、そしてバイクの補助アームの銃から、同時に、アキラの取って置きが撃ち出される。

　その３発の銃弾は一瞬で宙を駆け、巨狼の頭部の同一箇所に着弾した。その威力は凄まじく、巨狼の頭蓋を貫くどころかその頭を吹き飛ばした。

　アキラが撃ったのは、限界までエネルギーを注ぎ込んで威力を最大にしたＣ弾チャージバレットだ。銃に装着しているエネルギーパックをすぐに使い切ってしまうほどに大量のエネルギーを必要とするが、それだけに威力は高い。

　Ｃ弾チャージバレットも対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾と同じく、シズカの店の通常商品ではないので調達には時間が掛かる。今使ったのは、ＴＯＳＯＮからＬＥＯ複合銃の購入時にサービス品として貰ったものだった。

「うーん。やっぱり凄い威力だ。弾の代金もエネルギーパック代も桁違いだけど、高いだけはあるな」

『威力を高めつつ、銃と弾が崩壊しないギリギリのエネルギー量を調整する、私のサポートも忘れないでよ？』

「分かってるって。助かってます」

『よろしい。それじゃあ、戻りましょうか』

　アキラは再びバイクに跨またがり、その場を後にした。
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　アキラが立ち去った後、その場に残された巨狼の死体の近くに十数人のハンター達が現れた。

「よし。今の内だ。運ぶぞ」

　そしてその死体を全員で運んでいく。

「重い……。これ、やっぱり強化服で運ぶような物じゃねえって」

「文句言うな。しょうがねえだろう？　車両や作業機械を使ったら、ここのモンスターに都市の人型兵器の仲間だとみなされて、俺達まで襲われちまう。自力で頑張って運ぶしかねえんだよ」

「でも自力で運べば襲われないって保証は無いんだろう？」

「無い。でも襲われる確率は下がる。もっと下げたかったら、急いで運べ」

「はぁ……。これで何かの詐欺だったら、いろんな意味で救いようがねえぞ？」

「そうだな。救われることを期待しようぜ」

　ハンター達は仲間内でいろいろ言いながらも、笑って意気を保ちながら巨狼の死体を運んでいった。











第[image: ]話　危険な取引






　クズスハラ街遺跡の新たな奥部での遺物収集を終えたアキラは、その遺物を売る為に前線基地の買取所に立ち寄っていた。

　担当の職員から丁寧な応対を受けたアキラが、買取に出す遺物のリストを渡される。

「こちらがお預かりした遺物の一覧となります。御確認下さい。この内容で問題無いようでしたら、こちらで鑑定後、評価額をお支払い致します」

　アキラはそのリストの内容を見て、少し気になるところを見付けた。

「あの、遺物の出所の部分が第２奥部ってなっているんですけど、この第２奥部って何ですか？」

「ああ、それは便宜上の区分になります」

　クズスハラ街遺跡の奥部の新たな領域を、都市は便宜上、第２奥部と名付けていた。尚、その手前の領域、アキラがユミナと一緒に活動していた辺りは、第１奥部となっている。

「それにしてもお一人で第２奥部に向かわれるなんて、アキラ様も随分な無茶をされますね。流石、ハンターランク調整依頼を出される方は、違う、ということですか」

　第２奥部に行くついでに汎用討伐依頼を受けておいたので、アキラが第２奥部でしっかり戦っていたことは都市側に伝わっていた。アキラが愛想笑いを返す。

「あー、どうも」

「機械系モンスターを倒したのであれば、そちらもお持ち帰り頂ければ買い取ったのですが。少々残念です」

「すみません。流石にそっちまで持ち帰る余裕はありませんでした。あ、倒したのは俺だから所有権が、なんてことは言いませんから、誰かに取りに行ってもらっても構いませんよ？」

「ありがとう御座います。ですが、第２奥部は都市の人型兵器の部隊が後退を強いられるほどの危険地帯ですから、そのような依頼を出しても受けてくれる方がいるかどうか……。ああ、どうです？　この場で正式に依頼を出しますので、アキラ様がお受けになるというのは」

「いやー、その、それはちょっと、戻ってきたばっかりですし……」

「左様ですか」

　自分でそのようなことを言っておいて、嫌だ、と顔に書いてあるような表情を見せたアキラの態度に、職員は苦笑を零した。
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　クズスハラ街遺跡の第１奥部を、あるハンター達が大型輸送車両で移動している。積み荷は第２奥部でアキラに倒された巨大な狼型モンスターの死体だ。

　そのハンター達のリーダーであるモラフという男が仲間に通信を飛ばす。

「そろそろ到着する。俺達から騒ぎは起こさない。それが大前提だが、何が起こっても大丈夫なように警戒は怠るな」

　仲間のハンター達が了解の返事をする中、その一人が怪訝な顔で口を開く。

「なあモラフ。この取引さ、本当に大丈夫か？　ヤバいんじゃねえか？」

「おい、さっき警戒は怠るなって俺が言った意味が分かってねえのか？　ハンターオフィスを介していない依頼なんだ。ヤバい取引に決まってる。だが、それは織り込み済みだ。そうだろ？」

「いや、そうじゃなくてさ。思い出したんだよ。ほら、お前も聞いてないか？　最近この辺りで建国主義者の連中が動いてるって噂だよ。俺が言ってるヤバいってのは、そういう話だよ。大丈夫だよな？」

　建国主義者との取引は統企連への敵対行為だ。モラフの仲間はそれを心配していた。

「……それも含めて織り込み済みだって言ってんだよ。俺達は何も知らないし、何も聞かない。積み荷を渡して、報酬を受け取って帰る。それだけだ」

　仮に取引相手が建国主義者だったとしても、自分達は何も知らなかった。その立場を崩さない為にも、余計なことは聞かない。早死にする知りたがりにはならない。モラフはそう仲間達に釘を刺した。

「上手くいけば、これであいつらの治療費にも目処がつくんだ。前向きに考えようぜ」

「……そうだな」

　危険な仕事に手を出しているが、仲間の為にも今更やめられない。モラフ達はその認識を再度一致させると、その危険な仕事に改めて集中した。

　取引の場所は第１奥部の廃ビルだ。モラフはその屋内駐車場に仲間達と共に入ると、情報端末で取引相手に連絡を入れた。

　すると駐車場の奥からメイド服を着た女性とハンターのような子供が現れる。今までモラフは取引相手とテキストでの遣り取りしかしていなかった。その所為で、大分予想外の者が現れたことに少々困惑していた。

　しかし余計な詮索はしないと決めていたこともあり、そのまま取引に入る。すぐに仲間に視線で輸送車両の荷台部を開けるように指示を出した。荷台が開き、巨狼の死体が露わになる。

「約束の品だ。確認してくれ」

「確認しました。ではこれを。約束の報酬です」

　女性はそう言って遺物が入った紙袋をモラフに渡した。そして巨狼の死体に近付くと、強化服を着た十数人のハンターで何とか運べる重量の死体を、軽々と引き摺って輸送車両から降ろし始める。

　その様子をモラフ達は驚きの表情で見ていた。その一方で、女性と一緒に現れた子供は、無表情のまま、ただ視線を巨狼の死体に向けていた。

　死体を子供の側まで運び終えた女性が、モラフ達に丁寧に頭を下げる。

「本日はありがとう御座いました。宜しければ、また、お願い致します」

　もう帰れ。そう解釈したモラフが仲間達に撤退を指示する。聞きたいことは山ほどある。本来ならば、最低限、報酬として受け取った遺物の価値が妥当かどうかぐらいは、聞いて確認しなければならない。

　しかしモラフは何も聞かずに黙って帰るのが最善だと判断した。仲間達からも異議は出なかった。危ない橋の途中で立ち止まるような真似はせず、速やかに渡り切るべきだ。全員がそう思い、急いでその場を立ち去った。

　モラフ達が立ち去った駐車場で、女性が子供に告げる。

「では、どうぞ」

　それを聞いた子供は左腕を巨狼の死体に向けた。

　その腕が肥大化する。更にその一部が裂け始め、裂けた部分から牙が生え、大口に変化する。

　そしてその大口が巨狼の死体に食らい付く。貪欲な食欲を見せる左腕がその巨体を食い尽くすのを、女性と子供は黙って見ている。

　その女性はオリビアであり、子供はティオルだった。
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　ティオル達に巨狼の死体を提供したモラフ達は、その報酬として得た遺物と一緒に、前線基地まで戻っていた。ここならば安全だと皆一様に思い、大きく安堵の息を吐く。

「……それでモラフ。その遺物、どうするんだ？　ここで売るのか？」

「いや、流石にそれはまずい気がする」

「だよなあ……」

　危ない橋を渡って手に入れた遺物だが、取引相手の得体の知れなさから考えると、どう考えてもそこらの買取所に持ち込めるような品とは思えない。

　しかしどこかで何とかして換金しなければ、いつまでたっても金にはならない。仲間の治療費の為にも、モラフ達には金が必要だった。

「仕方が無い。スラム街の遺物販売店で売ろう。真っ当な所には持ち込めない品ってことで、多少足下を見られるだろうが、そこは何とかするしかねえな」

　遺物を金に換えるまでがハンター稼業。その意味では、モラフ達が渡り切らなければならない危険な橋は、もう少しだけ続いていた。

　モラフ達がクガマヤマ都市のスラム街を目指す。その途中、仲間の一人が少し険しい顔で言う。

「……なあモラフ。あの取引相手の二人なんだけどさ……」

「おい、余計な詮索はするなって言っただろうが」

「いや、そういうことじゃなくてさ……」

「何だよ」

　怪訝な顔を浮かべるモラフに、仲間が怪談でもするかのような雰囲気で尋ねる。

「あいつら……、人間だったと思うか？」

　モラフ達は曲がりなりにも第２奥部に足を踏み入れた歴戦のハンターだ。未知の相手の強さを何となく把握する技術には長たけている。

　その技術がモラフ達に、取引相手であるティオルとオリビアに対して、相手が建国主義者であるのかどうか、などという疑問を飛ばして、人間であるかどうかを疑わせていた。

「……そうだな。女の方は義体者だったかもしれねえな」

「……じゃあ、子供の方は？」

「……、さあな」

　あれは人間だったのか。はい、か、いいえ、の二択であれば、自分は後者を選ぶだろう。モラフはそう思いながらも、それを口に出してしまえば、自分達は一体何と何の取引をしたのかという疑問と懸念、そして不安に押し潰されそうになってしまいそうな気がして、返答を避けた。
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　クガマヤマ都市の幹部達が集まる会議の場で、ヤナギサワが非常に不機嫌な様子を見せている。

「後方連絡線の延長を中断するとは、どういうことだ？」

　今のヤナギサワには、普段のどこか軽薄な調子の良い雰囲気は欠片も無い。内心の怒気が滲んだその顔と声には、憎悪のような激しい熱ではなく、敵対者を冷酷に踏み潰す冷気のようなものが漂っていた。

　この場にいる者は全員都市の重役だ。都市内での権力争いに勝ち抜いてきた実力と自負があり、同程度の権力者からの恫どう喝かつなど鼻で嗤わらえる度胸も兼ね備えている。

　だがその誰もが、冷や汗をかいてヤナギサワから視線を逸らしている。目をつけられたくないと、戦々恐々としていた。

　クガマヤマ都市の幹部は権力者だ。だがそれも東部全体から見れば、無数に存在するありふれた地方都市の中で少々高い地位にいる程度の者でしかない。

　だがヤナギサワは違う。中堅統治企業の幹部であることは他の者と同じだが、その手腕はたかが一地方都市に在籍していることが不自然なほどに高く、五大企業である坂さか下した重工から好待遇での引き抜きの話まで来ていた。

　以前に都市がクズスハラ街遺跡から出現した大規模なモンスターの襲撃を受けた際、ハンター達に出されたその防衛関連の依頼元が統企連になっていたのも、ヤナギサワの手腕によるものだ。

　それを可能にする為にはどれほどの力が必要か。所詮は地方都市の一幹部にすぎない者が、それを実現させたほどの者に逆らえばどうなるか。クガマヤマ都市の幹部として、それを理解している分だけ、出席者の冷や汗は増えていた。

　そのヤナギサワに、曲がりなりにも対応できる者は３人だけだった。まずはこの場の議長をしているライオットという幹部の男。そして主要な派閥の長をしているイナベとウダジマだ。

　議長であるライオットが会議を進める為にヤナギサワを宥める。

「まず、中止ではなく中断であること、それも一時的なものであることを理解してほしい」

「理解している」

「そして後方連絡線の延長がクガマヤマ都市に多大な利益をもたらしていることも、この場の全員が理解している」

「ならばなぜ中断する」

　ヤナギサワの底冷えする視線に耐えながら、ライオットが説明を続けていく。

「……第２奥部内での後方連絡線の延長作業の継続は、現段階ではその費用対効果に著しい懸念が生じているからだ」

　後方連絡線の延長は第１奥部での遺物収集の効率を劇的に改善した。

　第１奥部はかつては到達すら困難な場所だった所為で、多くのハンター達がそこでのハンター稼業に二の足を踏んでいた。だが今では後方連絡線の開通により遺物収集が盛んに行われている。そのおかげで都市の利益も鰻うなぎ登のぼり。都市の幹部達が担当区画を割り当てて、その利権を争うほどになっている。

　しかし第１奥部に対してそれだけの効果をもたらした後方連絡線も、第２奥部に対しても同等の効果があるかどうかについては、甚だしい懸念と疑念、そして悲観的な意見が続出していた。人型兵器の部隊でさえ後退を強いられるほどに、第２奥部のモンスターが強いからだ。

　周辺のモンスターが強力なほど、後方連絡線の延長にもその維持にも多額の費用が掛かる。加えて巨額の費用を掛けて第２奥部まで後方連絡線を延長したとしても、そこで遺物収集が出来るほど高い実力があるハンターはごくわずかだ。

　現時点でこれ以上後方連絡線を延長する意味は無い。それよりも第１奥部の攻略に予算を回すべきだ。その手の提案、要望は何度も上がっていた。

　特にイナベは熱心に要望していた。イナベの担当区画は後方連絡線から遠い上に、モンスターも他の場所より強い。そのような場所に多くのハンターを呼び込む為にも、人型兵器の部隊を派遣して屋外のモンスターの駆除ぐらいは進めておきたかったからだ。

　しかしヤナギサワは都市の幹部達から出されたそれらの提案、要望を握り潰して後方連絡線の延長を強行していた。ヤナギサワにはそれだけの力があった。

　そして本来ならば、今日もその議題をヤナギサワが握り潰して終わる話だった。それを議題に上げることすら許されないはずだった。

　しかし今回に限っては、そうならない事情があった。イナベとウダジマの両派閥が結託して、ヤナギサワを除くほぼ全ての幹部達の同意を取り付けたのだ。

　ヤナギサワも流石にそこまでされると、いつものように有無を言わせず握り潰すことは出来ない。他の幹部達を全て潰すような真似をして、都市の経済を麻ま痺ひさせる訳にはいかないからだ。

　そこまでして、ようやく交渉の余地が生まれる。それほどまでに、ヤナギサワと他の幹部達の立場の差は大きかった。

　そしてライオットがヤナギサワを妥協させる話に入る。

「後方連絡線延長作業の一時的な中断を吞んでくれれば、こちらも第２前線基地構築の予算計上に同意する。その予算の元は、第２奥部に派遣している人型兵器の部隊を第１奥部に回すことで新たに生まれる探索可能領域の利益だ。戦力の増強にもなるだろう。どうだ？」

　ハンター達で盛況しているとはいえ、第１奥部にはまだまだ手付かずの部分も多い。イナベの担当区画やその更に外側など、モンスターが強くて容易に立ち入れない辺りだ。

　そのような場所に人型兵器を派遣してモンスターの間引きを進めれば、第１奥部での遺物収集は更に加速し大きな利益を見込める。

　第２奥部攻略は、その利益を元手にして増強した戦力で、改めて進めれば良い。この話を断ったところで、棲せい息そくするモンスターが強過ぎる所為で第２奥部の後方連絡線延長が一向に進まない現状は変わらない。それを改善する為の、一時的な中断だ。

　ライオットはそういう方向性でヤナギサワの説得を試みた。

　ヤナギサワの返答を待つ間、沈黙が場に流れる。ヤナギサワの返答次第では、ヤナギサワとそれ以外の者達の全面対決となる。その切迫した場の圧力に押され、幹部達の緊張も増していく。

　そしてその緊張を唯一感じていないヤナギサワが雰囲気を緩めた。

「まあ仕方が無いか。分かった。じゃあ、そういうことで」

　軽薄な雰囲気に戻ったヤナギサワの様子を見て、ライオットは思わず小さく安堵の息を吐いた。

「では、その方向で進めるとして、細かい話は後日、各自で調整を済ませてからにしよう。次の議題だ。第１奥部で建国主義者が動いているという情報が入っている。確証情報ではないが、事実であれば現地の遺物を狙ったものだろう。各区画の担当者は情報共有を密にして対応を……」

　通常の議題に戻ったことで、会議の場は落ち着きを取り戻した。多くの者が緊張を緩めて安堵の息を吐く中、会議は続いていった。




　長丁場の会議の休憩中、イナベが険しい顔でウダジマに声を掛ける。

「ウダジマ。何の真似だ？」

　ヤナギサワを説得する為にウダジマと結託したイナベだが、その交渉はライオットを介して行われており、この件でウダジマと直接話すのはこれが初めてだった。

　ウダジマが軽く答える。

「何の真似と言われてもね。クガマヤマ都市の幹部として必要なことをしたまでだ。後方連絡線の延長作業を中断して、第２奥部攻略用の戦力を第１奥部に回せば、都市に更なる利益が期待できる。ライオットもそう説明していただろう。そちらもその程度のことは理解しているから、こちらの提案に乗ったのだろう？」

「ふん。白々しいことを」

　ウダジマの返事は噓ではない。しかしこの件で得られる利益は、ウダジマよりもイナベの方が格段に大きい。だからこそウダジマは、今までヤナギサワの説得に本腰を入れていなかった。そのウダジマがなぜ急に判断を変えたのか。イナベはウダジマの真意が読めなかった。

「まあ良い。礼は言わんぞ」

「構わんよ」

　イナベは随分な余裕を見せるウダジマの態度に懸念を覚えながらも、話を打ち切ってその場を離れた。

　そこでシェリルから連絡が入る。

「何だ？　今は忙しい。重要な用件でなければ後にしろ」

「では手短に。私の店に旧世界製の情報端末を売りに来た者が現れました。アキラではありません。これが些さ事じであればお切り下さい」

「……、話せ」

　休憩時間は、自身の派閥の者との意見調整の時間でもある。その貴重な時間をシェリルとの話に使うほど、イナベは事態を問題視した。
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　待たせていた客の下に戻ったシェリルが愛想良く微笑む。

「お待たせ致しました。こちらの買取額ですが、50万オーラムになります」

　旧世界製の情報端末を持ち込んだ男が、その余りに安い買取額に思わず声を荒らげる。

「ご、50万!?　ふざけるな！　ここじゃこれを安くても５０００万で売ってたって話だぞ!?　それが買取だと50万だと!?　舐なめてんのか！」

「いえ、そのようなことは決して……」

「じゃあ何で50万なんだ？　どんなに足下を見たって、その額はねえだろうが！」

　怒気を露わにする男を宥めて落ち着かせるように、シェリルは冷静にゆっくりと説明していく。

「申し訳御座いません。こちらも真しん贋がんが定かでない品を高額で買い取る訳にはいかないのです。いえ、この品が偽物だと言っているのではありません。こちらの鑑定能力の限界によるもので御座います。この手の品の鑑定は非常に難しいのです」

　シェリルはそう言って、周りにいる鑑定人達に視線を向けた。

　この鑑定人達はカツラギ達が遺物買取の為に用意した者達だ。決して鑑定能力が低い訳ではない。普通の遺物の鑑定には問題無く対応できる。

　それでも旧世界製の情報端末を鑑定し、その真贋を保証できるほどの技量は無かった。少なくともカツラギ達が、彼らのその鑑定結果を根拠にして、この品を数千万オーラム出して買うのは難しい。

「みっともない話ですが、私共はこのような貴重な遺物の鑑定には、外部の鑑定業者に品を持ち込む形式での、厳密な鑑定を実施しております。ですので、この場での鑑定、この場でのお支払いとなりますと、50万オーラムが限度なのです」

　シェリルの説明に納得してしまった男の気勢が落ちる。その外部の鑑定業者に鑑定させろと、気軽に言う訳にはいかない。その為には貴重な遺物を一度手放さなければならないからだ。

　所詮はスラム街の裏店舗。渡した遺物の扱いには何の保証も無い。鑑定結果は本物と出たが、客には偽物だったと伝えるかもしれない。そもそもそのような物は持ち込まれなかった、などと言われる恐れすらある。

　スラム街の裏店舗とはいえ客商売であり、そのような真似はしないという信用は重要だ。しかしだからといって信用できるかどうかは別の話だ。

　そしてそれは店側も同じだ。客には意図的に偽物の遺物を持ち込む詐欺師もいる。調べた結果偽物だったが、本人は本物だと思い込んでおり、店に偽物にすり替えられたと思って暴れる者もいる。持ち込んだ偽物を本物だと言い張って、武力に訴える者もいる。

　強力なハンターが暴れればその被害も大きい。スラム街の裏店舗にはその規模に応じた戦力が必須であり、その保有戦力を超える繁盛は出来ない。そう言われる理由には、そのような訳もあった。

　よってスラム街の裏店舗では、ハンターオフィスの買取所のように一度遺物を預かって後日鑑定してから支払う形式ではなく、その場で鑑定し、その場で支払うのが一般的な方法となっていた。

　男もそれは理解している。しかし流石に安過ぎると思って食い下がる。

「だからって流石に50万は……」

「僭せん越えつながら、この手の遺物で、質の方にも御自信がお有りでしたら、正規の買取所に持ち込むことをお勧め致します。ハンターオフィスの買取所でも黒こく銀ぎん屋やのような民間の買取所でも、十分な買取額を提示すると思いますが……」

「いや、それは……」

　それが出来ないからスラム街の裏店舗に持ち込んだことは、シェリルも分かっている。それを分かった上で敢えてそう言ったのは、相手の反応からその理由を推測する為だ。

　精巧な偽物を本物だと偽って売ろうとしている。本物だが盗品で、正規の買取所に持ち込むとそれが露見してしまう。ちゃんとした遺物収集で手に入れた物だが、本来は契約上特定の業者にしか売れない品である。真っ当な品だが、本人に正規の買取所に行けない事情がある。理由はいろいろ考えられる。

　そしてもう少し探りを入れる為に軽く提案する。

「どうしてもと仰おっしゃるのでしたら、信用に値する鑑定業者をこの場に呼ぶことも可能です。その費用はお客様に負担して頂くことになりますが」

「……幾らだ？」

「出張料金等含めまして、前払いで５００万オーラムになります。私が言うのも何ですが、何しろ、場所が場所ですので」

　安い額ではない。男が悩み始める。だが決断した。

「……分かった。呼んでくれ」

「畏まりました」

　受けると思わなかったシェリルは内心でかなり意外に思ったが、表には出さずに丁寧に頭を下げた。そして偽物を持ち込む詐欺師ではなさそうだと思いながら鑑定人の手配を始めた。




　シェリルに呼ばれた鑑定人が問題の品の鑑定を終えた。一度シェリルと一緒に席を外し、シェリルにだけ鑑定結果を伝える。

「断言は出来ませんが、恐らく本物です。何なら私が３０００万で買い取っても良い。どうです？」

　それを聞いたシェリルが思案する。

　ヴィオラの伝で用意したこの鑑定人の技量は本物だ。黒銀屋に雇用されていた経歴もあり、雇用契約を切られた理由も力量不足等ではない。そのような人物が自分で買うとすら言っている以上、ほぼ間違いなく本物だと判断する。

　その上でどうするか。シェリルは結論を出すと、鑑定人をその場に残して一人で客の下に戻った。そして笑顔で告げる。

「お待たせ致しました。鑑定の結果ですが、単刀直入に必要なことだけ言いましょう。３０００万オーラム出します。如何です？」

「３０００万か……」

　客の男が悩む。５０００万オーラム以上で売られている品だと考えれば、まだまだ足下を見られているようにも思える。

　だが既に鑑定代を支払っている。売らずに帰れば単に５００万オーラム失っただけとなる。

　３０００万オーラム出すと言う以上、その真贋が自分達でも不明だったこの遺物が、本物なのは間違いない。しかしそれが通じるのは今、この場だけだ。スラム街の裏店舗の鑑定書など、他の店で通じる訳が無い。

　つまり、この遺物が３０００万オーラムで売れるのは、今この場だけだ。その考えが男を後押しした。

「分かった。３０００万で売る」

「ありがとう御座います。振込になさいますか？　それとも現金で？」

「現金で頼む」

「畏まりました。すぐに用意致します」

　シェリルの指示を受けて、徒党の子供がトランクに３０００万オーラムを詰めて現れる。客の男が中身を確認し、取引成立となった。

「御利用ありがとう御座いました。またの御利用をお待ちしております」

「ああ。それじゃあな」

　客の男が帰っていく。カツラギ達が用意した鑑定人達は、その様子を複雑な表情で見送っていた。




　店の外に出た男は、まずは安堵の息を吐いた。そしてスラム街を進みながら仲間に連絡を入れる。

「モラフ、俺だ。あの遺物が売れたぞ。３０００万オーラムだ。まあ鑑定代に５００万取られたから、厳密には２５００万なんだが。……ああ、本物だろう。少なくとも３０００万支払う価値はあるってことだ。それで、他の連中はどうなった？　売れたのか？　……そうか。それならそっちも俺が売った店で売れば……」

　シェリルの店に旧世界製の情報端末を持ち込んだ者は、モラフの仲間だった。
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　シェリルは店を部下に任せて黒銀屋に来ていた。モラフの仲間から買い取った旧世界製情報端末を、黒銀屋に正式に鑑定してもらう為だ。

　恐らく本物だとは分かっているが、遺物販売店で本物として高値で売る為には、黒銀屋で鑑定してもらい、その鑑定書を手に入れる必要がある。本物だと言い張るだけでは、たとえ本当に本物であっても客の納得は得られないからだ。

　鑑定は二段階で頼んでいる。今回鑑定に出した品が、以前に自分達が黒銀屋に鑑定に出した品であるかどうかが、まずは調べられる。その結果を待ち、違うのであれば、更に詳細な鑑定をしてもらうことになっている。

　その鑑定依頼を済ませたシェリルは、取り敢えず先の結果が出るのを待合室で待っていた。そして暇潰しを兼ねて今回の件を思案する。

（あの反応なら盗品じゃないはず。自分で手に入れた？　でも遺跡で自分で見付けたのなら本物だと思うはず。あの反応はどこか半信半疑のように見えた。誰かに貰った物？　余り信用できない相手から？　でもその程度の話なら、普通の買取所に持ち込めば良いはず。足下を見られてでもスラム街の裏店舗に持ち込む理由には弱い……）

　わずかな情報から、シェリルが推測を深めていく。

（現金での支払を選んだのは、恐らく口座に記録を残したくないから。でも鑑定料の支払は口座からだった。入金の記録さえなければ問題無いと判断した？　その程度の用心で良いぐらいの、ちょっとした面倒事が裏であった？　うーん）

　どうもしっくりこない。そう思いながら推測を続けようとしたシェリルに店から連絡が入った。その予想外の報告内容に、シェリルが思わず声を少し大きくする。

「待って。それ、本当？」

　旧世界製の情報端末を売りに来た者がまた現れた。前とは別の者で、しかも今度は２個売りに来た。その内容に、シェリルが怪訝な顔を浮かべる。

（……どういうこと？　同じグループの人達が遺物を小出しにしている？　一回目は何かの確認だった？　旧世界製の情報端末を、ちゃんと買い取る店を探していた？）

　シェリルはそこまで考えたところで一度思考を無理矢理中断させると、店に指示を出す。

「鑑定料を取ってちゃんと鑑定して、本物なら買い取りなさい。鑑定料は前と同じ５００万。買取額も前と同じ一つ３０００万よ。拒否されたら値段交渉無しで追い返しなさい」

　更に売りに来るようなことがあれば、同じ対応をすること。そして万が一、買取数の総計が10個を超えた場合は、以降の買取はしないこと。カツラギ達が遺物販売店とは別に買い取るようなら好きにさせること。シェリルは店側にそう指示を出して通信を切った。

「……全く、どうなってるんだか」

　自分の対応能力を超えかねない事態が突如始まったことに、シェリルが小さく息を吐く。そこに今度はヴィオラから通信が入る。

「私よ。ちょっと良い？」

「……何ですか？　もしかして、旧世界製情報端末の件ですか？」

「えっ？　何の話？」

　シェリルから状況を聞いたヴィオラが、意外そうな声を返す。

「何それ。知らないわ。もっと詳しい話を……って言いたいところだけど、先にこっちの用件を話すわね。クズスハラ街遺跡奥部での遺物収集にエリオ達を参加させる件よ」

「その件ですか……。正直に言いますと、私は余り気が進まないんですが……」

「でも本人達はやる気なんでしょう？」

「まあ、そうなんですけど……」

　模擬戦での活躍でエリオ達は自信をつけており、第１奥部での遺物収集に総合支援システムを借りて参加することに意欲を見せていた。

　しかし模擬戦と実戦は違う。幾らカツヤ達が同行するとはいえ、エリオ達がクズスハラ街遺跡奥部で遺物収集をするのは危険過ぎる。シェリルはそう判断しており、この件に乗り気ではなかった。

　それでも機領から徒党に総合支援システムを貸し出してもらっている立場ということもあって、無下には出来ない。徒党の戦力増強の為にも、断り難い状況だった。

　そこにヴィオラが付け込む。

「シェリルの意見も分かるわ。だから私から一つ提案があるの。保険を兼ねてアキラを参加させられない？　可能なら、あなたも」

「アキラはともかく、私もですか？　私が参加したところで意味があるとは思えませんが」

「非戦闘員を参加させられるほど余裕があるって証拠の為よ。貸出先が総合支援システムの性能をそれだけ評価しているって宣伝の為にもね」

　シェリルはあくまでも現場を見るだけの同行者。総合支援強化服も着ないし、遺物収集もしない。ヴィオラはそうシェリルに説明した。そして付け込むように続ける。

「あなたもたまには、アキラが遺跡でどんな風に戦ってるのか、近くで見てみたいと思わない？」

「…………一応アキラに話しておきます。それ以上は約束できません」

「十分よ。それじゃあ、また後でね」

　それでヴィオラとの通信は切れた。

　欲に負けたかもしれない。そう思い、シェリルは小さく溜め息を吐いた。

　しばらくして、黒銀屋から取り敢えずの鑑定内容が届く。その内容を確認したシェリルは、それをイナベに送信した。
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　シェリル達の遺物販売店の前まで来たモラフが、店の外観を軽く見て呟く。

「ここか……。まあ、しょうがねえ」

　ティオル達との取引で手に入れた旧世界製情報端末を、スラム街の裏店舗で換金することに決めたモラフは、それらを多くの店で少量ずつ売るつもりだった。

　一つの店に大量に買取に持ち込んでも、店側の資金の問題で買い取れない恐れがある。また、店がその資金調達に動いて騒ぎになることも考えられる。多くの店に数点だけ持ち込めば、その辺りは解決できると考えたのだ。

　しかしその計画は頓挫した。二大徒党の大抗争がスラム街の裏経済に残した傷跡は深く、旧世界製情報端末という貴重で高価な遺物を、即金でその場で買い取れる店は、シェリルの店ぐらいしか無かったのだ。

　買い取ろうと思えば買い取れる資金力を持つ店は他にもある。しかし精巧な偽物も多い旧世界製情報端末を、偽物を摑まされるリスクを飲み込んでまで、大金を出して買えるかどうかは別だ。

　二大徒党の後ろ盾があった頃ならば、仮に偽物を摑まされても、後でキッチリ追い詰めて取り立てれば良かった。だがその後ろ盾はもう無い。本物ならば大きな利益になると分かっていても、その冒険には、賭けには出られなかった。

　そのような裏店舗側の事情もあり、モラフは多少目立つのはもう諦めて、まだ売っていない残りの旧世界製情報端末を、シェリルの店で一気に売ろうとしていた。

　また危ない橋を渡る真似をしているのは分かっている。だがそれでも換金しなくては、これまで危険を冒した意味が無い。仲間の治療費の為にも、モラフには金が必要だった。少し緊張した様子で店に入ろうとする。

　だがそこでモラフに声を掛ける者が出る。

「なああんた、ちょっと良いか？　あんた、ここに旧世界製の情報端末を売りに来たんだろ？　ちょっと話が……」

　モラフは反射的にその男の胸ぐらを摑んで相手の動きを封じた。なぜ自分が旧世界製の情報端末を持っていることを知っているのか。場合によっては手荒い手段で聞き出す必要があった。

　男は少し慌てながら両手を軽く上げて、モラフを宥めるように笑おうとする。少し引きつったものではあるが、一応笑顔になっていた。

「お、落ち着けよ。怪しい者じゃねえ。むしろ怪しいのはあんた達の方だろ？　でもこっちもその辺を追及はしねえ。ちょっと取引してえだけだ」

「取引？　何だ？」

「単刀直入に言うぜ。俺達なら一つ２８００万オーラム出す。鑑定料を考えれば、俺達に売った方が得だろ？　どうだ？」

　男はカツラギ達が手配した鑑定人の一人だった。

　モラフ達はシェリルの店に既に２度、旧世界製の情報端末を売りに来ている。その全てが本物だったことを、その鑑定の場にいたことで男は知っていた。

　次、また売りに来るようであれば、恐らくそれも本物だろう。そう考えた男は、似たような考えの者達と組んで店の前を張っていた。

　最初に売りに来た者も、次に売りに来た者も、装備を含めてかなり強力なハンターの雰囲気を漂わせていた。似た雰囲気の者を探せば何とかなるだろう。その程度の浅はかな考えだったが、上手くいっていた。

　そしてモラフも男の言動から大体のことを察した。好都合だと考えて了承する。

「良いだろう」

「そう来なくっちゃ。あ、鑑定料は取らないが、流石に鑑定自体はさせてもらうぜ。それぐらい良いよな？」

「ああ。だが妙な真似はするなよ？」

「分かってるって。俺達も死にたくねえからな」

　男はそのままモラフをスラム街の一室まで案内すると、仲間達と共に遺物の鑑定を済ませた。シェリルに呼ばれた鑑定人ほどの技量は無いので断言は出来ないのだが、自分達で調べた限りは本物だったので、今回も本物だろうと判断する。

「よし。本物だ。……それにしても、10個もあるとは思わなかったぜ。一体どこで……」

「その辺は追及しない。そうだろ？」

「わ、分かったって」

　モラフから警告の視線を受けた男は、黙って金を支払った。予想以上の数があったことで用意していた現金では足りず、不足分の調達に多少手間は掛かったが何とかした。




　無事換金を終えたモラフが、スラム街を進みながら仲間と連絡を取る。

「……ああ、そうだ。換金は済んだ。これで一段落だな」

「そうか……。じゃあ一応聞いとくが、次はどうするんだ？」

「次？」

「あれをまたやんのかって話だよ。あの取引相手の女、また頼むって言ってただろ？　ヤバそうな相手だったが、報酬は本物だった。結果論だが、俺達は今回随分儲けた訳だ。どうする？」

　モラフが顔をしかめる。

「冗談言うな。次なんかねえよ」

「だよな」

　モラフも随分儲かったことを否定する気は無い。これだけの金を得られたのだ。第２奥部に行くだけの価値はあったとも思っている。

　だがその金の為に、オリビアとティオルにもう一度会いたいとは、全く思わなかった。











第[image: ]話　ツバキハラ方面






　クズスハラ街遺跡の中を進む白い人型兵器の部隊が、全長10メートル以上はある大型ウェポンドッグの群れと遭遇した。そのまま戦闘となり、互いの武装で激しく撃ち合う。

　巨大な犬が背中の機銃から無数の弾を撃ち出しながら地を駆ける。大砲を背負った個体がその大口から咆ほう哮こうを上げ、砲口からはそれを超える砲撃音を響かせる。

　白い機体は地面を滑るように移動して銃撃を躱し、巨大な盾で砲撃を防ぎ、人型兵器用の銃を連射する。

　大型ウェポンドッグの数は18体。そのどれもが並のハンターの部隊など単体で蹴散らす強力な個体だ。その巨体に見合った生命力とその巨体には見合わない俊敏性を兼ね備える生物が、機銃や大砲まで使用するという脅威は多くのハンターを震え上がらせる。この場はそのようなモンスターが群れをなす危険地帯だった。

　その群れに相対する白い機体の数は４機。数では圧倒的に負けている。加えて相手が群れで狩りをする知能を有していることを考慮すれば、その戦力差は単純な数の差を超える。１対１を２回と１対２を１回では、勝率はまるで異なるからだ。

　だがその上で、優勢なのは白い機体達の方だった。

　機体が廃ビルだらけの遺跡の中を駆けて敵の群れを追う。機体の強固な力場フォースフィールド装甲アーマーの前には小石が当たった程度でしかない銃弾の回避は最小限に留める。機体を破損させかねない砲弾は、盾で受け流すように防いでエネルギーの消耗を抑える。そして標的に肉薄し、近距離から特大の銃弾を撃ち込んでいく。

　砲弾並みに巨大な銃弾を体中に浴びた大型ウェポンドッグが、その頭、胴体、四肢を粉砕されて絶命する。大破した武装が体から千切れ落ちて地面に転がった。

　この機体は第２奥部での後方連絡線延長作業の為に用意された白兎の一部だ。操縦者の実力も相応に高い。第１奥部に棲息するモンスター程度に遅れは取らなかった。４機は連携して敵を追い詰めていく。

　ウェポンドッグ達も懸命に抗う。ビル谷を俊敏に駆けて、銃撃と砲撃を繰り返す。しかし根本的な戦力差の前にはどうしようもなく、躱され、防がれ、撃ち返されて、さほど時間も掛けずに全滅した。

　その戦闘の様子を少し離れた所から総合支援システムを介して観戦していたエリオが、思わず感嘆の声を漏らす。

「凄すげえ……」

　遺跡のモンスターの強さにも、それを超える人型兵器の強さにも、それらによる大迫力の戦闘にも、エリオはひたすらに驚いていた。

　そこで同じチームの少年に声を掛けられる。

「ここからは俺達の仕事だ。行くぞ」

「あ、はい」

　エリオはその少年達と一緒に、人型兵器達によって周囲の脅威が排除された建物に車で向かった。
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　カツヤ達と一緒にクズスハラ街遺跡の第１奥部で遺物収集をすることになったエリオ達は、模擬戦の時のように自分達だけでチームを作るのではなく、カツヤの部隊を分けて作った各チームに分散して加わる形で同行することになった。

　エリオのチームは４人で、リーダーはスラム街出身である元Ｂ班の少年だ。エリオとは境遇が似ていることもあり、建物内を進みながらの雑談も、少し話が弾んでいた。そこでカツヤの話題が出る。

「それでな？　俺も初めはあいつのことが気に入らなかったんだ。ドランカムの幹部に気に入られて、良い装備と楽な依頼を回してもらって調子に乗ってるやつだって思っててさ」

　初めからＡ班の少年もそれに笑って同調する。

「ああ、俺もそうだった。ドランカムに入った時から女連れで、しかも顔が良いから女にはやたら受けが良くて、何なんだあいつはって感じだったな」

「へー。そうだったんだ」

　エリオはそのカツヤの話を、相あい槌づちを打ちながら興味深そうに聞いていた。

「ああ。そうなんだよ。それで……、おっと、反応有りだ。警戒」

　少年達が気を切り替えて銃を構える。そして奥から出現したモンスターを余裕を持って撃破した。

　建物の外のモンスターは駆除済みだが、屋内にもモンスターは棲息している。しかし外のものよりは大分弱い。それでも遺跡の外周部辺りにいるモンスターとは比べものにならないほど強いのだが、今日は機領から強力な装備を貸し出されていることもあって、エリオのチームでも問題無く倒せた。

　エリオも少年達の足を引っ張ることはなかった。強化服に多少体を動かされた感じはしたが、遅れずに銃撃に加わってチームの火力に貢献した。

　少年が銃を下ろし、敵襲で中断した雑談を続けようとする。

「で、それでそのカツヤなんだけど……」

　少年のその随分と余裕のある言動は、総合支援システムへの信頼の現れだ。

　危険な遺跡の中で気を緩めて警戒を怠るなど自殺行為だ。しかしそれを恐れる余り極度に緊張して警戒を続ければすぐに疲弊してしまう。

　わずかな油断が死に繫がりかねない過酷な状況で、適度に緊張し、適切に弛緩する。その緊張と弛緩を調整して、戦闘可能な精神状態を保ち続ける技術もハンターには重要だ。

　だが気を緩めたら死にかねない状況で、精神力の消耗を抑える為に、意図的に、そして適切に気を緩めるのは難しい。

　今、自分はどれぐらい危ない状況なのか。どの程度死にかけているのか。それを正確に把握できずに安易に気を緩めてしまえば、それで死ぬ。しかし弛緩できない緊張状態が続けば、精神が摩耗し集中も乱れる。その状態で敵襲を受ければやはり死ぬ。多くのハンター達が、荒野で緊張と弛緩の調整が可能な実力者となる前に命を落としていた。

　総合支援システムはその辺りも大きく支援する。システムが自分の代わりに周囲の索敵をしっかり行ってくれている。そう信じているからこそ、少年は敵襲の直後でも気を緩めることが出来た。

　戦闘中に余裕を持って雑談が出来れば一人前。そうも言われるハンター稼業の中、少年達は総合支援システムの支援も受けて、そこに大きく近付いていた。

　その少年達とエリオの雑談が続く。ドランカム事務派閥のＡ班とＢ班の対立などの話を挟んで、元Ｂ班の少年がカツヤ達を見直した話になる。

「……それで俺はミハゾノ街遺跡でカツヤ達と一緒に戦ったんだけど、あいつと同じ装備だったのに、思いっ切り足を引っ張っちゃったんだよ。あいつが強いのは女の幹部に贔屓にされて良い装備を融通されてるから。俺だって同じ装備があれば同じように戦える。そう思ってた分だけ凄く驚いて、衝撃を受けて、その日は頭がこんがらがって大変だった」

　苦笑しながら少し自虐的にそう語った少年の表情は、どことなく楽しげにも嬉しそうにも見えるものだった。

「で、ごちゃごちゃした頭でカツヤ達と一緒に戦ってたら、今まであいつらをいろいろ決め付けて見てたことに気付いたんだ。そうしたら、カツヤは俺より格段に強いのに、その強さの割りには回りに威張ったりしねえし、仲間を、俺達も含めて守ろうとするやつだってことが分かって……、ま、まあ、そういうことだよ」

　カツヤのことを認めている。好感を持っている。とても信頼している。少年はその手の言葉を口に出すのを恥ずかしがり、言わなくとも分かるだろうと言いたげに話を終えた。

　次は別の少年が話し出す。

「俺は賞金首戦の時だな。あの日までは俺もカツヤのことを軽く見下してたっていうか、女ばっかのチームで調子に乗ってるやつぐらいにしか思ってなかったんだ。でもあいつは仲間を助ける為に一人で過合成スネークの囮になったり、部隊が混乱してる中でみんなを一喝して落ち着かせたりして、仲間の為に頑張ってた。それで、なんていうか、俺もあいつの凄さってのが分かったんだ」

　そして少年は少し気恥ずかしそうな様子で更に続ける。

「あと、あいつの凄さが分かったおかげかもしれないけど、あの時から、あいつが仲間を思う気持ちとかが、それに応える皆の気持ちとかが、何となく分かるようになった気がするんだよな。それで一体感っていうか、皆で一丸となってっていうか、そういう纏まりも生まれて、部隊の連携も今まで以上に上手くいくようになった感じがするんだよ」

「ああ、分かる分かる」

「そうそう。何かそんな感じだよな」

　エリオ以外の三人が、その似たような感覚の話で盛り上がる。エリオもその話を興味深そうに聞いていた。

　そのままエリオ達は雑談を挟みながら建物の中を調べていく。遭遇したモンスターを倒し、広めの部屋で遺物を探して、この建物での遺物収集を終えた。
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　エリオ達と一緒に今回の遺物収集に同行しているシェリルは、ドランカムの大型車両の中にいた。

　借りている表示装置の拡張視界には、各チームに振り分けられたエリオ達の様子が映し出されている。シェリルの目には、エリオ達がドランカムの者達の足を引っ張っているようには見えない。それを実現しているのであろう総合支援システムの性能に、シェリルは改めて感心していた。

「凄いですね。正直に言いますと、私は幾ら総合支援システムから支援を受けているとしても、エリオ達の実力では足手纏いになるとばかりに思っておりました。これほどの性能でしたら、私もイナベ様に有意義な報告を上げることが出来ます」

「ありがとう御座います」

　今回の総合支援システムの責任者として同行しているタカギは、その言葉に満足して得意げに笑った。

　シェリルが同乗しているミズハに視線を移す。

「ところで、誘って頂いたのは嬉しく思いますが、よろしかったのですか？　私は一応イナベ様についているのですが、ドランカム事務派閥はウダジマ様の方についたのでは？」

　そう言われたミズハは、笑顔で首を横に振った。

「いえいえ、それは誤解です。確かにウダジマ様には大変良くして頂いております。しかしながらドランカムはクガマヤマ都市に対して、担当者の変更など要望できる立場では御座いません。都市がドランカムの担当者をどなたに決めようと、私共と致しましては、担当の方に頭を下げて、都市とのより良い関係を続ける努力をするだけで御座います」

　ドランカムはウダジマ個人やイナベ個人と取引をしているのではなく、クガマヤマ都市と取引をしている。その交渉担当が今現在ウダジマなだけであり、別にイナベと敵対しているつもりは無い。イナベの方からこちらに手を差し出すのであれば、その手を握る用意はある。ミズハは暗にそう答えた。

　そう答えながらも、ミズハは個人的には完全にウダジマ側につくのも悪くはないと考えていた。イナベとウダジマの権力争いは、調べた限りではウダジマが優勢であり、このまま推移すればウダジマの勝ちは揺るがないように思えたからだ。

　しかしそれを理由にウダジマ側につくと、イナベ側であるシェリルとも間接的に敵対することになる。また、自分達はウダジマの方につくことにしたから、イナベ側であるシェリルとはもう縁を切ってくれ、などとカツヤに言えば、カツヤとの関係が致命的に悪化しかねない。

　それを恐れたミズハは、今は敢えてイナベとウダジマを両りょう天てん秤びんに掛けることで、どちらとも繫がりが残るようにした。

　シェリルはミズハの返事の意味を当然のように理解し、加えてその背景も何となく察した。

「そうですか。まあ誤解でしたらイナベ様にもそのように伝えておきます。それで、遺物収集の方は順調ですか？　良い遺物は見付かりましたか？」

「あー、今のところは芳しくないようですね」

　その予想通りの返事を聞いて、シェリルは自身の推察の正しさを確認した。

　探索可能領域の後方連絡線に近い部分は、全てウダジマの派閥に取られている。その外側がイナベの派閥の担当区域だ。これには探索可能領域の外側も含まれる。

　そしてイナベの担当区画の、現在の探索可能領域には、価値のある遺物など恐らく無い。だからこそイナベはその探索可能領域を無理にでも広げようとしている。

　強力なモンスターが蔓延はびこっていても、それに見合う貴重な遺物がそこにあるのならば、ハンター達は多少無理をしてでも取りに行く。イナベもそれを期待して自身の担当区画を調査したのだろう。

　だがその調査の結果は、自身の担当区画が遺物収集をするには劣悪な状態、強力なモンスターが棲息する上に大した遺物も無い不毛の地であることを裏付けるものだった。そのような場所にハンター達がわざわざ行く訳が無い。

　だからこそイナベはアキラから手に入れた旧世界製情報端末を餌にしてでも、自身の担当区画にハンター達を強引に呼び寄せることにした。

　旧世界製情報端末のような貴重な遺物が発見されれば、たとえそれが少量でもハンター達の欲を強く刺激する。もっとあるかもしれないと思って遺跡の探索を進めていく。そこで探索可能領域を広げるように餌の遺物を配置しておけば、探索の勢いは更に加速する。

　あとは流れと運だ。新たに広がった探索可能領域に、高価な遺物が大量にあることを期待するしかない。そこは今までハンター達が立ち寄っていない場所だ。可能性はある。

　そこに遺物が無ければイナベは詰む。工作には多額の費用が掛かっている。この失敗は取り戻せない。完全に失脚することになる。

　しかし手をこまねいていても恐らくイナベは詰む。イナベとウダジマの権力争いは、ウダジマの優勢で進んでいるからだ。じわじわと力をそぎ落とされ、いずれ失脚する。

　その状況を覆す為にイナベは賭けに出たのだろう。シェリルはそう考えていた。

　シェリルもその判断が間違っているとは思わない。賭けに出なければ詰むのであれば、賭けるしかないからだ。シェリル自身も無謀とも思える賭けに出たことで、結果としてアキラを後ろ盾にすることが出来た。賭けに出るイナベの気持ちはよく分かった。

　シェリルが強いて文句を言うのであれば、そのイナベの都合でアキラの同行が取とり止やめになったことぐらいだ。

　旧世界製情報端末をシェリルの店に持ち込んだ者がアキラだということは、少し調べれば分かる程度には知れ渡っている。そのアキラがイナベの担当区画でまた旧世界製情報端末を発見したというのは、流石に露骨過ぎる。

　またアキラはイナベの関係者だとみなされている。イナベが密ひそかに配置した旧世界製情報端末を見付けたハンターがイナベの関係者というのも、それはそれで工作を疑われやすい。

　そのような理由もあり、シェリルはドランカムの遺物収集にアキラとシェリルが同行することを知ったイナベから、アキラの同行をやめさせられていた。

　シェリルも事情が事情なので納得するしかなかった。そして少し考えればそうなることも遅まきながら気付いたことで、欲に負けていた浅はかな自分にも一緒に気付くことになった。

　更に、恐らくヴィオラはそれを分かった上で自分にその提案をしてきたのだろうと思い、ほくそ笑むヴィオラの表情を想像して、思わず顔をしかめた。

　その時のことを思い出して少し微妙な表情を浮かべてしまったシェリルに、それを不満と誤解したミズハが取り繕うように言う。

「しかしこれぐらいはよくあることです。手付かずの地域ですから、探索を進めれば大丈夫ですよ」

「そうですね。期待しましょう」

　イナベが配置した旧世界製情報端末はこの辺りにもあったはずだ。それをカツヤ達が見付ければ、自分という客を連れている以上、高確率で自分にその成果を伝えるだろう。ウダジマ側とみなされているドランカム事務派閥の者が発見者であれば、工作を疑われる恐れも低く、都合が良い。

　もっとも工作用の品が配置された正確な場所までは知らない。知っていたとしても教えることは出来ない。アキラの同行も無くなったのだ。どうせならとっとと見付けてほしい。

　シェリルはそう思いながらも、その内心をおくびにも出さずに、ミズハに愛想良く笑って返した。
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　アキラはシェリルに頼まれてシェリル達に同行し、場合によってはエリオ達を指揮して遺物収集をする予定になっていた。

　それを相談された時、アキラはエリオ達が第１奥部で遺物収集をするなど自殺行為にしか思えず、やんわりと止めていた。シェリルもその危険性には同意したが、諸事情で断り難い事情を告げて、だからこそアキラに同行してほしいと頼んでいた。

　しかしそれがイナベの横槍により急に取り止めになったことで、今は第１奥部で救援依頼を受けている。同行はしないが、比較的短時間で駆け付けられる距離にいるので、何かあったら呼べ。アキラはシェリルにそう言っていた。

　遺跡の中をバイクで駆けながら、アキラがアルファに笑って言う。

『アルファ。そういえば前にもこんなことをしてたよな』

『ええ。仮設基地構築関連の依頼で、救援作業に回された時ね』

『そうそう。あの時は大変だったなー。救援要求が次から次に来て休む暇も無かったし、モンスターを俺に押し付けて逃げ出すやつもいたし、ヤラタサソリの群れにも襲われたしで、散々だった』

　アキラは苦笑でその時の大変さを表現しながらも、その顔にはどこか楽しげに昔を懐かしむ余裕が浮かんでいた。

『やってることは同じなんだろうけど、あの時に比べれば随分楽だ。俺もそれだけ成長したってことかな？』

　アキラはそう言ってアルファをチラッと見た。するとアルファが、敢えておだてるように、少しだけ挑発的に微笑む。

『そうね。でも、まだまだこれからよ？』

『分かってるって』

　アキラはそう笑って返しながら、自分の成長をアルファに否定されなかったことを、内心で少しだけ安堵した。

　強くなった実感はある。しかしそれは主に装備の質の向上によるものだ。それに比べれば、自身の成長など微々たるものでしかない。自分自身が強くなったという実感はほとんど無い。

　現実の解像度の操作の方も上手くいっていない。もう少しで何とかなりそうだという手応えも感じない。最近やった模擬戦では、それが油断した所為であれ、同じ装備のエリオよりも先に撃破判定を受けてしまった。そして油断は倒されて良い理由にはならない。

　アルファにサポートしてもらっているおかげで、扱い難い高度な装備も難無く扱えるようになり、装備を更新する度に格段に強くなっている。

　しかし自分自身の成長はもう上限に、頭打ちになってしまっているのではないか。アキラは漠然と、そういう不安を覚えていた。

　だがそこでアルファは、アキラの成長を肯定し、その上でまだまだこれからだと、更なる成長の余地は十分にあると答えた。

　アルファがそう言うのであればそうなのだろう。そう信じることに決めているアキラは、それならばと思い、自分はまだ強くなれると決めた。




　救援場所の廃ビルに辿り着いたアキラは、その室内で軽い籠城戦を強いられていたハンター達を助け出した。リーダーの男がアキラに倒されたモンスター達の死体の量を見て、驚きながら礼を言う。

「助かったぜ。……ってか一人でこれを倒したのか。凄えな」

「どうも」

　アキラはそう答えながら、倒したモンスター達を改めて見た。クズスハラ街遺跡の奥部に棲息するモンスターだ。弱い訳ではない。しかし第１奥部の基準であれば、そこそこ未満という程度でしかないものばかりだった。

「……こんなこと言うのも何だけど、ここに来るのはまだ早かったんじゃないか？」

　この程度の相手に苦戦するようでは、第１奥部で活動するのは難しい。そう思い、アキラは一応善意で忠告していた。

　男も既にそれは身を以て理解していた。軽く溜め息を吐く。

「いや、そう考えたんだけど、このチャンスは逃せないって思ってさ」

「チャンス？」

「ん？　ああ、ほら、都市が人型兵器を派遣してモンスターの間引きをしてるだろ？　そのことだよ」

　第１奥部は基本的に屋外のモンスターの方が強い。巨大な蜘く蛛も型甲殻機虫や大型のウェポンドッグなど、大き過ぎて屋内に入れないモンスターが多いからだ。

　当然ながらそれらと戦えない程度の実力しか無いハンターでは、遺物があるであろう遺跡内の建物に辿り着くことすら出来ず、第１奥部で遺物収集をするのは難しい。

　だが今ならば、都市が第１奥部の探索可能領域を広げる為に、第２奥部の人型兵器部隊を派遣して屋外の大型モンスターを間引いている。そのおかげで、屋外のモンスターには太刀打ちできない者でも、比較的弱い屋内のモンスターと戦える実力さえあれば、第１奥部で遺物収集が出来る。

　男達はそれをチャンスと捉えてここに来た者達だった。

　その話を聞いたアキラが少し難しい顔をする。

「うーん。その考えは分かるけど、屋内のモンスターだって別に弱い訳じゃないぞ？　力場フォースフィールド装甲アーマーを使うカタツムリみたいなやつもいるし……」

「ああ、俺達もその辺は考えて、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾ぐらいは用意してたんだよ。第１奥部での使用を条件に前線基地で安く売ってくれたからな」

　本来はハンターランク50での弾薬購入費補助を40まで引き下げた上に、ランク40未満のハンターに対しても比較的安価に売っていた。そう説明されたアキラが少し驚く。

「そ、そうなんだ。……もしかしてＣ弾チャージバレットも安売りしてたのか？」

「どうだったかな。でも俺達程度のやつにＣ弾チャージバレットを安売りしても大して意味はねえし、対象外じゃないか？」

　Ｃ弾チャージバレット対応の銃など、高過ぎて普通のハンターは持っていない。少なくとも自分達は持っていない。男は自嘲気味に苦笑しながらそう答えた。

　それを聞いたアキラは、頑張って弾薬購入費補助の権利を得た価値はあったようだと思って、少しだけ安堵した。そして対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を大量に用意できるのであれば、悪く言えば彼ら程度の実力しかない者でも、今ならば第１奥部で遺物収集が出来ると思っても不思議は無いと考えた。

　男達もそう思って第１奥部に来たのだが、結局は戦力が足りず、救援依頼を出すことになってしまった。自分達の判断の甘さに、改めて溜め息を吐く。

「まあそういうこともあって、行けるかなって思ったんだよ。駄目だったけどな。それでもそれなりの遺物があれば来た価値はあったんだろうけど、そっちも駄目だったしな。逆張りしてツバキハラ方面になんか来るんじゃなかった。こっちなら競争相手も少ないだろうし、逆に行けると思ったんだけどなー」

　ツバキハラ。その聞き覚えのある単語を聞いたアキラが、内心の驚きを隠しながらそれとなく尋ねる。

「……ツバキハラ方面って、何？」

「ん？　ああ、後方連絡線から出たこっち側のことだよ」

　立ち話もそろそろ長くなってきたこともあり、アキラ達は取り敢えず建物を出る。そしてそのまま後方連絡線を目指す帰路で、アキラはツバキハラ方面という言葉の意味について男達から話を聞いていた。

　とても興味深い内容だった。




　後方連絡線まで送ってもらった男達は、そこでアキラと別れた。そして礼を言ってアキラを見送り、その姿が見えなくなったところで、顔を見合わせて意味深に笑う。

「……行ったな」

「ああ。行った」

　そして歓喜を露わにした。

「やったぞ！　大成果だ！」

「ああ！　命賭けで第１奥部に来た甲斐があったってもんだ！」

　男達の判断は確かに甘かった。想像以上に強力なモンスターに襲われてしまい、救援を要請する羽目になった。

　だがそれでも、高価な遺物を見付けるという当初の目的は達成していた。価値のある遺物など見付からなかったとアキラに言ったのは、分け前を要求されるのを防ぐ為だった。

　その遺物を密かに運んでいた男が、リュックサックを開けて、中身を仲間と一緒に見る。そこには５センチほどの透明な立方体が５個ほど入っていた。

　今回の大成果を改めて見た男達が非常に嬉しそうに笑う。

「……これ、例のあれだよな？」

「多分な。よし！　早速前線基地で売るぞ！」

「いや、その前に見付けた場所の情報を売ろうぜ。どうせ買取所に持ち込んだら発見場所を聞かれるんだ。そこから情報が流れる前に、俺達でその情報を売れば大儲けできる」

「おお、良いな！　夢が広がるな！」

　自分達は賭けに勝ったのだ。そう確信した男達は、前線基地へ向けて凱がい旋せんしていった。
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　エリオは自分のチームの者達と遺物収集を続けていた。ドランカム事務派閥の主力部隊、都市の幹部からも認められたカツヤが率いる者達ということもあって、エリオも初めの内は緊張していた。だが今ではすっかり打ち解けていた。

「へー。大変だったんだな」

「まあな。でも頑張った甲斐があって都市からも認められた。総合支援システムのおかげもあるけど遠征でも大活躍したし、ちょっと前に八島重鉄と吉岡重工の人型兵器の部隊が後方連絡線の延長作業に加わって戦った時も、俺達は歩兵として参加してたんだぜ？　勿論、バッチリ成果を出した」

　アキラがイイダ商業区画遺跡にいた頃に、八島重鉄と吉岡重工の合同で行われた新型機体のプレゼンテーション第２弾は、後方連絡線の延長を第２奥部まで進めるという成果を出して成功で終わった。

　後方連絡線とは単に長い道路を造るだけではない。遺跡からモンスターが入ってこないように、道路の両側の建物を制圧して防壁に作り替えるなどの作業も必要となる。その作業場所の警備などにも、人型兵器では対応できない部分は多い。歩兵の重要性は変わらない。

　カツヤ達の部隊は歩兵としてその戦闘に参加し、人型兵器では対応し難い屋内のモンスター討伐を実施した。その成果は高く、ミズハがカツヤを連れて都市主催の立食会に参加して、都市の幹部にカツヤのことを紹介できる要因にもなったほどだった。

　少年が得意げに語る。

「これまでは古参の連中がデカい面をしてたけど、これからは違う。もうドランカムの主力は俺達になった。これからは俺達の時代だ」

「そうか……。凄いんだな」

　エリオもスラム街の住人として、子供として、弱者として、虐げられてきた経験は長い。その経験から、力への渇望と強者への憧れは強い方だ。同じスラム街の住人だった少年がそこまで成り上がったことに、称賛と共に羨望を覚えていた。

　そのエリオの視線に、少年が気を良くして更に続ける。

「まあな。古参の連中、以前は俺達の装備に、誰が稼いだ金で買ったと思ってやがる、なんて難癖をつけてたけど、それはもう通じねえ。この装備は、俺達が俺達の成果で手に入れた物なんだからな」

　そしてそう続けたところでふと思い出す。

「装備といえば、確かエリオはあの模擬戦、全員同じ装備で戦ったやつで、アキラより後に倒されたんだっけ？　やるじゃねえか。もしかして、装備が同じならアキラより強つええんじゃねえか？」

　少年から軽い調子でそう言われたエリオは、同じように軽い調子で、そうかもな、と答えようとした。

　しかしそれを口に出す直前で思い留まる。下手なことを言えば、自分はアキラよりも強い、などと言ったと解釈されかねないからだ。そしてそれをシェリルやアキラに知られてしまったら大変なことになると思い、返事の内容を少し変える。

「……どうかな。そうだったら良いな、とは思うけどさ」

　その願望に噓は無い。ただし願望にすぎないこともエリオは一応分かっていた。

「でも勝ちは勝ちだろ？　エリオの方がアキラよりも後に倒されたんだし。最後まで残ったのは俺達だけど、エリオも好いい線行ったと思うぞ？　カツヤほどじゃないけどさ」

　そこでエリオは少年達から妙な圧力を感じた。そして怪訝に思いながらもその訳を考えると、納得できる理由を思い付く。

　自分の方がアキラより後に倒されたので、自分の方が強い。そしてカツヤはその自分より更に後に倒されたので、カツヤの方が強い。

　だから、アキラよりも、カツヤの方が強い。

　そういうことを一応はアキラ側の人間である自分に言わせたいのだろう。エリオはそう解釈した。

　そしてそれに気付いてしまった以上、エリオは下手なことは言えなくなってしまった。そしてその後は少年達に当たり障りの無いことを言ってごまかしていた。
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　カツヤ達の遺物収集が続く。人型兵器の部隊に周辺のモンスターを駆除してもらい、そこにある建物の中を調べて回る。それを遺物が見付かるまで繰り返す。しかし今のところ成果は無い。既にカツヤ達は後方連絡線から大分離れた場所まで来ていた。

　本来ならばそろそろ一度帰還する頃合いだ。しかし今日はシェリルに同行してもらっていることが、カツヤとミズハの判断を歪ませた。

　成果無しで帰るなど少しみっともない。シェリルに少しは良いところを見せたい。その思いで探索を続行し、探索場所を更にツバキハラ方面へ伸ばしていく。

　だがそれでも成果は出ない。カツヤ達に焦りに似た感情が浮かび、通信や休憩中の遣り取りで、それが増幅されていく。そして理性が流石にそろそろ戻った方が良いのではないかと告げ始め、総合支援システムからも帰還を促されたことで、何らかの成果を求めたその焦りは、成果の方向性を変えることでその欲求を満たそうとし始めた。

　ミズハからその提案を聞いたシェリルが、少し意外そうな表情を浮かべる。

「カツヤと一緒に遺物収集の様子を見る……、ですか？」

「はい。如何でしょうか？　折角の機会です。この車内から遠隔で見るより、その場に趣おもむいて直じかに見た方が良い体験になるかと思いまして。勿論、安全は保証致します。カツヤがしっかりと守ります。御安心下さい」

　ミズハに合わせて、カツヤも自信満々に頷く。

「ああ。大丈夫だ。任せてくれ」

　ミズハはシェリルに遺跡内で遺物収集の体験をさせることで、カツヤは自分達の仕事をシェリルに直接見てもらうことで、今回の成果にしようとしていた。

　シェリルが少し迷う。

　確かに良い経験になるとは思う。だがそれだけ危険でもある。ここは多くのハンターが探索を躊ちゅう躇ちょする第１奥部だ。この大型装甲車両の中にいるだけでも、本来は十分に危険なことだ。

　しかし見方を変えればエリオ達でも何とかなったぐらいの場所でもある。そしてこの場で最高の戦力であるカツヤ達が護衛につく以上、安全は保たれているとも思う。

　正直に言って興味はある。そしてこの話を断るのは、自分はカツヤ達の能力を信じていないという意味にも捉えかねられない。それは少しまずいかもしれない。そう理由を付けて、シェリルは決めた。

「分かりました。ではカツヤさん。しっかり守ってくださいね？」

「ああ！」

　シェリルの見み惚ほれるような笑顔に、カツヤは張り切って笑って返した。




　旧世界の領域である遺跡の中は、シェリルのような戦闘能力の無い普通の者にとって、死地と変わらない恐ろしい場所だ。それでも安全が保証されているのであれば興味深い場所でもある。

　その場に足を踏み入れたシェリルは、ネットの画像や動画からでは決して味わえない体験に、少しばかり興奮気味だった。

　カツヤはそのシェリルに良いところを見せようとして、いつも以上にやる気を出していた。廃はい墟きょに棲息するモンスターを見付けると、シェリルを庇うように前に立って銃撃する。強力なモンスターを的確な攻撃であっさりと撃破した。

「お見事です。やっぱりカツヤは強いんですね」

「ありがとう。そう言ってくれると俺も嬉しい。ここまで皆で頑張って強くなった甲斐があったよ」

　シェリルの称賛の言葉を、カツヤは素直に受け取って笑った。

　ユミナはそのカツヤとシェリルを複雑な想いで見ていた。良くない感情が湧いているのを自覚しながら、それでも落ち着きを保とうとする。

　そしてアイリをチラッと見る。嫉妬などを全く見せていない友人の様子に、自分の心が狭いだけだと思い、小さく溜め息を吐いた。

　そのユミナを見ながらミズハが怪訝に思う。

　ミズハは少し前、アキラに同行していたユミナをカツヤには相応しくないと思い、カツヤのチームから排除しようとした。しかし今はその必要性を欠片も感じていなかった。

　その自身の心境の変化を他者視点で推察すれば、予想以上に強くなったユミナを排除するのは勿もっ体たい無ないと考え直した、と解釈することも出来る。矛盾は無い。

　しかし自分がそれを、いつ、どのような理由で考え直したのか思い返そうとしても、全く思い付かない。軽い心境の変化にしては、この変化は大き過ぎる。自分が判断を変える何らかの切っ掛け、契機、何かがあったはずなのだ。だがどうしても、その何かが浮かばない。

　それに気付いてしまえば、ミズハは自分の考えをいつの間にか書き換えられてしまっていたような、気味の悪さを覚えていた。

　その薄気味悪いものを払拭しようと、ミズハが更に思考を深めようとする。だがそこでそれを中断させる事態が始まった。

　カツヤが全体に警戒の指示を出す。情報収集機器が何らかの反応を捉えていた。

　その反応はカツヤ達に近付いていた。接近により、対象の形状も徐々に明らかになっていく。人型だった。もっともそれだけで相手が人間とは限らない。人に似た形状のモンスターも存在する。自動人形などはその最たるものだ。

　カツヤが汎用短距離通信を飛ばす。

「こちらはドランカムだ。すまないが敵ではないのなら、それ以上の接近は遠慮してくれ」

　そして相手の返事を待つ。しかし返事は無く、反応は更に近付いてくる。この時点で、相手がモンスターではなく他のハンターであっても、敵性の警戒対象となった。カツヤ達が銃を構える。

　部屋の奥からその相手が姿を現す。それはカツヤと同じ年頃の少年だった。両手をだらりと下げており、銃は持っていない。毛皮や鱗うろこのような材質の強化服を着ているように見える。そして気味が悪いほどに無表情だった。

　その少年を見たカツヤは、怪訝に思いながらも警戒を少し下げた。このような場所に銃も持たずに一人でいる者がいる。相手は一人で銃も持っていない。それは怪訝に思う理由にも、警戒を少し下げる理由にもなっていた。

　ツバキハラ方面への探索を強行したハンター達の一人が、モンスターに襲われて逃げてきたのかもしれない。カツヤはそう思い、流石に銃は下げないが、取り敢えず友好的に声を掛けようとする。

　だがその前にユミナが発砲した。ユミナの武装はアキラに同行していた時の物だ。ＳＳＢ複合銃での連射を喰らった少年は、体中に風穴を開けながら吹き飛ばされた。

　ユミナの突然の行動にカツヤが驚き慌てる。

「ユミナ!?　何やって……」

「カツヤ！　あれは敵よ！」

　ユミナにはその確信があった。

　クズスハラ街遺跡奥部でティオルに奇襲を受けたこと。イイダ商業区画遺跡でも交戦したこと。その経験から、ユミナはティオルが放っていた特有の気配のようなものを覚えていた。

　そして少年はそのティオルと同じ気配を放っていた。加えてユミナ側の総合支援システムは、その少年のことを以前にも遭遇したモンスターの同種と判断して、ユミナの拡張視界の中で警告を発していた。

　そこまで理由が揃うと、もうユミナには撃たないという選択肢は無かった。

　もっともカツヤにそのようなことなど分からない。本来ならば銃も持っていないただのハンターをいきなり撃った理由をちゃんと聞こうとする。

　だがそれがカツヤの口から出ることは無かった。代わりに同意の言葉が出る。

「……敵か」

　そのカツヤの中には、後でしっかり考えれば不可解に思えるほどに、あれは敵だ、という根拠の無い確信が生まれていた。険しい表情でミズハに言う。

「ミズハさん。撤退しましょう。何かヤバい気がします」

　警告を無視して不用意に近付いてきた相手とはいえ、自分の部下が丸腰の少年を躊躇無く撃ち殺したのにもかかわらず、ミズハは全く動揺していなかった。それはカツヤと同様に、あれは敵だ、という根拠の無い確信をミズハも持っていたからだった。

「分かったわ。シェリルさん。残念ですが安全第一です。ここまでとさせて下さい」

「……分かりました」

　シェリルにはユミナやカツヤ達とは異なり、撃ち殺した相手が確実に敵であった確信など無い。その分だけ状況に懸念を覚えていた。しかし今は詳しい話を聞いている場合ではない、そのような余裕がある状況ではない、ということも理解していたので、カツヤ達の指示に黙って従った。

　そしてその代わりに、一応保険を掛けておくことにした。

　その後カツヤ達は速やかにその場から撤退した。その場に残された無表情の死体からは、緑色の血が流れていた。
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　遺跡の中で得体の知れない少年と遭遇したカツヤ達は、ユミナがその少年を敵とみなして撃破した後、状況に不穏なものを覚えたカツヤの判断で、第１奥部からの撤退を決めた。

　それでも当初のカツヤの認識は、今まで余裕で探索できていた建物の中を少し急いで戻るだけ、という程度のものだった。しかし状況の新たな変化により、その認識をすぐに覆される。大量のモンスターに撤退を阻まれているのだ。

「……クソッ！　どうなってんだ？」

　この建物にこれだけの量のモンスターが潜んでいたのであれば、入ってすぐに遭遇していなければおかしい。まるでモンスターの群れが、自分達を建物の奥に誘い込む為に、今までは敢えて距離を取っていたかのようだ。カツヤが思わずそう考えてしまうほどに、敵の量は不自然に思えるほど多かった。

　だがそれでもカツヤ達の劣勢という訳ではない。シェリルとミズハという非戦闘員を連れて遺跡探索をする以上、戦力はしっかり用意していた。

　部隊全体で建物を制圧してからシェリルに同行してもらうようでは、遺跡探索の体験にならない。その考えで同行者の人数は絞っているものの、代わりにカツヤ、ユミナ、アイリなど、部隊全体で上位に入る実力者を揃えている。モンスターとの交戦により撤退の速度を落としているものの、追い詰められるような状況ではなかった。

　それでもカツヤはこの場の者だけで建物から脱出するより、外の部隊にも手伝ってもらった方が良いと判断した。待機中の仲間達に、建物内に突入して事前に退路を確保しておくように指示を出す。

　しかしそれで外の状況を知ったカツヤは、思わず顔をしかめた。

「……外もか！」

　急に大量のモンスターに襲われていたのは、カツヤ達だけではなかった。外の部隊も、人型兵器を含めて襲われていた。
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　第１奥部のモンスターの間引きをしている人型兵器の部隊は、モンスターの数を減らすことを重視して遺跡の中を移動し続けている。しかしカツヤ達に同行している機体は、都市の幹部の意向もあってカツヤの部隊から離れずにいた。

　よって建物から出ようとしているカツヤ達は、何とかして外まで出れば安全になるはずだった。しかしそれを揺るがしかねない事態が屋外でも始まっていた。巨大なモンスターが群れで出現したのだ。しかもそれらは、大型ウェポンドッグの群れすら蹴散らした機体達でも手に余る強さと数だった。

　その群れの一体が白い機体に迫る。10メートルほどの体長の、全身を体毛で覆った四足歩行の生物系モンスターだ。

　全体的な形状は狼に似ている。特に胴体部と尻尾はほぼ狼だ。しかし前足と後ろ足は人の手足に近い形をしていた。更に頭部の大口は十字に裂けており、水平にも垂直にも開くようになっている。目は四つ。大口を開けば上下左右に分かれる顔のそれぞれに付いている。

　その大型モンスター、人型の狼を造ろうとして生まれた失敗作のような異形の獣は、大口を頭部ごと開けて白い機体に飛び掛かった。

　白い機体がその大口に向けて銃を構えて連射する。特大の弾丸を口内に詰め込まれた獣は、被弾の衝撃で突進を止められながら、体内を内側から粉砕されて倒された。

　そこに別の獣が飛び掛かる。だがその獣は別の機体から痛烈な蹴りを喰らい、地面に倒れたところを踏み付けられて、更にそのまま頭部を粉々にする勢いで銃撃されて絶命した。

　機体の操縦者達が息を吐く。

「サンキュー。ナイスフォローだ」

「良いってことよ。しかし何だこいつら。今までのやつらと随分違うぞ？　第１奥部にこんなやつがいたのか？」

「もうこの辺は、以前の探索可能領域の外だからな。こういうのがいても不思議は無いだろう。第２奥部にいたやつと、ちょっと似てるのが気になるけど」

「……そう言われれば、ちょっと似てるな。まあ、あそこのやつほど強くはねーけど」

「第２奥部並みに強いやつがこんな場所にいたら撤退一択だよ。っていうか、もう撤退で良いだろう。ドランカムの連中、今までろくな遺物が無かったからって、この状況でも遺物収集優先か？」

　その軽い愚痴に、別の機体の者が答える。

「ドランカムの部隊も既に撤退を決めたそうだ。だがデカい建物の結構奥まで入ったやつらがいて、そいつらの到着に少し時間が掛かるらしい」

「そうか。じゃあもう一踏ん張りだな」

「ああ。一応救援要請も出しておいた。多少時間が掛かっても大丈夫だろう」

「ん？　連中の救援要請を出す権限って俺達にあったっけ？」

「いや、俺達のだ」

「ああ、なるほど」

　状況はその必要が、その恐れがあるほどに厳しい。白い機体の者達はその認識を共有して戦い続ける。

「全く、遺物は無ねえわ、モンスターは強つええわ、ツバキハラ方面は本当にどうしようもねえな！」

　そう愚痴を吐きながら、機体の操縦者が八つ当たり気味に巨大な銃を連射する。特大の弾丸が、追加で出現した大型ウェポンドッグの群れを薙ぎ払った。
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　撤退戦を続けていたカツヤが通路の先に人影を見付けた。退路の確保を頼んでいた仲間達とようやく合流できた。そう思って思わず笑顔を浮かべる。

　だがユミナはその者達に険しい顔で銃を向ける。

「カツヤ！　あれも敵！」

　その声に遅れず、カツヤも相手に照準を合わせていた。ユミナに教えられる直前、あれは敵である、という確信が突如浮かび、その確信のままに銃を構えていた。

　カツヤ達の一斉射撃による濃密な弾幕が、通路の人影達に襲い掛かる。しかし撃破には至らず、防がれる。

　敵の前衛２人が、盾のように肥大化させた両腕で自身と後衛を銃撃から守る。更にカツヤ達の銃撃を前衛が引き付けている間に、後衛の３人がその盾を飛び越えて、両手のブレードでカツヤ達を襲う。

　ユミナは反射的に体感時間を操作していた。時が緩やかに流れる世界で敵を見る。当初の間合いは10メートル以上はあった。だが今は既に５メートルほどしかない。ナイフ程度の長さだった液体金属の刃も、振るえば通路に確実にぶつかる長さまで伸びていた。

　そして後衛が勢い良くブレードを振るう。銀色の刃がユミナに迫る。硬い天井を斬り裂きながら、減速するどころか加速していた。

　ユミナは自身に迫るそのブレードを遅く感じながら、そして相手に照準を合わせ直す自分の動きをそれ以上に遅く感じながら、今も連射を続ける銃の射線を持ち上げた。

　ギリギリで迎撃が間に合う。至近距離からの被弾により、体勢を大きく崩した状態で振るわれたブレードは、見当違いの場所を斬り裂いていた。そしてそれを持っていた者は全身を穴だらけにされるだけでは済まず、その威力により体を粉砕されて飛び散った。

　そして残り２体の後衛はカツヤのチームが撃破した。完璧な連携で銃撃し、何もさせずに撃ち倒した。そのまま前衛の２体も撃破する。強固な盾も、カツヤ達の銃撃を防ぎ切ることは出来ない。５秒も保たずに本体ごと千切れ飛んだ。

　敵を倒し終えたカツヤが慌てて心配そうにユミナに声を掛ける。

「ユミナ！　大丈夫か!?」

「……ええ。大丈夫よ」

　何とか笑って返したユミナだったが、そこには隠し切れない疲労の色が浮かんでいた。

　カツヤもそれに気付いたが、下がって休めと言っても無駄なのは、長い付き合いで分かっていた。代わりに笑って気遣う。

「……そうか。良かった。でも無理はするなよ？」

「分かってるわ。カツヤもね。まあ、最近は大丈夫みたいだけど。これも無謀な真似を止めてくれる総合支援システムのおかげかしら？」

　少しからかうようにそう言ったユミナに向けて、カツヤが苦笑を返す。

「はいはい。もう昔みたいに俺一人で敵に突撃するような真似はしないよ。システムの指示通りに、ちゃんと隊長やってるからな」

「私が何度注意してもやめなかったくせに」

「悪かったって」

　その長年の付き合いを感じさせる気安い遣り取りには、互いを大切に思うカツヤとユミナの、確かな想いと絆きずながあった。

　シェリルが自分とアキラの間には無いその空気を少し羨ましく思う。だがわずかに引っ掛かるものも感じていた。

　それは気の所為で片付けられる程度の些さ細さいなものなのだが、同時にシェリルにそれを気付かせるぐらいには違和感のあるものだった。先程の攻防で、シェリルにはカツヤ達がユミナを助けなかったように思えたのだ。

　数秒にも満たない攻防だ。シェリルにはその内容を目で追って知ることなど出来ない。しかし戦闘後の状況から推察することぐらいは出来る。

　ブレードで襲ってきた３人の内、ユミナは自分に向かってきた相手を自分だけで倒していた。つまりカツヤ達は、ユミナがそれを倒すのを手伝わなかった。

　それはなぜか。残りの２人を倒すので手一杯だったからか。シェリルにはそうは思えなかった。この場の戦力は８人。ユミナを除いて７人。その状況で３人の襲撃者に対して、１対１と７対２が行われた。８対３ではなかった。それをシェリルは怪訝に思った。

　著しく邪推すれば、カツヤがユミナの生存を軽視したことになる。更に悪く言えば、死んでも構わないと見捨てたことになる。シェリルはそう考えながらも、それは有り得ないと否定する。カツヤはユミナを確かに大切に想い気遣っている。それはシェリルの目からも明らかだからだ。

　加えてシェリルには、遺跡探索中のカツヤ達７人は、明確な護衛対象である自分とミズハだけではなく、ユミナのことも守っているように見えた。だからこそ、カツヤ達が先程の戦闘でユミナを援護しなかったことに、違和感を覚えていた。

　しかしカツヤに、どうしてユミナを助けなかったのか、と聞く訳にもいかない。聞けば確実にカツヤとユミナの両方の気分を害するからだ。

　それに自分の勘違いである可能性もある。所詮自分は素人だ。素人には分からないが、各自の位置などからユミナを援護するのが非常に困難だったのかもしれない。

　また、カツヤ達もユミナも総合支援システムを使用しているが、カツヤ達が使用するタカギのシステムと、ユミナが使用するフルタのシステムは、まだ統合されていない。その辺りが原因かもしれない。或いは、システムがカツヤ達７人とユミナの戦力比を２対１と換算したからかもしれない。

　いずれにしろ、自分には分からない何らかの理由があったのだろう。シェリルはそう結論付けて、それ以上考えるのをやめた。




　人型の障害を撃破したカツヤ達がモンスターを倒しながら撤退を急ぐ。そして先頭のカツヤが通路の先に仲間達の姿を見付ける。事前に退路の確保を頼んでおいた者達だ。

　総合支援システムが部隊の識別信号を捉えているので、今度は確実に味方だ。その味方がここまで来ている以上、退路の確保も済んでいる。あとはシェリル達を連れて外まで走るだけだ。そう思ってカツヤが笑う。

　しかしそこで後方から敵性の反応が複数現れる。総合支援システムはそれらの反応を、前に倒した人型の敵性体と同種のものと判断し、各自の拡張視界にその情報を表示した。カツヤが険しい表情で舌打ちし、振り返りながら銃を構える。

　ユミナもほぼ遅れずに振り返った。だが何も持たずに左腕を前に出す敵の体勢を見て、即座に行動を変える。

「避けて！」

　ユミナはそう叫びながら、側にいたシェリルを抱えて通路の脇道に飛び込んだ。

　カツヤもミズハを抱えて逆方向の部屋に飛び込む。他の者達も遅れずにカツヤに続く。

　その直後、その場が砲撃された。広めの通路とはいえ屋内だ。密閉空間では四散し切れない衝撃が、痛烈な爆風と化して通路に広がっていく。

　室内に逃げたカツヤ達は、部屋の出入口から入ってくる強風に耐えるだけで済んだ。しかし通路の横道に逃げたユミナ達は、駆け抜ける暴風に吞まれてしまった。かなり遠くまで吹き飛ばされていく。

　それでもユミナは飛ばされながら体勢を直して何とか着地した。爆発の衝撃を少々喰らっていたが、銃撃にも耐える強化服のおかげもあって無傷だ。

「シェリル。大丈夫？」

「はい。大丈夫です」

　シェリルも旧世界製の衣服を素材にした仕立て服のおかげで無傷だ。しかしその顔は非常に険しい。それは先程の砲撃によりカツヤ達と一瞬で分断されてしまったから、という理由だけではなかった。

　ユミナはすぐにシェリルを連れてカツヤ達の下に戻ろうとした。だがいきなり頓挫する。既に敵部隊は元の通路の横道の所まで到達していた。

　ユミナ達を砲撃したのは、後方から出現した得体の知れない少年達だ。ユミナはその少年達が自分達に向けて左腕を伸ばすのを見て、以前ティオルに同じように砲撃されてアキラに助けてもらった時のことを思い出し、咄とっ嗟さに動いていた。そして予想通り砲撃された。

　砲撃後、異形の少年達が爆煙を煙幕代わりにして突撃する。左腕を大砲に変えた個体はその砲撃により、砲口を塞ぐ自身の左手も一緒に吹き飛ばして失っている。しかし顔色一つ変えずに右手にブレードを持って突き進む。更に左腕を機銃に変えた個体がそれを援護する。

　少年達はカツヤ達がいた場所までわずかな時間で到達すると、３部隊に分かれた。カツヤ達と戦う部隊。退路の確保を進めていたカツヤの仲間達と戦う部隊。そして横道に逃げたユミナ達を追う部隊だ。

　それを見たユミナはカツヤ達との合流を即座に中止した。自分達の方に向かってくる相手は５体。自分だけでは一対一でも苦戦した相手だ。勝ち目は無い。ここに留まっても、カツヤ達の救援を待つ時間すら稼げない。即座にそう判断し、シェリルを半ば抱えて通路の奥へ走り出す。同時にＳＳＢ複合銃を後方に向けて連射する。

　撃ち出されたのは自動人形戦でも使用していた小型ミサイルだ。本来は室内で使うものではない。だが構わず撃った。近距離で使えばその爆発に自分や味方まで巻き込まれかねない。それでも、その爆発で敵の接近を阻止する方を重視した。

　撃ち出された無数の小型ミサイルが、敵に当たる前に同時に爆発する。爆発の重複により膨れ上がった衝撃を喰らった少年達は、何体かはそのまま木こっ端ぱ微み塵じんになり、別の何体かは後方まで吹き飛ばされていった。

　そしてユミナ達もその爆風に吹き飛ばされる。しかしユミナの見事な動きにより、まるで背を押す風を利用して飛ぶように通路を跳躍して、何とか威力を削そぎ切った。シェリルを庇いながら通路の曲がり角の壁に着地して、反動を殺して今度は床に着地すると、そのまま急いでその場から出来る限り離れていく。

　そのユミナ達を、異形の少年達が追っていった。




　迫り来る異形の少年達を相手に、カツヤは必死で戦っていた。敵のそれぞれはカツヤにとってそこまで強くはない。しかし蹴散らせるほど弱くもない。そして数が多い。続々と増援が現れる。

　それでもカツヤ達だけであれば戦線を押し上げることも出来た。しかしミズハという護衛対象を連れていることがカツヤ達からその余力を奪っていた。カツヤはその場に釘付けにされながら、とにかく敵を倒し続ける。

（……クソッ！　シェリル！　ユミナ！　すぐに助けに行く！　無事でいてくれよ！）

　どんどん遠ざかっていくユミナ達の反応に焦りを募らせながら、カツヤは必死に戦っていた。
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　多種多様なモンスターの死体が散らばる室内に、オリビアはティオルを連れて立っていた。

「では、どうぞ」

　無表情のティオルの左腕が、大口を開けてモンスターの死体に食らい付く。旺盛な食欲で複数の死体をすぐに平らげた。その腕は食事の分だけ肥大化していた。

　オリビアがティオルの左腕の大口に向けて立方体の形状の装置を放る。大口がそれを飲み込むと、ティオルの左腕が肩口から千切れた。肩口からは新たな腕が生えていく。そして分離した腕はその形状を徐々に人型に変えていき、最終的にティオルによく似た異形の少年へ変化した。

　少年はすぐにその場から走り出していく。オリビアもティオルも、そのことに全く興味を示していない。

「では、どうぞ」

　新たに生えたティオルの左腕が、まだ残っているモンスターの死体を再び食べ始める。その場の全ての死体が食い尽くされるまで、それは繰り返された。
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　必死に戦いながらも次々に現れる異形の少年達に苦戦を強いられていたカツヤだったが、その場の敵を倒し終えて一時的な勝利を得た。退路の確保を頼んでいた者達に加えて、外の部隊の者達にも増援に来てもらったおかげだ。

　しかし安堵の息を吐く余裕など無い。すぐにユミナに連絡を入れる。

「ユミナ！　大丈夫か！」

「……ええ、大丈夫よ。シェリルも無事。取り敢えず頑丈そうな部屋に立て籠もってるわ。そっちの状況は？」

「分かった！　待ってろ！　すぐに助けに行く！」

　そのまま走り出そうとしていたカツヤを、ユミナの強い口調が止める。

「カツヤ。そっちの状況は？　答えて」

　その威圧するような声を聞いて、カツヤはある程度平静さを取り戻した。自分達の状況をユミナに説明する。

　それを聞いたユミナの返事は、カツヤには余りに予想外なものだった。

「……そう。それじゃあカツヤはこっちは後回しにして、一度外に出てミズハさんを安全な場所まで連れていって」

「ユミナ!?　何言って……」

「カツヤ。ミズハさんを連れてこっちの救援に来る気なの？」

　足手纏いを連れての救援行動など、考えるまでもなく悪手だ。それはカツヤも分かる。だがそれでも、それもそうだな、などとは答えられなかった。助けが遅れれば、それだけユミナ達が死ぬ確率が上がるからだ。

　それを察してユミナが続ける。

「もうカツヤはちゃんと隊長をやってるんでしょう？　それなら、とにかく突っ走るような真似はやめて、ちゃんとやりなさい」

　分かった。その言葉がカツヤの口から出てこない。ユミナの言う通りだ、という思考が頭の中から不自然なまでに溢れているのにもかかわらず、ユミナ達を見捨てるような言葉を発することを、カツヤの心が拒否していた。

　ユミナが敢えて余裕そうな声で続ける。

「別に後方連絡線までミズハさんに付き添えなんて言ってないわ。それに弾薬も大分消費したでしょう？　一度外に出て、部隊の一部にミズハさんを遺跡から脱出させて、弾薬も補給して、救出部隊も編制して、確実に助けられる状態を整えて、ちゃんと助けに来てちょうだい。良いわね？　分かった？」

　弾薬を大分消費した状態で護衛対象も連れたまま、ユミナ達を無理矢理助けに行けば、最悪の場合、２人の護衛対象がどちらも死ぬ。一度脱出すれば、片方だけは確実に助かる上に、弾薬も補充できる。

　部隊の隊長として自分がどちらを選ぶべきかなど、カツヤも分かり切っている。総合支援システムもユミナの提案を肯定している。責任のある立場として、部隊全体の安全の為に、一部を切り捨ててでも、正しい選択をしなければならないと理解している。

　それでも、カツヤには苦渋の決断だった。

「…………分かった。絶対助ける。だから、待っててくれ」

「ええ。待ってるわ」

　長い付き合いを感じさせる少しだけ嬉しそうなその声を最後に、通信は切れた。

　決断はした。その決断の意志を現した表情でカツヤが指示を出す。

「行くぞ！　脱出だ！」

　その指示と意志に従い、部隊は統率された動きで動き出した。
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　立て籠もっている少し広めの部屋で、場合によっては今生の別れの言葉となる返事を、ユミナがカツヤに送る。

「ええ。待ってるわ」

　そして通信を切った。これでカツヤの方は大丈夫だろう。そう思って小さく安堵の息を吐く。

　そこでシェリルに声を掛けられる。

「正直なところ、助かりそうですか？」

「……正直に言うと、分からないわ。まあ、カツヤ達の頑張り次第ね」

「そうですか。分かりました」

　非常に落ち着いた様子のシェリルを見て、ユミナが少し意外そうに笑う。

「私が言うのも何だけど、こんな状況で随分落ち着いてるのね」

「死ぬかもしれない状況は、これでもそれなりに経験していますから。それに、人間死ぬ時は死ぬものです。仕方がありません。まあ、死にたい訳じゃないですけど」

「達観してるのねー」

　ある意味で死地を活動場所としているハンターとは異なり、恐らくは一般人側であるシェリルの落ち着いた態度を、ユミナは少しだけ面白く思った。そしてユミナ自身も平静をしっかりと取り戻し、無駄に悲観して押し潰されないように、軽く笑う。

「まあ、私も出来るだけ粘ってみるわ」

「お願いします」

　シェリルも笑って返した。
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　ユミナ達を助ける為に急いで建物から出たカツヤだったが、外も大変な状況だった。

　巨大なモンスターの群れは４機の人型兵器が何とか抑えている。しかしその脇を抜けてくる比較的小さめのモンスターまでは対処し切れない。そちらは歩兵であるドランカムの部隊が抑えていた。

　カツヤは部隊全体を、自分が率いてユミナ達を助けに行く部隊、自分達が戻ってくるまで場の確保を続ける部隊、ミズハを安全な場所まで送る部隊の、３部隊に分けるつもりだった。

　しかしそうするには余りにも敵の数が多過ぎた。ここで下手に戦力を分散させてしまうと、この場に残す部隊も、ミズハを送る部隊も、どちらも個別に撃破されてしまう恐れが高かった。

　安全性と確実性の為に、この場の全員で一度脱出するべきだ。カツヤの頭にその案が不自然なまでに強く浮かぶ。総合支援システムも同じ結論を出している。

　しかしそれはユミナ達を置き去りにしてこの場から離れることを意味する。

　建物から一度脱出して、すぐに助けに戻る。その選択ですら、カツヤには堪え難いほどの苦渋の決断だった。そこに更なる非常な決断を強いられたカツヤは、無意識にその決断を遅らせた。まずはミズハに比較的安全な車内に入ってもらい、自分は消費した弾薬を補充する。これ以上の時間稼ぎは出来ない。

　そこに妥協案が浮かぶ。

　ミズハは建物から脱出させた。この場には仲間達もいる。つまり今までよりは十分に安全になった。だからミズハにはこの場に残ってもらえば良い。そうすればこの場には３分の２の戦力が残る。自分達がユミナ達を助けて戻るまで十分保つはずだ。

　そうだ。そうしよう。カツヤはその妥協案に飛び付いた。

　しかしそこで人型兵器の部隊から通信が入る。

「やっと出てきたか！　離脱するぞ！　急げ！」

「ま、待ってくれ！　まだ中に仲間が……」

「待たない！　こっちも残弾がヤバいんだ！　お前らが残るのは勝手だが、俺達は30秒後に離脱する！　以上だ！」

　それで通信は一方的に切れた。カツヤの表情がその胸中を映し出して深く険しく歪む。

　３分の２の戦力でも十分だという妥協案は、人型兵器の支援を前提としている。カツヤの部隊だけでは、白い機体達でも手に余る巨大なモンスターの群れまでは相手に出来ない。これで妥協案は消きえ失うせた。

　それならば、もういっそのこと部隊全体で建物に再突入するか。遺跡の外への撤退は出来なくなるが、全員で籠城して救援を待てば良い。下手に撤退するよりその方が安全か。カツヤがそう考える。

　すると、それはやめておけ、という考えが、不可解なほどに強く浮かぶ。しかし冷静さを欠いている上に、ユミナ達を見捨てたくないカツヤは、そちらの考えには従えなかった。

　ユミナ達を見殺しにするのが最善だ。そう判断できることが強さであるならば、そんな強さは要らない。その想いで、かつてのように踏み出そうとする。

　しかしそれを止めたのもユミナだった。

　確実に助けられる状態を整えて、ちゃんと助けに来てちょうだい。

　最後に交わしたその言葉が、カツヤの頭に浮かんだ。そしてカツヤは理解した。自分は単に自棄になっているだけだと。何も考えずに動いて、ユミナ達だけでなく他の仲間達まで危険に晒そうとしていると。

　それにユミナのおかげで気付けたカツヤは、ギリギリのところで自分を止めることが出来た。

「…………クソッ！」

　大規模な救援部隊を編制してでも必ず戻ってくる。カツヤはそう心に決めて、自らの無力さを嚙み締めて、吐き捨てた。

　そして人型兵器の撤退に合わせて自分達もこの場から一緒に離脱するように、部隊に指示を出そうとする。

　だがそこでまた状況が変化する。この場に殺到するように集結してカツヤ達を分厚く包囲しているモンスターの群れの一部が、突如として吹き飛んだのだ。大型も小型も特大も、一切の区別無く弾幕に吞まれて千切れ飛んでいた。

「何だ!?」

　思わずそちらを見たカツヤの視線の先から、敵の群れを蹂躙した者がバイクで勢い良く近付いてくる。そしてカツヤの前で急停止した。

　それはアキラだった。

「シェリルは？」

　その簡潔な質問に、余りの驚きで混乱気味だったカツヤは答えられなかった。代わりに自分の疑問を口に出す。

「お前……、何でここに……」

「シェリルは？」

　だがアキラはカツヤの質問に答えずに、同じ質問をより強い口調で繰り返した。

「……まだユミナと一緒に中で立て籠もって……」

　アキラが最後まで聞かずにバイクを急発進させる。それに気付いたカツヤは、反射的にアキラのバイクに飛び乗った。

　バイクごと建物に突入したアキラが、飛び乗ってきたカツヤに怒声を浴びせる。

「おい！　何の真似だ!?　降りろ！」

　だがカツヤも叫び返す。

「嫌だ！　俺も連れていけ！　ユミナ達を助けるんだ！」

　アキラが屋内をバイクで突き進みながら舌打ちする。そして前方のモンスター達に銃を向けた。カツヤも合わせて銃を構える。

　撃ち出され標的を吞み込んだ弾幕はモンスター達の原形を消失させた。細かな肉片が通路に飛び散り辺りを凄惨に彩っていく。

「落ちても拾わねーからな！」

　アキラとカツヤを乗せたバイクは、その場を高速で駆けていった。
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　第１奥部で救援依頼を続けていたアキラは、シェリルから連絡を受けて急いで現場に向かっていた。

　何かあったら呼べ。そうシェリルに言ってはいたものの、アキラは実際に呼ばれることはないだろうと思っていた。

　第１奥部に行くとはいえ、シェリルはドランカム事務派閥の精鋭部隊に、つまりカツヤやユミナ達に護衛されているのだ。しかもシェリルだけではなくドランカム事務派閥の幹部も一緒だと聞かされていた。そのような状態で危ない真似はしないだろう。そう思っていた。

　だからこそ、アキラはそのシェリルから救援要請が来たことに驚いていた。そして険しい表情で先を急ぐ。ドランカムが責任を持って安全を確保している状態を覆すほどの何かが起こった。それだけは確かだからだ。

『アルファ。何があったと思う？』

『何とも言えないわ。救援の要請は来たけれど、簡素なテキストでの通知だった。詳細な文や口頭での要請ではなかった理由が、敵に襲われていてそれどころではなかったから、であれば、相当な量のモンスターに襲われているのかもしれないわね』

『でも第１奥部のモンスターって、都市が間引いてる最中じゃなかったっけ？』

『シェリルがいる場所は、後方連絡線から大分離れた位置だから、間引きが追い付いていないのかもしれないわ。まあ行けば分かるでしょう。単に不安になってアキラを呼んだだけって可能性もあるしね』

『その程度のことなら良いんだけどな。とにかく急ぐか』

　道は荒野の悪路ほど傷んではいないが、瓦礫だけでなくモンスターの死体なども転がっており、速度を出すのは危険な状態だ。廃ビルの陰から急に出て来たモンスターと衝突すれば、アキラのバイクでもただでは済まない。

　その道をアルファの運転技術で高速で移動する。進行方向のモンスターを銃撃して前もって撃破し、その横のきわどい位置を駆け抜けていく。高額なバイクはその性能を十全に発揮して、アキラを目的地まで高速で届けようとしていた。

　しかしそれでも到着までは少し時間が必要だった。アキラはシェリルから救援を頼まれることなど無いと思っていたこともあって、救援依頼で助けた者達を後方連絡線まで送り届けるようなこともしていた。その所為で、念の為に第１奥部にいたとはいえ、シェリルから大分離れた位置にいたのだ。

　アキラが思わず顔を険しくする。

『もっと近い位置にいれば良かった。しくじったな』

　しかしアルファは首を横に振った。

『アキラ。それは仕方が無いわ。その辺の話を突き詰めれば、四六時中シェリルの側にいなければならないけれど、それは無理だって前にアキラも言っていたでしょう？』

『それはそうだけどさ』

『初めからシェリルの護衛をずっと続ける暇なんか無い。あとはシェリルの運次第だ。アキラはそうも言っていたわ。だからこれ以上はシェリルの運次第よ。私達が間に合うかどうかも含めてね。私達は出来る限りのことをする。その上で、あとは彼女の運に期待しましょう』

　アルファはそう言ってアキラを元気付けるように笑った。

　それでアキラも笑って返す。今自分がやるべきことは後悔ではない。そう考えて気合いを入れ直した。

『そうだな。それじゃあ、急ぐか！』

　そのままアキラはバイクで遺跡の中を疾走する。出来る限りのことをしようと、邪魔なモンスターを銃撃して蹴散らしながら、高速で突き進んだ。




　遺跡の中を急いで進み、シェリルがいる目的地までもう少し、という所まで来たアキラが顔をしかめる。

『アルファ。今日のシェリルの運は大分悪いみたいだな』

『そのようね』

　アキラの拡張視界上には、周辺の様子が俯ふ瞰かん視点で表示されている。そこにはシェリルがいる辺りを分厚く囲むモンスターの群れの反応が映し出されていた。

『どういう量だよ。そりゃシェリルも助けに来いって連絡する訳だ』

　モンスターの反応は周辺の地形情報を埋め尽くすほどに多いが、量が多くとも小物だけならば高ランクハンターの脅威にはならない。クガマヤマ都市周辺の荒野に棲息する程度のものならば、この倍の量があっても、強力な火器で逆に一方的に撃破できる。

　しかしここは第１奥部だ。小物であってもその質の下限は高い。加えて大型のウェポンドッグや、異形の巨狼のようなモンスターも数多く交じっており、第２奥部で見た白い機体が必死に応戦している様子も見える。アキラでも、何も知らずにここに来たのであれば、すぐさま引き返す状況だ。

　アルファが一応声を掛ける。

『アキラ。どうする？　引き返す？』

　アキラはそれを挑発と捉えた。意気を上げて笑って返す。

『冗談言うなよ。アルファ！　サポートは頼んだ！　行くぞ！』

　アルファもアキラに合わせて力強く笑う。

『了解よ！　行きましょう！』

　モンスターの群れへ向けて突撃するバイクの上で、アキラが２挺のＬＥＯ複合銃を両手で構える。バイクのアーム式銃座に取り付けられたＬＥＯ複合銃も、敵の群れへ照準を合わせる。その３挺の銃には、バイクのエネルギータンクから伸びている太いエネルギーケーブルが繫がっていた。

　モンスター達もアキラに気付いて動き出す。砲や機銃などを生やす個体が、その銃口と砲口をアキラに向ける。そうではない個体は、その巨体からは考えられない俊敏さでアキラに襲い掛かる。

　既にアキラは体感時間の操作を実施している。その上で更に集中し、意識上の時間の流れを更に歪めていく。加速するバイクを、逆に減速したように感じる世界の中で、アキラは両手の銃を撃ち放った。

　標的を撃ち倒すのに十分なエネルギーが込められたＣ弾チャージバレットの弾幕が荒れ狂う。大量の弾丸の一発一発が敵を貫いてその巨体に大穴を開け、その背後の個体も貫通し、その次のモンスターも粉砕する。

　生体力場フォースフィールド装甲アーマーなどを使うモンスターには、対アンチ力場フォースフィールド装甲アーマー弾が殺到する。その強固な装甲を貫き、脆い体内を蹂躙し、弾丸から伝でん播ぱした衝撃により内側から爆発したように吹き飛ばす。

　大量のモンスターが一瞬で千切れ飛び、その血肉を撒まき散ちらす。その血肉すら、飛び散り終える前に後続の弾幕に空中で撃たれて四散した。

　Ｃ弾チャージバレットも対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾も、どちらも普通に買えば１億オーラムは軽く超える大容量の拡張弾倉だ。その無尽蔵の総弾数と誤解されかねない弾倉と、ＬＥＯ複合銃の非常に高度な連射能力が組み合わさり、一帯を弾丸で埋め尽くした。

　モンスターもアキラを狙う。ゆっくりと時が流れる世界の中、周囲に飛び散り空中に漂う血肉が情報収集機器の精度を落とす状態で、射線上の他のモンスターのことなど一切気にせずに、銃撃し、砲撃する。それは一帯を射線で埋め尽くすかのような、苛烈で濃密な砲火だった。

　その攻撃をアキラはバイクの上で巧みに躱す。

　装備の更新により更に高度な探知が出来るようになった情報収集機器の性能。それを基にしたアルファの高度な解析。アルファの神懸かり的なバイクの運転技術。精密かつ高速での動作を可能にする強化服の身体能力。そしてアキラ自身の研けん鑽さんされた回避能力。

　それらが組み合わさり、アキラは敵の攻撃をただの一発も喰らうことなく、完全に完璧に回避した。

　大量のモンスターによる分厚い包囲網を、アキラが強行突破するのに要した時間は、10秒に満たない。しかしアキラ自身はそれを十数分に感じながら撃ち続けていた。

　その酷く緩やかに時が進む世界の中で、アキラは次々に粉砕されていくモンスター達を見ていた。それを可能にした力の凄さを改めて理解し、思わず笑う。

『こんな強力な弾を撃ち放題！　これが弾薬購入費補助の力だ！　本来はハンターランク50以上の権利！　アルファ！　苦労して手に入れた甲斐があったな！』

　既にアキラはシズカの店に注文した弾薬を手に入れていた。追加の注文も済ませている。

　これからはこの威力の弾丸を気軽に使えると思うと、イイダ商業区画遺跡での激戦も結果的には良いことだったのではないか。アキラが思わずそう考えてしまうほどに、弾薬購入費補助の権利はアキラの戦力を格段に引き上げていた。

『そうね。自動人形と戦って死にかけた甲斐はあったとしましょうか。もう少しで突破するから、少し落ち着きなさい』

『おっと』

　大分高揚気味だった自分に気付いたアキラが、アルファに窘たしなめられて落ち着きを取り戻す。

　弾薬購入費補助の権利を得て強くなったが、それも所詮はアルファのサポートと同じく後付けの力だ。自分の力だと勘違いして調子に乗ると油断を招く。アキラはそう考えて気を引き締めた。

　そしてそのまま敵の群れを突破すると、前方にカツヤの姿を見付けた。しかしシェリルの姿は無い。カツヤの前で急停止してシェリルの居場所を尋ねる。

「シェリルは？」

「お前……、何でここに……」

「シェリルは？」

「……まだユミナと一緒に中で立て籠もって……」

　シェリルだけでなくユミナまで建物の中に取り残されている。それを知ったアキラは即座にバイクで屋内に突入した。

　だがそこで予想外のことが起こる。カツヤがバイクに飛び乗ってきたのだ。

「おい！　何の真似だ？　降りろ！」

「嫌だ！　俺も連れていけ！　ユミナ達を助けるんだ！」

　アキラは反射的にカツヤを蹴落とそうとした。だがアルファに止められる。

『アキラ。やめておきなさい。この状況で敵を増やしても仕方無いでしょう？』

　建物内にもモンスターはいる。既にそこにいる。それらの相手を、カツヤを力尽くでバイクから落としながらするのは難しい。アキラもそれぐらいは理解し、舌打ちした。

「落ちても拾わねーからな！」

　そして仕方無くカツヤと一緒に先を急ぐ。通路の前方にいたモンスターを二人掛りの銃撃で消し飛ばし、その上をバイクで駆け抜けた。
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　人型兵器の撤退に合わせてドランカムの部隊も現場から撤退していく。これはカツヤの指示だ。アキラのバイクに飛び乗って建物の中に入ってから、すぐにその指示を飛ばしていた。

　その指示に異議を唱える者はいない。撤退の指揮を請け負ったアイリの指示で、部隊は慌てず騒がす速やかにその場を後にしていく。

　周囲を取り囲んでいるモンスターの群れは健在だが、人型兵器の支援を受けて部隊全体で対処すれば、包囲の突破はそこまで難しくない。そして包囲を抜けてしまえば、あとは追ってくるモンスターを倒しながら後方連絡線まで戻るだけだ。それはカツヤ達の部隊であれば容易なことだった。

　エリオ達は護衛対象として同じ車内に纏められていた。少し重苦しい空気が漂う中、エリオが小さく溜め息を吐く。他の者も気持ちは分かると言いたげに、似たような様子を見せていた。

「俺達……、調子に乗ってたな……」

「……ああ、そうだな」

　カツヤの部隊の者に交じって一緒にモンスターを倒した経験は、エリオ達の自信を大きく上昇させていた。

　総合支援システムの支援を受けているとはいえ、足を引っ張らずに遺跡を探索できた。しかもそこはそこらのハンターでは足を踏み入れることすら出来ない危険な場所だ。

　そのような場所で戦えた自分達は、実は結構強いのではないか。エリオ達がそう思ってしまうほどに、その成果は大きく、衝撃的だった。自分達は所詮スラム街の徒党の武力要員でしかない。その程度の弱者でしかない。その認識を、一度はエリオ達から拭い去ったほどに。

　しかしその過度な自信は、大型モンスターが群れで出現したことですぐに剝がれ落ちた。巨大なモンスターの襲撃を受けたエリオ達は、慌てふためき、恐れ、怯おびえ、何も出来なかった。

　そしてその時点で、エリオ達はカツヤの部隊の者達から、共に戦う者ではなく護衛対象に格下げされた。それが、車外ではカツヤの部隊の者達が今も戦っているのにもかかわらず、エリオ達が安全な車内でのんびりしている理由だった。

　その良くも悪くも身の程を知った者達が、各自の胸中を溜め息に変えて吐き続けている車内で、ようやく溜め息を吐き終えたエリオが、意識を切り替える為に敢えて力強い声を出す。

「……よし！　お前ら、落ち込むのは終わりだ！」

「エリオ？」

「最後に多少ケチはついたけど、俺達は十分にやった。スラム街をうろちょろしてるハンター崩れ程度じゃ辿り着けもしない場所で、それなりに戦えたんだ。十分じゃねえか」

「そりゃまあ……、そうだけど……」

「だろ？　落ち込むようなことじゃねえよ。ボスだって俺達に、ドランカムの部隊と同じように戦えないと駄目だとは思ってねえさ。思ってたら俺が文句を言ってやる」

　エリオの励ましで、他の子供達も元気を取り戻していく。エリオに合わせて敢えて調子良く笑った。

「じゃあエリオ。その時はボスにビシッと言ってくれ。頼んだぞ」

「流石はエリオだ。俺達の徒党の幹部だけはあるな。頼んだ」

「っていうか、その前にボスにその辺は大丈夫なのか聞いておいてくれ。幹部だろ？　頼んだ」

「お、おう」

　エリオもそれは徒党の幹部である自分の仕事だと分かっていたが、そういうことを聞くのが得意な訳でもなく、半分勢いで言っていたこともあり、少したじろいでいた。

　そこで、ある子供が少し怪訝な顔で口を開く。

「そういえば、ボスは？」

「あのミズハとかいうドランカムの幹部の女と一緒にいるんじゃないか？」

「いや、あの女の側にはいなかったような……」

　子供達が唸る中、別の子供が少し険しい顔を浮かべた。

「……なあ、まさかとは思うけどさ、ボスが逃げ遅れてるってことは、ないよな？」

「いや、流石にそれは……」

　そう言いながらも、誰もそれを確実に否定できなかった。不穏な気配が漂い始めた車内で、更に別の子供が別の懸念を口に出す。

「……なあ、俺の勘違いかもしれないんだけどさ、アキラさんがいなかったか？」

「いや、アキラさんはいないぞ？　俺達に同行する予定だったけど、諸事情で駄目になったってボスが言ってただろ？」

「そうじゃなくて……、俺もチラッと見ただけだから見間違いかもしれないんだけど、何か、バイクで突っ込んできたやつがいたじゃん？　あれ、アキラさんだったような……」

　エリオ達はそれで黙った。その表情は何かを笑ってごまかすかのような、わずかに硬いものだった。

　アキラは自分達の後ろ盾で、非常に強力なハンターだ。頼もしいとは思う。

　しかし何か不穏なことが起こりそうな状況で、その場にアキラがいた場合、発生した騒ぎの規模を膨れ上がらせる危険人物のような印象も感じていた。

　そのアキラが、あの場にいたかもしれない。それはこの場の子供達にとって、ある意味で下手な怪談より怖いことだった。

　シェリルの徒党には好待遇を提示されても幹部になりたがらない者が多い。その理由の一つでもあった。
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　アキラが建物の中をバイクで走ってユミナ達の下に急行する。

　通路はそこそこ広いとはいえ、バイクで走るような造りはしていない。並の運転技術であれば即座に壁に激突する。しかしアルファのサポートを得ているアキラにとっては何の問題も無い。バイクの接地機能も活用して、十字路を高速で直角に曲がって通り抜ける。その上で、邪魔なモンスター達も正確に銃撃して撃破する。

　アキラのバイクに飛び乗って強引に同行していたカツヤは、そのアキラの実力に驚愕していた。

（……強い！　この狭い建物の中をバイクでこの速度を出すだけでも十分凄いってのに、その上で銃撃までこの精度かよ！　何て実力だ！）

　通路を高速で走るバイクが急に車体の向きを真横に変える。急激で強引な体勢の変更によりタイヤが床から離れて車体が浮いたが、その体勢のまま慣性で通路を飛ぶように進み、別の通路との接続箇所にいたモンスターの群れに両輪で体当たりした。

　そしてバイクはその群れを加速して轢ひき殺ころしながら通路を進む。肉片を飛び散らせて轢れき死ししたモンスターが酷い有あり様さまとなって通路に散らばった。

　カツヤはそのバイクに乗りながら後方に銃を向けて、轢れき殺さつから逃れたモンスター達を銃撃している。そのカツヤの様子にアキラは舌を巻いていた。

（……今の動きに平然と対応してやがる。俺だってアルファのサポートが無ければ落ちてるってのに、何なんだこいつは。どういう強さなんだ？）

　バイクから落ちても拾わない。そう言った言葉に噓は無く、アキラはその時はカツヤを本当に見捨てるつもりだった。その上で出来る限り早くユミナ達の下に行く為に、カツヤを全く気遣わない運転を続けていた。

　それでもバイクから落ちず、自分を的確に援護までするカツヤの強さに、アキラは驚きを隠せなかった。そして別の懸念も覚える。

（俺のバイクに飛び乗ってまでユミナ達を助けに行こうとしてるんだ。こいつもユミナ達を助けたいとは思ってるんだろう。……じゃあ何でユミナ達はこいつと一緒にいないで、中で立て籠もってるんだ？　何があった？　一緒に脱出するのを邪魔されたのか？　ここまで強いやつがいたのに？）

　一体何があったのか。アキラはそれが気になったものの、ユミナ達を助けてから聞けば良いと考えて、今は気にしないことにした。

　カツヤに聞こうとは思わなかった。何らかの事情があり、それが普通なら聞けば納得する正当な理由だったとしても、カツヤから聞くと、何を聞いても無駄にいらだつだけだと思ったからだ。

　過合成スネーク戦の時にも感じた、不自然で不可解ないらだち。アキラはそれを、今、再び感じていた。

　その状態のアキラにカツヤが声を掛ける。

「おい！　ちゃんとユミナ達の方に進んでるんだろうな？」

　カツヤはユミナ達の位置が大まかにではあるが分かっている。総合支援システムは部隊の効率的な作戦行動を実現する為に、各員の位置を常に把握しているからだ。

　しかし通信が確立しているだけでは、相手の正確な位置が分からない状況も多々ある。荒野より色無しの霧の濃度が高いことが多い遺跡の大気や、情報遮断性質を持つ建築材料で造られた建築物などが、各自の情報収集機器の精度を落とす場合などだ。

　それでも大まかな位置や方向すら分からない状況と比べれば雲泥の差がある。一応アキラはユミナ達の方向に進んでいるが、もし誤った根拠で移動先を決めているのであれば、今の内に修正しておかないとまずい。カツヤはそう思ってアキラに声を掛けていた。口調が荒いのは余裕の無さの表れだ。

　そのカツヤにアキラが非常に不機嫌な声を返す。

「黙ってろ」

　内心のいらだちを如実に現したその声と、相手との会話そのものを拒絶するその短い返事は、次に声を掛けたら蹴り落とすという意志をありありと感じさせるものだった。流石にカツヤも売り言葉に買い言葉とはいかずに、思わず言い返すのを躊躇する。

　アキラが舌打ちする。それは訳の分からないいらだちに翻弄されてしまった自身に対してのものだったのだが、カツヤはそれを自分に対してのものだと捉えた。その所為でカツヤの機嫌も急激に悪化する。

　その相乗効果により、アキラとカツヤの間には、バイクに二人乗りという非常に狭い間合いの中で、臨戦に近い空気まで漂い始めていた。

　しかし衝突には至らない。

『アキラ』

『……分かってる。ここであいつと戦うような馬鹿な真似はしない』

　注意されたと思ったアキラは、自分にも言い聞かせるようにそう答えた。しかしアルファの注意の対象は別だった。

『違うわ。前方に敵よ。少し手て強ごわいかもしれないわ。注意して』

　それでアキラも意識を切り替える。アルファがわざわざ注意するほどの強敵。そう考えて気を引き締める。

　通路の先から現れたのは十数体の異形の少年達だった。左腕から生やした銃、左腕の砲、肥大化した左腕の盾、そして右手のブレードで、連携してアキラ達に襲い掛かってくる。

「気を付けろ！　あいつら強いぞ！」

　カツヤは険しい顔で思わずそう叫んだ。アキラから黙っていろと言われていたが、その少年達の強さを知っているだけに、流石に黙っていられなかった。

　ほぼ同時に、アキラが両手のＬＥＯ複合銃を撃ち放つ。無数のＣ弾チャージバレットが宙を穿って直進し、異形の少年達に喰らい付く。大量のエネルギーを消費して威力を膨れ上がらせたＣ弾チャージバレットの群れは、盾持ちの個体すら容易く粉砕し、他の個体も纏めて吹き飛ばした。

　少年達の血肉が至る所に飛び散った通路を、アキラがバイクで駆け抜けていく。

　余りに予想外の結果に、カツヤは思わず声を忘れていた。相手は自分が仲間達と一緒に苦労して何とか倒した強敵のはずだった。強過ぎて、ユミナ達の下に向かうことすら出来なかったほどだった。それらが十数体いたのにもかかわらず、あっという間に為す術も無く粉砕された。信じられなかった。

　そのカツヤに、アキラが不機嫌な声で、もう一度言う。

「黙ってろ」

　カツヤが険しい顔で歯を食い縛る。何も言えなかった。

　そのアキラも別の理由で険しい表情を浮かべていた。拡張視界に表示されているバイクのエネルギー残量が想像以上に減っているのだ。

　大容量の拡張弾倉のおかげで弾切れの心配はほぼ無くなった。しかし今度はエネルギー切れの心配が生まれていた。

　エネルギーを注ぎ込めば注ぎ込むほど威力が上がるＣ弾チャージバレットだが、エネルギーの充填無しでは通常弾と変わらない威力しか無い。つまり、十分な威力を出す為にはそれだけ大量のエネルギーが必要だ。先程の威力で連射すれば、銃に装着しているエネルギーパック程度ではすぐに枯渇する。

　そこでアキラはＬＥＯ複合銃とバイクのエネルギータンクをエネルギーケーブルで繫ぎ、そちらのエネルギーをＣ弾チャージバレットに注ぎ込んでいた。これにより桁違いのエネルギーを得たＣ弾チャージバレットは、異形の少年達を一瞬で粉砕するほどの威力となっていた。

　これでバイクに乗っている限りエネルギー切れの心配は無い。アキラはそう思っていたのだが、既にバイクのエネルギー残量は半分を切っていた。

　走るだけなら数ヶ月は保つはずの大容量エネルギータンクの残量がここまで減ったことに、流石にアキラも顔を険しくする。

『アルファ。今ので随分エネルギーを使ったみたいだけど、あいつらはそんなに強かったのか？』

　Ｃ弾チャージバレットの威力を決めたのはアルファだ。そしてアキラも、アルファが過度に高威力にしてエネルギーを無駄に消費したとは思っていない。ただ、そこまでしなければならなかったのかと、少しだけ怪訝に思っただけだ。

『多少過剰気味な威力だったのは否定しないわ。でもそれは最短時間で倒すことを重視したからよ。もっと時間を掛けて丁寧に倒せば、格段に少ない消費で済ませることも出来たけれど、その方が良かった？』

『いや、早く倒す方が良い。あ、文句を言った訳じゃないんだ。ただ、この調子でエネルギーを使ったらヤバいって思ってさ。それだけだ』

　バイクのエネルギータンクを用いたＣ弾チャージバレットでの攻撃は、現状のアキラの装備での切り札でもある。そしてアキラはユミナ達を助ける為に、その切り札を切り続けている。

　それはカツヤを驚かせるほどの効果をもたらしたが、その結果、十分あると思っていた切り札がもう残りわずかな枚数になっていることに、アキラは少し焦りを覚えた。その焦りが、アキラにアルファに対して文句とも捉えられる言葉を吐かせていた。

　アキラの弁明に、アルファが笑顔を返して答える。

『そうね。これだけのエネルギー消費を強いられる敵がこんな場所にいるなんて、普通は考えられないわ。そんな場所にいるなんて、ユミナもシェリルも、今日はとんでもなく運が悪いようね』

『全くだな』

　アキラは苦笑を浮かべて先を急いだ。

　運が悪ければ、何が起こっても不思議は無い。不可解なほどに大規模なモンスターの群れや、本来その場にいるはずがない強敵と遭遇したとしても、それは、それだけ運が悪かったから。

　その根拠となる体験を過去に何度もしてきているアキラにとって、不運とはそれだけの説得力を持つ言葉だった。

　その所為で、アキラは無意識にアルファの言葉に同意していた。

　シェリル達は、運が悪かったのだと。
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　室内でユミナと一緒に立て籠もっているシェリルの運は、まだ尽きてはいなかった。包囲からの脱出は困難だが、その分だけ籠城には適した地形の部屋の出入口から、ユミナは通路のモンスター達を何とか抑えていた。

　しかし徐々に追い詰められていることに変わりは無い。モンスターは次々に出現する。異形の少年もそれに交ざって襲ってくる。有利な場所にいるおかげで撃退は可能だが、弾薬の消費は避けられない。尽きれば、終わる。

（……襲撃者の動きが少し鈍い。強いやつはカツヤ達の方に向かったから？　まあ、助かるけど）

　ユミナがシェリルの様子をチラッと見る。銃声に着弾音、爆発音にモンスターの叫び声が響き、砲撃や小型ミサイルの爆発による振動まで伝わってきている状況にもかかわらず、シェリルは落ち着いた様子を見せていた。

（……ハンターでもないのに、この状況でここまで平静を保てるなんてね。パニックにならないだけでも助かるわ）

　ユミナがシェリルの度胸に感心して微笑みを零す。

（……それなら私も、出来る限りのことをしないとね！）

　そして自身の意気も引き上げた。

　ギリギリの応戦が続く。既に残弾も尽き欠けている。体感時間の操作を騙だまし騙しで維持しているユミナ自身の限界も近い。

　それでもユミナは最後まで足あ搔がこうとする。仲間の位置情報などは敢えて確認しない。その情報が自分達の救援など不可能であることを示していた場合、自分の心が折れかねないからだ。

　不確定な未来に希望を見出して戦い続ける。その先に救いなど無かったとしても、今は最善を尽くす。

　状況は最悪で、どうしようもないのかもしれない。だがそれを本当の意味で知ることが出来るのは、自分が死んだ後にそれを確認した、自分以外の誰かだ。それならば、それを今確認する必要は無い。

　事前に最悪を知ってしまったことで、心が折れて、抵抗を諦めてしまう。そのような、助かる可能性を自分から下げてしまう真似はしない。そう決めて、ユミナは戦い続けていた。

　そこで状況が動く。ただしそれは、状況の悪化だった。ユミナ達が立て籠もっている部屋の、逆側の壁が派手な爆発で吹き飛んだのだ。そしてそこから異形の少年達が出現し、部屋に入ってくる。

　ユミナから抵抗の意志は失われていない。しかしそれでも、無理だ、と思ってしまった。




　ユミナと一緒に立て籠もっているシェリルは、その状況でも落ち着きを保っていた。その余裕の根源は、ある種の、ある意味で前向きな諦めによるものだった。

　助かりたいとは思っている。しかし死んだらそれで仕方が無いとも思っていた。既にアキラに助けを求めたからだ。

　アキラに見捨てられたからにしろ、アキラが頑張った上で間に合わなかったにしろ、アキラに助けを求めた上で駄目だったのであれば、もうどうしようもない。それならば、あとは結果を待って、その結果を受け入れるだけだ。その想いで、シェリルは落ち着いていた。

　だからこそ、部屋の逆側の壁が吹き飛び、その大穴から出てきた異形の少年達を見ても、シェリルにはそれを落ち着いて見る余裕があった。

　その余裕がシェリルに、慌てていれば気付けないことを気付かせた。シェリルが思わず怪訝な顔を浮かべて呟く。

「…………ティオル？」

　その途端、異形の少年達が突如動きを止めて一斉にシェリルを見た。

　そして、今まで自身の四肢がもげようと、他の者達が木っ端微塵になろうとも、ずっと無表情だった少年達の表情が変わる。

　その顔には驚いているようにも、啞然としているようにも、呆ほうけているようにも、見蕩みとれ、見惚れているようにも見えるものが浮かんでいた。少なくとも、一切の意志と感情を感じられない無表情ではなかった。そこには確かな意志と感情が存在していた。




　少年達が突如動きを止めたことにはユミナも驚いた。だが一瞬で我に返り、全力で銃撃する。相手は強力な異形の少年達とはいえ棒立ちの状態だ。防ぎも躱しもせずに真面まともに攻撃を喰らった少年達は、あっという間に倒された。

　ユミナが怪訝な顔で荒い息をしながら内心を吐き出す。

「…………どういうこと？」

　訳の分からない状況に、ユミナは半ば混乱していた。しかし状況はユミナにそのままゆっくり混乱させる暇など与えない。既に少年達によって大穴を開けられていた部屋の逆側の壁が、そちら側から現れたモンスターによって完全に崩壊した。

　ユミナが慌ててモンスターを銃撃する。異形の少年に比べれば弱く、撃破は容易い。しかし壁が崩れたことで大量に入ってくる。狭い出入口だけを死守していれば良かった状況は一変した。

「シェリル！　下がって！」

　モンスターは通路の方からも来ている。そちらには逃げられない。ユミナはシェリルを背にして、さほど広くない室内を後退しながら、次々に出現するモンスター達に残りの弾丸を撃ち込み続けた。

　そして遂に弾が切れる。だがユミナは、その状況を敢えて笑い飛ばした。銃を仕舞い、代わりにブレードを構える。イイダ商業区画遺跡でアキラから貰った物だ。

「まだまだこれからよ」

　そう言って、ユミナは不敵に笑った。

　絶対無理だと思ってしまった絶望的な状況は、訳が分からないにしろ覆った。それならば、弾切れ程度の状況に屈する訳にはいかなかった。

　通路から、無くなった壁から、モンスターが大量に迫ってくる。勝ち目がある量ではないことは一目で分かる。それでも、ユミナは笑っていた。

　群れの先頭のモンスターが、勢い良く走りながら発達した四肢で床を蹴り、その巨体で宙を飛ぶ。そして、ユミナを食い殺そうと大口を開けて、突如飛び込んできたバイクに吹き飛ばされた。

「…………えっ？」

　モンスターに激突して急停止したバイクから、アキラとカツヤが銃撃する。その二人掛かりの銃撃により、周囲のモンスター達はあっという間に撃ち倒された。

　敵の殲滅を済ませたアキラが、余裕の無い表情で銃を下ろす。

「……危ねえ！　ギリギリだった！」

「ま、間に合った…………」

　カツヤも似たような表情で荒い息をしていた。

　シェリルとユミナは突然の事態の連続に半ば啞然として意識を硬直させていた。しかし自分の想い人が助けに来てくれた実感が湧いた途端、その喜びで笑顔を輝かせる。

「アキラ！」

「カツヤ！」
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「シェリル。大丈夫か？」

「ユミナ。無事か？」

　アキラとカツヤも笑顔でそれに応えた。

　シェリルが小走りでアキラの側に行き、更に嬉しそうに笑う。

「はい。大丈夫です。ありがとうございます」

「危ないところだったけど。私もシェリルも無事よ。カツヤ。アキラ。ありがとう。助かったわ」

　ユミナもシェリルに続いて笑って二人に礼を言った。そして軽く周りを見てから少し不思議そうに尋ねる。

「……アキラとカツヤだけなの？　カツヤ。他の人は？」

　カツヤが目を泳がせる。アキラのバイクに飛び乗って自分だけ強引についてきた、とは言い難い。

「それにアキラもどうしてここに？　私達に同行する予定だったけど、急な用事が入ったんじゃなかったっけ？」

　アキラも目を泳がせる。念の為に第１奥部にいたことを正直に話すと、初めからドランカムの戦力ではシェリルを護り切れないと思っていたことになる。結果的にそれは事実になったのだが、それでもそういうことを言うのはユミナの不興を買ってしまいそうで、言い難かった。

　アキラがチラッとカツヤを見る。カツヤもチラッとアキラを見る。そしてアキラはユミナがいる手前、カツヤはシェリルがいる手前、互いへの悪感情を抑えて取り繕う。

「……ユミナ。そういう細かい話は後にしよう」

「そうそう。まずは脱出だ。ここも安全じゃないからな」

「……、それもそうね。分かったわ」

「そうですね。急ぎましょう」

　ユミナとシェリルはわずかに間を開けてから、何事もなかったように笑ってそう答えた。その二人の態度に、アキラとカツヤが揃って安堵の息を吐く。

　ユミナ達もアキラ達が何かをごまかそうとしていることぐらい簡単に見抜いている。しかし言っていることは事実なので、今それをこの場で追及するのはやめた。
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　ユミナ達と合流したアキラ達が四人で外を目指す。流石にバイクに四人乗りは無理だということもあり、バイクにはユミナとシェリルが乗り、アキラが前衛、カツヤが後衛についていた。

　行きの時ほど急ぐ必要は無くなったが、それでも急いだ方が良い状況に変わりは無い。アキラは強化服の身体能力を使った駆け足で通路を進んでいる。その上で遭遇したモンスターを素早く撃破し、安全と移動速度の両方を高い水準で保っていた。

　アキラはユミナ達の救援に間に合ったことで機嫌の良い様子を見せていた。

『それにしても、間に合って良かった』

　そのアキラに向けて、アルファが得意げに微笑む。

『言っておくけれど、私のおかげよ？』

『分かってるって。アルファ。ありがとな』

　アルファは随分と満足げに頷いていた。

『それにしても、あいつら、出てこないな』

　行きで相当な量のモンスターを倒したのにもかかわらず、帰り道でもモンスターは出現していた。しかし異形の少年達は一体も出てこない。

『まあ、あれだけ倒せばね』

『それはまあ、そうなんだけど……』

　今はバイクから降りているので、バイクのエネルギータンクを使ったＣ弾チャージバレットの銃撃は出来ない。そもそもバイクのエネルギー残量も危険域だ。そのような状態なので、強敵である異形の少年達が出てこないのは助かる。だがあれだけ出てきた相手が急に全く出てこなくなったのも、それはそれで気になった。

　そう不思議に思っているアキラに、アルファが冗談っぽく笑って言う。

『ここにあんなものが大量にいたシェリルの運の悪さも、ようやく収まったということでしょう。アキラの助けが間に合ったことで、シェリルの不運が解消されたからもしれないわね』

　アキラはその理由付けを少し面白く思った。アルファに合わせて冗談っぽく笑う。

『なるほど。じゃあ、そういうことにしておくか』

　するとアルファは再び得意げに笑った。

『勿論、それも含めて、私のサポートのおかげよ？』

『分かってるって。助かってるよ』

　自分のサポートの有り難みを随分と念押ししてくるアルファに、アキラはいつものように苦笑を返した。それはアキラとアルファが今までも何度もしてきた遣り取りだ。だからこそアキラは、それを、その程度のこととしか捉えなかった。

　しかしアルファにとっては、それは、その程度のことではなかった。

　万が一、アキラがそれに気付くようなことがあった場合に備えてのことだった。自分のサポートの有用性を示す為だったのだと誤認させる為。そう強く印象付けてアキラの思考をそこで止める安全弁にする為。その為に、アルファはアキラに自分のサポートの有用性と有り難みを、いつもの遣り取りを装って、何度も伝えていた。




　後衛のカツヤが後方から出現するモンスター達を移動しながら倒している。その顔は険しい。しかしそれはモンスターの強さによるものではなく、自身の実力に対する怒りと失望の所為だった。

（……俺は、この程度なのか？）

　遠征でも、後方連絡線延長での部隊行動でも、その後に行った遺物収集やモンスター討伐でも、カツヤは仲間達と共に大きな成果を上げた。クガマヤマ都市からもその功績を認められ、都市の幹部に直々に声を掛けられた。

　それらはカツヤ達の自己評価を大きく向上させた。これからは俺達の時代だ。そう自信を持って言えるほどに。

　しかし今はその自信に大きなひびが入っている。

　ユミナ達を助ける為にアキラに強引に同行したが、結局大したことは出来なかった。加えてアキラの驚異的な実力を目の当たりにした。模擬戦では自分よりも随分早く倒された者に、実戦で圧倒された。その自覚、印象、そして羨望にも似た嫉妬に、カツヤは打ちのめされていた。

　それでも歯を食い縛って前を見る。湧き出る感情を、皆の想いを、強さへの渇望に変えて心に決める。

（……そうだ！　もっと強くならないと！　成り上がるんだ！）

　流れ込む想いのままに、カツヤは意気を高めた。自分と自分達、それを無意識に同一視し、その区切りを曖昧にしながら。

　強くなる。成り上がる。もっともっと、どこまでも。そう願いながら、願わされながら。その願いが誰の願いなのかにも気付けずに。




　異形の少年達さえ出なければ、この場にアキラ達が苦戦する敵はいない。建物の中を順調に進んだアキラ達は問題無く外に辿り着いた。

　ようやく外に出られた思いで、ユミナとシェリルが安堵の息を吐く。

「やっと出られたわね」

「そうですね。これで一安心です……で、良いんですよね？」

「そのはずだけど……、カツヤ。どうなの？」

　周囲にモンスターはいないが、人型兵器の部隊もドランカムの部隊も撤退している。そしてここはまだ第１奥部という危険地帯だ。また大規模なモンスターの群れに襲われても不思議は無い。

　だがカツヤは笑って頷いた。

「ああ。大丈夫だ」

　それを聞いたアキラが、カツヤにではなく、アルファに尋ねる。

『アルファ。そうなのか？』

『ええ。もう大丈夫よ。ちょうど迎えも来る頃だしね』

　アルファが視線で遺跡の先を示す。そちらを見たアキラはその方向から大きな反応が幾つも近付いていることに気付いた。それは数十機の白い人型兵器の部隊だった。

　シェリルはイナベに、カツヤはウダジマに目を掛けられている。都市の幹部二人から注目されているその二人が、４機の人型兵器ですら撤退を強いられた危険な状況に取り残されているという報告を受けて、前線基地は第１奥部でモンスターの間引きをしている機体を急きゅう遽きょ救援に向かわせていた。

　元々は第２奥部攻略用の機体ということもあり、これだけの数を揃えれば第１奥部のモンスターに後れを取ることはない。撤退中のドランカムの部隊を追っていたモンスターの群れを蹴散らして、カツヤ達の救援に向かっていた。

　ユミナ達もカツヤからその話を聞いて安心した。その上でユミナが注意する。

「カツヤ。そういうことはちゃんと説明して」

「あー、ごめん。悪かった」

「まあ良いわ。それでカツヤだけがアキラと一緒に来たのね？　確かに急ぐなら部隊で突入するよりその方が速いし良いか。そのおかげでギリギリ間に合ったんだし」

「…………そう！　そうなんだ！」

　カツヤはユミナの言葉に乗って強く頷いた。違う、と白状しているようなそのカツヤの態度に、ユミナとシェリルがアキラに視線を移す。アキラは黙って目を逸らした。

　そのアキラの態度を、口を出す気は無い、と判断したユミナ達は、アキラがそれで良いのなら自分達も余計なことを言う必要は無いと判断して、カツヤを追及するのは取り止めた。

　そしてアキラ達は、到着した部隊と一緒にその場を後にした。
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　クズスハラ街遺跡奥部を脱出したアキラ達は、ひとまず前線基地まで戻っていた。そこから先は別行動となり、アキラは一人で先に離れようとしている。

「それじゃあ、俺は用事から抜けてきたところだったから、もう行くよ」

　そういうことになっていただけで、別にそのような用事は無いのだが、下手に残ってボロを出さない為にも、アキラは早めに退散することにした。

　バイクで去ろうとするアキラに、ユミナが笑って改めて礼を言う。

「分かったわ。アキラ。助けてくれてありがとう。私もシェリルも……、多分カツヤも」

　アキラ自身はカツヤを助けたつもりは無い。しかし否定するのはやめておいた。

「……そうだな。まあ、ユミナを助けられて良かったよ。じゃあな」

　アキラはユミナの笑顔に少し照れながら、そう言い残して去っていった。




　シェリルはミズハから平謝りされていた。

「本当に申し訳御座いませんでした」

　ミズハは安全を保証する約束でシェリルを第１奥部に連れてきた立場だ。それにもかかわらずシェリルを危険に晒し、しかも結果的に自分だけ先に避難する形となってしまったことで、とにかく頭を下げていた。

　それに対してシェリルは機嫌を損ねた様子も無く愛想良く笑っている。

「良いんですよ。あれは仕方がありません。それに分断されてしまったとはいえ、ユミナさんにはしっかり護っていただけましたし、カツヤさんも急いで助けに来てくれましたから」

「で、ですが……」

「私がミズハさんを敢えて非難するのであれば、私を車外に出したのは誤った判断だったと指摘するべきでしょう。しかし私もその判断に同意したのです。その辺りは同罪です」

　シェリルが反省の色を見せながら続ける。

「また、その判断の誤りの原因を敢えて挙げるのであれば、遺跡の危険性を過小評価していたことにあります。恐らく私達は、カツヤさん達の高い実力をよく知っていた所為で、信頼を油断と慢心に変えてしまった。そこはお互いに猛省し、再発防止に精進すると致しましょう」

　そしてシェリルは再び微笑む。

「私もミズハさんも助かったのです。それで良いではありませんか」

　より危険な目に遭った側からそう言われると、ミズハも同意せざるを得なかった。丁寧に頭を下げる。

「……、分かりました。御指摘を真摯に受け止め、猛省し、再発防止に精進させて頂きます」

　謝罪に区切りをつけたミズハは、内心で安堵しながらそう答えた。

　そのミズハを微笑みながら観察していたシェリルが、ある結論を出す。

（……違うか）

　シェリルは今回の件に作為を感じていた。

　誰かが自分とユミナを死なせようとしていたのではないか。わざと危機的な状況に陥らせようとしたのではないか。自分とユミナがカツヤ達から分断されたのも、その前にカツヤ達がユミナへの援護を疎おろそかにしていたように感じたことも含めて、わずかではあるがそう疑っていた。

　そして敢えて猜さい疑ぎ心を膨らませて、深く邪推して関係者を疑っていた。

　アキラか。有り得ない。ユミナか。自分と一緒に死にかけたのだ。まず有り得ない。カツヤか。アキラと一緒に助けに来たのだ。その恐れは低い。

　総合支援システムか。機領が自社製品の使用者を危機に陥れても、自社製品に悪評がつくだけだ。意味が無い。イナベ、もしくはウダジマか。救援に人型兵器の部隊が送られたのは、その二人の意向と聞いたので、恐らくは違う。

　では先に逃げたミズハか。自分の重要な手駒であり最大戦力であるカツヤに大きな影響を与えている人物二人を排除することで、自身の影響力を高めようとしたのか。

　シェリルはその言い掛かりに近い根拠でミズハを念の為に疑ってみたが、平謝りするミズハの態度から、違うと判断した。

（…………これで全員疑ったけど、全員外れ。私の勘違いか。杞憂だったみたいね。ヴィオラの所為で変に疑う癖でもついちゃったのかしら。気を付けないと）

　誰かの思惑など無かった。今回の件は偶然起こったことであり、単に不運な出来事だった。そう結論付けて懸念を拭ったシェリルは、この件をこれで終わりにした。

　流石にシェリルも、見えず、聞こえず、その存在すら知らない者までは疑えなかった。




　前線基地内の診療所で、カツヤが死んだ仲間達をじっと見詰めている。撤退戦での犠牲者だ。

　４機の人型兵器ですら退却を強いられた大規模な群れだった。それだけのモンスターを相手にして、この程度の被害で済んだという意味では、十分な戦果だ。それはカツヤも分かっている。

　そもそも当初は部隊を３つに分けるつもりだった。それを強行していればこの程度の被害では済まなかった恐れが高い。結果的にではあるが、自分を除いた全員で撤退させた判断は、大正解だったことになる。

　それでも死者は出た。掛け替えの無い仲間が、また失われた。その重い事実を受け止めながら、カツヤは死んだ仲間達をじっと見続けていた。

　アイリはそのカツヤと思いを共有しながら側にいた。

　そこにアキラを見送ったユミナがやってくる。

「……カツヤ。大丈夫？」

　自分に心配そうな顔を向けているユミナに、カツヤは少しだけ笑ってしっかりと答える。

「ああ。大丈夫だ」

　その笑顔は、ユミナを気遣う為に無理をして浮かべたものではない。しかし仲間の死に鈍感になった所為で笑った訳でもない。仲間の死を悲しみ、しかしその死に引き摺られず、受け入れ、前を見る。その強さを持つ者の笑顔だった。

　そのカツヤの強さに、ユミナも安心して優しく微笑む。

「そう」

「ああ」

　交わした言葉は短い。しかしそこには長年の付き合いで培ったものが溢れていた。二人にはそれで十分だった。

　そのままカツヤ、ユミナ、アイリの三人は、寄り添うように静かな時間を過ごしていた。

　しばらく経った後、カツヤが言う。

「もっと強くならないとな」

「……、そうね」

　今日はこれだけのことがあったのだ。カツヤが更なる強さを求めても不思議は無い。ユミナはそう捉えて優しく答えた。

　ユミナの解釈は間違ってはいない。それを本当に望んでいる者は誰なのか、という点を除いて。

　仲間を助けられなかった悔恨から、死んだ仲間を無意識に自分で悪霊に変えてしまった弱さは、もうカツヤには無い。

　しかし生きている者達は、今もカツヤに望んでいる。自分達を率いる者の強さを。その強さによる助けを。自分達を窮地から救い、より高みに導く更なる強さを。

　ここ最近、カツヤが仲間達と共に立て続けに上げた大きな成果は、カツヤ達にある種の慢心すら植え付けていた。だがそれは同時に、彼らが更なる強さを願う気持ちを薄れさせてもいた。その願いはもう叶ったのだと、彼らに思わせていた。

　だが今日の苦境が、彼らに再び望ませる。

　まだ願いは叶っていなかった。それならもっと強く。もっともっと強く。もっともっともっともっと。

　カツヤがいれば大丈夫。きっとカツヤがその強さで助けてくれる。きっときっときっときっと。

　そう望み、願う。望むままに、望まれるままに。祈り、願う。その対価を支払わされる者のことなど、考えずに。
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　第１奥部での騒ぎから１週間経った。シェリルは今日も拠点で仕事に精を出している。遺物販売店の経営に加えて徒党の運営もある。やることは山積みだった。

　そこに部下から報告が来る。

「ボス。またあれを売りにきた客が来ました」

「そう。いつも通り２段階の鑑定で対処して」

「それが、１回目の鑑定は突破したんですが、次の鑑定料は出したくないって言ってまして……」

「それなら帰ってもらいなさい。鑑定料は客持ちよ。そこは徹底させて。ごねて居座るようなら、まずはエリオ達に対処させて。無理そうならコルベさん達に頼んで」

　既にエリオ達には総合支援システムが強化服ごと貸し出されている。少々強いハンターがごねる程度であれば、エリオ達でも対処できる状態だ。

　それらの指示を済ませたシェリルが、少し面倒そうな表情で軽く息を吐く。

「何が起こってるんだか……」

　最近スラム街では旧世界製情報端末関連の詐欺が多発していた。大半は精巧な偽物を裏店舗に持ち込んでの換金だ。そこから派生して様々な詐欺も行われている。偽物を本物と偽って売る店のみならず、詐欺用の模造品を密かに販売する店まで出てきていた。

　シェリルの店では、高い鑑定料を客に負担させて優秀な鑑定士にしっかり鑑定させているので、被害は出ていない。しかしそこまでの鑑定能力を用意できない店では偽物を摑まされる被害が続出していた。

　もっともシェリルも個々の詐欺自体は不思議には思わない。スラム街の裏店舗だ。そういうことはあると思っている。不思議に思うのは、そこまで詐欺が横行する土壌の方だった。

　本物を買い取れば大儲けできるとはいえ、偽物ばかりが出回るようでは、店側も初めから偽物だと疑って掛かる。更にはろくに鑑定もせずに偽物だと決め付けて買い取らない。それでは詐欺は成立しない。詐欺が成立しているのは、その疑念を揺さぶる程度には本物も出回っているからだった。

　シェリルはそこに懸念を抱く。本来ハンターがどこかの遺跡で旧世界製の情報端末を見付けたのなら、ハンターオフィスの買取所に持ち込めば良いからだ。十分な金が手に入り、ハンターランクも上がる。そちらが普通の換金手段だ。

　勿論、その出所が未発見の遺跡など、まだ他者に知られていない場所ならば、その稼ぎ場所を他のハンターに知られないようにする為に、しばらくの間はスラム街で換金しておくという考えも分かる。しかし状況を見る限りは、既に相当数の人数がスラム街に品を売りに来ている。よって稼ぎ場所の露見を防ぐ為とは考え難い。

　また、最近ハンターオフィスに旧世界製情報端末を持ち込んだ者がそれなりにいて、その品の出所は第１奥部だという話も聞いていた。

　恐らくはそちらはイナベが密かに配置した物だろう。イナベの担当区画に多くのハンターを呼び寄せる例の工作がようやく始まったのだ。シェリルも初めの内はそう考えていた。

　しかしその考えは既に揺らいでいる。そして今スラム街に出回っている本物の旧世界製情報端末について懸念を抱いていた。

　それらの品が別の場所で見付けた物であり、その出所をごまかしたいのであれば、今ならば第１奥部で見付けたと噓を吐けば良いだけなのだ。ではなぜそうしないのか。

　ハンターオフィスの買取所など、正規の場所で遺物を売れば、その買取履歴が残る。それを嫌がったのか。つまり、自分がそれを保持していたという証拠すら残したくないほどに、後ろ暗い手段で手に入れた品ということなのか。

　そうだとすれば、今スラム街にはそのような品が流れていることになる。スラム街は都市の裏経済の領域として、その手の後ろ暗い品を取り扱う場所ではある。都市からもある程度は黙認されている。

　しかし何事にも限度というものはある。その限度を超えた二大徒党は都市に潰されてしまった。

　大丈夫なのだろうか。そう思い、シェリルは小さく溜め息を吐いた。

　出所不明の旧世界製情報端末を、スラム街に一番多く持ち込んだのは、アキラだ、ということには目を逸らしながら。





◆






　ウダジマは報告書を読みながら上機嫌に笑っていた。

「イナベのやつ、随分形振なりふり構わずやってるじゃないか。そろそろ限界か？」

　その報告書には、最近スラム街の裏店舗に旧世界製情報端末が流れていることも記述されていた。ウダジマはそれをイナベの工作の一環だと考えていた。

　スラム街の裏店舗に本物と偽物の両方を敢えて一緒に流し、その出所がイナベの担当区画であるという話も一緒に広める。そうすることで、イナベの担当区画には、旧世界製情報端末がスラム街に流れるほどに大量に存在するという話の信しん憑ぴょう性を補強する為。そう考えていた。

　そしてその工作はある意味で成功していた。話を聞き付けた多くのハンター達が、以前は探索可能領域の外だったイナベの担当区画に足を踏み入れている。そしてその内の少数は実際に旧世界製情報端末を発見し、その勢いに弾みをつけていた。

　しかし多くのハンターが遺物収集に乗り出せば、調査済みの場所もそれだけ多く増えていく。多くの場所を調べても目当ての品が見付からなければ、その情報はすぐに広まって勢いも落ちる。

　よってその勢いを減速させない為にも、イナベの方も工作用の品の配置を急がなければならない。そしてそれも単に置けば良いというものではない。工作が露見しないように注意深く動く必要がある。

　今まではその区域にそもそも人気が無かったこともあって、露見を防ぐのは容易だった。しかしハンター達の活動が盛んになった今は難しい。だが配置は今まで以上にしなければならない。どうしても露見防止の精度は落ちてしまう。

　ウダジマはその隙を衝つき、イナベが工作用の品を自分の担当区画に密かに持ち込ませていた証拠を摑んだ。ウダジマがヴィオラの提案に乗って、イナベと共に第２奥部用の戦力を第１奥部に派遣するように推し進めたのも、その隙を作る為だった。

　あとはその証拠を基に次の幹部会でイナベを糾弾するだけだ。それでイナベは失脚する。そう思い、その様子を思い描いて、ウダジマは機嫌良く笑っていた。

　そこで部下から連絡が入る。

「ウダジマ様。総合遺物鑑定局から通信が入っております」

「繫げてくれ」

　これでイナベに完全に止めを刺す要素が揃った。その思いで、ウダジマは笑みを深めた。

　総合遺物鑑定局は統企連直轄の鑑定機関だ。遺物の鑑定を広い視野で行うことで東部の発展に貢献している。遺物の鑑定の精度、そしてその鑑定結果の信頼性などで、東部にここを超えるものは無い。

　ウダジマはその総合遺物鑑定局に、イナベの担当区画で発見された旧世界製情報端末の鑑定を依頼していた。もっとも本物であることは既に分かっている。重要なのはその出所だ。総合遺物鑑定局はその辺りも高度に調べ上げる。

　その出所判定により、その品が他の遺跡から持ち込まれた物、少なくともイナベの担当区画では見付かるはずのない物であることが、統企連のお墨付きで確定すれば、イナベは完全に詰む。

　その絶対的な証拠を得る為に、ウダジマは本来個人で行うようなことではない総合遺物鑑定局への鑑定依頼を、多額の資金を出して行っていた。

　その余りの費用に一度は躊躇した。だがヴィオラからの執しつ拗ような勧めと、イナベとの派閥争いでの確実な勝利を求める心が、その決断を後押しした。

　イナベとの派閥争いは自分の優勢で進んでいるとはいえ、相手も無能ではない。何らかの事態により相手に勢いを取り戻される恐れは残っている。イナベに止めを刺せるのであれば、ウダジマは多少無理をしてでも止めを刺しておきたかった。

　総合遺物鑑定局と通信が繫がり、表示装置に担当者の姿が映る。

「ウダジマ様で御座いますね？　依頼の品の鑑定が完了致しました。詳細な鑑定結果は後ほど送付致しますが、まずはウダジマ様が特記事項に記載しておりました遺物の出所について説明致します」

「お願いします」

「鑑定品の出所場所が、クズスハラ街遺跡のウダジマ様が指定された範囲内である可能性は、十分に高い。当機関はそう結論付けました」

「…………は？」

　予想外の内容に、ウダジマが固まった。担当の者は気にせず話を続けていく。

「特記事項に関する説明は以上となります。宜しいでしょうか？」

　我に返ったウダジマが慌て出す。

「ま、待ってくれ！　そんな馬鹿な！　そんなはずは……」

「総合遺物鑑定局の鑑定結果を信用できない。そう仰りたいのですか？」

　ウダジマと担当者には、幹部と一職員という立場の差はある。しかしそれ以上に、一地方都市の者と統企連の者という更なる立場があった。わずかな不快感を示した担当者に、ウダジマが慌てて言い訳する。

「い、いえ、そういう訳ではないのですが、予想外の結果でしたので……。その、別の遺跡から持ち込まれた品ということは、本当に有り得ないのですか？」

「その辺りは定義によります。店舗跡の遺物を例に挙げますと、遺物の製造場所は別の遺跡であることが大半ですが、我々が遺物の出所場所として扱うのは店舗跡の遺跡となります」

「そ、そうですか。分かりました」

「御理解頂きありがとう御座います。鑑定内容の詳細は資料で御確認下さい。疑問点などが御座いましたら、契約期間内であれば回答致します。しかし一部の鑑定方法やその前提となる情報につきましては、機密情報として御回答できない場合が御座います。御了承下さい。それでは、御利用ありがとう御座いました」

　担当者は最後にウダジマに丁寧に頭を下げて通信を切った。

　余りの事態にウダジマはしばらく放心状態だった。しかし我に返ると怒りの形相でヴィオラに連絡を入れる。そして状況を説明してから問い詰める。

「どういうことだ！　お前の情報では、イナベが手配した品はアキラが持ち込んだ物のはずだ！　なぜその品の出所がイナベの担当区画になる！　説明しろ！　返答次第ではただでは済まさんぞ！」

「私にそんなこと言われてもね。未確定の情報を希望的観測で都合の良いように解釈したあなたの所為でしょ？」

「何だと？」

　都市の幹部から怒気を浴びせられても、ヴィオラはいつもの調子で明るい声を返していた。

「イナベが工作に使った遺物は、アキラがシェリルの店に持ち込んだもの。その遺物の出所は不明。アキラはそれを誰にも話していない。私があなたに提供した情報はここまでよ。あなたも自分で裏ぐらいは取ったんでしょう？」

「何が言いたい」

「遺物の出所は不明。それを遺物の出所はクズスハラ街遺跡以外だと、ましてやイナベの担当区画ではないと勝手に解釈したのはあなたよ。それを私の所為にしないでくれる？」

　痛いところを突かれたウダジマは一瞬言葉に詰まった。しかし叫び出すのを我慢しているような表情ですぐに続ける。

「……だが、あれらがイナベの担当区画にあった物なら、なぜわざわざ出所を隠してシェリルの店に売り、それをまたイナベの担当区画に配置するような真似をする？　それに意味がある？」

「まあ、普通に考えたら何の意味も無いわね。だからこそ意味があるんだけど」

「どういう意味だ？」

「その一見意味が無いことをしてるから、あなたはあれらの遺物の出所を別の遺跡だと考えたんでしょう？　そして証拠を揃えてイナベを告発しようとした。イナベが自分の担当区画の価値を上げる為に、余よ所その遺跡の遺物を密かに運び込むような不正を行ったってね」

　怪訝な顔を浮かべていたウダジマの顔が、その気付きにより驚きで歪む。

「……まさか」

　ウダジマが幹部会でイナベの不正を告発しても、イナベは潔白を主張する。そして総合遺物鑑定局による鑑定で白黒をつけようとする。

　その鑑定結果はイナベの潔白を支持する内容となり、ウダジマが提出したイナベの工作の証拠は、雑な捏ねつ造ぞうとして扱われる。邪推や捏造で他の幹部を陥れようとしたが、その内容の稚拙さで失敗したとなれば、ウダジマの立場は大きく下がる。派閥争いの優勢も引っ繰り返される恐れが高い。

　つまり今回の件は、イナベが自分を陥れる為に仕組んだ罠だった。ウダジマはそう解釈した。

　ウダジマにその思考を促したヴィオラが、楽しげな声でその結論を補強する。

「そういうことよ。劣勢を覆すのに相手の失態が必要なら、それを作る工作を仕掛ける。よくある手よね」

「だがその為には、イナベがあのアキラというハンターを完全に抱え込む必要があるはずだ。あの者は、都市の幹部を陥れるような危険な工作に手を貸すような人物なのか？」

「20億オーラム。イナベがアキラに支払った額よ。流石にアキラの口座に直接振り込むような目立つ真似はしていないけど、シェリルの口座に遺物販売店への融資の名目で振り込まれたわ。勿論、全額すぐにアキラに渡ったわ」

「そういうことか……」

　20億オーラム。そこらのハンターが危ない橋を渡るには十分な額だ。ウダジマもそれで納得した。

「私が言った通り、ちゃんと総合遺物鑑定局に鑑定を頼んでおいて良かったでしょう？　褒めてくれても良いのよ」

　確かにヴィオラのその助言が無ければ、自分はイナベの罠にそのまま嵌まっていた。危ないところだった。その思いでウダジマは顔を険しくさせていた。

「……そうだな。礼は言っておこう」

「どう致しまして。あ、その総合遺物鑑定局の鑑定結果だけど、私にも流してもらえる？　他にも何か別の工作が無いか調べておくわ」

　本来はそこらの情報屋などに渡して良い情報ではない。しかし自分を嵌める罠が他に無いか調べる為に使うと言われると、その罠に引っ掛かる寸前だったという思いもあって、ウダジマも断り難かった。

「……良いだろう。送っておく」

「ありがと。じゃあね」

　それでヴィオラとの通信は切れた。ウダジマが忌ま忌ましそうに吐き捨てる。

「……クソが！」

　イナベに止めを刺すどころか、刺し返される直前だった。その思いでウダジマが激怒する。その怒りの対象は、イナベだけではなく、アキラとシェリルにも及んでいた。
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　ウダジマとの話を終えたヴィオラは、そのまますぐにイナベに連絡した。

「そういう訳で、ウダジマはアキラが持ってきた旧世界製情報端末の出所を、あなたの担当区画だと本気で思ってるわ。私の工作でね」

「……それは非常に助かった。その話が本当ならば、だがな」

「あら酷い。信じてくれないの？」

「裏付けの無い話を容易には信じられないだけだ。そういう立場なのでね。まあ、ウダジマの反応を探れば真偽はすぐに分かるだろう」

「そう？　それじゃあ、お礼はその時にお願いね？」

「ああ。その時は私からもシェリルに、君を始末するのはまだ早いと伝えよう」

「手厳しいわねー。それじゃあ、私はこれで」

　通話を切ったヴィオラがほくそ笑む。イナベは半信半疑だったが、その疑念の方向は本当にウダジマが遺物の出所を誤解しているかどうかであり、それがヴィオラの工作のおかげかどうかの方は疑っていない様子だったからだ。

　そもそもヴィオラはイナベに全てを話してはいない。総合遺物鑑定局の辺りについては特にだ。その鑑定結果はヴィオラにとっても予想外のものであり、それを急遽活用してウダジマにもイナベにも恩を売っただけにすぎなかった。

（……それにしても、あの遺物の出所は本当に予想外だったわ。総合遺物鑑定局の鑑定結果に誤りがあるとは思えないし、どういうことなのかしら）

　ヴィオラとしては、アキラが持ち込んだ遺物の出所を知る為にウダジマを焚たき付つけただけだった。その結果としてイナベが破滅したならば、ウダジマの方に乗り換えるだけだった。

　しかしそれは覆された。アキラが持ち込んだ出所不明の遺物によってだ。

　この件を火種にすればどこまで燃え上がるか。そう思い、湧き出した自身の性を自覚して、ヴィオラは楽しげに笑った。
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　防壁内の一室でクガマヤマ都市の幹部達による会議が行われている。議題はクズスハラ街遺跡の第１奥部に出没しているという建国主義者達の対策だ。

「第１奥部で建国主義者が活動を強めているという続報が入っている。詳細は不明だが……」

　進行役の話を聞きながら、イナベがウダジマの様子を窺う。すると強いいらだちを感じさせる視線を返された。

（あの反応から推察すると、ヴィオラの話は事実か。質の悪い人物だと聞いていたが、なるほど、大した手腕だ）

　都市の幹部にすら通じるヴィオラの手腕に、イナベは舌を巻いていた。

「……遺物収集に来たハンター達と何らかの取引をしたという情報も入っている。その報酬を金ではなく遺物にすることで、こちらが金の流れから裏を追うのが困難に……」

　その一方で、ウダジマもイナベの様子を探っていた。

（イナベ。好い気になるなよ。危ないところだったとはいえ、私を陥れるお前の工作が失敗したことに変わりは無い。お前は劣勢のままだ。私の優位は揺るがない）

　相手の起死回生の策を潰した。自身にそう言い聞かせることで、ウダジマは落ち着きを保っていた。少なくともその努力はしていた。

「……大規模なモンスターによる都市への襲撃を再び起こす。建国主義者がそのような計画を進めているのであれば一大事だ。前回とは異なり、今は後方連絡線がある。奥部のモンスターがそこを通って都市まで一直線に来れば甚大な被害が予想され……」

　イナベが顔を険しくさせる。建国主義者の対応に人員を割かれてしまっては、探索可能領域の拡張も進まない。非常に邪魔だった。

「……それに備えて、第２奥部から出現するモンスターを抑える為にも、第２前線基地の構築を前倒しに……」

　ウダジマも顔を険しくさせる。建国主義者の対処は統治企業都市の優先事項だ。それを口実に一致団結を強いられれば、イナベの派閥を弱らせる為に調整した数々の決め事が覆される恐れがある。非常に邪魔だった。

「……また、建国主義者が取引相手に渡す報酬には、旧世界製情報端末などの貴重な遺物も含まれており、その供給源にも……」

　イナベもウダジマも建国主義者の対処に頭を悩ませていた。だがそこで会議の内容からある閃ひらめきが生まれる。

　そのまま会議が終わるまで、そして終わってからも、イナベとウダジマはその閃きの実現に思考を費やしていた。
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　先日からアキラはクズスハラ街遺跡のイナベの担当区画、第１奥部の探索可能領域の外周辺りでモンスター討伐を続けていた。

　その辺りのモンスターは強力だが、第２奥部ほどではない。アキラが自力で敵を倒して実力を付けるにはちょうど良い難易度だ。また、探索可能領域の拡大を進めているクガマヤマ都市の意向もあって、その付近での汎用討伐依頼には報酬に少々色がついている。ちょうど良い機会だった。

　そのアキラは今、廃ビル内の駐車場に車を停めて、その車内であることへの対処を思案していた。そこにイナベから通信が入る。取り敢えず話を聞くと、それは探索可能領域の更なる拡張作戦にアキラも参加してほしいという内容だった。

「お前も知ってるかもしれんが、最近第１奥部で建国主義者が活動中という情報が入っている。私は私の担当区画で活動する建国主義者達に対抗する為に、その排除作戦の実行を決めた。探索可能領域の外にある彼らの拠点の捜索、襲撃、排除が主目的だ。まあ、口実だがな」

　建国主義者への対抗を口実にして、都市からの大規模な支援を受けて大部隊を編成し、投入。探索可能領域を一気に拡張する。イナベはそう画策していた。

「ドランカムの精鋭部隊ですら撤退を強いられた先日の騒ぎでは、モンスターだけではなく人にも襲われたと聞いている。彼らが建国主義者であれば、彼らの拠点はその更に先にあるとも考えられる。自分達の拠点を守る為の襲撃だったという訳だな。まあ、これも口実だが」

　そういうことにしてしまえば、部隊を探索可能領域の外に派遣しやすくなる。探索可能領域の外は、イナベの派閥の担当区画だ。そこでも遺物収集が可能になれば、利益は期待できる。

「勿論、十分な報酬を用意する。建国主義者絡みの依頼だ。期待してもらって良い。どうだ？　引き受けてもらえないか？」

　またイナベは、アキラが持ち込んだ旧世界製情報端末の出所は、実は本当にその近辺だったのではないかとも思っていた。

　ヴィオラがどのような手段でウダジマを騙したにしろ、ウダジマが騙される程度の根拠はあったはずだ。恐らく遺物の出所に関する相当確度の高い情報を提示したはず。そうすると、その出所が本当に自分の担当区画のどこかだったか、或いはいずれ探索可能領域になる場所である可能性も出てくる。

　もしそうならば、アキラにはもはや遺物の出所を秘匿できる状況ではないと判断してもらい、部隊をそこまで案内してもらいたかった。

　当然ながらアキラには不利益になることだ。そこは十分な報酬で妥協してもらう。イナベはそういう意図を込めて、その探りを含めてアキラに話を振っていた。

　それを聞いたアキラが険しい顔で聞き返す。

「一応聞いておくけどさ、それ、脅しか？」

「脅し？　どういうことだ？」

「建国主義者がどうこうってわざわざ俺に言ってきたからだ」

「言っている意味が分からん。建国主義者への対抗は半ば口実であると君に教えているのは、むしろ君への信頼だと思うのだがね。君がシェリルに売った遺物を、私は私の工作の為に使った。それを君は黙認した。私は君とそういう信頼関係が築けていると思っていたのだが？」

「そうか。じゃあ、これを聞いてくれ」

　アキラが車外からの汎用通信をイナベにも聞こえるようにする。それはイナベには驚愕の内容だった。

「繰り返す！　こちらはクガマヤマ都市総合捜査局である！　お前には建国主義者である嫌疑が掛かっている！　直ちに武装を解除し、投降しろ！」

　それを聞いたイナベは通信の向こう側で吹き出した。

　アキラは都市の部隊に包囲されていた。20名ほどの人員が戦闘車両と共に、アキラがいる廃ビルを取り囲んでいる。

　イナベの通信が入ってきたのは、アキラがその対処をどうするか悩んでいた時だった。

　イナベが吹き出した音はアキラにも聞こえていた。この反応ならイナベはこの件とは無関係か。そう思い、アキラはイナベへの疑心を下げた。そして一応疑っていた内容を伝えておく。

「一応聞いとくぞ。提案を断るなら俺を建国主義者として扱う。そういう脅しじゃないってことで良いんだな？」

「そんな真似はせん！　どうなってる!?　私がそいつらと話せるように通信を繫げ！」

「分かった。……繫いだぞ」

「この区画を担当するイナベだ！　この状況の説明を求める！」

　アキラの包囲を続けていた部隊の指揮者はパッジという者だった。パッジはろくに返事も返さない被疑者に、粘り強く投降を促していた。そこに突如都市の幹部に割り込まれて困惑する。それでも職務を全うしようとする。

「総合捜査局のパッジです。イナベ区画長。その者には建国主義者の嫌疑が掛かっております。我々は彼の確保の為に派遣された部隊です」

「そのような話は聞いていない。私の区画に連絡も無しに許可無く部隊を派遣するとはどういうことだ？」

「……お言葉ですが、建国主義者の対処は都市の優先事項であり、その調査は総合捜査局の管轄です。こちらの部隊の派遣は、そちらの許可が必要なものでは……」

「だからといって連絡も無しか？　私にそれを伝えると、建国主義者に情報が流れると言いたいのか？」

「いえ、そういうことでは……」

　自身の所属と都市の幹部の板挟みになったパッジは言葉を濁していた。

「まあいい。君達は帰りたまえ。そちらの長には私から話しておく」

　ここでパッジがイナベの指示に従っていれば事態は穏便に済んでいた。

　問題は、イナベの指示は完全な越権行為であることだ。加えてその指示の内容は、建国主義者の調査の妨害とも取れるもの。ここでその指示に従えば、総合捜査局に対するそれほどの越権行為を黙認したことになる。その考えがパッジの判断を左右した。

「お断り致します」

「何だと？」

「この件はこちらの管轄です。そして建国主義者の調査権限の範囲は、都市の経済圏全域です。よって、あなたの担当区画の中であろうとも、あなたの指示に従う必要はありません」

　通信先でイナベが顔を険しくする。その理由は大きく二つ。一つは、パッジの言い分は正しいこと。そしてもう一つは、パッジがそれを理由に撤退を拒否したことは、既にその程度の正しさを覆せないほどに自分の勢力が衰えている証拠であることだ。

「それが君の判断か……」

「はい。申し訳御座いませんが、御理解をお願い致します」

　イナベが大きく息を吐く。

「……それなら仕方があるまい。私は現場の判断を尊重する方だ。現場にいなければ出来ない判断というものもあるからな」

「ありがとう御座います」

　都市の幹部が引いてくれたことに、パッジは安堵の息を吐いた。しかしそこにイナベが続ける。

「しかしそれは、現場で正しい判断が可能な有能な者に限っての話だ。後悔しろ、無能」

　イナベはそう言い残してパッジとの通信を切った。接続が切れた先で、パッジはその表情を酷く険しく歪ませていた。

　イナベが気を切り替えてアキラとの通信に戻す。

「……それで、君はどうするつもりだ？」

「それを考えてたところにそっちから連絡が来たんだよ。まあ投降も武装解除も論外だってことは先に言っとく」

　都市の部隊との交戦を全く躊躇していないアキラの返事に、イナベは内心で溜め息を吐いた。

　もっともアキラも都市の部隊と好き好んで戦いたいとは思っていない。単純に投降も武装解除も論外なだけであり、イナベがそのまま話をつけてくれることを内心で期待していた。そしてそれが失敗に終わったことをとても残念に思っていた。

　しばらくの沈黙を置いてから、イナベが妥協案を出す。

「仕方が無い。投降も武装解除もしなくて良いが、交戦は避けてくれ。応戦する場合も、相手の被害は出来るだけ抑えてくれ」

「……それ、結構大変なんだけど。軽く言ってくれるけど、襲ってきた連中に俺がそこまでする義理や義務があるとでも思ってるのか？」

「少なくとも利点と利益はある」

「何だ？」

「私の指示を受けてそうしたのであれば、都市の人間に危害を加えたとしても、君の立場は都市の幹部間の権力争いに巻き込まれただけの者、で済む。クガマヤマ都市そのものとの敵対は防げる」

　それは確かに助かる。アキラはそう思いながらも怪訝な顔を浮かべた。

「……これ、そっちの権力争いの所為なのか？」

「恐らくウダジマの差し金だろう」

　都市側もアキラの実力はある程度把握している。よって、アキラが本当に建国主義者であり、その証拠も揃っていて、その上でアキラの身柄の確保に動くのであれば、防衛隊を派遣する。相手は人型兵器の部隊や旧世界製自動人形の群れに勝つほどのハンターだ。それぐらいはする。

　それにもかかわらず総合捜査局の部隊が派遣されている時点で、総合捜査局が都市の幹部から不確かな情報を基にアキラの確保を要請された、という程度の話でしかない。そしてその要請を出したのはウダジマだろう。イナベはそう判断していた。

　面倒事に巻き込まれたことを改めて理解して、アキラが溜め息を吐く。

「……殺さないように気を付けてはみるけど、約束は出来ないぞ？」

「構わんよ。実際に戦うのは君だ。私もそこまでは強制できない」

「その程度の話なのか？」

「死人が少ないほど、私も君を庇いやすい。その程度の話だ」

　そのイナベとの話で、アキラはこの件の対処方法を決めた。




　パッジが周囲の封鎖を続ける中、アキラが廃ビルから車で出てくる。車の速度はゆっくりで、包囲を力尽くで突破するような様子は無い。それでパッジは部下達をこの場に集めながらも、攻撃はしないように指示を出した。

　アキラがパッジの近くで車を停めて降りてくる。その道はパッジの部隊の大型車により通行止めにされていた。

　アキラはだらりと下げた両手にＬＥＯ複合銃を握っている。パッジはそれを見て、同じく銃を握ってはいるが構えてはいない部下達の制止を続ける。相手に銃口は向けたが、まだ撃ってはいない。そのような戯ざれ言ごとが通じる世界ではないことは、少なくともパッジは理解していた。

　そしてアキラは不機嫌な顔のままパッジの前まで来た。

「あの車、邪魔だから退どかしてくれ」

　パッジが真面目な顔で答える。

「断る。そして改めて言おう。こちらはクガマヤマ都市総合捜査局である。お前には建国主義者である嫌疑が掛かっている。直ちに武装を解除し、投降しろ」

　アキラは面倒そうに小さく溜め息を吐いた。そしてその顔を少し険しくする。

「イナベがお前らを殺すなって言ってるから見逃してやる。だから、消えろ」

「断る。武装を解除し、投降しろ」

　緊迫した空気が流れ始めたが、その気配は臨戦には届かない。どちらも退く気は無いが、銃口は下げている。交戦は許容するが、望まない。互いにそうであるという認識が、戦闘開始を遅らせていた。

　そのままアキラとパッジはしばらく無言で対たい峙じを続けていた。周囲を取り囲んでいるパッジの部下達は、事態が穏便に済むことを期待しながら推移を見守っている。

　そして、ある意味で先に折れたのはアキラだった。険しい表情を面倒そうな表情に戻して、大きな溜め息を吐く。そのアキラの反応にパッジ達も少し気を緩めた。アキラが諦めたのだと思ったのだ。

　強力なハンターだと知らされてはいたが、相手は子供で、実力者の雰囲気は感じられない。むしろ直接相対すると弱そうにも見える。自分達を退ひかせようとする言葉でも、自身の力を誇示するのではなく、都市の幹部の名前を持ち出している。それらの要素がパッチにアキラの実力を過小評価させた。

　加えて、自分達は都市の部隊であり、普通は敵対する相手ではない、という認識がパッジ達にはあった。だからこそ、武装解除も投降もしないにしても、大人しく同行ぐらいはするだろう、という考えが浮かんでいた。

　そのパッジの横を通り過ぎて、アキラが道を塞いでいる車両の前まで行く。そして怪訝な表情をしているパッジ達の前で、目の前の車両を蹴飛ばした。強化服の身体能力による人型兵器にすら通じる蹴りにより、大型車両が道の脇まで飛ばされる。

「なっ!?」

　そのような真似をされると流石にパッジ達も動かざるを得なかった。驚きながらアキラに向けて銃を構える。

　しかしアキラは即座にその場から離脱してパッジ達の射線から逃れると、両手の銃を撃ち放った。無数の弾丸が標的に狂い無く着弾する。第２奥部のモンスターにすら通じるＣ弾チャージバレットの威力の前には、パッジ達は無力だった。

「…………えっ？」

　死んだ、と思った自分がまだ生きていることに、パッジ達は半ば啞然とする。アキラが狙ったのはパッジ達の銃と、戦闘車両の機銃だった。パッジ達自身は掠かすり傷一つ負っていない。持っていた銃を破壊された衝撃で、体勢を崩したり倒れたりした者が出ただけだった。

　アキラが面倒そうな表情でパッジの前まで再び来る。止められる者はいなかった。パッジ達が立ち尽くす中を、アキラは平然と歩いていた。

「後方連絡線までは送ってやる」

　そしてアキラはそう言い残すと、自分の車の屋根に飛び乗り、そのまま車を発進させた。

　パッジ達はそのアキラを思わず目で追っていた。だがそこで大型のモンスターが出現する。その反応に気付いたパッジ達は、即座に意識を切り替えて迎撃に移ろうとする。

　しかし同時に、銃も車両の機銃もアキラに破壊された自分達には、モンスターへの対抗手段が無いことに気付く。パッジ達の表情が焦りと恐怖で大きく歪んだ。

　だが次の瞬間、そのモンスターの頭が吹き飛んだ。アキラの狙撃だ。更に汎用通信でアキラから通信が入る。

「置いてくぞ」

　その短い言葉だけで通信は切れた。

　パッジが険しく悔しそうな表情で部下に指示を出す。

「……、あいつに続いて帰還する。行くぞ」

　アキラの確保には失敗した。それならば、次の優先事項は部下を死なせずに連れ帰ることだ。パッジは自身にそう言い聞かせて、隊長として部下達の為にも撤退の指揮に集中した。

　本来ならば拘束する相手に護られなければ帰還も出来ない状況に、そして部下達をその状況に導いてしまった自分の不甲斐無さを悔やみながら。

　後悔しろ、無能。イナベが言ったその言葉が、パッジの頭に響いていた。
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　後方連絡線まで戻ったアキラは、そのままクガマヤマ都市を目指していた。

　パッジ達とは一緒に後方連絡線に入った所で半ば置き去りにするように別れている。前線基地までは少々遠いが、後方連絡線の中にモンスターはいない。だから護衛はここまで。あとは頑張って帰ってくれ。そう思い、そのことを告げもせずに運転席に戻って出発していた。

　アルファが助手席で意味有り気に楽しそうに笑っている。

『アキラもようやく物事を穏便に済ませることを覚えたのね。良いことだわ。成長したわね』

「そりゃどうも」

　アキラは苦笑しながら少し強めの口調でそう答えた。

　そこでエリオから慌てた様子で連絡が入る。

「アキラさん！　すぐに拠点まで来てくれ！　都市の連中が乗り込んできたんだ！」

「もう戦闘中か？　相手の戦力は？　どれぐらい保ちそうだ？」

「い、いや、その、戦闘とか、そういうのじゃないんだけど、今はボスが応対してて……、と、とにかく俺達にどうにか出来る相手じゃないだろ!?　何とかしてくれ！」

「……分かった。今からそっちに行く」

　通信を切ったアキラが険しい顔を浮かべる。

「あっちもか……」

　戦闘ではないのであれば、自分が行ったところでどうにもならないのではないか。アキラはそう思いながらも、十分な武力があって初めて出来る交渉というものもあるのだろうとも思い、とにかくシェリルの下に向かうことにした。
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　シェリルは拠点の応接間で総合捜査局の職員の応対を続けていた。当初は浮かべていた愛想笑いも既に大分薄まっている。その顔に怯えや焦りは全く浮かんでいないが、面倒臭い客に対する不快感は隠せなくなっていた。

「……ですので、お話しできることは全てお話し致しました。これ以上はありませんよ」

　既に似たようなことを何度も言っているシェリルに対して、その向かいに座るスワングという男も同じく似たような話を繰り返す。

「まあそう言わずに、もっとしっかり思い出してくれ。大切なことなんだ。協力してくれ」

　総合捜査局の職員は３人だ。一人はシェリルの向かいに座り、もう一人はシェリルの背後に立ち、残る一人は部屋の出入口付近に立っている。一時的に外部との繫がりが断たれたその部屋で、スワング達はシェリルの尋問を続けていた。

「君がちゃんと話してくれれば、それで済む話なんだ。分かるだろ？」

「ですから、私の店で売っていた旧世界製情報端末はアキラが持ち込んだ物だってことは、ちゃんと話したじゃないですか」

　シェリルが半分演技で大きく溜め息を吐く。

「客が売りに来た遺物の話を余所に漏らすなんて、たとえそれが周知の事実でも、普通は駄目なんですよ？　その手のことは話さない。私達にもそういう信用は必要なんです。こういう立地の店ならば特にです。そこを、あなた方が総合捜査局の方で、しかも建国主義者の調査だというから、仕方無く特別にお話ししたんですよ？」

「分かってる分かってる。だから、もうちょっとさ、あるだろ？　そのアキラがそれをどうやって手に入れたとかさ。その辺、何か言ってなかったか？　よく思い出してくれ」

「そう言われましても……」

　繰り返した遣り取りで、シェリルもスワング達の目的が建国主義者の調査ではないことは分かっていた。

　スワング達が求めているのは建国主義者の情報ではなく、アキラを建国主義者に仕立て上げる口実だ。だからこそ、ありもしないことを思い出せと、その口実になることを何でも良いから話せと、自分に執拗に迫っている。シェリルはそれに気付いていた。

　勿論スワング達も、既にシェリルがそのことに気付いていることは分かっている。その上でシェリルを脅していた。

「なあ、頼むよ。別に、確かにそうだった、なんて断言しろとは言わないって。勘違いだって、間違ってたって構わない。人の記憶はあやふやだからな。裏取りはこっちでするよ。だから、気兼ね無く、気軽に話してくれれば良いんだ。な？」

「いえ、私も何か無かったか思い出そうとしているのですが、これといったものは……」

　代わり映えのしない遣り取りが続く。その状況に先に痺しびれを切らしたのはスワングだった。上っ面の笑顔を消して脅しの基準を引き上げる。

「随分余裕な態度だが、私には都市の幹部がついている、だからここは適当にあしらっておけば良い、なんて思ってるのなら後悔するぞ？」

「仰っている意味がよく……」

　スワングがシェリルの返事を遮って相手の頭を摑み、テーブルに叩き付けた。派手な音が室内に響く。

「建国主義者の調査ってのは重要度が高いんだ。都市の幹部だってそう簡単に口は出せない。だから、助けてもらえるなんて考えない方が良いぞ？」

　スワングがシェリルの頭を持ち上げる。テーブルには血がついている。

「建国主義者の調査なんて口実だと思ってるんだろうが、それを口実に出せる時点で、そういうことなんだよ。分かったか？　分かったら、よく思い出してくれ」

　スワングはそう言って、軽く押し飛ばすようにシェリルを離した。

　シェリルはソファーの背もたれのおかげで、そのまま後ろまで倒れずに済んだ。よろよろと身を起こして顔に手を当てる。

「痛いじゃないですか……」

　その余裕を感じさせるシェリルの態度に、スワングが続けて告げる。

「……余裕だな。まだ分かってないのか？　それとも殺されはしないと高たかを括くくってるのか？　そう勘違いしたまま死ぬ前に、ちゃんと状況を理解した方が良いぞ？」

「……だから、仰っている意味がよく……」

　スワングが再びシェリルをテーブルに叩き付ける。出血が酷くなり、流れ出した血でテーブルが紅あかく染まっていく。

「スラム街の人間なんだ。こういう荒事には慣れてるんだろうし、それをそのクソ度胸で乗り越えて成り上がったんだろうが、それが通じるのはスラム街の中だけだ。都市が相手じゃ意味無いぞ？　お前は知らなかったかもしれないが、あのエゾントファミリーとハーリアスも、都市に目をつけられて潰されたんだ」

「それぐらい……、知ってます……」

「そうか。じゃあ理解力が足りないようだな。ちゃんと理解できるように、手伝ってやる」

　スワングが再度シェリルの頭をテーブルに叩き付ける。既にテーブルに流れていた血が飛び散り、床を汚した。

　そのまま何度もテーブルに頭を叩き付けられたシェリルは、既に自力では身を起こすことも出来なくなっていた。自身の血で染まったテーブルに俯うつぶせになったままのシェリルに、スワングが告げる。

「生きてるか？　そろそろ良いだろう。考え直せって。そこまで強情だとこっちも疑い深くなる。アキラだけでなく、お前にも建国主義者の容疑が掛かりかねないぞ？　その前に知ってることを話せって」

　俯せのシェリルから声が漏れる。しかし小さ過ぎてスワングには聞こえなかった。シェリルの頭を持ち上げて、よく聞こうとする。

「何だ？　もうちょっとはっきり言ってくれ。大丈夫だ。命乞いならまだ間に合う」

「知ら……ない……」

「……、本当に強情だな」

　スワングがシェリルを押してソファーに戻す。シェリルはそのままソファーに崩れ落ちた。

　別の職員が面倒そうに溜め息を吐く。

「スワング。どうするんだ？　これ以上は意味ねえと思うぞ」

「そうだな。仕方無い。証言は諦めて、もう事故で良いか」

　シェリルの証言を基にしてアキラを建国主義者に仕立て上げるのが無理であれば、イナベとの繫がりがある遺物販売店を潰す為にも、ここでシェリルを殺しておく。ウダジマとも繫がっているスワング達には、そういう選択肢もあった。

「じゃあ止めを刺すか」

「おい、気を付けろよ。あくまでも尋問中の事故だ。しっかり殺しました、じゃ、駄目なんだぞ？」

「分かってるって」

　男がシェリルに手を伸ばす。だがその手は、シェリルに届く前に弾け飛んだ。

　そして穴の開いたドアが開く。そこにはアキラがいた。男の手を撃って吹き飛ばしたのはアキラだった。

　スワング達が一斉にアキラに銃を向ける。だが一瞬で腕ごと吹き飛ばされた。驚きと苦く悶もんの表情を浮かべてアキラを見る。

「お前は……、第１奥部にいるはずじゃ……」

　アキラはスワング達を無視してシェリルの下に行くと、少し険しい表情を浮かべた。

「またギリギリか……。こういうのは運が良かったで済ませて良いのか？」

　そして回復薬を取り出して少し強引に飲ませようとした時、シェリルの口から小さな声が漏れる。

「意識があるのか？　回復薬だ。飲んでくれ」

「…………」

「シェリル。何だ？」

「知ら……ない……」

　一瞬、アキラの手が止まる。だが湧き出た感情を押し殺し、まずはシェリルの応急処置を済ませる。高価な回復薬が経口投与とは思えない速度でシェリルの体に行き渡り、その命を保証した。アキラが大きな安堵の息を吐く。

　そしてスワング達の頭に照準を合わせて引き金を引いた。

　気が変わるまで、アキラはイナベに言われていたこともあって、スワング達を生かしておくつもりだった。しかしシェリルの口から漏れた言葉を聞いて、殺すことにした。

　シェリルは何かを話すように強要された。それは第１奥部での出来事から考えて、自分が建国主義者の嫌疑を掛けられたことに関係している。そしてその所為でシェリルは死にかけるほどの拷問を受けたが、話さなかった。

　知らない。負傷の所為で意識が混濁していたシェリルの口から零れたその短い言葉を聞いて、アキラはそれを理解した。

　何の躊躇も無く撃ち出された弾丸がスワング達の頭を吹き飛ばす。頭部を失った死体が崩れ落ち、床に転がった。

　アルファが溜め息を吐く。

『アキラ。こっちも生かしておく訳にはいかなかったの？』

『ああ』

　アキラはそれだけ答えた。短いが、揺るぎの無い言葉だった。

『そう』

　アルファは少しだけ呆れたような顔でそれだけ答えた。

　懸念が増えた。そう思いながら。
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　ソファーで横になっていたシェリルが目を覚ますと、イナベに派遣されたノグチがアキラと話していた。ノグチはどこか呆れたような表情をしている。

「第１奥部の方は全員無傷で済ませた上に後方連絡線まで護衛もしたと聞いていたが、こっちもそう済ませることは出来なかったのか？」

「出来なかった」

　アキラはあっさりそう答えた。ノグチが軽く頭を抱える。

「……後学の為に、出来なかった理由を聞いておきたい」

「あっちは狙いが俺で、俺が先に手を出したからだ。こっちは俺ではない者が狙いで、向こうから手を出したからだ。負傷者も出たし、俺がここに常駐する訳にもいかないし、次を躊躇ためらう程度のことはやっておかないとな」

「死者が出たことで向こうが頑かたくなになり、次が激化するとは思わなかったのか？」

「その時は、次の次を躊躇ってもらう努力をするよ」

　報復の連鎖を平然と肯定するアキラの態度に、ノグチはアキラの質の悪さを理解した。

　ノグチの部下達がスワング達の死体を死体袋に詰め終える。大きな肉片も拾って袋に詰めたが、流石に部屋中に飛び散った血まではどうしようもない。

「ノグチさん。掃除はどうします？　こっちで手配します？」

「そこまではしなくて良い。連中の死体だけ運んで先に戻ってくれ」

「了解です」

　ノグチの部下達が中身の入った死体袋と一緒に去っていく。そしてノグチは非常に面倒そうな表情をシェリルに向けた。

「目覚めてすぐで悪いが、状況の認識を合わせておきたい。少々お時間をいただけるかな？」

「は、はい」

　死体こそ無くなったものの鮮血が飛び散ったままの凄惨な部屋で、シェリル達はそのまま話し続けた。
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　たっぷりのお湯に身を浸したシェリルが、少々疲労の滲んだ息を吐く。負傷自体は回復薬のおかげで問題無いが、精神的な疲労までは治らない。その疲労を癒やし、ついでに血ち塗まみれの体を綺麗にする為に、シェリルはアキラと一緒に風呂に入っていた。

「これからどうなるんでしょうね……」

　どのような理由であれ、都市の人間を殺した意味は重い。ましてや殺害現場はスラム街だ。下手をすれば焼却の口実になる。状況を楽観視できない分だけ、シェリルの声はわずかに重かった。

　その一方、アキラは軽い感じで答える。

「まあ、なるようになるしかないんじゃないか？」

　シェリルはそのアキラの軽い態度に気が楽になった。半分開き直って笑う。

「……、それもそうですね」

　スワング達を殺した件は、そのような事実は無かった、という扱いをすることになっていた。そもそも総合捜査局の職員など来ていない。死体はシェリルを狙ったスラム街の人間のもの。表向きはそう扱う。事態の陰蔽ではない。完全に露見していると分かった上で白を切る。そうするようにイナベから指示を受けたのだ。

　その上でアキラ達の立場がどうなるかは、イナベの手腕次第となる。アキラ達には都市の意志決定に干渉など出来ないので、あとはなるようになるしかない、というアキラの返事は間違ってはいなかった。

　それを聞いたシェリルも、これ以上は悩むだけ無駄だと判断して意識を切り替えた。今はアキラと一緒の入浴を楽しむことにする。流石にまた誰かに乱入されることはないだろう。そう思いながら、この一時をじっくり味わっていた。
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　防壁内の一室で都市の幹部達による会議が行われている。議題は第１奥部の建国主義者の対応についてなのだが、今はイナベとウダジマが互いを糾弾する場となっていた。

　イナベが総合捜査局の局長であるサワタリに厳しい口調で問う。

「そもそも、対象のハンターに建国主義者の嫌疑を掛けた根拠は何だ？　私が止めなければ、そちらが派遣した部隊は皆殺しにされていたのだぞ？　都市の安全を担う貴重な人員が大勢失われるところだったのだ。その恐れを考慮してでも部隊の派遣に至った経緯を説明してもらおう」

「部隊の損失を防いでもらったことには感謝する。だが建国主義者の調査内容の開示に関しては、非常に機密性の高い内容であり、現在調査中であることも含めて、今は開示を拒否する」

　イナベがサワタリを蔑むように小馬鹿にする。

「ふん。どうせウダジマに金でも積まれたのだろう。それとも第１奥部の稼ぎの良い区画の担当に、お前の子飼いの者を着任させてやるとでも言われたのか？」

「根拠の無い中傷はやめて頂きたい。そのような程度の低い推測しか出来ないから、そちらの派閥は衰退しているのではないかね？」

　サワタリも似たような態度でイナベに言い返した。イナベは不快感を顔に出しながらも、想定内の返事を引き出したことで、想定通りに話を進める。

「ほう。ではそれが下らない推測だったと示す為にも、やはり部隊派遣の経緯と根拠を説明してもらおう。幾ら機密性が高いとしても真っ当な理由であれば、この場にいる者にその概要すら説明できないのは不自然だ」

　そしてイナベがライオットに告げる。

「ライオット議長。サワタリ局長が説明を拒否した場合、自身に利益のある虚偽の情報を根拠にして、都市の部隊を恣意的に運用し、都市に被害を生じさせる結果を黙認したとしか考えられない。よって、都市への背信か能力不足、そのいずれか、或いは両方を理由に、サワタリ局長の解任を要請する」

　会議の場がざわめく。それはイナベの発言内容の有効性を示していた。議長ではあるが、都市の為にも派閥争いからは中立でありたいライオットにも、それは有効だった。

「サワタリ局長。説明を」

「……建国主義者が取引相手に報酬として渡した遺物と、アキラというハンターがスラム街の裏店舗に持ち込んだ遺物に、高い同一性が見られた。そこからその供給元も同じである可能性が浮上し、建国主義者との関係を疑う必要があった」

　イナベが口を挟む。

「馬鹿馬鹿しい。似たような遺物など東部に幾らでもある。同種の遺物を見付けたハンターを全員検挙する気か？」

「嫌疑が掛かるほど高い同一性が見られたということだ。それに旧世界製の情報端末は貴重品だ。そう簡単には見付からない。出所が同じだと推察するのは当然だろう」

「仮に出所が同じだとしても、そんなもの、アキラと建国主義者が同じ遺跡で遺物収集をしただけだろう。アキラが建国主義者である根拠にはならない」

「ならばこそ、その出所を確認する必要がある。第１奥部で活動している建国主義者が、そこでも動いている恐れがある」

「その遺物収集の場所ぐらい普通に聞けば良いだろう。まあ相手もハンターだ。貴重な遺物がある場所をそう簡単には話さないだろうが、そこは相応の情報料を支払えば良い。なぜそうせずに部隊を派遣しての即時拘束を選んだ？　派遣部隊の全滅を覚悟してでも、そうしなければならなかった理由を答えてもらおう」

　サワタリが言葉に詰まる。そこを正直に答えるならば、その経緯がどうであれ、ウダジマの意向に逆らえずに弱い根拠で部隊の派遣を強行した、となるからだ。

　そこでウダジマが口を挟む。

「単純に該当のハンターがそれだけ危険だからではないか？　対象の調査に向かった総合捜査局の職員が、既に３人殺されていると聞いたが？」

　場が再びざわめく。しかしイナベは動じない。

「そのような情報は聞いていないな」

「こちらにはある」

「そうか。こちらにあるのは、総合捜査局の職員を騙かたった者がスラム街での経済的覇権を狙って、現地の遺物販売店の経営者の殺害を試み、失敗して殺されたというものだがね」

　スワング達が本物の職員であることは、サワタリも当然知っている。そしてイナベもそれを知った上で話していることに、サワタリはその顔をわずかに歪めた。

「建国主義者の調査を騙っていた以上、すぐに殺す訳にもいかなかったのだろう。自白を強要して嬲なぶり殺ごろしにしようとしたらしい。まあ、そのおかげで、その経営者と懇意にしていたハンターの助けが間に合ったそうだが」

　ウダジマもその顔をわずかに歪める。それは中途半端な結果しか出さなかったスワング達への不満によるものだった。

「事情に通じた偽物が出る時点で、総合捜査局の情報漏ろう洩えいには目を覆うものがあると思っていたのだが、本物の職員だったのか？　もしそうなら、その者達が誰の指示で動いたのか、念入りな調査が必要だな。サワタリ局長。そう思わないか？」

　イナベの提案は、サワタリへの譲歩だ。

　ウダジマの敵対派閥の長であるイナベと付き合いのある人物を、ウダジマの要請に従って殺すように自分の部下に命じた。このままではサワタリはそういう立場に追い込まれる。

　こちらにつくならば、最低でもウダジマと距離を取るのならば、それを何とかする機会を与えてやる。そういう意図であることぐらいは、サワタリにも容易に分かった。

　恐らくスワング達の死体はイナベに確保されている。適当に行方不明には出来ない。事態の改善にはイナベの協力が不可欠だ。

　そもそもサワタリはシェリルの殺害など命じていない。自白を取る為の過度な暴行も許可していない。命じたのは調査までだ。クガマヤマ都市の力を背景にした、口頭での脅しに屈してくれればいい。その程度の、緩い調査のはずだった。

　アキラに派遣した部隊の方も、ウダジマの要望に逆らえなかった部分はあるが、似たような判断だった。高ランクハンターと、都市の部隊だ。どちらも交戦は避けるだろう。そういう考えがあった。

　所詮はウダジマがイナベにする嫌がらせにすぎない。大事にはならないだろう。そう思っていたのだが、それが現場の者の所為でややこしい事態になった。サワタリはそう認識していた。

　そしてウダジマへの義理は果たしたとして、イナベの提案を受け入れる。

「……同意する。その件はこちらで調査しよう」

「では、調査の結果を待つとしよう。いろいろ言ったが、続きはその調査の結果が出てから、で、良いのではないかな？」

「そうだな」

　これでアキラが都市の職員を殺した件はうやむやになった。都市の部隊と交戦した件が残っているが、そちらも後回しとなった。

　ライオットが話を進める。

「イナベ区画長。サワタリ局長の解任要請は取り下げて構わないかな？」

「構いません。取り下げます」

「では、そのハンターについての議論はここまでとする。次はイナベ区画長から提案された第１奥部の広域調査についてだが……」

　イナベとウダジマが睨にらみ合あう中で会議が続いていく。イナベの提案である第１奥部への大部隊の派遣は、建国主義者の拠点の捜索、襲撃、排除を口実としているだけあって、ウダジマも否定的な意見を述べるのが難しい。会議はイナベの優勢で進んでいた。

　しかしその流れも議題ごと吹き飛ぶ。それは会議の場に突如現れた防衛隊の者達によるものだった。その指揮者であるサエバが真面目な顔で言う。

「急に失礼する。緊急の用件がある。まずはこれを見てほしい」

　都市の防衛隊は軍事的な側面が強く、その予算を出す都市の経営側からは基本的に切り離されているが、それでも都市の防衛という極めて重要な役割を担うこともあって、都市全体に強権を持っている。

　それでも都市全体の運営は、防衛隊の運営も含めて、都市の経営陣、つまりこの場の者達が行っている。よってその経営陣の会議の場に連絡も無しに突如現れるということは、基本的には無い。

　だからこそこの場の幹部達は、防衛隊の者達の非礼に不快感を覚えるよりも、そうする理由があるだけの非常事態が発生したことを理解して、驚き困惑していた。

　会議室の大型モニターに映像が映し出される。

「この映像は１時間前から広域汎用通信で繰り返し送信されているものだ。正確な発信元は不明だが、クズスハラ街遺跡の奥部だと考えられる」

　どこかの遺跡を思わせる室内に武装した者達が後ろに横一列に並んでおり、前には指揮者と思われる者が立っている。映像の中央に立つその者は、子供だった。そしてその子供が真面目な顔で告げる。

「俺達はアルフォト団だ！　俺達は今日ここに、建国を宣言する！」

　その余りの内容に会議室がどよめいた。都市の幹部達が驚きの表情で映像の子供に注目する。

　映像の中で拙い演説を続けるその子供は、ティオルだった。
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　演説するティオルの映像を見て、ヤナギサワが難しい表情を浮かべている。

　クズスハラ街遺跡の奥部を領土とすること。建国を承認しない者の立入を禁止すること。既に多くのハンターと取引を済ませており、協力者は至る所にいること。協力者は領土内でモンスターに襲われずに遺物の収集が可能であること。追加の協力者も歓迎すること。ティオルはそれらの話を、不慣れな様子で続けていた。

　そしてその証拠とする映像が続く。大型ウェポンドッグの群れの中を、それらに襲われずに悠々と進む者達の姿。モンスターの側で平然と遺物を集める様子。その成果として旧世界製情報端末が山のように積まれている光景。どれも衝撃的な映像だ。

　しかしヤナギサワの興味はそちらではなく、ティオルの方にあった。

「……お前、誰だ？」

　ティオルは自身をアルフォト団の人間であると名乗っている。しかし実際にアルフォト団と伝があるヤナギサワはティオルのことを知らなかった。

　そのヤナギサワに秘匿通信が入る。相手は建国主義者であり、今は身分を偽ってドランカムに潜入しているネルゴだ。

『同志。聞きたいことがある。アルフォト団の者を名乗る例の映像は知っているな？』

『ああ。ちょうど今見てるところだよ』

『同志の仕込みか？』

『違う。付け加えれば心当たりも無い。そう聞いてくるってことは、そっちも同じか？』

『そうだ』

　相手の言葉の真偽を思案するわずかな沈黙が流れる。そしてその思考を先にヤナギサワが終えた。

『ところで、この映像の内容なんだけど、どう思う？』

『合理性の無い稚拙さの解釈に苦心している。演説者は素人。話し方は作文をただ読み上げているのと変わらない。内容も、建国を宣言しておいて国名すら出していない。余りに稚拙だ』

『でも映像は本物なんだよねー。あの辺のモンスターにはクズスハラ街の防衛機構が混じってるんだ。彼らがそいつらの敵味方識別機能を突破したとなると、相当な技術者が裏にいることになる。下手をすると再構築リビルド技研絡みの案件として、対再構築機関アンチリビルドが動きかねない。それぐらいデカい組織が裏にいることになるんだけど……』

『同志にも我々にも心当たりが無い。どちらの情報網にも引っ掛かっていない。そもそもそれだけの組織が動いているのであれば、あのような稚拙な演説になる訳が無い』

『そうなんだよねー』

　ヤナギサワやネルゴがそう口にするほどに、ティオルの映像の内容は、普通に考えれば不可解な部分だらけだった。

『こちらでもアルフォト団を名乗る一団に接触は試みる。同志はどうするつもりなのだ？』

『クガマヤマ都市としての方針は経営陣が会議で決めるだろうから、俺はその上で臨機応変に、かな？』

『そうか。ではこれで失礼する』

　ネルゴとの通信を終えたヤナギサワが再び映像を見ながら思案に耽ふける。繰り返し確認し、注目し、凝視して、内容に対する理解を深め、この映像が存在する過程と背景と目的を推察する。

　そして結論を出した。

「いけるか……？」

　上手くいく保証は無い。だが賭けるには足る。そして自分の目的は、危険を冒さずに得られるものではない。時間切れの前に目的を達成する為にも、ヤナギサワは覚悟を決めて動くことにした。
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　ティオルの映像を見終えた都市の幹部達は一様に頭を抱えていた。この件が都市経済に与える影響は測り知れず、その対処に追われるのは自分達だからだ。

　イナベも会議の場に防衛隊の者が割り込んでくるだけのことはあったと思いながら、対処の議論を進めようとする。だがその前にサエバに告げられる。

「イナベ区画長。事態が沈静するまで我々の監視下に置かせてもらう」

「何だと？　どういうことだ！」

「監視下に置く理由を説明するのは構わない。しかしこの場で説明するのはお勧めしない。また、あくまでも監視であり、イナベ区画長の経済活動を制限するものではないことは保証する」

　イナベがサエバに向けて都市の幹部の威圧を込めた厳しい視線を向ける。それをサエバは真面目な顔で見詰め返した。

「……良いだろう。ライオット議長。私は席を外させてもらう。用事が出来たのでね」

　イナベはそう言い残し、サエバと共に会議室から立ち去った。

　騒然となる会議室の中でウダジマが笑みを零す。事情は不明だが、イナベは何らかの失敗をした。この好機を逃さずに会議の流れを掌握すれば、先の失態も取り返せる。そう思って意気を上げる。

　だが防衛隊の者はそのウダジマの後ろにも立った。ウダジマが思わず顔を引きつらせる。

「……待て、私もか？」

「はい。事態の沈静まで監視下に置かせていただきます」

「理由は？」

「それは、その理由をこの場でお話ししても構わない、という言質を取ったと解釈して宜しいでしょうか？」

「……ライオット議長。私も席を外させてもらう」

　ウダジマも防衛隊の者と共に会議室から去っていく。ティオルの件の対策会議は、二大派閥の長がどちらも退出した場で続いていった。




　車を手配したイナベが、サエバと共に都市を進む。護衛は付いているが、密談にも適した広い後部座席にはイナベとサエバしか座っていない。

「では、そろそろ私を監視下に置く理由を聞いておこうか」

「言わなくても見当はついてるんじゃないか？」

「それをこちらから得意げに語る必要はないだろう。その推察が合っているにしろ、間違っているにしろ、そちらが言えば済む話だ」

「いや、まずはそちらの推測を聞いておきたいね」

　イナベが怪訝な顔をする。サエバは無言で催促していた。イナベが仕方無く話し始める。

「……アキラが手に入れた旧世界製情報端末の出所が、あのアルフォト団との取引であれば、あれだけの量だ、相当な内容の取引を済ませていたことになる。そしてその取引相手に私が含まれている恐れがある。そういうことだろう？」

「それでは半分だ」

　そう言って、サエバは残り半分の理由を視線で催促した。

「……仮に残り半分があったとしても、私の口から言えんな」

「ではこちらから言おう。随分前からそちらの工作員は、アキラから手に入れた旧世界製情報端末を第１奥部のそちらの担当区画に配置していた。その作業中に、あのアルフォト団と接触して取引をした恐れは否定できない。その対処だ」

　自身の工作が防衛隊に露見していたことに、イナベが長めの溜め息を吐く。

「こちらの工作を摑んだ情報源は、ノグチか？」

「悪いが、その辺は答えられない。情報源は機密扱いなんでね」

「だろうな」

　その後、しばらく沈黙が流れた。そしてイナベが落ち着いた表情で語り始める。

「先に言っておく。私は建国主義者と取引などしていない。そして一応言い訳もしておこう。私も好きで不正をした訳ではない。そうでもしなければ、ウダジマ達の台頭を止められなかったからだ」

　そこまで語ったイナベが、わずかに憤る。

「……私にも権力欲はある。それは否定しない。だがそれ以上に、いざとなれば余所の都市に逃げれば良いなどという考えの連中に、都市の運営を任せる訳にはいかない。どれだけ優秀でも、そのような連中に都市の命運を任せて堪るか」

　クガマヤマ都市は徒歩で行ける距離にクズスハラ街遺跡がある以上、モンスターの大規模な襲撃の脅威に常にさらされている。強力な防壁で守られているとはいえ、絶対の安全などは無い。万が一の事態は起こり得る。

　その際にウダジマ達は逃走を選ぶ者達だ。前回の襲撃でも、ウダジマ達は自分達の避難だけは逸早く手配していた。都市の幹部として、この都市で生きる者として、そのような人物は認められない。都市の未来を任せることは出来ない。イナベがウダジマを敵視する背景には、そのような思想があった。

　内心を吐き終えたイナベは、大きく息を吐いて平静を取り戻した。再び落ち着いた態度で続ける。

「広い視点を持つと言えば聞こえは良いが、防壁を維持する努力よりも、逸早く逃げ出す努力を優先するような者が都市の命運を担うようでは先は無い。経済面ではないにしろ防衛隊も都市の命運を担っている。万が一の場合にはその職務に殉じることを期待しよう。で、どうする？　不正の自白も取れたことだ。監視から拘束に移るか？」

「いや、別に」

「……、何？」

　ここまでか、と思ったところを覆されて、イナベは意表を突かれた顔で思わずそう言っていた。

「別に我々は正義の味方ではないのでね。防衛情報を余所に売ってるとかじゃなければ、経営陣の不正追及に興味は無い。やってないよな？」

「やらん」

「なら問題無しだ。前にも言った通り、この監視はあくまでも建国主義者への調査の一環で、そっちの経済活動を制限するものではないことは保証する。つまり、無関係な小細工は見て見ぬ振りだ」

　そのある意味で開き直った言い分に、イナベは半ば呆れたような顔を浮かべた。一方、サエバは少し楽しげに笑っている。

「まあ個人的なことを言えば、俺はウダジマよりあんたを支持するよ。早めに逃げ出そうとするやつよりは、最後まで立て籠もろうとするやつの方が、都市防衛にも前向きだろうし、その為の予算も増やしてくれそうだからな」

「それはどうも。それならば静観だけではなく、協力もしてほしいところなんだがね」

「それは職業倫理的にアウトだ。悪いね」

　イナベとサエバ、立場の違う二人は、同じように少し苦笑気味に楽しげに笑った。

　そのまま車が進んでいく。目的地はスラム街にあるシェリルの拠点だ。

「それで、ぶっちゃけた話どうなんだ？　あのアキラってハンターは建国主義者と取引をするようなやつなのか？」

「こういう言い方も何だが、あのアキラというハンターには、そういう取引が出来るような有能さは無いだろう。だから違うはずだ。状況的に怪しいのは分かるのだがな」

　その辺りをはっきりさせる為に、イナベはサエバと共にシェリルの拠点に向かっていた。




　イナベ達の車両がシェリルの拠点の前に停まる。するとすぐにエリオ達が武装してその場に集結した。本来はスラム街の者が都市の者にして良い対応ではない。しかし先日シェリルが都市の者に殺されかけたこともあり、相手は都市の者だ、という理由だけで退く訳にはいかなかった。

　だがそのエリオ達の抵抗も、複数停まった車両の中からイナベ達の護衛が出てきたことで潰ついえる。都市の幹部の護衛というだけでなく、都市の防衛隊の隊員まで出てきたことで、総合支援システムが即座に勝ち目は欠片も無いとエリオ達に示したからだ。

　エリオはイナベ達の来訪をアキラ達に慌てて連絡した。
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　アキラはここ最近シェリルをギリギリのところで助ける事態が２度続いたこともあり、３度目を防ぐ為にしばらくシェリルの拠点にいることにしていた。

　そこにイナベ達がやってくる。シェリルと一緒に話を聞くと、まずはアルフォト団を名乗るティオルの映像の件について説明される。そしてその取引に対する疑いを晴らす為に、アキラが手に入れた旧世界製情報端末の出所を教えてほしいと頼まれた。

　そちらが満足する額の情報料を支払う。イナベからそう言われたものの、アキラの顔は険しい。

『アルファ。一応聞いておくけど、言っちゃ駄目だよな？』

『駄目よ』

『だよな』

　アキラは軽く項垂れながら大きな溜め息を吐いた。そして顔を上げると真面目な顔で答える。

「悪いが、言えない」

　イナベはその返事を半分予想していたこともあり、驚きはしなかった。そして報酬を釣り上げる為の演技でもないと軽く見抜き、わずかにしかめた真面目な顔で告げる。

「そういう非協力的な態度を取られると、私も君を庇い難くなるのだがね」

「分かってる。でも言えないものは言えない」

「言えない理由は？」

「それも言えない」

「君は今、自分の立場を致命的に悪化させている。それを分かって言っているのだろうな？」

「ああ。分かってる」

　旧世界製情報端末の出所を大人しく教えなければ、建国主義者とみなされかねない。そういう意図が含まれている以上、イナベはアキラを脅している。それでも険悪な雰囲気にならないのは、イナベはアキラを庇おうとしており、アキラもそれを分かっているからだ。

「……一応聞いておくが、君は建国主義者ではないし、建国主義者と取引もしていないな？」

「ああ。俺は建国主義者じゃないし、そいつらと取引もしてない」

「この映像の人物にも内容にも心当たりは全く無い。そうだな？」

　本人は強硬に全てを否定しており、これ以上の詰問は意味が無い。また武力を用いて尋問したところで、それで得られる情報は、相手の戦闘能力から想定する被害に見合うものではない。イナベはそういう方向に話を持っていこうとした。

　しかし予想外の返事が返ってくる。

「いや、こいつは知ってる」

「……何だと？」

　イナベはサエバと共に思わず驚きを露わにした。

「シェリル。こいつはティオルだよな？」

「……そうですね。恐らくですが」

　それをここで正直に話すのは悪手だ。自分達には建国主義者と関係があるという疑惑が深まってしまう。シェリルはそう思いつつも、アキラが話してしまったので、以前に自分の徒党にティオルがいたことを正直に話した。

　正直なのは美徳だが、その美徳は今は要らないだろう。イナベもそう思って頭を抱えている。

　その一方でサエバは苦笑を零していた。そしてアキラが建国主義者ではなく取引もしていないのは本当だろうと判断した。この場のアキラはある意味で無能丸出しだ。だからこそ、その辺りを上手くごまかす器用な真似など出来ないだろう。そう思ったのだ。

「分かった。では防衛隊の者として一つ聞こう。このティオルという者の殺害を君に依頼することは可能か？　君が建国主義者側ではない一番手っ取り早い証明になる。どうだ？」

　サエバとしては、当然受けると思っての提案だった。しかしアキラは難色を示す。

「……それ、断ったらどうなるか分かってるんだろうなって意味か？」

「そういう意図は無いが、嫌がる理由は何だ？」

「どんな内容でも、脅されてやらされるのは誰だって嫌だろう。違うか？」

「なるほど。……では、このティオルという者が賞金首になったら、静観せずに殺しにいくか？」

「ああ。見掛けたら殺そうとは思ってたからな。ちょうど良い」

　たとえ自分にとって都合の良いことであろうとも、やるのか、やらされるのか、の違いによって態度を大きく変えたアキラの非常に面倒臭い反応に、サエバは軽く苦笑した。イナベも呆れたように溜め息を吐いていた。

「よし。それじゃあ俺はその辺の調整があるからこれで失礼する。イナベ区画長。あんたはどうする？」

「……そうだな。私も引き上げよう。アキラ。しばらくは遺跡にも行かずに大人しくしていろ。また連絡する」

　イナベ達が拠点から帰っていく。シェリルはアキラと一緒にそれを見送った。そして立て続けに起こった事態への感想を零す。

「……アキラ。これからどうなるんでしょうね」

「まあ、なるようになるしかないんじゃないか？」

「……、それもそうですね」

　前にも似たようなことを言った。そう思いながらシェリルが笑う。

　事態は都市の職員を殺した程度のことなど些事になってしまった。それでもアキラも自分も同じことを言う余裕がある。それならばきっと大丈夫だろう。そう思って笑っていた。
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　アキラがシェリルの拠点で休んでいるとキバヤシから通信が入る。それは旧世界製自動人形の交渉がようやく終わったことの報告だった。

　アキラの取り分はキバヤシが粘りに粘ったことで最終的に30億オーラムとなっていた。その内20億オーラムはイナベへの返済に充てるので、自由に使えるのは10億オーラムとなる。

　アキラはその金で自宅の浴室を豪勢に改装するなどして、自分の生活水準を大幅に向上させるつもりだった。しかし今はそれどころではないと考えて、仕方無く戦力向上の資金に充てることに決める。

　その思いから零れた溜め息がキバヤシに届いた。キバヤシが少し不機嫌な声を返す。

「アキラ。30億オーラムじゃ不満か？」

「ん？　いや、不満は無いよ。助かった」

「じゃあその溜め息は何だ？」

「何でもない。別のことだよ」

　アキラはそう軽く答えて流そうとした。だが連絡してきた時から余り機嫌の良い様子ではなかったキバヤシが、訝しむように聞き返す。

「それ、あのティオルってやつの件か？」

「まあそうだけど、何だ、知ってたのか」

　キバヤシがますます不機嫌な声を返す。

「そんな溜め息を吐くぐらいなら、断れば良かっただろうが。お前もつまらないやつになったな」

「ちょっと待て。何の話だ？」

「聞いたぞ？　お前、都市からの脅しに屈して、建国主義者の容疑を取り消す条件で、あのアルフォト団の討伐をさせられるんだろう？　そこは、お前なら、相手が都市だろうが、知ったことか、って感じでやるんじゃないのか？　全く、お前には期待してたってのに……」

　相手が都市だろうと掛かってくるなら敵に回す。キバヤシはアキラにそういう無理無茶無謀を期待していた。しかしそのアキラが都市を敵に回さないという利口な選択をしたと思い、軽い失望まで覚えていた。

　アキラが面倒そうに答える。

「何を期待したのか知らないけど、俺は好きにやるだけだ。変な期待はしないでくれ」

「好きにやる？　強要されたんじゃないのか？」

「元々あのティオルってやつは殺す気だったんだ。クズスハラ街遺跡でもイイダ商業区画遺跡でも襲われて逃げられたからな。都市に頼まれたから殺す訳じゃない。ちょうど良いとは思ったけどさ」

「それなら何で溜め息を吐いたんだ？」

「入った金で家の浴室を改装しようと思ってたんだけど、あいつがいる第１奥部でこの前苦戦したから、その改装費用も装備代に使うんだよ。それが少し残念だっただけだ」

「浴室を改装って……、いや待て、お前、一体どんな風呂に入るつもりだ？」

「うるさいな！　どうでも良いだろ!?　俺もそろそろちょっと良い風呂に入りたいんだよ！」

　自分には訳の分からないことをごちゃごちゃ言い続けてくるキバヤシに、アキラは思わず感情的になってそう言っていた。

　しかしそれでキバヤシはアキラの言葉に噓は無いと理解した。

　アキラはティオルを元々殺す気であり、都市に屈して殺す訳ではない。つまり必要なら都市であろうと敵に回すアキラの無謀な精神は変わっていない。

　そして、数十億オーラムという稼ぎから考えれば恐らくわずかな額でしかない浴室の改装費用すら使って、手持ちの金を残らず自身の戦力向上に注ぎ込もうとしている。

　自身が望む馬鹿なハンター、利口ではない選択を貫き通す無理無茶無謀の体現者は健在だ。そう思い、キバヤシは一気に上機嫌になった。

「そうそうそう！　そうこなくっちゃ！　お前はそういうやつだ！　いやー、悪かった！　この辺で折れるやつが多くてさ！　ちょっと勘違いした！」

　急に上機嫌になったキバヤシの態度に、アキラがいらだちを忘れて面倒に思う。

「何なんだお前は……。用事が無いならもう切るぞ」

「まあ待て。変な勘違いをしたお詫わびに、俺もお前の戦力向上に協力してやる」

「要らない。変な真似してこれ以上事態をややこしくしないでくれ」

「そう言うなって。早ければ明日にでもティオルに賞金が懸かるんだろうし、そうしたらお前もすぐに出発するんだろう。追加の装備を贔屓の店で注文しても、到着を待つ暇は無いぞ？　俺に頼めばすぐだ」

「それはそうかもしれないけど……」

「それにお前はまだ建国主義者の容疑が掛かってる状態だ。注文だって大変だぞ？　お店の人は気にしないかもしれないが、取り寄せ先の方が注文を受け付けないかもしれない。俺に任せればその辺も確実だ。どうだ？」

　今の自分ではシズカに迷惑を掛けるかもしれない。その想いがアキラを決断させた。顔をしかめながらもキバヤシに頼ることにする。

「……分かった」

「よし！　それじゃあ30億オーラムの予算をどう使うかだが……」

「10億だ。20億は借金の返済だろう」

「この際だ。返済はもうちょっと待たせても良いんじゃないか？」

「駄目だ」

「融通の利かないやつだな。まあお前のそういう変なところで律儀な部分が、お前の無理無茶無謀の元なのかもしれないがな」

　アキラが溜め息を吐きながら頭を抱える。10億オーラムの使い方の相談中、キバヤシはずっと楽しげだった。
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　監視役の者と一緒にドランカムの施設を訪れたウダジマが、その一室でカツヤとミズハに深刻な表情を見せている。

「……先に言っておく。私はこの件を君達に強要する気は無い。だから、事実上の強制だ、などとは思わないでほしい。君達が第１奥部から撤退を強いられたことは知っている。出来ないなら出来ないで構わない。それを責める気も無い。その上で、頼む。力を貸してくれ」

　ウダジマはそう言って、一介のハンターに丁寧に頭を下げた。

　ウダジマの頼み事は第１奥部の建国主義者の討伐だ。カツヤはその話を難しい表情で聞いていた。引き受けてくれるのであれば出来る限りの支援をするとは言われたが、撤退戦では死者も出た。カツヤも安易にやりますとは言えなかった。

　そしてその気持ちを強く共有するミズハが、皆の思いを代弁するように言う。

「カツヤ。私も無理強いは出来ないわ。戦うのはカツヤなのだからね。でもカツヤなら出来ると思う。あの時はアキラに助けられてしまったけど、あれは装備の性能の差もあったわ。そこはウダジマさんに支援してもらえば良いと思うの。そうですよね？」

「勿論だ」

　やめておけ、という思考がカツヤの頭に浮かぶ。だがそれは更なる強さと成果を求める大量の思考に吞まれて消えた。しかし決断には至らない。カツヤが迷いを顔に出す。

「……ウダジマさん。俺なら出来ると思いますか？」

「残念だが、断言は出来ない。それでも君なら出来ると信じたい。クガマヤマ都市の未来の為にも、そうあってほしいと思っている」

　カツヤは随分大袈裟なことを言われたと感じてわずかに困惑した。ウダジマがそれを察して続ける。

「そうだな。建国主義者の討伐を引き受けてもらった後に言おうと思っていたが、この際だ、先に言っておこう。私はクガマヤマ都市の為にも、君にアキラを倒してほしい、勝ってほしいと思っている」

「……どういうことですか？」

「どこの世界でも飛び抜けた実力者というものは、その世界の象徴として大きな影響を与えるものだ。そして今のクガマヤマ都市にはそのようなハンターが二人いる。どちらもその若さにもかかわらず大きな成果を上げたことで、都市のこれからのハンター像を決めかねない者だ。分かっていると思うが、一人は君だ。そしてもう一人は、アキラだ」

「俺と……、あいつが……」

「クガマヤマ都市のハンターの象徴となるのが君ならば構わない。いや、望ましい。君の実力は申し分無い。並外れている。その上で、君はその力に溺れない高い品性と倫理観を持っている。本当に素晴らしい。中位区画に君の支援者がいるのもよく分かる。君のような者が都市のハンターの基準となれば、素晴らしい未来が待っているだろう」

　ウダジマはそう言ってカツヤを称えた後、その顔を険しく歪める。

「だが、アキラは駄目だ」

　そしてそう言い切った。

「彼は君とは違う。彼は強ければ何をしても良いという、スラム街の思考と倫理しか持っていない」

　まず断言し、その強い印象が薄れる前に、疑う暇も与えずにその理由を補強する。その効果に元々アキラを嫌っていることもあって、カツヤが強く影響されていく。

「君の仲間にもそのような出身の者がいることは知っている。だが彼は、君の下で真っ当な倫理を身に付けた者達とは違うのだ。彼はスラム街の劣悪な倫理のまま、その強さで増長している。その人間性は更に酷くなったと言えるだろう」

　その通りだという思考が、カツヤの外からも流れてくる。

「ハンター稼業は命懸けだ。だからこそ強さが全て。人格等は度外視される。そういう考えがあるのも理解は出来る。それは分かる」

　ウダジマも強く訴えかける。

「だが、それでも、限度というものはあるだろう。彼は都市の職員すら構わず殺す人間だ。しかも建国主義者の疑惑まで掛かっている。そんな者がこの都市のハンターの象徴になればどうなるか。私達の都市に同類の者達が溢れることになるだろう。そのようなことは認められない」

　衝撃的な内容が含まれていたことで、カツヤも我に返った。慌てて聞き返す。

「ちょ、ちょっと待ってください！　それが本当なら、都市は何でそんなやつを野放しにしているんですか!?」

　そう問われたウダジマは、険しく重苦しい表情を浮かべた。

「……都市の恥部である意味でも、そして君の安全の為にも、口外はしないでほしい。私と同じ都市の幹部であるイナベが、アキラを利用する為に彼の後ろ盾になって、彼への対処を握り潰しているのだ」

　噓は言っていない。それだけにウダジマの言葉には、カツヤを信じさせるだけの信憑性があった。

「そ、そんな……」

「私もイナベの横暴を止めようと努力しているのだが、力及ばずといったところなのだ。すまない」

　ウダジマはそう言ってもう一度カツヤに頭を下げた。

「い、いえ、そんな、ウダジマさんの所為じゃありませんよ」

「そう言ってもらえると助かる。話を戻そう。だからこそ、君にアキラに勝ってほしいのだ。クガマヤマ都市の未来を担うハンターの体現である君に。勿論、私も協力は惜しまない」

　仲間達の熱気を感じたカツヤは、その勢いのままに思わず、分かりました、と答えようとした。だがアキラの強さを知っている自身の経験がそれを押し止とどめる。

「……ウダジマさん。あいつに勝つって、具体的にはどういうことなんですか？　あのアルフォト団ってやつらを、俺達があいつよりも先に倒せば良いんですか？」

「いや、違う。それでは彼が野放しであることに変わらないからな。だから彼を確保してほしい」

　アキラを死なせずに捉えるなど、流石に無理だ。その考えがカツヤの顔に険しい表情として浮かんだ。それを見たウダジマが真面目な顔で告げる。

「……そうだな。ここで私が言葉を濁すのは失礼だろう。はっきり言おう。生死は問わない。責任は私が持つ」

　殺人を依頼しているのと変わらないウダジマの言葉に、カツヤは衝撃を受けていた。カツヤも既に人は殺している。だが防衛や応戦の結果として殺すことはあっても、殺しにいくことはなかった。それを些細な違いと捉える者もいるが、カツヤには大きな違いだった。

　それを察してウダジマが続ける。

「勿論、生存していることが望ましい。彼の口からイナベの不正の証拠を引き出せればイナベを追い詰められるからな。また、恐らくイナベの裏工作の資金源である遺物販売店の要である二人、アキラとシェリルの片方だけでも排除できれば、イナベには大きな痛手となるはずだ。それだけでも意味はある」

　シェリルの名前が出てきたことで、カツヤはシェリルとイナベの関係を思い出した。

「……シェリル？　そうだ！　シェリルはあの遺物販売店を……、えっ？」

「どうかしたのかね？」

「シェ、シェリルも関わってるんですか!?」

「少なくともあの遺物販売店の経営者は彼女だ。それは間違いない」

「そ、そんな……」

　カツヤもシェリルには得体の知れない部分があるとは思っていた。しかしそのような不正に関わっているとは思わなかった。思いたくなかった。

　そこにウダジマが付け込む。

「知らずに加担しているのかもしれない。何らかの弱みを握られて、無理矢理協力させられているのかもしれない。或いは複雑な事情があるのかもしれない。だが、いずれにしろ関係者だ。彼女もその責を負う恐れはあるだろう」

「無理矢理加担させられているのなら、ちゃんと調べて事情を聞いて助ければ、シェリルもこっちに協力してくれるんじゃ……」

「それは無理なんだ」

「ど、どうして……」

「総合捜査局もその調査は試みた。アキラには確保部隊を派遣し、シェリルの下にも調査員を送った。だが部隊は敗北。調査員も全員殺されたそうだ。加えて総合捜査局は……、イナベの恫喝に屈してしまったよ」

　余りの内容にカツヤは絶句していた。

　ウダジマが内心を隠して深刻な表情を浮かべる。

「……アキラの確保を君達に頼んでいるのも、その辺りが理由だ。無理強いは出来ないことも含めてね。だが今の私には、他に頼れそうな者が思い付かない。だからこうして頼んでいる」

　そしてウダジマはわずかな希望を滲ませた苦笑を浮かべた。

「ただ、自分でも不思議なんだが、私は君なら出来るんじゃないかと思っている。何でだろうな。私にもよく分からないんだが、君を見ていると、そう思う。他に縋すがるものが無い者の願望だとは思いたくはないのだがね」

　ウダジマはそれで話を終えた。話す者がいなくなった部屋に静寂が流れる。しかしそこには無音の熱狂が広がりつつあった。

　じっと話を聞いていたカツヤが、その表情に決意を示す。

「……俺がこの話に協力したら、シェリルを助けるのに協力してもらえますか？」

「約束しよう」

「分かりました。やってみます」

「ありがとう」

　ウダジマは両手でカツヤの手を握り、笑って礼を言った。
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　ドランカムの施設を出たウダジマは、送迎用の車の中でカツヤとの遣り取りを思い出していた。

（乗せられやすい若者向けに多少大袈裟に話したが、少々熱を入れて話し過ぎていたな。……なぜだ？　私があの少年の空気に逆に乗せられていた？）

　少し難しい表情でそれを気にしていたウダジマだったが、しばらく考えて大したことではないと思い直す。

（……いや、考え過ぎだ。イナベ達へのいらだちで、少々意気が上がっていただけだろう）

　カツヤのことなど数ある手段の一つにすぎない。それ以上思考を費やす価値も無い。ウダジマはそう思い直して、別の手段の思案に移った。
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　ウダジマの支援を受けたカツヤが慌ただしく準備を進める。表向きは建国主義者を討伐する為に、裏では可能であればアキラを確保する為に、或いは殺害する為に、機領の総合支援システムの開発チームも巻き込んで可能な限りの戦力を集めていた。

　シェリルを助ける為に、アキラを倒す。そうカツヤは心に決めた。




　白い世界から少女は必死にカツヤを止めようとしていた。自身とアルファの試行の個体同士が潰し合うなど、試行の障害どころの話ではない。やめさせようと、カツヤの無意識下に強く働きかけていた。

　アルファと同類の存在である少女の言葉は、今までカツヤに強い影響を与えていた。本人が気付かない間に、カツヤの選択や決断を大きく左右していた。

　だが今はその声も、カツヤと共にある数あま多たの者達の歓声に搔き消されていた。











第[image: ]話　通信障害






　アキラは自宅の車庫で、大型車両の運転席に座って出発の時を待っていた。そこにエレナから通信が入る。用件はハンター稼業の誘いだった。

「……それでね？　近場の遺跡でハンターランク40台でも十分稼げる所って、クズスハラ街遺跡の奥部ぐらいしかないじゃない？　でも例の建国主義者の件もあってゴタゴタしてるし、その騒ぎが収まるまでちょっと遠出しようと思ってるのよ。良かったらアキラも一緒に行かない？」

「あー、すみません。誘っていただいて本当に嬉しいんですけど、ちょっと用事がありまして」

「そうなの？　残念ね。うーん。数日ぐらいなら私達の方でも調整するけど」

「あー、本当にすみません。その辺もちょっと分からないんです。今日終わるかもしれないし、数週間掛かるかもって感じなんです」

「そういうことなら仕方無いわね。分かったわ。どんな用事か知らないけど、危ないことなら気を付けてね」

「はい。気を付けます。それでは」

　エレナとの通信を切ったアキラは、残念そうに溜め息を吐いた。

「折角誘ってくれたのに……」

　アルファが助手席からアキラを慰める。

『仕方無いわ。また今度にしましょう』

「そうだな」

　そこでアキラの情報端末に通知が届いた。賞金首速報だ。

「……来たか。行こう」

　アキラが真面目な顔を浮かべて気を引き締める。そして目的地へ向けて車を走らせた。
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　クガマヤマ都市がティオル達に懸けた賞金は５００億オーラム。個人または個体ではなく、集団または組織に対する賞金であり、対象の壊滅を以て討伐完了となる。そして賞金は参加者に貢献度に応じて割り振られる。

　賞金首とはいえ相手は人間。積極的な殺人は望まない。そのようなある意味で真っ当なハンターは、今回の騒ぎから基本的に距離を取っている。

　しかしその辺りを割り切れる者、或いは気にしない者は能動的な態度を見せていた。

　建国主義者の討伐は、統企連への高い貢献だ。つまりその貢献度を示すハンターランクを、遺物収集やモンスター討伐よりも格段に効率良く上げることが出来る。また、驚異的な生命力を持つ生物系モンスターより、強固な装甲と多彩な武装を持つ機械系モンスターより、それらを持ち得ない人間の方が殺しやすいとも言える。

　つまり敵の強さに対して、それを倒して得られる成果が他の機会に比べて桁違いに高い今回の件は、成り上がりを目指すハンター達にとって絶好の機会でもあった。

　同時にこれはクガマヤマ都市がハンター達に威力偵察を押し付ける作戦でもある。ティオル達をハンター達だけで倒せたならばそれで良し。無理ならば威力偵察の結果を基に必要なだけの戦力を投入するのだ。

　防衛隊は動かすだけでも金が掛かる。死人が出れば多額の費用と長期の訓練で鍛え上げた人財が失われる。第１奥部の建国主義者は都市襲撃の為の陽動である恐れも考えられる。

　以前の都市への大規模な襲撃のように、既にモンスターの群れが都市に迫っている状況でもなければ、都市側も大規模な戦力を軽々に動かす訳にはいかなかった。

　それでもクズスハラ街遺跡の前線基地には、万一の場合の備えとして人型兵器の大部隊が配備されていた。その機体の数を見てアキラが少し驚く。

「凄い数だな。……っていうか、人型兵器をあれだけ用意しないといけない相手なのかよ」

『そこはまあ５００億オーラムの賞金首だからね』

「そうだけどさ……」

『先手を譲ってもらったと思いましょう。あの部隊がティオル達をあっさり片付けてしまったら、アキラの活躍で建国主義者の容疑を晴らす暇が無くなってしまうでしょう？』

「……、そうだな」

　余裕の笑顔で余裕に溢れたことを言うアルファの態度に、アキラも調子を取り戻して笑って返した。そしてそのまま前線基地の横を通って後方連絡線に入り、第１奥部を目指す。

　後方連絡線を進んでいると、やる気のあるハンター達に追い抜かれる。かなりの人数だ。

「早い者勝ちだからって、随分急いでるな」

　賞金首討伐の参加者は今回の件を稼ぎ時と捉えた者ばかりではない。第１奥部でティオル達にモンスターの死体を渡した者など、入手経路を公言できない旧世界製情報端末を売り払った者達も、身の潔白の証拠作りの為に参加している。

　成果を上げなければ容疑は晴れない。その為に採算度外視で準備を済ませた者も多い。その必死さが車の速度にも表れていた。

『彼らにも事情があるのでしょう。アキラ。私達も遅れないようにしましょう』

「了解だ」

　成果が必要なのはアキラも同じだ。先を越されないようにアキラも車の速度を上げた。




　第１奥部に入ったアキラがツバキハラ方面へ車を進める。

　ティオルを殺すといっても、まずはそのティオルを探すところから始めなければならない。だがそもそも、そのティオルが第１奥部にいる保証は無い。作戦としてはかなり行き当たりばったりだ。

　それでも取り敢えず可能性が高そうな場所を目指す。シェリル達をモンスターの群れと異形の少年達から助けた辺りだ。

　アキラはその異形の少年達から、イイダ商業区画遺跡で訳の分からない奇怪な姿に変貌したティオルに似た雰囲気を感じていた。

　そこに関連性を見出したアキラは、広い第１奥部を闇雲に探すよりは良いだろうと思い、まずはそこを目指すことにしていた。

　ただツバキハラ方面に向かうアキラの顔は、どこか険しいものだった。アルファがアキラを笑って元気付ける。

『アキラ。大丈夫よ。今回はモンスターの群れの包囲を強引に突破しなければならない訳ではないわ。危なければ引き返せば良いだけよ』

「……そうだな」

　アキラも笑って返す。だがアキラの中に浮かんでいた懸念は、それとは別のものだった。




　アキラは第１奥部で救援依頼をしていた時に、助けたハンター達から、ツバキハラ方面とは何か、という話を聞いていた。

　当たり前だが、ツバキハラ方面とは、ツバキハラという名前の場所の方向の地域という意味だ。そしてアキラはその方角にツバキハラビルがあることを知っている。恐らくその辺りがツバキハラだと考えると、アキラもその方向をツバキハラ方面と呼ぶのは正しいとは思う。

　しかし廃ビルに偽装した巨大な防壁の中にある旧世界の都市があの場所にあることを、クガマヤマ都市のハンター達は誰も知らない。アキラもアルファに案内されるまで知らなかった。

　だがそれでもツバキハラ方面と呼ばれる以上、誰かが知っていたはずだ。少なくとも、ツバキハラ方面と初めに呼んだ者は知っていなければおかしい。それは誰かとアキラが考えると、クガマヤマ都市が建設された頃の者達となった。

　元々クガマヤマ都市は坂下重工が主導したクズスハラ街遺跡攻略の前ぜん哨しょう地だった。東部の東端地域、最前線の遺跡攻略部隊に比類する大部隊が編制され、多数のハンターが遺物を求めて遺跡奥部を目指し、多大な成果を上げていた。

　その恩恵を受けて、都市と呼べるほどにまで急発展した前哨地がクガマヤマ都市だ。都市を囲む巨大な防壁は、五大企業の部隊ですら苦戦するほどの強力なモンスターの群れから前哨地を防衛する為のものだった。

　だがある日、坂下重工はクズスハラ街遺跡の攻略から突如手を引いた。クガマヤマ都市だけでは遺跡奥部の攻略を今まで通りに続けることなど出来ない。都市の発展は止まり、以降はありふれた中堅統治企業として、以前の活動規模と比べれば非常に細々とした活動を強いられることになった。

　アキラが思う。恐らくその頃の者達は、あの廃ビルの防壁に囲まれたツバキの管理区画のことを知っていた。そしてあれほどの存在の話が自然に忘れ去さられるとも思えない。つまり誰かが意図的にその情報を消そうとした。

　そしてその結果、ツバキハラ方面という言葉は、その方向、という意味ぐらいにしか使われなくなったのだ。

　それでも、そちらに何かがあるかもしれないと思って、遺跡探索に乗り出したハンター達もいたかもしれない。しかし棲息するモンスターが強力な上に、価値ある遺物も全く無い不毛地帯が続いていたことで、割に合わないと思って探索を諦めた。

　そしてその話が広まったことで、後方連絡線の延長によりハンター達が第１奥部に再び足を踏み入れるようになった後も、ハンター達はツバキハラ方面に向かうことは無くなっていた。

　都市内部の権力争いで追い詰められたイナベが、それを引っ繰り返す為に無理な工作を始めるまでは。

　アキラが思う。自分が建国主義者側だと疑われているのは、彼らが流していた旧世界製の情報端末と、自分がツバキハラビルで手に入れた品に、そう疑われてしまうほどに共通点があったから。

　そしてここ最近ツバキハラ方面で発見された旧世界製情報端末の量は、自分がイナベに流した量を明らかに超えている。つまり長期に亘って遺物が枯渇していた遺跡内に、旧世界製の情報端末という貴重な遺物が突如大量に出現したことになる。

　それらの遺物の本当の出所は、恐らく同じだ。ツバキが何らかの理由で、あの大量の廃棄品を流しているのだ。

　そうすると、ティオルを含めたあの建国主義者の裏には、ツバキがいる恐れがあった。アキラもイナベからティオル達のことを聞いた時には気付けなかったが、今ではそこに思い至っていた。




　第１奥部をツバキハラ方面に進みながら、アキラがアルファをチラッと見る。

（大丈夫かな……）

　今回の件の裏にツバキがいるのであれば、下手に関わるのはまずいのではないか。そういう懸念がアキラには浮かんでいた。ツバキは間違いなく旧世界側の存在だ。相応の理由も無しに敵に回すのは、流石にアキラも躊躇する。

　しかしその件をアルファに詳しく聞くのも躊躇っていた。そのツバキと関係があるアルファも恐らく同類の存在だということは、アキラも流石に推察できるからだ。

　このままツバキハラ方面に進み続けても良いのだろうか。その迷いがアキラの顔を険しくさせていた。

　その様子を見たアルファが、いつもの笑顔を浮かべる。

『アキラ。大丈夫よ。今回はモンスターの群れの包囲を強引に突破しなければならない訳ではないわ。危なければ引き返せば良いだけよ』

「……、そうだな」

　アルファは自分を止めていない。大丈夫だと言っている。それならば、進まなければならない。今までも、そうしてきたのだから。その想いで、アキラはアルファに笑って返した。

　その時、車両の索敵機器が上方に多数の反応を捉える。それは遺跡の空を飛ぶ黒い人型兵器、黒狼の大部隊だった。後方連絡線を通って輸送車両で第１奥部まで運ばれた後、機体の飛行機能でツバキハラ方面へ一気に進んでいた。

　その様子を見て、アキラは少し焦りを見せた。

「ちょっと待て！　いきなりあれを出すのか？」

　アキラも黒狼の本来の強さは第２奥部での戦闘を見たので知っている。その機体があれだけ派遣されたとなると、下手をすればそのままティオル達を壊滅させることも考えられた。つまりアキラを含めたハンター達の出番は無くなり、建国主義者の容疑を晴らす機会も失われることになる。

「建国主義者の相手は、しばらくはハンターにやらせるんじゃなかったのか？　その為に連中を賞金首にしたんだろ？　どうなってんだ？」

『アキラにそう説明したのはイナベよ。都市内部の別の人間は別の思惑で動いているのかもしれないわ。権力争いの最中だからね』

　つくづくややこしいことに巻き込まれている。そう思いながらアキラはとにかく先を急いだ。
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　イナベはサエバと共に前線基地の司令室で事の成り行きを見守っていた。

　ティオル達に賞金を懸けて、まずはハンター達の奮闘に期待するように都市へ働きかけたのはイナベだ。アキラと繫がりを持つイナベに有益な内容だが、都市にとっても利益が大きいので、それは通った。

　それでも全てをハンター達に任せる訳にはいかない。これは都市防衛の一環でもある。ハンター達では対処できないと判断した時点で、防衛隊が出撃する予定になっている。最終的な決定は防衛隊が行うが、イナベも防衛隊と共にその判断と、判断の責任を担う立場だ。

「全く、ウダジマの所為で賞金首認定に１週間も掛かってしまった。あいつは何を考えてるんだ？」

「その間にいろいろやっていたようだ。ドランカムや吉岡重工に接触した形跡があった。防衛隊にも都市防衛用の部隊を出せないか打診していた」

「それ、私に教えて良いのかね？」

「都市の幹部であれば提供して良い情報の範疇だと考えている」

「そうか」

　イナベとサエバが笑い合う。監視する者とされる者という立場ではあるが、二人は良好な関係を築いていた。

　そこでイナベがその表情を少し真面目なものに変える。

「……それなら一つ聞きたい。言えないなら言えないで構わない」

　イナベの様子を感じ取り、サエバも態度を改めた。

「何だ？」

「ヤナギサワは、防衛隊にどの程度影響を与えている？」

「…………、言えない」

「……そうか」

　答えられない時点で、ヤナギサワが防衛隊に行使できる影響力は危険域に達している、と答えているのと同じだった。

「まあ、何だ、イナベ派とウダジマ派が結託でもしないと彼の決定を覆せない経営側ほどではないよ」

「返す言葉も無いな」

　それを是正しなければならない立場のイナベは、そう言って苦笑した。

「それを何とかする為にも、まずはウダジマを何とかしなければならんのだがね。現状は知っての通りだ」

「大変だな。頑張ってくれ」

「努力はしよう。……ん？」

　状況を嘆き合うのはこれぐらいにしようと、イナベは敢えて調子を戻した。そこであることに気付く。

　司令室の大型モニターには、クガマヤマ都市とクズスハラ街遺跡の奥部までを含む地図が表示されている。展開している部隊の情報なども分かるようになっているのだが、そこには第１奥部を移動する人型兵器の部隊の反応も映っていた。

「サエバ。防衛隊の人型兵器部隊は、まだ前線基地で待機中のはずではなかったか？」

「あれか。あれは防衛隊の部隊ではない。吉岡重工の部隊だ。データリンクはしているが、扱いとしてはハンターとなる」

「……ウダジマか」

「恐らくな」

　イナベはウダジマの意図を推察して、思わず顔をしかめていた。
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　第１奥部の空を数十機の黒い機体が飛行している。全ての機体が第２奥部に投入されたものと同等の性能であり、操縦者も一流の精鋭部隊だ。

　当然ながら出撃には巨額の金が掛かっている。それでも吉岡重工はウダジマの要請に応えて部隊の派遣を決めた。

　部隊派遣による吉岡重工の利益は、建国主義者討伐という名誉と宣伝、賞金首討伐の賞金に加えて、自社製品の防衛隊への正式採用に対するウダジマの後押しとなる。

　そしてウダジマの利益はイナベの勢力拡大の妨害だった。

　今回の件が終われば、第１奥部の探索可能領域は間違いなく大幅に広がる。そして広がった部分はそのままイナベ派の担当区画となる。

　イナベ達が新たな不毛地帯を手に入れるだけならば問題無い。だがここ最近の情報を信じる限り、不毛地帯だったはずのツバキハラ方面は、高価な遺物の宝庫となっていた。

　ウダジマも当初はイナベの工作によりそう思わされているだけだと思っていた。しかし総合遺物鑑定局の鑑定結果に加えて、ティオル達が大量の旧世界製情報端末を保持していたことから、ウダジマも考えを改めた。理由は不明だが、ツバキハラ方面には貴重な遺物が大量に存在している。そう確信した。

　そのような場所がイナベ派の担当区画になってしまえば、自分達の優勢で進んでいる派閥争いは完全に逆転してしまう。ウダジマはそれを阻止する為に、担当区画の再配分を画策していた。

　当然ながらそのようなことを会議の議題に出しても、イナベが許す訳が無い。そこを押し通す材料が必要となる。

　そこで吉岡重工と交渉して黒狼の大部隊を用意した。本来はハンター達に任せる建国主義者討伐の成果を独占し、それによりアキラから建国主義者の疑念を晴らす機会を奪う。それが成功すれば、自分達には多大な成果があり、イナベ達には大きな疑惑が残ることになる。

　その状態ならば、担当区画の再配分の交渉も上手くいく可能性がある。イナベの巻き返しを阻止できる。ウダジマはそこに賭けていた。

　またウダジマは吉岡重工にアキラの確保、或いは殺害も一緒に行うように頼んでいた。だがそちらは断られた。吉岡重工は過去に機体のプレゼンテーションをアキラに台無しにされた経験から、必要以上にアキラと関わりたくなかったのだ。

　そのウダジマと吉岡重工の期待を乗せた黒い機体達が、進行方向にアキラの車両を発見した。

「Ｃ１。スポンサーが言っていた通り、例のハンターがいた。行き先は同じのようだな」

　部隊員からの通信に、隊長機であるＣ１を操縦するメルトが答える。

「Ｃ12。そのようだ。建国主義者の拠点はこの方向にある可能性が高いという話は本当かもしれない」

「Ｃ１。でもそれって、あのハンターが本当に建国主義者と通じていたらの話でしょう？　その話、本当なの？　私はそうは思えないんだけど」

「Ｃ13。その辺りを判断するのは私達の仕事ではない。こちらに情報を提供した理由が、連中の拠点が偶然であろうと本当にこの先にあった場合に、それを根拠に例のハンターの疑惑を深める為だったとしてもだ」

「なるほどね」

　そのままアキラを追い越そうとしたところで、メルトにＣ12から提案が入る。

「Ｃ１。提案があるんだが、何機かあのハンターに随伴させておかないか？」

「Ｃ12。上からあいつには手を出すなと言われているだろう」

「分かってるって。でもそれはあいつと交戦するなって意味だろう？　だから随伴だよ」

「随伴？」

「俺達は建国主義者の拠点を目指してる訳だが、それがこの先にある保証は無いんだ。あいつの方が先に見付ける恐れはある。もしそうなっても何機かあいつの側につけておけば、あいつの活躍は大幅に減らせるだろう？　スポンサーはあのハンターに活躍してほしくないようだからな。その意向を踏まえておくのも良いかなと思ってさ」

「Ｃ12。面白そうね。Ｃ１。私も同感よ。私が行くわ」

「…………良いだろう。Ｃ12。Ｃ13。行ってこい」

「Ｃ12。了解だ」

「Ｃ13。了解よ」

　編隊を組んでいた黒い機体達から２機が別行動を取る。残りの機体はそのまま先に進んでいった。
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　上空を通り過ぎていった人型兵器の部隊から２機が離脱して自分の方に向かってくるのを見て、アキラは怪訝な顔で警戒を強めた。

　車両の後部扉から出て屋根に上がる。そのアキラの背中の補助アームには、円柱状の大容量エネルギータンクが取り付けられていた。そして両手のＬＥＯ複合銃とエネルギーケーブルで接続されている。これによりアキラはバイクに乗らなくとも最大威力のＣ弾チャージバレットを撃つことが出来る。

　接近してくる黒い機体が敵であるならば、これぐらいの備えは必要だ。アキラはそう考えて、今の自分の切り札を躊躇わずに使用可能にした。

　それでも機体から友軍信号が送られていることもあって、流石にいきなり銃口を向けるような真似はしない。まずはそのまま相手の出方を見る。

　すると一機は車両の上空に来たところで、そのまま速度を合わせて飛び続けた。そしてもう一機は車両の側で並走を始めた。

　すぐ側の黒い機体にアキラが怪訝な視線を向けていると、前傾姿勢の機体の背面から操縦者が姿を現す。そしてアキラの車に飛び乗ってきた。

「お前は……」

「また会ったわね。アキラ」

　機体から出てきたのは、ネリアだった。

　アキラは露骨に嫌そうな表情を浮かべている。一方でネリアは楽しげに笑っていた。

「安心して。戦う気は無いわ」

「そうかよ。じゃあ何の用だ？」

「諸事情でしばらくアキラに付き纏いに来たわ。理由は内緒。でも予想は出来るでしょう？」

　怪訝な顔を浮かべたアキラに、アルファが相手の意図を説明する。

『アキラが成果を稼ぐのを邪魔しに来たのでしょう。アキラと直接戦うのではなく、アキラに随伴していて、ティオル達と遭遇した時に自分達が先に倒してしまうことでね』

『そういうことか……』

　アキラは非常に面倒そうに顔を強く歪めて溜め息を吐いた。

　帰れ、と言っても帰らないのは分かり切っている。では荒野の秩序に準じて力尽くで、という訳にもいかない。一応相手は建国主義者討伐の参加者であり、友軍だ。下手に武力での排除を試みれば、建国主義者側とみなされてしまう恐れがある。

　そして何よりも、そのような真似をすれば、相手は嬉き々きとして応戦してくる。非常に効果的な嫌がらせだった。

「……一応聞いておく。裏にいるのはウダジマか？」

「それも内緒よ」

「そうか。それじゃあ言っておく。……そっちの裏に都市の幹部がいようが、俺が撃てないなんて思うなよ？」

　銃口を向けることが出来ない代わりに、アキラはありったけの威圧を視線と声に乗せてネリアを凝視した。それはそこらの者であれば震え上がって息も出来なくなるほどのものだった。

　だがそれほどの威圧に対して、ネリアは逆に嬉しそうに笑った。

「分かってるわ」

　アキラが威圧を解いて大きな溜め息を吐く。こいつはそういうやつだった。そう改めて理解させられた分だけ、その溜め息は深く、重く、疲労を感じさせるものだった。

　そしてネリアへの警戒も大幅に緩める。こちらから手を出さない限り、相手も手は出してこないだろう。目の前の異常者からその異常を逆に根拠とする納得を感じたアキラは、今はネリアを敵とはみなさなかった。

　ネリアもアキラに今は交戦の意志は無いことを感じ取った。軽い調子で話を続ける。

「アキラ。そういえばこの前会った時に恋人がいるって言ってたわね。どんな人なの？」

「答える義理はねえな」

「えー、良いじゃない。気になるわ。同世代？　年上？　やっぱりアキラみたいに頭がおかしいの？」

「俺みたいってどういう意味だ!?」

　冗談交じりの、或いは冗談のようで冗談ではない雑談を振ってくるネリアに、アキラは翻弄されていた。その手の雑談を今から殺す相手であっても平気で出来る人格の持ち主ということを除けば、楽しげに話を振るネリアはアキラを楽しませていた。




　強引に加わってきた望まぬ同行者達と共に、アキラが遺跡を進んでいく。その位置は既に後方連絡線から大きく離れていた。

　すると今まで遭遇しなかったのが不自然なほどに大規模なモンスターの群れの反応が現れる。飛行可能な黒い機体達は空を飛んでその包囲を通過できるが、車両のアキラはそうはいかない。予想できたこととはいえ、アキラは少し顔をしかめた。まだ車の屋根にいるネリアに軽く告げる。

「おい。そこにいると邪魔だ。戻れ」

「つれないわね。手伝ってくれ、ぐらい言えないの？」

「邪魔するな」

　ネリアは軽く呆れたように首をわずかに横に振ると、車の屋根から跳躍して自分の機体に戻っていった。黒い機体はそのままアキラの車両から離れていく。

　一方アキラは前方の群れに向けてＬＥＯ複合銃を構える。

『アルファ。始めるぞ！』

『ええ。始めましょう』

　予備の弾薬類は車にたっぷり積んできている。バイクで急いだ前回とは違う。残弾もエネルギー切れも気にせずに、アキラは両手の銃を撃ち放った。

　無数の弾丸が無数の標的に着弾する。津波のように押し寄せるモンスターの群れの勢いを、弾幕の密度で押し止め押し返す。Ｃ弾チャージバレットを浴びて木っ端微塵になった獣の肉片を浴びた爬虫類が、生やしていた大砲と一緒に粉砕されて飛び散っていく。

　ビルの側面に張り付いた蜘蛛にも似た多脚自律兵器を破壊する。搭載した機銃やミサイルポッドを撃たれる前に、粉微塵の鉄てつ屑くずに変え続ける。攻撃こそ最大の防御。その言葉の体現のように、敵にほぼ何もさせずに一方的に撃ち倒す。

　それでも倒す標的の順序を間違えれば、強きょう靱じんな生命力を持つ生物系モンスターは弾幕を強引に突破し、多彩な重火器で武装した機械系モンスターは山ほどの銃弾を撃ってくる。アキラが優勢な戦局は、わずかな判断の誤りで覆る状況が続いている。

　だがアルファは間違えない。膨大な演算能力で戦局を把握し、最適解をアキラに教え続ける。そしてアキラはそれに応える。車両の狭い屋根の上を強化服の身体能力で俊敏に動いて、敵の銃撃に砲撃、ミサイル攻撃までを躱しながら、指示通りに標的を撃破する。

　一帯を埋め尽くすほどの大規模なモンスターの群れであっても、アルファのサポートを存分に受けている今のアキラを倒すことは出来ない。その証拠として、殺され、破壊され、撃ち倒されたモンスターの無残な死体と残骸が、アキラが通った後に地獄絵図を作り出していた。

　しかしモンスターの群れはその地獄を踏み締めて前進する。自身の命よりも、同種の命よりも、群れの壊滅よりも、侵入者の撃破という使命を優先してアキラに迫る。

　その倒しても倒しても現れるモンスターの群れの規模に、流石にアキラも戸惑った。

『多過ぎる！　どうなってんだ？　遺跡中からモンスターが集まってるのか？』

『アキラ。後ろからも来ているわ』

『全く……、まだティオル達も出てきてないってのに、随分成果を稼がせてくれるな！』

　思わずそう愚痴を零したアキラが後方に銃口を向ける。しかしその銃口から弾丸が飛び出す前に、後方の群れが吹き飛んだ。ネリアが操縦する黒狼による砲撃だ。

　スラム街の一帯を派手に吹き飛ばした砲弾は、今は都市の側で過度な威力を出すのは許されないという制限を取り払われ、更に第２奥部攻略用に威力を向上させていた。着弾地点一帯を吹き飛ばし、脆くなっていた周囲の廃ビルまで倒壊させる。

　そして汎用通信でネリアから通信が入る。

「アキラ。こっちは私がやるわ」

「……何の真似だ？」

　怪訝な声を返したアキラに、ネリアが笑って告げる。

「悪いわね。実は私がここにいるのは、アキラの成果を搔かっ攫さらう為だったの。まあ、そういうことだから、諦めて？」

　それを聞いたアキラは思わず楽しげに苦笑した。

「そりゃ残念だ」

「ごめんなさいね」

　ネリアは誠意など欠片も感じられない声で、そう軽く答えて通信を切った。

　アキラは後ろの相手をネリアに任せて、前方の相手に集中した。




　敵の群れを攻撃するネリアに、もう一機の機体から通信が入る。

「Ｃ13。放置で良かったんじゃないか？」

「Ｃ12。良いじゃない。アキラに成果を稼がせない。一応、指示通りでしょう？」

「それはそうだが……」

「それに、これでアキラが帰っちゃったら、つまらないじゃない」

「面白い、つまらない、で判断することではないと思うがな。……まあ良いか。そうするなら俺もあいつの成果を横取りしよう。俺は前をやる」

「好きにして」

　２機の黒狼が戦局に加わったことで更に多くのモンスターが蹂躙されていく。戦局はアキラが少し暇になるほどに、アキラ達の優勢へ一気に変化した。




　戦局が明確に優勢になったことで、アキラは今の内に弾倉とエネルギータンクを交換しておくことにした。そして一度車内に戻って作業に入ったところでふと思う。

『……それにしても、モンスターばっかりでティオル達は全然出てこないな。あの映像の感じだと、俺達が第１奥部に入った瞬間に襲ってきそうだったんだけど』

『そうね。でも今出てこられてもアキラも困るのだし、好都合としておきましょう』

『それもそうだな』

　仮に今突如ティオルが現れても、恐らくネリア達に倒されてしまう。自分の手で殺したいという確固たる殺意がある訳ではないが、建国主義者の疑惑を晴らしておく為にも、その成果を譲る気は無い。

　そういう意味では確かに好都合だ。たまには自分に好都合なことがあっても良いだろう。

　今までの経験もあってアキラはついそう思ってしまい、そこで思考を止めてしまった。
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　第１奥部の空を移動する黒い人型兵器の部隊は、既に現在の探索可能領域を大幅に超えた所まで辿り着いていた。

　地上にはモンスターの姿もちらほらしているが、ウェポンドッグ等の対空攻撃能力を持つものも含めて、襲ってくる様子は無い。アキラ達の方に移動しているか、その場でじっとしているかのどちらかだった。

「Ｃ１。Ｃ12達がかなり大規模な襲撃を受けているようだが、大丈夫か？」

「Ｃ２。Ｃ12達なら大丈夫だろう。データを見る限り優勢だ。支援要請も来ていない。それに劣勢に転じても、その時は退避すれば良いだけの話だ。あのハンターとは違って、こちらは飛べるのだからな」

「それもそうか」

「それに流石にもう一機向こうに回す余裕は無い。こちらにもう余剰戦力は無いとは言わないが、その余裕はこちらで保持しておくべきだ」

「そうだな。了解だ。……ん？　Ｃ１。前方に大型建造物だ。……デカいな！」

　そこには朽ち果てた高層ビルが無数に隙間無く立ち並んでいた。向こう側は全く見えない。隣接するビル同士のわずかな隙間は瓦礫で完全に埋まっており、廃ビルで出来た防壁のようになっている。

　その防壁は周囲の建物の上を飛ぶ機体達より高く、左右にどこまでも続いているように長い。少々予想外の巨大建造物の出現に、メルトも少し驚いていた。

「この大きさにもかかわらず、ここまで近付かなければ存在に気付けないとはな。警報が出るほどではないとはいえ、この辺の色無しの霧の濃度は大分高いようだ」

「どうする？　上がって全体像を確認するか？」

「いや、この高さだとクガマヤマ都市が定めている広域高度上限に引っ掛かる」

「近くの建物の屋上までなら超えても良かったはずだ。大丈夫だろう」

「それは既に高層建築物が建っている場所の側なら、同じ高さで飛行しても上空のモンスターを刺激する恐れは低いというだけで、別に広域高度上限を超えても良いという訳ではない」

　メルトは部下に一度はそう言ったものの、状況を加味して思案する。

「……まあ、今は建国主義者の捜索中だ。この建物がその拠点である可能性もある。全体像の確認は必要か。上昇する」

　黒い機体達が廃ビルの防壁の屋上に該当する部分に着地する。そしてそのまま屋上部分を進んで逆側の縁まで辿り着くと、そこから見た防壁の内側の光景に驚きを露わにした。

「こ、これは……!?」

　そこには全く劣化していない旧世界の都市が広がっていた。

「信じられん……。こんな所にこんな場所が……」

「ここは位置としては第１奥部の範囲のはず……。だがこの無傷の建造物の状態は……、下手をすると第２奥部の先だぞ？」

「まさかここが建国主義者の拠点……なのか？」

　部下達が慌てる中、メルトは自身の職務への責任感から先に意識を立て直した。

「全機警戒を怠るな！　第２奥部相当の臨戦態勢を維持して待機！　状況を上に報告し、指示を得る！」

　そして前線基地と通信を繫ごうとする。しかし繫がらない。

「……何だと？」

「Ｃ１。どうした？」

「長距離通信が完全に死んでいる。どういうことだ？　色無しの霧の濃度に変化は無い。この程度なら問題無く繫がるはず……」

　その時、隊長機の索敵機器が、機体のすぐ側に突如出現した反応を捉えた。黒狼に搭載されている高度な情報収集機器が対象の映像を即座に操縦者に届ける。それは黒いドレスを着た女性であり、アキラがツバキハラビルで会ったツバキだった。
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　前線基地の司令室が突然の事態に騒がしくなる。大型モニターには第１奥部で行動中の者達の情報が表示されていたのだが、それが突如消失したのだ。

　司令官がモニターに険しい表情を向ける。

「何が起こった？」

「現地で深刻な通信障害が発生した模様です。原因は……、不明です。色無しの霧の濃度が急激に上昇した痕跡はありません。ですが、一帯の長距離通信が完全に死んでいます。各区画に設置した中継機とも繫がりません」

「後方連絡線による通信は？　そっちの有線経路も死んだか？」

「いえ、そちらは生きています」

「分かった。我々はこれを建国主義者による妨害とみなして対処する。通信障害により、ハンター達による威力偵察の情報を得るのは、現状では困難と判断。部隊を派遣し、通信を回復する。建国主義者との戦闘も許可する」

「それは……、応戦の許可という意味ですか？　討伐を含めての許可となると、建国主義者の討伐をまずはハンター達に任せる基本指針から逸脱しているように思えますが……」

　そう言って軽い困惑を見せた部下に、司令官が意味深な表情を向ける。

「これほどの事態が起こったのだ。結果的にそうなっても仕方が無い。そういうことだ」

　部下の者も上司の意図を理解して笑う。

「了解しました。始めるぞ！」

　ティオル達に賞金を懸けてハンター達に倒させるのは、主にクガマヤマ都市の経営陣の意向によるものだ。だが防衛隊の中には自分達で倒したいという考えの者も多かった。その機会が来たという思いから大いに意気を上げる。

　前線基地で待機状態だった部隊が動き出す。アキラが基地の近くを通った時に見た人型兵器の大部隊は、その主戦力となった。




　慌ただしくなった前線基地の空気を肌で感じながら、イナベは険しい表情を浮かべていた。その様子を見てサエバが声を掛ける。

「イナベ。気持ちは分かるが、これは仕方が無いだろう」

　建国主義者の疑惑を晴らさせる為に、防衛隊ではなくアキラに建国主義者を討伐させたいイナベの気持ちはサエバも分かる。だがここで下手に口を挟めば、建国主義者討伐の妨害とみなされる恐れがある。軽々な行動は取れなかった。

「防衛隊に先を越されると決まった訳ではない。ここは落ち着いて……」

　しかしイナベは首を横に振った。

「いや、そうではない。防衛隊の介入は私も賛成する。気になるのは別のことだ」

「別のこと？　何だ？」

「状況は悪化したのだ。意気が高いのは結構だが、これを好機と捉えるのは危険だ」

　そう言われたサエバは改めて周囲の様子を確認した。そしてイナベと同じく表情を険しくさせる。どこか浮ついた空気があるのは否定できなかった。

「……分かった。私からも気を引き締めるように伝えておく」

「頼んだ。……ああ、そうだ。今回の件、ヤナギサワはどう動いている？　第１奥部を領土と宣言した建国主義者の行動は、後方連絡線延長の妨害でもある。何らかの対抗策を取っているとは思うのだが、こちらでは情報が摑めなかった」

　イナベはそれを素朴な疑問として聞いていた。しかしそれを聞かれたサエバは懸念を顔に出す。

「それが……、こちらでも分からない。加えてここ数日の所在すら不明だ。あいつの部下もヤナギサワがどこにいるかは本当に知らないようだ」

「何だと……？」

　イナベの中にある嫌な予感が膨れ上がった。
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　ネリア達の援護のおかげもあって、アキラはモンスターの大規模な襲撃を乗り切った。車両の屋根の上で一ひと息いき吐く。

『ようやく倒し切ったか。アルファ。これ、汎用討伐依頼の成果だけでも凄いことになってるだろ』

『ええ。前哨戦にしては少々派手だったわね』

『前哨戦か。これで前哨戦なら、本番はどうなることやら』

　そう言って苦笑したアキラに、アルファはいつもの自信に溢れた笑顔を向けた。

『大丈夫よ。私がついて──』

　その時、アキラは軽い頭痛と目め眩まいを覚えた。わずかにふらついたが、すぐに体勢を立て直す。

（……何だ？　無意識にちょっと無理をし過ぎてたのか？）

　大規模な群れの襲撃を乗り切って気が緩み、無自覚の疲れが出たのかもしれない。気を付けよう。アキラがそう思った時、アキラの車が前方に転がっていた大型モンスターに激突した。

　その衝撃でアキラが車の屋根から投げ出される。

「うおっ!?」

　モンスターの死体は別に道を塞いでいた訳ではない。避けて進めば良いだけ。塞いでいたとしても、停まれば良いだけだった。難無く着地はしたものの、アキラの驚きは大きかった。

『アルファ!?　何があったんだ!?』

　アキラが自身の拡張視界の中のアルファを探す。しかしいない。思わず周囲を見渡したが、アルファの姿はどこにも無い。

『アルファ……？』

　返事は無かった。
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　軽い目眩と頭痛を覚えた後に走行中の車が大型モンスターの死体と激突したことで、その屋根から放り出されたアキラは、周囲を見渡しながらアルファに呼び掛けていた。

『アルファ!?　どこだ!?』

　そもそもアルファの姿は、アキラの拡張視界の中に表示されているだけだ。まるで本当にそこにいるように映っているだけであり、現実にそこにいる訳ではない。周囲を幾ら探しても、拡張視界に映っていなければ見付かる訳が無い。

　それを忘れてしまうほど、アキラは狼ろう狽ばいしていた。

『アルファ！』

　再度強く呼び掛けた。だが返事は無かった。アキラの念話は、虚空に吞まれたように消えていった。

　アキラもようやく理解する。今、自分は、アルファとの接続が切れていることに。

（……そんな！　噓だろ!?）

　他の遺跡や、地下などでは、アルファとの接続が切れてしまう恐れがある。それはアキラも聞かされていた。しかしここはクズスハラ街遺跡の地上だ。他の遺跡でも地下でもない。それだけにアキラが受けた衝撃は大きかった。

（……落ち着け！　アルファは何か言ってたか？）

　アキラが最後に聞いたアルファの言葉を思い出す。

　大丈夫よ。私がついているわ。アルファの言葉は、その途中で切れていた。

　それはこのアルファとの通信途絶が、アルファにすら予測できなかった事態であることを示していた。想定内の事態であれば、事前に注意ぐらいするはずだからだ。

（……落ち着け！　慌てるな！　冷静になれ！　まずは落ち着け！　とにかく慌てるな！　冷静になるんだ！）

　そう自身に言い聞かせ続けなければ、自分は平静を保てない。アキラはそれを自覚していた。荒くなりそうな呼吸を何とか整えて深呼吸に切り替えようとする。

　そこでネリアから短距離通信が入る。

「アキラ。大丈夫？」

「えっ!?　あ、ああ……」

　大丈夫ではない。そう答えているのも同然の返事をしてしまったアキラだったが、車両が派手に激突したこともあって、ネリアにはその所為だと判断された。

「そう。まあ怪我は無いようだし、車も大丈夫そうね」

「……ああ。うん。大丈夫だ」

　アキラはごまかすようにそう答えながら、取り敢えず車の所まで戻った。

　そこでネリアが機体をアキラのすぐ側に降ろしてくる。もう一機の方も一緒に降りてきていた。

　黒狼はスラム街での戦いでアルファのサポートを受けた状態ですら倒し切れなかった機体だ。その黒い機体が、更に強力になって、２機も、アルファとの通信が切れた状態の自分のすぐ近くにいる。そのことにアキラの緊張が高まっていく。

「……何だ？」

「アキラ。その車、遠隔でナビゲートでも受けてたの？」

「…………何でそう思ったんだ？」

　車の運転はアルファに頼んでいたので、ネリアの質問は間違ってはいない。気付かれたのか、という恐れから、アキラは思わず返答を避けていた。

「実は私の機体の長距離通信が、ついさっき完全に切れたのよ。アキラの方もそうなら、さっきの事故はその所為かなって思ってね」

　アキラが通信状態を確認する。確かに長距離通信が完全に死んでいた。

「こっちも切れてるな」

「アキラの方もそうなら、こっちのシステムの不具合じゃないってことね。大規模な通信障害？　色無しの霧の濃度に変化は無いのに？」

　それを聞いたアキラは険しい表情をしながらも、少し落ち着きを取り戻した。アルファとの接続が切れた理由がこの原因不明の通信障害であるならば、通信が回復する所まで戻ればアルファとの接続も戻る可能性があるからだ。

　そして以前にアルファからも、自分の姿が急に見えなくなった時はとにかく全力で引き返すように言われていたことを思い出した。すぐに行動に移る。車を遠隔操作で運転しつつ後部扉から車内に飛び込み、今までとは逆方向に勢い良く走り出した。

　そのアキラをネリア達も追う。

「アキラ。帰るの？」

「ああ。弾薬をいきなり予想以上に消費したし、通信障害まで起こってるんだ。一度出直す」

　車内で弾倉やエネルギータンクなどを慌てた様子で交換しているアキラには必死さが漂っていた。回復薬も大量に服用して、継続的な治癒効果を可能な限り延ばそうとしている。アルファのサポートを得られない現状で、自分の戦闘能力を出来る限り高めておこうとしていた。

「でもそれで良いの？　アキラには建国主義者の疑惑が掛かってて、その払拭の為に連中を倒しにきたんでしょう？」

「それを邪魔しに来たやつが言うことか？」

「それもそうね」

　余裕の無いアキラが返す少々荒らげた声にも、ネリアは余裕を感じさせる楽しげな声を返していた。そのネリアの態度に毒気を抜かれて、アキラはまだ険しい表情ではあるが、落ち着きを幾分取り戻した。

「……前線基地に建国主義者討伐の証拠の情報を即座に送れない状況だと、俺が連中を幾ら倒しても、それをウダジマ達に握り潰されるかもしれない。それじゃあ意味が無いんだよ」

「ああ、そういうこと」

　ネリアの納得したような返事を聞いて、アキラが内心で安堵する。噓は言っていないが、全て後付けの理由だ。アルファとの接続を回復させる。その為だけにアキラは来た道を戻っていた。

　だがその行く手を、今まさに倒壊中の廃ビルが遮る。そのまま廃ビルは原形を残した状態で横倒しになり、アキラの前方の道路を完全に塞いだ。

「クソッ！　こんな時に！」

　すぐに迂う回かい路へ移動しようとしたアキラだったが、車載の索敵機器が大きな反応を捉えたことで動きを止める。車両の後方でも廃ビルが倒れ始めていた。

　前方だけならばアキラも偶然で済ませていた。ネリア達がモンスターの群れを砲撃で吹き飛ばした際に周囲のビルも巻き添えにしていた所為で、それだけ脆くなっていたのだろう。そう考えて、ついていない、で片付けていた。

　しかしアキラも道の前後の両方を遮られれば、流石に不運では済ませずに作為を疑う。後部扉から車外に飛び出して周囲に銃を向けた。

　その途端、アキラの情報収集機器と車載の索敵機器が、周囲に無数の反応を捉える。そして周囲の建物の屋上などから武装した者達が次々に現れ、アキラを銃撃し、砲撃した。

　アキラも即座に反撃する。アルファのサポートが無い不安から無意識に過剰な威力にしたＣ弾チャージバレットを、銃の性能が許す限りの連射速度で大量に撃ち放つ。

　一帯は一瞬にして弾幕と砲火に吞み込まれた。

　既にアキラはそこらの拳銃弾など、発砲を視認してから避けられる。体感時間の操作による異常なまでの反射神経と、時が緩やかに流れる世界の中でも高速で行動可能な強化服の身体能力、そしてその動作を制御できるアキラ自身の実力によるものだ。並の銃撃など、たとえ全方位を敵に囲まれていようとも、今のアキラには掠りもしない。

　だが敵の銃撃は並ではなかった。アキラはそこらの者では一瞬で見失うほどに、高速かつ不規則に動いている。それでも被弾する。胴体に喰らう。頭にも喰らう。躱し切れない。背中のエネルギータンクを使用して強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーを限界まで強化していなければ、アキラは既に死んでいた。

　頭部を覆う力場障壁フォースフィールドシールドに敵の弾が着弾し、アキラの目前で衝撃変換光を発生させる。アキラにその光に驚く暇は無い。一時的に視界を奪われようとも、全身で敵の気配を感じて銃撃する。情報収集機器による索敵結果を拡張視界上で見るだけではなく、情報収集機器を追加の感覚器として扱って敵の気配を探り、知覚し、その位置を摑んで狙い撃つ。

　敵が高所にいるという不利は、現状のアキラにはさほど意味は無い。最大威力のＣ弾チャージバレットならば相手が建物の屋上などにいても、本来は遮蔽物となる建物を貫いて銃撃できる。

　被弾した襲撃者が弾け飛ぶ。アルファのサポートが無い今のアキラには、Ｃ弾チャージバレットの威力を標的の耐久力に合わせて抑える真似など出来ない。効率としては最悪の過剰な威力で撃ち出された弾は、周囲に必要以上の破壊を振りまいていた。

　今のところ敵部隊にアキラの銃撃に耐えられる者はいない。だがそれでも個々の頑丈さには差異があり、被弾箇所の違いでも負傷の程度には大きな差が出る。撃たれてビルから落ちた死体は、弾け飛ぶまではいかず酷い損壊で済んでいた。

　その死体から流れ出る血を見て、アキラが襲撃者達の異質さに気付く。その血の色は緑色だった。

（緑色の血……！　何だこいつら！）

　イイダ商業区画遺跡で戦ったティオルも緑色の血を流していた。シェリルとユミナを助けた時に戦った異形の少年達も同じだった。今自分を襲っている連中がその同類であれば、ティオル並みに強い者が交じっているかもしれない。アキラがそう考えて思わず顔を歪める。

　戦闘開始からまだ10秒も経っていない。だがアキラと襲撃者達の激しい銃撃戦に巻き込まれた一帯は、既にその外観を大きく変えていた。道路は穴だらけになり、無数の大穴を開けた廃ビルは崩れようとしている。自由落下する瓦礫を酷く遅く感じながら、アキラはその死地を駆けていた。

　そしてそこに周囲の光景を更に大きく変える要素が加わる。ネリアだ。襲撃者達を銃撃しながら飛行してきた黒い機体が、アキラの側に着地して銃とブレードを構えた。

「アキラ。通信障害中に建国主義者を倒しても意味無いんでしょう？　それならその成果、譲りなさいよ」

　ネリアは笑ってそう言いながら、周囲の敵を建物ごと銃撃し、斬り払った。襲撃者達が巨大な銃弾を喰らって弾け飛び、高速で回転する無数の刃に斬り裂かれて千切れ飛ぶ。

　アキラが思わず笑う。今自分を襲っている連中は恐らく建国主義者だ。そういう意味では、ネリアは確かに建国主義者討伐の成果を自分から横取りしようとしている。だがそれが口実であれ本意であれ、今はとても助かる。そう思い、笑って軽口を返す。

「好きなだけ持ってけよ！　連中は俺の成果になりたいみたいだけどな！　くれてやる！」

「そう？　じゃあ、遠慮無く！」

　アキラとネリア、子供と人型兵器という余りにも体格差のある者と物が、互いに背中を任せて敵を討つ。今まではほぼ全方向から狙われていた所為で苦戦していたアキラだったが、後ろ半分をネリアに任せたことで大分楽になった。

　これなら何とかなる。そうアキラは自身を鼓舞して意気を上げる。弾切れもエネルギー切れも今は忘れて両手の銃を撃ち放ち、周囲の敵をＣ弾チャージバレットで建物ごと粉砕する。

　背面をネリアに任せた分、アキラに飛んでくる弾は半分になり、アキラが撃ち放つ弾幕の濃度は倍になった。次々に現れる敵部隊が為す術も無く撃ち倒されていく。完全にアキラ達の優勢だ。

　だがそれでも優勢止まりだ。勝利には遠い。敵の増援が止まらないからだ。加えてどれだけの被害が出ても突撃を止めようとしない。まるで警備機械やモンスターのように後退の気配など欠片も見せずに襲ってくる。

（……本当に何なんだこいつら！）

　戦闘開始から１分。既に周囲の建物は瓦礫の山と成り果てていた。





◆






　地上で戦うアキラとネリアの様子を、もう一機の黒い機体であるＣ12が空中から観察している。その操縦者の男が思案する。

（……俺を攻撃する様子は無し。Ｃ13はアキラに加勢したから襲われているだけ。連中の狙いはあくまでもアキラか。今思えば通信障害前のモンスターの群れも同様だった。……どういうことだ？）

　その余りにも不可解な状況に軽く困惑しながらも、男はいろいろと推察してみた。だが納得できる理由は浮かばない。意識を切り替える。

（……その辺の考察は後にするか。重要なのはこの状況で俺がどう動くかだが……）

　地上の様子を改めて窺う。襲撃者達は広範囲から続々と現れてアキラ達を襲っており、今のところ尽きる様子が無い。しかしいずれはアキラ達が勝つ。それぐらいは男にも分かった。

　今のアキラにアルファのサポートは無い。だが強力な装備まで失った訳ではない。そして何よりも、幾度も死地を駆けて研鑽し、築き上げたアキラ自身の強さは、アルファのサポートが無くとも失われない。

　そのアキラの強さは、男が以前スラム街の倉庫を襲撃した時にアキラから感じたものを、今一度強く感じさせるのに十分なものだった。

　八島重鉄と吉岡重工がスラム街で実施した人型兵器のプレゼンテーションは、そこにいたアキラの所為で台無しになった。両社の都合でそのアキラがイイダ商業区画遺跡に追いやられると、そこで数十体の自動人形が暴れ回る事態が発生した。

　都市の幹部が派閥争いに勝つ為にアキラを利用しようとすると、そのアキラを起因にした幹部間の争いが激化した。更にはアルフォト団を名乗る者による建国宣言が起こり、大規模な討伐作戦まで実施されることになった。

　加えて今現在の騒ぎだ。不可解なことが多過ぎる。そして重要なのは不可解なことではなく、その不可解なことにアキラが関係していることだ。

　予想外の事態を引き起こす例外という存在。アキラはその体現としてそこにいた。

　そして今一度恐れる。この例外がいつか自分達の大義の障害となることを。大義の成就を、予想外の事態で覆されることを。ただそこにいるだけで、致命的な何かを引き起こしかねないことを。

　だからこそ、その前に殺さなければならない。手遅れになる前に。男は改めてそう決意した。

（……あの時は失敗した。今度こそ、今ここで殺し切る！）

　もう一機の黒狼の操縦者であるその男、ザルモが、その決意を以て行動に移る。黒い機体が空中で大型の砲を構え、地上のアキラを砲撃した。

　撃ち出されたのは、本来は遠距離の敵にしか使用できない特大威力の砲弾だ。その爆発は凄まじく、ザルモの機体まで爆風で吹き飛ばした。

　機体の体勢を空中で何とか立て直したザルモが、地上の様子を確認する。爆煙が一帯に広がっていた。

「…………やったか？」

　この爆発では生きてはいまい、という言葉が自然に浮かぶ。だがザルモはその言葉に敢えて懐疑を抱いた。相手は例外だ。普通の存在であれば、スラム街の戦いで殺せていた。そう思い、怪訝な顔で様子を窺う。

　次の瞬間、煙に覆われた地上からネリアの機体がザルモの機体へ向けて高速で飛び出してくる。そしてそのまま相手に体当たりする勢いでブレードを全力で振るった。

　その一撃をザルモは躱せなかった。対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能を有した巨大なチェーンソーの刃が、黒い機体の装甲を深く斬り裂く。

　だが大破には至らない。ザルモの機体の力場フォースフィールド装甲アーマーはそれだけ強固であり、加えてネリアの機体は先程の砲撃により出力を落としていた。

　手痛い一撃を喰らったものの、ザルモも即座に反撃する。高速回転する刃に機体の表面装甲を削られながら、自身もチェーンソー型のブレードをネリアへ繰り出した。

　それをネリアは三次元の動きで回避する。並の者では飛行可能な機体で近接戦闘をしても、その動きは地上戦の延長にしかならない。だがネリアは前後左右への移動を基本とする地上戦の動きではなく、そこに上下も加えた空中戦の動きを見せていた。そしてその頭が上、足が下、という基準の軸が無い状態でも機体を精密に操作し、空中で機体全体を45度傾けた状態で斬り掛かる。

　相手を横に斬る振り下ろしの斬撃という普通の斬り合いでは有り得ない一撃を、ザルモは自身の巨大なブレードで防いだ。そのまま回転した刃同士をぶつけ合い、チェーンソーでの鍔つば迫ぜり合あいとなる。接触箇所から発生する激しい衝撃変換光が、２機の黒狼を強く照らし続ける。

　その状態のまま、ネリアの楽しげな声がザルモに通信で届く。

「Ｃ12。いきなり撃つなんて酷いじゃない。何の真似？」

「Ｃ13。悪いな。やっぱりアキラを殺しておこうと思ってさ。ちゃんと死んだ？」

「アキラには手を出すなって言われてたでしょう。駄目よ。そんなんじゃ」

「そう言うなって。物事は臨機応変にやらないとな。それに確かに命令違反は問題だが、この通信障害中ならバレないって。大丈夫だよ」

「私にはバレたわよ？」

「黙っといてくれ」

「駄目。私はこれでも仕事は真面目にする方なの。ごめんなさいね」

　まるで軽い冗談でも言っているかのように、ザルモとネリアは笑って話していた。

「仕方無いなー。それじゃあいつも通り……、証拠隠滅といくか！」

　鍔迫り合いを続けていた２機の黒狼が弾かれたように一度離れ、再び互いに斬り掛かった。その巨体に見合わぬ機敏な動きで巨大なブレードを振り回し、致命の一撃を加えようと宙を駆け、躱し、繰り出し、刃を激突させる。

　機体の基本性能はどちらも変わらない。だが砲撃を喰らったネリアの機体の方が圧倒的に不利だ。機体は激しく損傷しており、ブレード以外の武装も失った。機体のエネルギーも、爆発から自機を護る為に力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を極限まで高めたことで、大量に消費している。

　その不利を補う為に、ネリアは執拗に接近戦を挑む。残存エネルギーを機体の高速移動と近接装備の威力向上に注ぎ込んで付き纏い、相手にも近接戦闘を強制する。

　その防御を捨てて攻撃に振り切った選択により、ネリアの機体の力場フォースフィールド装甲アーマーは機体の最低強度を維持する為にしか使われていない。その強度は機体が自重で崩壊したり、高速移動の慣性などで四肢が千切れたりしない程度でしかなく、相手の銃弾一発にも耐えられない状態だ。ザルモに距離を取られてしまえば、弾をばらまかれるだけで負ける。

　ザルモもそれぐらいは分かっている。しかし分かっていてもそれが出来ない。

　黒狼の飛行機能は後退より前進の方が速い。相手が前進を続ける限り、距離を取ることは出来ない。そしてこの距離で今から銃を使おうとすれば、それは大きな隙となる。下手をすれば、そのまま畳み掛けられてしまう恐れがあった。

　その所為で、ザルモはネリアの目もく論ろ見み通りブレード戦を強いられていた。だがそれでもザルモには余裕と安堵があった。

　防御を捨てたネリアの猛攻により、相手の方が機体を大きく破損させている状態にもかかわらず、ザルモが互角の攻防を強いられているのは確かだ。だがこの状況が続くのであれば、先にネリアの機体のエネルギーが切れるのも確かだった。

　状況は自分が優勢。落ち着いて倒せば良いだけ。下手に勝負を急いで、相手に勝機を与える必要は無い。その考えが、ザルモに余裕を与えていた。

　そしてあの砲撃で自分と同じ機体がこれほどの損傷を負ったのであれば、その近くにいたアキラが耐えられる訳が無い。今度こそ殺した。その考えが、ザルモに安堵を与えていた。

　あとはこの場でネリアを殺せば、自分が部隊の指揮に逆らってアキラを殺し、その露見防止の為にネリアも一緒に殺したことなど、どうとでもなる。建国主義者と思われる襲撃者達に奇襲されたとでもしてしまえば良い。

　だからこそネリアは逃せない。確実に仕留める。その判断で、ザルモはネリアの相手に集中する。

　黒い機体達による空中戦での近接戦闘が、周囲に激しい衝撃変換光を撒き散らし続けていた。
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　アキラは生きていた。砲撃の爆発を喰らって吹き飛ばされ、昏こん倒とうして地面に転がっていたが、目を覚ます。それでも状況が分からず混乱していた。

『……アルファ？　何が起こったんだ？　状況は？』

　返事は無い。それでアキラもアルファとの接続が切れたことを思い出し、今もその状態であることを理解した。

「…………クソッ」

　空から響く音の方に目をやると、２機の黒い機体が空中戦を繰り広げている。アキラはそれを見て、その片方に砲撃されたことも思い出した。そして酷く弛んでいた自身に怒りを覚え、顔を歪める。

（……馬鹿が！　何で攻撃されないと考えた！　俺はどれだけ油断してたんだ！）

　油断せずに敵の攻撃を逸早く察知していれば、もっとやりようはあったはずだ。そう思い、スラム街の路地裏で過ごしていた頃の自分であれば有り得ない失態に、アキラは険しい表情で自身を激しく罵倒した。

　その油断の原因はアキラがアルファのサポートに慣れてしまった所為でもあった。危ない時はアルファが事前に教えてくれる。その安心感がアキラの警戒心を少しずつ緩ませていた。

　伏せた状態のまま周囲を見渡すと、少し離れた場所に自分の車を見付ける。直撃ではないにしろ爆発を喰らって吹き飛ばされ派手に横転していたが、原形は十分に保っていた。とにかく頑丈だが非常に高価な装甲タイルを大量に使用して、耐久性を可能な限り上げていたおかげだ。

　アキラが思わず苦笑する。

（……車は一応無事か。あれなら中身も大丈夫だろう。……キバヤシの勧めは正しかった訳か）

　砲弾の爆発を喰らう直前、本当にきわどいタイミングで、アキラは強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を可能な限り上げていた。余りに強い力場フォースフィールド装甲アーマーの所為で、着用者が強化服に内側から圧殺されかねないほどにだ。

　本来は着用者の安全の為に力場フォースフィールド装甲アーマーの出力には上限が設定されている。だがアルファが強化服の制御装置を改造したことでその制限は無くなっていた。

　もっとも通常のエネルギーパックでは、エネルギー不足でそこまで出力を上げることは出来ない。それを外付けのエネルギータンクの使用により強引に可能にしていた。

　それでも本来はそこまで出力を上げれば着用者が過負荷で死ぬだけだ。だがアキラはその負荷を、超人を目指していると誤解されるほどに鍛えた肉体と、回復薬の治療効果で乗り切った。

　一箱２０００万オーラム。価格も性能も桁違いの回復薬に含まれていた治療用ナノマシンは、即死の負傷を即座の治療で致命傷にまで抑え、更にその致命傷で死ぬ前に重傷にまで治癒を進めていた。そのおかげで、アキラは体内に残留させていた治療効果を使い切りはしたが、ギリギリで死なずに済んでいた。

　以前にアキラがキバヤシと追加の10億オーラムの予算の使い方を相談していた時、キバヤシはアキラにいろいろと有益な提案をしていた。そこには装甲タイルとエネルギータンクと回復薬も含まれていた。

　そのどれか一つでも無ければアキラは死んでいた。そしてその全てが揃っていたおかげでアキラは命と勝機を繫いだ。

　外付けのエネルギータンクは空。強化服のエネルギーパックも使い切った。その上で体は重傷。アキラはその状態で這はって車に近付いていく。摑んだまま気絶していた両手の銃を戻し、空のエネルギータンクをその場に捨てて、身を低くしたまま慎重に進んでいく。

　今、自分は敵の索敵範囲の中にいる。見付かれば死ぬ。だからゆっくり進まなければならない。アキラはその思いで、死力を尽くして車に走り出しかねない自分を必死に抑えていた。

　速く動くほど、大きく動くほど、敵に見付かりやすくなる。そう自身に言い聞かせて、血反吐を吐きながら這い進む。

　車に向かう途中で、倒れている襲撃者を見付けた。思わず上げてしまいそうな声を、手で口を塞いで抑える。

（……大丈夫だ。死んでる。生きてても俺を襲える状態じゃないはずだ。行くんだ）

　アキラは生死が定かではない襲撃者の横を、緊張しながら這って通り過ぎた。襲われなかった。アキラですら死にかけた爆発は、周囲にいた襲撃者達を皆殺しにしていた。

　地を這うアキラの頭上から戦闘音が響く。交戦中の間は地上を気にする余裕は無いはずだ。そう思い、言い聞かせながら、ゆっくりと進み続ける。

　上の戦闘がいつまで続くかは分からない。相手が何となく地上に注意を向けるだけで、恐らく自分は見付かってしまう。一瞬後に気付かれても何の不思議も無い。重傷の体では留まっているだけでも体力を消耗する。予備の回復薬は車にしかない。だが車に辿り着くまで体力が持つ保証は無い。

　だから、今すぐ車に向けて走り出さないと、手遅れかもしれない。

　その不安に押し潰されて賭けに出ようとする自分を、アキラは死ぬ気で抑えていた。緊張に殺されないように冷静さを保ち、少しずつ、着実に進んでいく。そして最後まで自分を抑えて車に辿り着き、静かに密かに車内に入った。

　自分の車に戻ったアキラは、まずは散乱している積み荷から回復薬を探し出して頰張るように服用した。高価な回復薬が重傷の体を高速で治療していく。その上で適量などという言葉は今は忘れて追加分を胃に詰め込んでいく。

　次に強化服のエネルギーパックを交換する。これでアキラは常人を遥かに超えた身体能力を再び手に入れた。

　これで戦闘可能な状態には戻った。だが頭上に自分を襲った人型兵器がいる以上、まだ死地を脱した訳ではない。それでもアキラはひとまず大きく息を吐く。

（……よし。次はどうする？　戦えるようにはなったけど、あの砲撃をまた喰らったら今度こそ死ぬぞ）

　車内に留まったところで事態は改善しない。原形を保った車を見付けた相手が、一応破壊しておこうと思えばそれで終わりだ。

　打開策を求めて車内を見渡す。すると横転しているバイクと、エネルギータンクの予備が目に入った。

「…………やるしかないか」

　無謀な賭けには違いない。だが不安に耐え切れず自棄になっての逃避の賭けではない。勝つ為の賭けだ。それならばやるしかない。今までのように。いつものように。スラム街の路地裏から飛び出した時のように、変わらずに。

　アキラは覚悟を決めた。
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　均衡が続いていた２機の黒狼の空中戦も、決着の時が近付いてきていた。

　相手のブレードを互いに同時に喰らえば、力場フォースフィールド装甲アーマーの差でザルモが勝つ。よってネリアは果敢に攻めながらも機敏な回避行動を続けていた。

　しかしその高速かつ不規則な動きの連続は機体への負荷も大きい。そして遂にその負荷がネリアの技量で補える分を超えた。ネリアの機体がわずかに体勢を崩す。

　相手の機体の限界をほぼ正確に見切っていたザルモは、相手のわずかな動きの乱れにも即座に反応し攻勢に出た。この機を見逃さずブレードを振るう。

　だが次の瞬間、ネリアは機体の体勢を一瞬で立て直した。

　しまった。誘われた。そうザルモが悟った時には手遅れだった。攻勢に出た分やや大振りとなったザルモの一撃を、ネリアはギリギリで躱して間合いを詰める。そして機体に残っている全エネルギーを使って、最後の一撃を繰り出した。

　自分の機体の限界をザルモに見抜かれていることを悟ったネリアは、それを逆手にとって意図的に機体の体勢をほんの少しだけ乱し、ザルモの攻めを誘った。そしてザルモがネリアの機体の限界を正しく把握していたことが、その誘いをザルモに気付かせなかった。

　実際にネリアの機体はザルモの読み通り限界だ。その所為で既にネリアの勝利は失われている。仮にこの一撃でザルモの機体を破壊したとしても、残存エネルギーが尽きたネリアの機体はそのまま落下し、地上に激突して動きを止める。つまり上手くいっても相打ちが限界だ。

　そしてその最後の一撃がザルモの機体に直撃する。回転する刃が機体に食い込み、派手な衝撃変換光を飛び散らせる。砲撃により損傷した機体で、ネリアは出来る限りのことをした。

　だがザルモの機体の力場フォースフィールド装甲アーマーは、そのネリアの最後の一撃に耐えた。相手の巨大なブレードに斬られながら、ザルモの機体が自身のブレードを再び振るう。

　既にネリアの機体にそれを避ける余力は無い。為す術も無く喰らい、巨大な体を上下に両断されて、そのまま地上に落下していった。

　勝った。その実感が、ザルモにわずかな緩みを生んだ。

　その時、機体の索敵機器が大きな反応を捉えた。機体のカメラを通して拡張視界でその反応の元を見たザルモが驚きを露わにする。そこには地上を疾走するアキラのバイクが映っていた。

　道路を塞いでいた廃ビルは、交戦の余波で吹き飛ばされている。それでも道は瓦礫だらけで、大型車両などが通行するのは難しい状態だ。その悪路をバイクは強引に突き進んでいた。

「馬鹿な!?」

　殺したはずの者が生きていた。気が緩んでいた分だけ、その驚きは大きかった。それでもザルモはすぐに我に返り、機体の砲を構える。今度こそ殺す。そう思いながら照準を合わせる。

　そして撃とうとした直前、ザルモは更なる驚きに襲われた。正確に狙おうとして拡大表示したバイクには、誰も乗っていなかった。

　バイクのシート部には、まるで誰かがそれを背負っているかのように、大きなリュックサックが括くくり付つけられていた。そして乱暴な運転の所為でそのリュックサックが落ちてしまい、バイクが無人であることが露わになった。

「……囮か！」

　その言葉に応えるように、機体の索敵機器が新たな反応を捉える。その直後、ザルモの機体が揺れた。それは地面から高速で飛び上がってきた者が、激突する勢いで機体に着地した衝撃によるものだった。

　黒狼のカメラがその者を映し出し、ザルモの拡張視界に表示する。そこには両手の銃をザルモに向けるアキラの姿が映っていた。
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　２機の黒狼が戦っている間に準備を終えたアキラは、車から密かに出て、交戦中のザルモ達の下に移動していた。

　見破られれば死ぬ。それ以前に、戦闘中に相手が少しでも地上に注意を向ければ、それで詰む。アキラはその恐怖を嚙み殺して勝機に賭けた。

　車に残していたバイクを遠隔操縦で勢い良く走らせる。そしてザルモが囮のバイクを狙う隙を衝いて、全力で跳躍した。

　相手の砲撃の範囲外から攻撃する為に、何とかして相手の機体に飛び移る。その第一の賭けにアキラは勝った。

　そしてそれを成功させたのはネリアだ。防御を捨てた猛攻で相手の意識を自分に集中させ、地上を見る余裕をザルモから奪っていたこと。そのネリアに勝ったことでザルモにわずかな緩みが生まれたこと。その両方が無ければ、ザルモはアキラに気付いていた。

　相手の機体に着地したアキラが、そのまま強化服の接地機能を利用して機体の表面に立ちながら、両手の銃を構える。この攻撃で相手を倒せるかどうか。それが第二の賭けになる。

　強力な人型兵器とはいえ密着状態で撃てば倒せるだろう、などという甘い考えはアキラには無い。ネリアの機体はあの特大威力の砲撃に耐えていた。ザルモの機体も同程度に頑丈だと考えると、Ｃ弾チャージバレットを普通に最大威力で至近距離から連射した程度では通じない恐れは高い。

　そう考えたアキラは、Ｃ弾チャージバレットを本当に最大威力で撃つ為に、キバヤシ好みの無理無茶無謀に躊躇無く手を出した。

　今までもアキラはＣ弾チャージバレットを何度も最大威力で撃っていた。だがそれは銃が壊れない範囲での最大威力だ。

　Ｃ弾チャージバレットは理論上エネルギーを注げば注ぐほど高威力になる。そしてその威力の実用上の上限を決める要素の一つに、余りに高威力にすると発砲の負荷に銃本体が耐え切れないというものがある。つまり銃が壊れても良いのであれば、Ｃ弾チャージバレットの威力の上限はそれだけ上がる。

　今アキラが両手に握っているＬＥＯ複合銃には、背負っているエネルギータンクからエネルギーケーブルを繫ぐのではなく、エネルギータンクが銃本体に直接装着されている。

　エネルギータンクの全エネルギーを使用しての発砲は、その飛び抜けた威力と引き換えに銃を確実に破壊する。下手をすればアキラを一緒に吹き飛ばす恐れさえあった。

　それでもアキラは賭けた。目の前の黒い機体を睨にらみ付つけて覚悟を決める。

「ぶっ飛べ！」

　両手の銃のそれぞれに付けられた計２本のエネルギータンクの全エネルギーを投入されたＣ弾チャージバレットが、拡張弾倉の中身を一度に吐き出す連射速度で撃ち出される。

　許容量を超えたエネルギーにより弾丸が崩壊し、高エネルギーを帯びた粒子で構成された光弾に変わる。その光弾が拡張弾倉を使用した連射により無数に撃ち出され、集めて束ねられ、光の奔流と化した。

　大口径のレーザー砲にも匹敵するその一撃は、黒狼の強固な力場フォースフィールド装甲アーマーを貫いた。だが同時にアキラの両手のＬＥＯ複合銃も、その負荷に耐え切れず爆発した。

　装甲に大穴を開けられ、基幹部品を大破させられた機体が落下する。アキラも一緒に落ちていく。そして同時に地面に叩き付けられた。

　既に大破していた黒い機体は、落下の衝撃で完全に機能を停止した。だがアキラは生きていた。鈍い動きで身を起こし、自分の両腕を見る。そしてちゃんと両腕があることに安堵した。

「…………よし。予想通り」

　アキラは使用者の安全を完全に無視したＣ弾チャージバレットの発砲の負荷に耐え切る為に、強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を砲撃に耐えた時と同じように上げていた。

　その所為で強化服に内側から押し潰されるような負荷をもう一度味わう羽目になったものの、強固な力場フォースフィールド装甲アーマーに護られたおかげで、両手の銃が派手に吹き飛んだのにもかかわらず、アキラの手は吹き飛ばされずに済んでいた。体の方も、事前に大量に服用しておいた回復薬のおかげで無事だ。

　しっかり立ち上がったアキラが、背中に付けていた別の２挺のＬＥＯ複合銃を両手に握る。この２挺は車両に積み込んでいた予備の銃だ。キバヤシに勧められ、追加予算の10億オーラムの一部を使って買った物だった。

　キバヤシの勧めが非常に役に立ったことに、そして役に立ってしまうような状況になってしまったことに、アキラは複雑な想いを抱きながら苦笑いを浮かべた。

　自分を砲撃した黒い人型兵器は倒した。だがまだ勝ったと決まった訳ではない。その慎重さでアキラは機体に近付くと、仰向けの機体を蹴り飛ばして俯せの状態に変えた上で、その背中に上る。そして操縦席の扉を蹴破り、内部に銃を向けた。

　操縦席の中にはザルモの死体が転がっていた。ザルモも強化服ぐらいは着ていたが、逃げ場の無い操縦室の中で、黒狼を破壊するほどの攻撃に巻き込まれてはどうしようもなかった。

　アキラがようやく安堵の息を吐く。

「……死んでるか。まあ、一応撃っておこう」

　首だけでも死なない者は何度も見てきた。頭を吹き飛ばして死亡を確定させておこう。そう思って銃口をザルモの頭に向けたアキラが、あることに気付いて怪訝な顔を浮かべる。

「こいつ、どこかで見たことがあるような……、えっ？」

　そしてそのどこか見覚えのある死体の顔が、スラム街で白い人型兵器に乗って自分を襲った男と同じものであることにも気付くと、アキラは思わず困惑を顔に出した。

「こいつは確か……、ザルモだ。……いや、あいつは殺したはずだぞ？　どうなってるんだ？」

　軽く混乱しているアキラに、ネリアから短距離通信が入る。

「アキラ。生きてる？」

「うおっ!?　ネリア！　生きてたのか！」

「酷いわね。勝手に殺さないで。でも自力で動ける状態じゃないの。生きてるのならちょっと手を貸してくれない？」

「……分かった。今行く」

　アキラは無数の疑問を取り敢えず頭の隅に追いやって意識を切り替えた。それでもネリアの所に行く前に、一応ザルモの頭を撃つ。撒き散らされた中身が、相手が脳を別の場所に移した義体者などではないことをアキラに示した。

　殺した。少なくとも、こいつは死んだ。そう自身に言い聞かせて、アキラはその場を立ち去った。




　空中で上下に分断されたネリアの機体は、その時点で機体の最低強度を保つエネルギーも残っていなかったこともあり、地面に激突した衝撃でバラバラになっていた。

　アキラがその残骸が散らばっている辺りを見渡すと、ネリアに呼び掛けられる。

「アキラ。ここよ」

　声の方に視線を向けると、ネリアが体の大半を失った状態で転がっていた。胸部より上しか残っておらず、それも頭と右腕を繫ぐ程度しかない。左腕は肩口から失われていた。

　しかししっかり残っている頭は余裕のある笑顔を浮かべており、死にかけという印象は全く無かった。

　アキラはそのネリアを片手で髪を摑んで持ち上げた。すると呆れたような顔で文句を言われる。

「ちょっと、もう少し丁寧に扱えないの？　女の扱いが随分雑なのね。そんなんじゃ……」

　アキラはその軽口を無視して、真面目な顔をネリアに向けた。

「何で俺を庇った？」

　ザルモに砲撃された時、ネリアは射線に割り込んでアキラを庇っていた。そのおかげでアキラは死なずに済み、逆にネリアの機体は多大な損傷を受けた。

　味方を咄嗟に庇うような人間には思えない。そもそも自分は味方ではない。それにもかかわらずネリアはなぜ自分を庇ったのか。それを強く疑問に思った分だけ、アキラは真剣な表情をネリアに向けていた。

　そのアキラの態度とは対照的に、ネリアの態度はとても軽い。

「ん？　部隊の方針」

「部隊の方針って……、俺を邪魔しに来たのか、殺しにきたんじゃなかったのか？」

「アキラが成果を稼ぐのを邪魔しに来たのは確かだけど、アキラと戦うつもりは無いわ。少なくとも部隊の方針はそうなってたし、私もそれに従って動いたまでよ」

　ネリアはそう言って、自分達がアキラの所に来た経緯を軽く説明した。アキラはその説明を車に戻りながら聞いていた。横転したままの車を元に戻してネリアを車内に置き、移動の準備をしながら話の続きを聞く。

　ネリア達が吉岡重工の部隊の者だったこと。吉岡重工には自分と関わる考えは無く、自分の確保や殺害を求めたウダジマの要請も断っていたこと。

　そしてネリアが自分を庇った理由が、その部隊の基本指針に従っただけだとも聞かされて、アキラが困惑を露わにする。

「……つまり俺を庇ったのは、あいつが部隊の指示に逆らって勝手な真似をしたからってことか？」

「そうよ」

「……それだけの理由で？」

「何言ってるのよ。部隊として行動している以上、Ｃ12が勝手にやったんです、なんて言い訳にもならないわ。部隊としてはアキラと交戦する意志は無いって示す為にも、必要な対処でしょう？」

「いや……、まあ……、そうだけど……」

　ある意味で愚直なまでのその正論に、そのような内容がネリアの口から出てきたことに、アキラは面食らっていた。

　だが今は意識を切り替える。相手は自分と殺し合いながら口説いてくるような人間なのだ。自分には理解が難しい何らかの基準があるのだろう。そう考えて今は気にしないことにした。

「……まあいいや。それで、ネリアはこれからどうするんだ？」

「アキラは帰るんでしょう？　前線基地までついでに送ってくれない？」

「そこまでしてやる義理があるとでも思ってるのか？」

　状況的に交戦には至っていないだけで、アキラにとってネリアは敵だ。アキラは軽く睨み付けながらそう冷たく言い放った。

　だがネリアは欠片も動じずに笑っている。

「良いじゃない。こっちの都合でもアキラを庇ってあげたんだし、アキラが地上で何かしそうだったから、Ｃ12の注意も引き付けてあげたでしょう？　それぐらいはしてくれても良いんじゃない？」

「下に俺がいたこと、気付いてたのか？」

「まあね」

　アキラの顔が険しくなる。その険しさは、言い負かされている度合いを示していた。一応、ネリアはアキラの命の恩人でもあるからだ。

　砲撃から庇ってもらっていなければアキラは死んでいた。ネリアがザルモの注意を引き付けていなければ、そしてザルモの機体に損傷を与えていなければ、アキラではザルモを倒し切れなかった。

　加えて囮のバイクを発進させるのも、ザルモに確実に気付いてもらい、更に大きく反応してもらう為に、アキラはネリアが倒されるまで待っていた。

　つまりアキラには、考えようによってはネリアに大きな借りがあった。

「…………良いだろう。送ってやる。だが警告しておく。そんな姿だからって、俺は油断なんかしないからな」

「頼もしいわ。それじゃ、よろしくね」

　本当に楽しそうに笑っているネリアを見て、アキラは大きな溜め息を吐いた。

　破壊されずに済んだバイクが自動運転で戻ってくる。アキラは車の積み荷を可能な限りバイクに載せて、ネリアと一緒に出発した。
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　アキラがモンスターの群れに襲われていた頃、廃ビルの防壁に辿り着いた黒い人型兵器の部隊の隊長であるメルトは、自機のすぐ側に突如出現したツバキに気付いて驚愕していた。

（……いつの間に!?　この反応は実体だぞ!?　それにもかかわらずこの機体の索敵能力で、今の今まで探知できなかっただと!?）

　そのツバキの声を機体の情報収集機器が拾う。

「50年保たなかった訳か。全く、だからあのような前哨地など潰しておけば良かったものを。あれらは何を考えているのだか……」

　強い不平と不満、そして敵てき愾がい心しんを滲ませるその声が、メルトを決断させた。

　突如現れた未知の存在が敵であるかどうかを判断するのは難しい。安易に攻撃しても、或いはそれを躊躇しても、部隊の壊滅では済まない損害を被る恐れがある。その決断の責任を負うのも隊長の役割だ。そしてメルトはその有能さで、対象を即時撃破するという最適解を選択した。

　チェーンソー型の巨大なブレードを最大出力で振るう。強力なモンスターとの交戦で、銃や砲という武装があるのにもかかわらず、敢えて接近戦を挑むだけの意味がある近接装備の威力を以て、黒狼の機体の大きさに比べて余りにも小さいその女性を、全力で倒しに掛かる。

　メルトは正しい選択をした。だがその正しさがメルトを救うことはなかった。その一撃は、ツバキに片手で防がれた。

「馬鹿な!?」

　黒狼の近接装備は、一帯を吹き飛ばす砲撃を受けて機体が破損し、出力も低下した状態ですら、同系機の力場フォースフィールド装甲アーマーを切り裂く威力がある。当然ながら無傷の機体が最大出力で振るえば、威力は更に膨れ上がる。

　その一撃を、ツバキは片手で軽々と受け止めていた。回転する刃を摑んで強引に止めているその手には、掠り傷一つ付いていない。刃の動作を無理矢理止められたブレードから異音が響く。
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　更にツバキがブレードを摑んだままその腕を振るう。その衝撃で黒狼の両腕が機体の胴体部から千切れ飛び、機体そのものも後方に吹き飛ばされる。

　他の機体の者達は隊長機が撃破されたことに驚愕しながらも即座に対応した。高速で下がりながらツバキに巨大な銃を連射し、更に特大の砲を撃ち放つ。銃撃で標的の動きを封じたところに、ただでさえ強力な砲弾を一斉に撃ち込む見事な連携により、ツバキは廃ビルの防壁を揺らす大爆発に吞み込まれた。

　しっかり銃を構えて警戒を維持する黒い人型兵器の部隊の前で、徐々に爆煙が晴れていく。

　ツバキは無傷でそこに立っていた。

「……噓だろ!?」

　思わずそう口に出した部隊員の驚愕の声を合図に、黒い機体達による一斉射撃が再開された。特大の弾丸の群れが再度ツバキに殺到する。

　だがそれらの弾は、ただの一発もツバキに当たることはなかった。ツバキの手前で、まるで透明な分厚い壁に減めり込んだように、空中で動きを止めていた。

　後続の弾丸が空中で停止した弾丸に激突し、衝撃でその形状を大きく歪める。だが止まった弾丸を前に押し出すことは出来ない。大量の弾丸が着弾の衝撃で結合し、透明な球状の物体の一部を覆うように金属の壁を形成していく。そこに砲弾が撃ち込まれる。再び起こった大爆発が、濃密な銃撃で分厚くなった金属の壁を吹き飛ばした。

　結果は何も変わらなかった。ツバキは平然とそこに立っていた。部隊に恐怖の滲んだ緊張が走る。

「馬鹿な……！　ここまでやって無傷だと？」

「超高出力の力場障壁フォースフィールドシールド？　だが衝撃変換光は確認できなかった。未解析の技術か？」

「Ｃ１！　どうする！　このまま攻撃続行か？　Ｃ１！　……駄目か！　Ｃ２！　どうする！」

「こちらＣ２！　Ｃ１は戦闘不能と判断し、指揮を引き継ぐ！　撤退だ！　Ｃ３とＣ４は俺と一緒に対象を足止めしろ！　他は何が何でもこの情報を持ち帰れ！」

「クソが！」

　Ｃ３がそう吐き捨てて機体を勢い良く前進させる。Ｃ２とＣ４も遅れずにツバキへ向けて高速で距離を詰めていく。他の機体も即座に離脱を開始した。

　足止め役の３機が突撃しながらブレードを構える。

　ツバキには部隊全体での銃撃も砲撃も効果が無く、力場障壁フォースフィールドシールドと思われる防御により完全に防がれ、身じろぎすらさせることが出来なかった。だがメルトのブレードでの攻撃に対しては、ツバキは一応片手で受け止めていた。つまり防がれたとはいえ攻撃は届いていた。

　見た目には容易く受け止められたとはいえ、片手に力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を集中させて防いだのであれば、３機で同時に斬り掛かればその防御を突破できる可能性がある。部隊の指揮を引き継いだＣ２の操縦者はそこに賭けた。

　その賭けに勝つ為に、３機はこの場で刺し違える覚悟で機体の残存エネルギーを一気に消費する。これにより機体の力場フォースフィールド装甲アーマーは飛躍的に強靱になり、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能を備えたブレードの効果と威力も膨れ上がる。突如出現したツバキを咄嗟に攻撃したメルトには出来なかったことだ。

　斬りつける相手との体格差から、機体同士が邪魔にならないほぼ限界の数での至近距離戦闘。短期決戦かつ相打ち前提、機体の性能を十全に生かした上で帰還を捨てた３機による、左右と前からの同時攻撃。相手に両手のそれぞれで２機の斬撃を受け止められても、もう１機の斬撃が直撃する絶妙な連携。

　これで駄目ならどうしようもない。３機の操縦者達全員がそう確信できる最高の一撃が、ツバキに向けて繰り出される。

　だがその様子を見ても、巨大なブレードが自分に向けて振るわれるのを知覚しても、ツバキの表情に変化は無かった。怯えも驚きも欠片も感じさせない不機嫌そうな顔のまま、舞うように回し蹴りを放つ。

　もっともその蹴り足が相手の機体に当たることはない。ツバキとは著しい体格差がある人型兵器がブレードを振るう間合いだ。ツバキの足が届く間合いではない。

　しかし次の瞬間、黒い機体達が痛烈な衝撃に襲われて粉砕する。ツバキの蹴りは宙を薙いだだけだ。だがその衝撃は空気中の色無しの霧を介して伝播し、残存エネルギーを注ぎ込んだ強力な力場フォースフィールド装甲アーマーで守られていた機体を容易く粉砕していた。３機の乗員は即死。何が起こったのか知る暇すら無く、機体共々粉微塵になった。

　その蹴りの衝撃は、距離による減衰で暴風と変わって撤退中の他の機体達にまで伝わった。Ｃ２達の最後も、各機の索敵機器のデータと、破壊された機体から直前まで送られていたデータにより部隊に伝わる。

「あの状態の機体が一撃で!?　どういう威力だ！　何なんだあれは！　旧世界製の自動人形か!?」

「だとしたら軍事用だな！　そこらの遺跡で見付かる警備用や愛玩用とは性能が根本的に違う！」

「あの建国主義者達、こんな場所で建国宣言しても潰されるだけ、何の意味があると思っていたが……、まさか、これがその根拠か!?　潰されないだけの軍事力を得た上での行動だったのか!?」

「こちらＣ５！　Ｃ２の死亡により指揮を引き継ぐ！　とにかく撤退だ！　Ｃ２達の犠牲を無駄にするな！　この情報は絶対持ち帰る！　全機、死ぬ気で飛ばせ！」

　最速での撤退が今は最善手。黒い機体達は、今はそう信じて全力で離脱していった。

　ツバキがそれらの機体を見ながら不満げな顔を見せる。

「この程度では駄目だ。私が管理区画の外に出る理由にはならない。……まあまだ始まったばかりだ。今は彼の健闘に期待するとしよう」

　ツバキの背後、廃ビルの防壁に囲まれた旧世界の都市から、大型の飛行警備機械が大量に現れる。

「一応、形だけの追撃はしておくか」

　その飛行警備機械の群れは、撤退する黒い機体達を追って遺跡の空を高速で飛んでいった。
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　アキラがバイクでクズスハラ街遺跡の第１奥部を進んでいく。アルファとの接続は切れたままだ。その原因と考えられる通信障害の範囲から逸早く脱出する為に、焦りを抑えながらもとにかく急いでいた。

　前線基地まで一緒に行動することになったネリアは、大型リュックサックの中に弾薬などと一緒に詰め込まれていた。そこから顔だけ出しながら、軽い調子で話を振る。

「ちょっと聞きたいんだけど、アキラは何であの建国主義者から狙われてるの？」

「何でって、あいつらを殺しにきたからだろ？」

「そうじゃなくて」

　不思議そうな表情のアキラに、ネリアが補足を入れていく。

　自分達は建国主義者と思われる者達に襲われる前にモンスターの大規模な群れにも襲われたが、そのどちらもアキラの殺害を主目的としていた。

　自分達も襲われたが、それはアキラの殺害を邪魔したからだ。黒い人型兵器が近くに２機もいたのにもかかわらず、アキラの支援をするまでは無視していた。Ｃ12が自分達を悠々と砲撃できたのも、その時はアキラの援護をしていなかったので、襲撃者達から攻撃されていなかったからだ。

　また、アキラだけを狙うという特異な行動を取っていたことから、あのモンスターの群れは建国主義者の制御下にあったと考えられる。広域汎用通信で送信された映像の中で建国主義者がモンスター達に襲われなかった理由も、それで辻つじ褄つまが合う。

　あれだけの量のモンスターに襲われた理由も、偶然ではなく建国主義者によって意図的に集められたからだと考えれば納得もできる。

　だがそれは作戦行動として可能というだけだ。アキラを狙う理由にはならない。普通に考えれば、戦力的に脅威となる２機の人型兵器の撃破を優先する。それにもかかわらずアキラを優先して狙った以上、建国主義者にはそうするだけの理由があったはずだ。ネリアはその理由をアキラに聞いていた。

　アキラが険しい表情で答える。

「連中が俺を狙う理由か。さあな。知らない内に恨みでも買ってたんじゃないか？」

「心当たりが全く無いって訳じゃなさそうね」

「……あの映像の中に知ってる顔がいたんだよ。そいつに何度か襲われてる」

「へー。つまりアキラを襲って何度も無事だったってことね。凄いじゃない。どんなやつなの？」

　興味を示してきたネリアに、アキラは舌打ちして返事を拒否した。

「そんなことより俺も聞きたいことがある。俺を襲った機体の操縦者、何て名前だ？」

「そんなこと聞いてどうするの？　殺した相手の名前でも集めてるの？」

「聞く理由なんて何でも良いだろう。運んでやってるんだ。それぐらい答えろ」

「確か、ザルモ、だったはずよ。フルネームは知らないわ」

「……、そうか」

　顔だけなら他人の空似で済む。しかし名前まで同じとなるとアキラも気味の悪さを覚えた。

　そのアキラの様子に気付いたネリアが興味深そうに笑う。

「アキラ。Ｃ12はあのウダジマって都市の幹部から金でも貰ってアキラを狙っただけだと思ってたけど、もしかして建国主義者だけじゃなくて、そっちも何か訳有りなの？」

「……さあな！」

　アキラは少し強めの口調でそう答えて話を打ち切った。仮に死人が蘇よみがえったのだとしても、もう殺した。そう自身に言い聞かせて、今は気にするのをやめた。
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　クズスハラ街遺跡で大規模な通信障害が発生した頃、その第１奥部と第２奥部の境目付近にある廃ビルの一室で、ヤツバヤシは異形の少年達に処置を施していた。

　異形の少年といっても、ここにいる者達の外見は普通の者と変わらない。しかしその本質は同じだった。

「よし。次」

　ベッドに横になっていた少年が、無言無表情で身を起こしてベッドから降りる。そしてすぐに次の無表情の少年が横になり、ヤツバヤシの処置を受ける。

「よし。次」

　その作業が続く中、ベッドの近くに座っていた少年がその顔に険しさを強く出す。そしてそこに驚愕を加えた。

「何なんだあいつは……！」

「ティオル君。何かあったのか？」

「……全滅だ。あいつを襲いに行かせたモンスターの群れも、部隊も、全部倒された」

「あの量をか。それは凄いな」

　そう軽い感嘆を示したヤツバヤシの態度に、ティオルがいらだちを顔に出す。

「他人ひと事ごとだと思いやがって」

「それはまあ、実際他人事だからね。それに君に協力しているとはいえ、それは医者として患者に、研究者として被検者に、取引相手として技術的に、そういう範疇での話だ。君と勝敗を共にする一蓮托生まで求められても困る」

「ああそうかよ」

　ティオルは吐き捨てるようにそう答えた。

「まあ良いさ。あんたには俺の体を元に戻すまでちゃんと協力してもらう。そういう約束だ」

「勿論だとも。君の体は非常に貴重なデータの塊だ。そこは私も全力を尽くすよ」

　実際にティオルの体は非常に貴重な技術の塊だった。暴食ワニのように生物だろうが機械だろうが有機物だろうが無機物だろうが食らって取り込み、身体の変異と強化を実行する。それだけでなく新たな個体まで生み出し、加えて遺跡の警備システムに干渉してモンスターの制御まで行う。

　ヤツバヤシの高度な技術。食い殺して取り込んだモンスターの力。ツバキによる旧世界の技術による改造。今のティオルはそれらが組み合わさった類い稀な存在に変貌していた。

　クズスハラ街遺跡で行方不明になったティオルの姿を、建国主義者達の映像の中に見付けたヤツバヤシは、危険を承知で第１奥部に乗り込んだ。そして現れたティオルと交渉し、その体を調査研究するのと引き換えに協力することになった。

「しかし良いのかね？　元に戻してしまったら、君はたかが銃弾一発で死ぬありふれた存在に戻ってしまう。君の体にある旧世界の英知は失われてしまう。非常に勿体無い気がするのだがね」

　そう言われたティオルは、複雑な表情を浮かべて非難染みた視線をヤツバヤシに向けた。そして刺々しい声を出す。

「……あんたに俺の気持ちは分からねえよ」

　しかしヤツバヤシは動じない。笑って軽く流す。

「そうだな。分からない。だからこそ、その辺の心理的なデータも含めて提供してほしい。申し分の無い性能があっても、心理的な障壁の所為で普及しないものというのはたくさんあるからね。私が作った回復薬もそうだ。あれほどの性能なのに不思議と使用を嫌がられて……」

「あれは駄目だろ。緑色だし、発光してるし」

「格好良いじゃないか！」

　余裕の態度から一変して少し強い口調で言い返してきたヤツバヤシの態度に、ティオルは軽く笑った。しかしその顔がすぐに鋭く真剣なものに変わる。

「……来たか！」

　ヤツバヤシが室内を軽く見るが誰も来ていない。だがそれで理解する。

「ああ、都市の防衛隊が来たのか。随分早いな。賞金を懸けた以上、まずは威力偵察代わりにハンター達を突撃させてからだと思っていたが……」

「知るかよ。じゃあな」

　それでティオルは接続を切った。個体の表情が他の異形の少年達と同じ無表情に戻る。

「正念場だな、ティオル君。まあ頑張ってくれ」

　ヤツバヤシは軽く笑い、そのまま作業を続けた。
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　前線基地から投入された大規模な部隊が第１奥部に到着する。人型兵器だけでなく戦車や歩兵なども投入されており、その規模は第１奥部への侵攻と呼んでも差し支えないものになっていた。

　まずは後方連絡線に隣接する区画を順に制圧していく。人型兵器と戦車が屋外を、歩兵の部隊が屋内を担当し、制圧済みの領域を少しずつ、だが着実に広げていく。

　同時に多脚型の中継機を展開して、広域の通信を回復させる。長距離通信を不能にしている通信障害は今も続いているが、短距離通信であれば繫がる。その短い通信範囲を重ねるように中継機を配置すれば、広域の通信が可能だ。それを通信障害範囲の外まで繫げれば、あとは長距離通信で前線基地とも繫がる。

　遺跡を進む多数の多脚機は、瓦礫の山もその多脚で乗り越えて通信範囲を自動で広げていく。更に周囲の索敵も実施してその情報を部隊に伝えていく。人型兵器も戦車も歩兵もその情報を受け取って制圧作業を順調に進めていく。

　そして第２奥部の方向に進んでいた部隊が前方に巨大な反応を捉えた。

「デカいな。しかもこの形状、人型か？」

「大型の人型兵器だとしても、先に突入したハンターの物ではないだろう。後方連絡線をそのような物が通ったという情報は入っていない」

「建国主義者の人型兵器にしろ、人型の大型モンスターにしろ、敵だ。配置につけ！」

　屋外は人型兵器と戦車の担当。歩兵を下げて迎撃の態勢を取る。白い機体が廃ビルの陰から第２奥部へ続く大通りの先へ銃を構え、戦車は力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を上げて砲の照準を合わせる。

　そして奥部ほど濃い色無しの霧が漂う遺跡の大通りに、大型の反応がその姿を現した。

　現れたのは巨人だった。装甲の厚い強化服を身に纏っているような、背丈が40メートルはある巨大な人型が、冗談のような大きさの機銃を持って前進していた。

　激しい撃ち合いが始まる。その運用方法に人型兵器のような柔軟性は無いものの、砲撃戦に特化した戦いであれば格段に優位である戦車が、その優位性を生かした砲撃を続ける。逆に白い機体は人に似た挙動が可能という人型兵器の柔軟性を生かし、人が長い年月で蓄積した戦闘経験を反映した機敏な動きで銃撃を繰り返す。

　自身の巨大さの所為で敏びん捷しょう性せいに欠ける巨人は、その猛烈な砲撃と銃撃を真面に喰らっていた。だが倒れない。崩れない。敵の攻撃を躱せない巨体など大きな的にすぎないという弱点を、それを上回る驚異的な耐久力を以てねじ伏せて、巨大な機銃を乱射して反撃する。

　普通の大きさの機銃でさえ、大量の銃弾を広範囲にばらまけるその殲滅力は高く、周囲に与える被害は甚大なものになる。それを人の尺度ではなく巨人の尺度で行った被害は壊滅的なものとなった。

　特大の弾丸で構成された弾幕がビルを倒壊させるどころか粉砕していく。地形の有利を取る相手に対し、その地形を書き換える攻撃で地形の不利を覆す。戦車が被弾して大破し、白い機体が降り注ぐ瓦礫に埋まり、どちらも更なる着弾の衝撃で周りの建物ごと吹き飛んでいく。

　しかし防衛隊の部隊の方も、その程度で壊滅などしない。以前から前線基地には第２奥部攻略用の部隊が集められていたのに加えて、建国主義者への備えとして更に戦力が増強されていた。その状態で投入された部隊の質は高く、巨人の銃撃に抗い、変化する地形に対応して、的確に反撃する。

　そしてその互いに苛烈に撃ち合い続ける激戦の中、大き過ぎて相手の攻撃を避けられないという弱点が、巨人の敗北を決定付けた。

　巨人は嵐のような銃撃砲撃で装甲をボロボロにされながらも、生物系モンスター特有の異常なまでの生命力で耐えていた。しかし機銃の方にはそこまでの耐久力は無い。耐え切れず、破壊される。

　そこに被弾の恐れの無い部隊による全力の攻撃が襲い掛かる。巨人の体軀であろうとも、それに格闘戦で応戦するのは困難だ。少なくともこの巨人には、そこまでの非対称戦に対応する能力は無かった。

　強力な砲撃により巨人の装甲が剝がれ、その下の肉が露わとなる。続け様の銃撃により、その肉が穿たれる。一方的に撃たれるだけとなった巨体に銃弾と砲弾が殺到する。それが止めとなった。その体を大きく損壊させながらも立っていた巨人が崩れ落ちる。そして地面に叩き付けられるように倒れると、自らが流した緑色の血の池に横たわった。

　防衛隊の部隊の者達が思わず歓声を上げる。だが勝利の喜びをゆっくり堪能するような真似はせずに、すぐに状況の把握に移る。

「被害は？」

「３割だ」

「……進軍停止！　他部隊に支援要請！　負傷者の救出作業に入れ！」

「了解」

　速やかに作業が進められていく中、周囲の警戒に当たっていた者が横たわる巨人に険しい顔を向けた。

「こいつ、大型の人型兵器かと思えば、生物系か」

「ああ。強化服のように見えるのは外骨格だな。銃は……、自力で生成したのか？　ウェポンドッグとか、そういう類い？」

「分からん。だがモンスターなら、少なくとも第１奥部にこんなやつはいなかった。つまり第２奥部から出てきたってことになるんだが……」

「……ヤバいな。建国主義者の相手もあるってのに、第２奥部のモンスターの相手までしてられんぞ？」

「もっとヤバいのは、こいつが建国主義者の戦力だった場合だ。もし連中が第２奥部のモンスターを制御下に置いたのだとしたら……」

　部隊の者達が既に険しくなっていた顔を更に険しくさせる。だがそこにその顔をどうしようもなく険しくさせる事態が加わった。

「第２奥部の方向に反応多数！　これは……、まさか……、同種の群れか!?」

　巨大な人型の反応が無数に出現したことに、部隊の者達が意識を一気に迎撃に切り替える。

「後退しながら迎撃する！　前線基地に大規模な増援を要請しろ！　通信圏外なら自力で戻ってでも伝えろ！」

　既に事態は建国主義者討伐の成果をハンター達と競うような状況ではない。都市防衛の領域に入ろうとしている。防衛隊の者達はその認識を共有して、新たな事態への覚悟を決めた。
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　後方連絡線へ向けてバイクで進むアキラだが、その速度はアルファのサポートがある時と比べて大分遅い。これはアルファとの単純な運転技術の差だけではなく、速度を出し過ぎると接敵時にアキラが対応し切れなくなるという理由もあった。

　アキラが自分で運転している以上、意識をそちらにも割く必要もある。バイクに乗りながらの戦闘も、アルファがアキラの動きに合わせてバイクの挙動を細かに制御している時とは、難易度に雲泥の差が生じる。逸はやる気持ちを抑えて速度を落とさなければならなかった。

　その状況で、ネリアが軽く提案する。

「アキラ。運転代わりましょうか？」

「……何でだ？」

「何でって、その方がアキラの負担が減るでしょう？　私もただ運ばれるだけじゃ暇だしね」

「そもそもその体でどうやって運転する気だ？」

「遠隔操縦ぐらい出来るでしょう？　操作権限を渡してくれれば良いわ」

　アキラが悩む。相手を完全に信頼できるのであれば、とても助かる申し出であることは間違いない。

　だが、出来なかった。

「…………駄目だ」

「そう？　まあ、無理強いはしないわ」

　気にした様子も無く笑って答えたネリアの態度が、アキラの自己嫌悪を刺激する。

　まだアキラがスラム街の路地裏で生きていた頃、そのアキラの生存を支えていたのは疑念、疑心、猜疑だった。目の前の者の敵意を、曲がり角の先の待ち伏せを、安全地帯の安全性を疑わなければ殺されていた。生きていけなかった。

　アルファのサポートという外付けの力を得て、その力による安心感を得て、そしてその後の様々な経験を経て、他者が敵である前提で考えるアキラの歪んだ傾向は、今では随分弱まっていた。

　だが染み付いた思考が完全に消えた訳ではない。加えて今はアルファとの接続が切れている。湧き出す不安がアキラに再び、疑え、と訴えていた。

　アキラも分かってはいる。ネリアにバイクの運転を任せても、その途端に自分を振り落として一人で逃げるようなことは恐らく無い。そしてバイクの運転をネリアに代わってもらえば、自分は索敵や銃撃に集中できるので楽になる。普通に考えれば運転を代わってもらった方が良いと理解している。

　それでも、それが出来ない。多分杞憂だと分かった上で、懸念が、不安が、どうしても拭えない。

　所詮自分はアルファの庇護下という安全が担保された世界で調子に乗っていただけなのか。アキラはそう思い、自嘲していた。

　そのまま遺跡を進んでいたアキラが、後方連絡線までもう少しという所でバイクを停める。そこには、アルファとの接続を回復させる為に一刻も早く遺跡から脱出しなければならない状況で、それ以上進むのを思わず躊躇う光景が広がっていた。

　数十体の武装した巨人が都市の防衛隊と激戦を繰り広げている。白い機体は地上から、黒い機体は空中から、戦車などは遠距離から、銃撃し、砲撃し、ミサイルを撃ち放つ。巨人達もそれらを喰らいながら同様に反撃している。

　その余波で無数のビルが倒壊して瓦礫の山と化し、更に吹き飛ばされ、平ならされていく。街の廃墟としての遺跡の姿が消え始めていた。

　その戦闘を見てアキラは半ば啞然としていた。それは目の前の光景がアキラにとって想定外だった証拠だ。建国主義者との戦いがここまでのものとは思っていなかったのだ。

「……あのデカいやつら、多分建国主義者の部隊だよな？」

　アキラとは異なり、ネリアは少し驚いている程度だ。余裕の笑顔まで浮かべている。

「そうみたいね。都市の近くで建国宣言なんてしても、都市への脅威とみなされて防衛隊に潰されるだけ。何の意味があるんだかって思っていたのだけど、やる意味があるだけの戦力は用意していたみたいね」

　アキラが改めて巨人達の方を見る。前線にいる数十体の他にも、第２奥部の方向に巨大な人影が無数に確認できた。

「……あの連中の賞金が５００億オーラムって、詐欺じゃないか？」

「５００億オーラムは、相手の戦力が未知の状態で懸けられた賞金だからね。倒せないようなら後で賞金を上げるだけよ。賞金首の賞金って、そういうものでしょう？」

「……まあ、そうだな。……ん？」

　そこでアキラが巨人達の動きに気付く。

「なあ……、何体かこっちに向かってきてないか？」

「そうみたいね」

「だよな。何でこっちに……」

　アキラが怪訝な顔で慌て出す。その時、バイクの索敵機器が後方から高速で接近してくる反応を捉えた。思わずその方向を見る。

　そこには空を飛ぶ黒い機体達、ツバキの管理区画から撤退した吉岡重工の部隊の姿があった。飛行警備機械の群れと交戦して数を減らしながらも、ようやくここまで辿り着いたところだった。

「あれに反応したのか！」

「アキラ。この場にいると挟まれるわよ」

「分かってる！」

　巨人達と黒い機体達の戦いに巻き込まれれば一溜まりもない。そう考えたアキラが両部隊の射線から逸早く逃れる為にバイクを勢い良く走らせる。

　どの方向に逃げれば良いのかを悠長に考える時間は無い。一瞬の判断で、アキラはバイクを遺跡の奥側へ向けて走らせていた。

　荒野と第１奥部を繫ぐ後方連絡線の出入口は大規模な戦闘で事実上塞がれている。アキラがそこを強引に突破しようとすれば戦闘の余波で死ぬだけだ。

　一応他の経路もある。後方連絡線を使用せずに遺跡の外へ向かえば良い。しかしその場合は長期に亘ってハンターの侵入を拒んできた悪路を進むことになる。

　以前ツバキの管理区域に向かった時は、その悪路もアルファの神懸かり的な運転技術のおかげで何とかなった。しかし今はアルファとの接続が切れている。そこを自力で進むのは困難だ。その悪路の印象が、アキラを無意識に逆方向へ進ませていた。

（クソッ！　アルファとの接続を回復させる為に遺跡の外を目指してたってのに……！）

　アキラは内心でそう悪態を吐きながらも、バイクを全力で加速させた。今更引き返せない。今はとにかくこの場からの離脱を優先しよう。そう意識を切り替えて巨人達と黒い機体達の戦闘から逃れようとする。

　だがその時、巨人が放った銃弾が近くの地面に着弾した。その衝撃で舗装された地面が吹き飛び、アキラもバイクと一緒に飛ばされる。それでも何とか転倒せずに着地した。

「流れ弾か!?　クソが！　もっとちゃんと狙いやがれ！」

　巨人が空中の黒い機体を正確に狙っていれば、地上の自分の所に弾が飛んでくるはずがない。アキラはそう考えて、顔を険しくしながら巨人の射撃の腕を罵倒した。

　一方ネリアは別の理由で顔を少しだけ険しくする。

「アキラ。バイクの操作権限を渡してとは言わないから、索敵情報ぐらいは流してくれない？　ちょっと確かめたいことがあるの」

「ん？　まあそれぐらいなら良いけど。……よし、設定したぞ……、うおっ！　またか！」

　再び近くに着弾した衝撃でバイクの体勢が乱れた。アキラは慌てて体勢を立て直したが、巨大な弾丸は次々に飛んできて、周囲の廃ビルや道路に大穴を開けながらアキラを翻弄していく。

「適当に撃ち過ぎだろうが！　どこ狙ってやがる！」

　アキラは思わずそう吐き捨てた。だがそこでネリアから予想外のことが告げられる。

「アキラを狙ってるのよ」

「……えっ？」

「連中が狙ってるのは、あっちの人型兵器じゃないわ。アキラよ。索敵情報を調べて確認したから間違いないわ」

　驚いたアキラが索敵情報を自分でも確認する。ネリアの指摘通り、巨人が構える銃の角度などを確認する限り、空中の黒い機体ではなく地上の自分を狙っていると判断するのが妥当だった。

「何で!?」

「それは私が聞きたいわ。アキラ。何をすればそこまで狙われるようになるの？　防衛隊の大部隊と交戦中だってのに、その戦力の一部を割いてでもアキラを狙うなんて普通じゃないわよ？」

「知るか！」

　その時、索敵機器が巨人達の方から高速で接近してくる反応を捉える。巨人のミサイルポッドから撃ち出されたミサイルが、アキラを目指して宙を突き進んでいた。

　アキラが思わず顔を引きつらせる。後方連絡線付近の大規模な戦闘の様子から、それが着弾地点を広範囲に吹き飛ばすことは容易に想像できた。

　バイクと強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を限界まで上げても、恐らく耐え切れない。アキラはそう判断し、バイクのアーム式銃座に取り付けたＬＥＯ複合銃から、小型ミサイルを大量に撃ち出して迎撃を試みる。

　アルファのサポートがあれば完全な迎撃が可能だが、今は出来ない。当たってくれと願いながら、高価な小型ミサイルの拡張弾倉を使い切る勢いで連射した。

　だがその願いは無意味だった。小型ミサイルはＣ弾チャージバレットに比べれば威力が低いとはいえ、アルファのサポートが無い所為で命中率も悪いとはいえ、相手のミサイルに数多く着弾した。だがそれでも巨人のミサイルは力場フォースフィールド装甲アーマーに守られて爆発せずにアキラに迫る。迎撃は失敗した。

　その間にも巨人からの銃撃は続いている。それを必死に避けているアキラには、握っている方の銃でミサイルを迎撃する余裕は無かった。

「クソッ！」

　まずは標的の上を目指して飛び、ある程度近付いた所で一度上昇、その後に急降下して標的を襲うミサイルが標的を捉える。アキラは時がゆっくりと流れる世界の中で、近くの空を上昇するミサイルの姿を思わず目で追っていた。

　次の瞬間、そのミサイルが爆発する。黒い機体の部隊が自分達を狙ったものだと誤解して迎撃したのだ。

　一帯を壊滅させかねないほどの衝撃が空中から全包囲に撒き散らされる。周囲の廃ビルが薙ぎ倒され吹き飛ばされて瓦礫となって飛び散っていき、アキラも一緒に吹き飛ばされた。
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　イイダ商業区画遺跡でアキラと戦ったティオルは、その際の過度な変異による肉体への負荷や精神への過負荷の所為で、生物的にも人格的にも死にかけた。一命は取り留めたものの、死なずに済んだ代償は大きかった。

　ヤツバヤシの処置によってティオルに半ば偶然組み込まれたシステムは、元々は意識が無い状態での自己保存と自己防衛を自律的に行う程度のものだった。よって以前は体が十分に修復されればティオルの意識は戻っていた。

　その後、そのシステムはツバキの介入により改造され、再構成される。より高性能になったシステムはティオルの精神をより強く侵しん蝕しょくし、違和感すら覚えさせずにティオルをツバキの意図通りに行動させることさえ可能になった。また侵蝕によりシステムとティオルの人格の境目が曖昧になったことで、ティオルの方がシステムに干渉できるようにもなっていた。

　その状態でのアキラとの死闘はティオルを心身共に追い詰め、変質を加速させた。暴食ワニのような身体の著しい変化を自分の意志で実行し、ツバキには権限的に不可能なことまで可能になった。

　しかしシステムとの精神的な融合が進んだ所為でシステム側の意識が強くなり、ティオルとしての意識が弱まり薄れる。重症から回復してもティオルの意識は正しく戻らず、自分の名前も分からない酷く朧おぼろ気げな精神状態が続く。

　それからのティオルは、ツバキに雇われたオリビアの指示に操り人形のように従っていた。大口を生やした左腕でモンスターを貪り、異形の少年達を生み出していく。何の為なのかはティオルには分からない。そもそも疑問に思うことすら出来ない。それほど希薄になった自意識の中で、動く死体のような日々を続けていく。

　再びシェリルと出会い、自分の名前を呼ばれたその日まで。
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　異形の少年達はティオルが生成した遠隔操作端末だ。旧世界製情報端末を取り込んで擬似的な旧領域接続者となったティオルが遠隔で操作している。

　厳密にはシステムがティオルを介して操作しており、ティオル自身は端末と視覚や聴覚などを共有しているだけだ。しかも意識など向けていない。非常にぼんやりとした頭で、端末から送られてくる映像と音を、ただ眺めて、聞き流していた。

　だからこそティオルは、端末から送られてきた映像にシェリルの姿が映っていても、それに気付くことが出来ないでいた。

　それでもシェリルの姿は、システムの奥底に沈んでいたティオルの意識に微弱な刺激を与えていた。覚醒には至らない。しかし無意識にシェリルに注目しようとする。システムによる異形の少年達の操作に介入して、その動きを鈍らせてでも、シェリルの姿を見ようとする。

　そして契機が訪れた。

「…………ティオル？」

　想い人に自身の名を呼ばれる。その強い衝撃がティオルに自分の名前を思い出させた。システムの奥底に埋没していた自我が、自己を認識したことにより、その存在を誇示しながら急速に浮上していく。

　鮮明になっていく意識の中で、ティオルはシェリルを見た。そして、シェリルに再び一ひと目め惚ぼれした。

　他の全てを忘れて見惚れてしまうほどの感情的な衝撃が、ティオルを完全に覚醒させる。システムとティオル、その主従の従でしかなかった意識が、主の立場を奪い返し、システムの部品にすぎない状態だった精神が、ティオルとしての人格を取り戻した。

　その途端、遠隔操作端末を操作していた部屋でティオルが崩れ落ちる。叩き付けられるように床に倒れたが、その激突による痛みは無い。しかし苦悶に満ちた表情は堪え難い苦痛を示していた。

　苦痛の原因は端末から送られてくる膨大な情報だ。視覚情報だけでも数十以上はある。一つの視覚だけで生きていた人間が真面に扱える情報量ではない。加えて聴覚や触覚、更には本来人間には備わっていない感覚器の情報も流れ込んでくる。

　システムとしての意識であれば問題無く扱えたその情報も、人としての意識を取り戻したティオルには扱い切れない。奇怪な情報の奔流にティオルは苦しめられていた。

　その本来ならばそのまま気絶しても不思議の無い苦痛にティオルが抗う。

（……シェリル！）

　このまま気を失えば、恐らく自分の意識は再びシステムに吞まれてしまう。また自我を取り戻せる保証など無い。その恐れから、ティオルは意識を失わないように必死に耐えていた。

「……シェリル！」

　想い人の名を呼び、想い人の姿を思い浮かべ、シェリルへの想いを支えにして、ティオルが意識を立て直す。意識がある間にシステムに干渉し、入力情報を自分でも扱えるように加工、制限しようと試みる。

　それは成功した。苦痛の原因が消えたことで、ティオルの顔からも苦悶の色が消える。その顔に消えずに残ったものは、憎悪だった。

　ティオルが素早く身を起こし、近くにいたオリビアに激情のままに左腕を向ける。自分を好いように扱ってきた女にその報いを受けさせる。その感情のままにオリビアを砲撃した。

　近距離での爆発がティオルまで吹き飛ばす。室内に満ちた爆炎と爆煙がその威力を物語っていた。

　壁まで吹き飛ばされながらも何とか着地したティオルが、漂う爆煙の先を見ながら笑う。

「……やった！　ざまあ見やがれ！」

　煙の所為で相手の姿は見えないが、砲弾は相手に間違いなく直撃した。きっと粉々になっている。ティオルはそう考えて笑っていた。

　だが煙が薄れると、その笑みも強こわ張ばった。

　オリビアは無傷でそこに立っていた。着用しているメイド服にも傷一つ無い。汚れすら付いておらず、塵を払う必要すら無い状態だった。

　オリビアの視線がティオルに向けられる。ティオルが思わずたじろぎ、わずかに怯えた表情で後あと退ずさりした。だがすぐにその顔が怒りで塗り替えられる。

「…………ああ、そうかよ」

　オリビアの目に敵意は無かった。明確に、殺す気で攻撃しても、敵とすらみなされない。自我を失って人形のように従っていた時と何ら変わりの無い目を向けてくるオリビアに、自分をそこまで軽視する相手の態度に、脅威への怯えはそれを超える怒りで上書きされた。

　ティオルがシステムを介して建物内の遠隔操作端末を全て呼び寄せる。異形の少年達が室内に次々に突入し、大部隊を構成して各自の武器をオリビアへ向けた。

「これならどうだ！　ぶっ放ぱな……」

『動くな』

　ティオルの頭に直接響いたその声と同時に、異形の少年達が硬直する。ティオルも能面のような顔のまま動けなくなっていた。

　そしてそのティオルの真向かい、すぐ側に、ツバキが姿を現す。実体でも立体映像でもない拡張視界上の映像だが、ティオルにはその冷たい表情の実感も含めて本物にしか思えなかった。

『あの状態から自力で自我を取り戻したのは大したものだが、自我を取り戻した途端にこれか。オリビア。この状態でも依頼の続行は可能か？』

「依頼の続行自体は可能です。続行によりツバキ様の望む結果が得られるか、という意味を含めた御質問で御座いましたら、その個体の状況から判断する限り、現状では難しいかと」

『誘導対象からいちいち攻撃されては誘導にも限度があるか。理解した』

　ツバキがティオルの額に手を伸ばし、その指先を頭の中に入れていく。拡張視界上でのことなので、ツバキの指がティオルの頭に物理的に突き刺さっている訳ではなく、ティオルも外傷としての痛みは感じていない。

　だが苦しみという意味では、ティオルは肉を抉えぐられるどころではない地獄を味わっていた。
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　精神が、自分自身と呼べる情報が、想い人からティオルと呼ばれた存在が、外部から書き換えられていく。自己の改かい竄ざんと消失。ティオルはシステムと意識を部分的に共有していることで、それを強く実感していた。

『完全に端末化してしまうと完全に私の意志での行いとみなされて、解釈の余地が著しく減ってしまうので好ましくないのだがな。だが余計な意志が余計な真似をするのであれば仕方が無い。消すか』

　ティオルがツバキの干渉に必死に抗う。

（消えて……堪るか……！）

　薄れていく自意識をシェリルへの想いで補強して自我を保つ。操作権を失った体に意志を過剰に送り込んで無理矢理にでも動かそうとする。その必死の抗いは、ツバキさえ驚かせるものになった。

　能面のようだったティオルの顔に、強い意志と感情を示す表情が現れる。体がゆっくりとだが動き始め、頭からツバキの指を抜こうとする。

　それはどちらも取るに足らないことではある。ほんのわずかに動けたところで、戦うことも逃げることも出来ない。しかし本来はシステム的にそれすら出来ないはずだったのだ。それをティオルが覆したことに、システムに意志の力で逆らったことに、ツバキは感嘆を示した。

『この状態でも動けるのか。大したものだ。……消すのは惜しいな。動いてよし』

　自由を取り戻したティオルは反射的にその場から飛び退いた。そしてツバキ達と対峙しながら、非常に険しい表情で荒い息を繰り返す。

　一方ツバキはティオルへ向ける表情を緩めた。ゴミにも劣る犯罪者へ向ける冷たい視線も、一定の価値を認めた者へ向ける比較的友好的なものへ変わる。

『ティオル、でしたね？　取引をしませんか？』

　ティオルは急に友好的になったツバキの態度に戸惑いながらも、ここが自分の生死を分けることぐらいは容易に理解した。緊張しながら答える。

「……取引？　何だ？」

『仕事を頼みます。それが上手くいけば、その後は好きにしていただいて構いません。あなたが行った各種の犯罪行為も、私の権限で多少は大目に見ましょう。いかがです？』

　自分は相手から大幅に譲歩されている。少なくとも相手はそのつもりだ。そう気付いてしまったことが、ティオルの激情を刺激した。

　訳の分からない体にされて、訳の分からないことをずっとさせられていた。自我を取り戻したと思えば、それは邪魔だと消されかけた。自分にそんな所業をした相手が、脅迫ではなく譲歩で自分に取引を持ち掛けている。

　自分をどこまで軽んじればそんな真似が出来るのか。その怒りでティオルは激げき昂こう寸前だった。

　しかしその激情も、ツバキが態度を戻しただけで搔かき消きえる。

『まあ、強制はしない』

　冷たい視線でそれだけ告げたツバキが、移動の過程を省略して一瞬でティオルの目の前に立ち、再びティオルの額に手を伸ばす。取引に応じないのであれば、ティオルの自我を残しておく理由はツバキには無かった。

　自己の改竄と消失。その一度味わった恐怖にティオルは抗えなかった。震えをごまかすように大声で答える。

「……分かった！　やるよ！　やれば良いんだろう!?　クソが！」

　荒々しい口調はティオルの無自覚での精一杯の抵抗だ。場合によっては相手の機嫌を損ねるものではある。だがツバキもティオルに礼儀と品性までは求めていない。笑ってその非礼を許した。

　ツバキの態度が一応友好的なものに戻ったことで、ティオルも落ち着きを取り戻す。

「……それで、何をすれば良いんだ？」

『はい。あなたには……』

　ツバキが仕事の内容を話していく。それを聞いたティオルは思わず怪訝な顔を浮かべた。

「……何でそんなことをするんだ？」

『答える必要はありません。やってくれればそれで良いのです。具体的な方法はお任せします』

「そうかよ。……分かった。やってみる。上手くいったら約束は守ってもらうからな」

『勿論です。私は約束を守ります。それでは』

　ツバキはそう言い残して姿を消した。ティオルが思わず安堵の息を吐く。だがその安堵を吹き飛ばすようにツバキはもう一度姿を現した。

『警告しておく。私は約束を破る者が嫌いだ。お前が私との約束を守るように、私に努力させるな』

　冷たい声でそう告げて、ツバキは今度こそ姿を消した。その後、ティオルは我に返るまで、震えながら立ち尽くしていた。





◆






　ティオルがツバキから頼まれた仕事は、都市の戦力を第１奥部に誘おびき出だして倒すことだった。

　出来る限り大規模な戦力を引き込むこと。敵が強過ぎて勝てないのであれば仕方無いが、勝つつもりで戦うこと。勝利の為に敵の規模を抑えるような真似はしないこと。他にも細かな条件を付けられる。

　それらに何の意味があるのかは分からない。だがツバキから解放される為にもやらなければならない。どうすれば良いのか。悩んだティオルは、まずは都市が大規模な戦力を出撃させた事例を考えてみた。するとクズスハラ街遺跡から湧き出したモンスターの群れが都市を襲った時のことを思い出した。そしてその襲撃は建国主義者の企てだったと報道されていたことも思い出す。

　また建国主義者が似たようなことを起こせば、都市側も大規模な戦力を出すだろう。その為に建国主義者が近場の遺跡を占拠すれば、都市は防衛隊を派遣してでも殲滅に動くだろう。これなら都市から大規模な戦力を誘い出すことが出来る。

　ティオルはそう考えて、何とかして建国主義者を装うことにした。

　建国宣言の映像はオリビアに頼んで作ってもらった。オリビアは一緒に戦ってはくれないが、その他の雑務は今まで通り手伝うことになっていた。

　映像に出た偽のアルフォト団はティオルが生み出した遠隔操作端末だ。モンスターはティオルが生み出した個体と、ツバキの改造を受けたシステムで制御可能になった個体だ。

　アルフォト団を名乗ったのは、単にティオルが知っていた建国主義者の名前の一つがそれだった、というだけだ。後日本物のアルフォト団を名乗る者が接触してきたが、そちらの対応はオリビアに任せていた。

　なかなかの映像が出来たことにティオルも満足する。もっとも建国を宣言しておいてその国名を言っていない部分は、ティオルも流石に不自然さを覚えた。だがそこはツバキに止められたところなので、ティオルにはどうしようもなかった。

　映像を広域汎用通信に流してすぐにヤツバヤシがやってくる。映像に自分の顔を出した甲斐があったと思いながら軽く事情を話して協力を頼むと、予想に反してあっさり協力してくれることになった。

　本来は自分との関係を元に、身体改造技術やモンスターの敵味方識別機能を回避する技術を建国主義者に流したと思われたくなければ協力しろ、と脅すつもりだった。だがヤツバヤシが嬉々として協力を申し出たことでその必要は無くなった。

　そこで更に込み入った事情まで説明する。するとヤツバヤシはティオルがたじろぐほどに興奮し、その体の解析などを条件に、戦力の増強や、希望するならその体を元に戻すことを含めた、全面的な協力を約束してくれた。

　強力な協力者を得たティオルはクガマヤマ都市防衛隊との交戦に備えて戦力を増強させていく。勝って自由になる為に。人の体に戻る為に。そして、望みを叶える為に。
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　都市の防衛隊の大部隊と交戦する巨人達。ティオルはその一体として戦っていた。

　この巨人達はティオルが作り出したものだ。ティオルがシステムと融合した状態で自我を取り戻したことにより、遠隔操作端末製造の自由度が増したこと。加えてヤツバヤシによる技術的なサポートを得たこと。これにより巨人のような大型端末の作製が可能になった。

　その上で第２奥部の強力なモンスターの死体と、ツバキから提供された大量の廃棄品、高性能な遺物を材料にする。これにより都市の防衛隊と互角に戦えるほどの巨人が生み出された。また、その過程でティオル自身も自分の体を巨人に変えていた。

　縮尺された世界の中、模型のようにしか感じられない廃ビルが立ち並ぶ遺跡の中で、玩具のような大きさの人型兵器達に向けて銃を連射する。すると模型が吹き飛び、玩具が壊れる。ミニチュア達も反撃してくるが、特別に強靱にした鎧には通じない。被弾しながら悠々と撃ち返す。

　相手は都市の防衛隊。自分がただのハンターだった頃には畏怖すら抱いていた存在。それほどの相手を、今、自分は、一方的に攻撃している。その高揚がティオルを支配する。

『凄え！　凄えぞ！　ヤツバヤシがこの体を元に戻すのは勿体無いって言う訳だ！』

　巨人の体に発声機能は無い。しかし念話として処理されるので体感的には存分に大声が出せる。巨人と化した自身の強さに、湧き上がる全能感に、ティオルは歓喜の声を上げていた。

　その全能感がティオルの欲を刺激する。

『……この力なら、アキラだって殺せるんじゃないか？』

　ティオルはアキラを殺したかった。

　既に自分はアキラを完全に敵に回してしまっている。今回の件が上手くいって元の体に戻ったとしても、その後にアキラに見付かれば殺されてしまう。だから自分がこれほど強い今の内にアキラを殺しておきたい。そのような理由での殺意がティオルにはある。

　だがその保身と恐怖による殺意は弱い。その程度の理由であれば、顔も名前も変えて、アキラに見付からないほど遠くまで逃げれば良いだけだからだ。

『あいつさえ殺せば……』

　ティオルがアキラを殺しておきたい本当の理由はシェリルだ。アキラを殺してでも、ティオルはシェリルを手に入れたかった。

　シェリルへの一度目の一目惚れは、強い衝撃を受けたとはいえ、所詮はただの一目惚れだ。だが二度目は違う。二度目はティオルという精神構造の根幹に関わる一目惚れだった。

　システムに埋没していた自我を取り戻した契機。システムと部分的に融合したことで不安定となっていた精神を支える土台。自分を消そうとしたツバキの干渉に対する抵抗力。ティオルのシェリルへの想いはそれらの要因となり、今現在のティオルをティオルたらしめるものとなっていた。

　また自我を失うことになっても、シェリルが側にいてくれれば、シェリルが自分の名前を呼んでくれれば、きっと自分を取り戻せる。その強い想いから、ティオルはシェリルを強く求めていた。

　そしてその為には、アキラが邪魔だった。

『あいつさえいなければ……』

　ヤツバヤシの全面的な協力を得た以上、人の体に戻っても以前より遥かに強くなれるはず。そこでアキラさえいなければ、自分がその強さでアキラの代わりにシェリルの徒党の後ろ盾になって、シェリルを手に入れられるはず。

　建国主義者として知れ渡った顔は変えてしまえば良い。今の顔の自分はダミーの死体でも作って死んだことにすれば良い。名前は偶然同じだったことにすれば良い。きっと何とかなるはずだ。

　その甘い考えに、だが無理だと切り捨てるには余りにも惜しい未来に、そうなればどれほど良いかという欲に、ティオルは囚とらわれていた。

　それでも一度は我に返った。第１奥部に来たアキラを見付けて、大規模なモンスターの群れと遠隔操作端末の部隊を投入して殺そうとしたが、人型兵器の支援があったとはいえそれを逆に返り討ちにしたアキラの強さに、アキラを殺すのは無理だと、その時は判断した。

　しかし巨人の万能感がその判断を覆させる。これならアキラを殺せる。今度こそ殺せる。殺せば、シェリルに手が届く。ティオルはそう思い、願ってしまった。

　それでもアキラを殺しにいく訳にはいかない。そもそもアキラがどこにいるか分からない。遺跡全域の索敵を兼ねた遠隔操作端末の部隊は、アキラとの戦闘で壊滅してしまった。広い遺跡の中を、居場所も生死も、まだいるかどうかも分からない者を探す暇など流石に無い。

　それ以前にアキラの殺害はツバキから頼まれた仕事のついでにすることにすぎない。目論見通り都市の大規模な戦力を誘い出すことに成功した以上、そちらの相手が最優先。それを放り出してアキラを探しにいく訳にはいかなかった。

　この場にアキラがいれば、ついでに殺せるのに。ティオルはそう残念に思いながらも、意識を切り替えて都市の防衛隊との戦闘に集中しようとする。

　その時、索敵範囲内に後方連絡線を目指していたアキラが現れる。更に同じ方向から黒い人型兵器の部隊まで出現した。

『……アキラだ！　こいつらの援護に来たのか？　いや、何でも良い！　絶好の機会が、向こうから来た！　逃せるか！』

　増援を撃退するだけ。都市の戦力の撃破というツバキに頼まれた仕事を投げ出した訳ではない。ティオルはそう理由を付けて、この機会に飛び付いた。
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　アキラに向けて撃ったミサイルを黒い機体達に迎撃されたティオルが怒りを露わにする。

『邪魔するんじゃねえ！』

　随伴させた巨人達と共に巨大な銃を連射する。撃ち出された巨大な弾丸が、宙を穿って黒い機体達に突撃した。

　しかし躱される。ツバキに勝てず逃げ帰ってきたとはいえ、この人型兵器の部隊は吉岡重工が建国主義者の拠点襲撃の為に用意したものだ。この程度の回避は容易だった。

　更に黒い機体達は情報伝達用に数機を離脱させると、残りで巨人達を包囲し攻撃する。不規則に高速で飛行しながら、自分達と比べれば鈍重な動きの標的に銃弾と砲弾を正確に着弾させる。

　ツバキに負けたのは流石に相手が悪かっただけ。黒い機体達はそれを証明するような見事な動きで、苛烈な砲火をティオル達に浴びせる。

　だがティオル達もその程度では倒れない。都市の防衛隊の猛攻に耐える装甲で、幾ら撃っても無駄だと言わんばかりに被弾しながら、大きさも威力も特大の弾丸を連射して反撃する。

　その戦闘の余波で廃ビルが次々に倒壊し、瓦礫が更に砕かれて平されていく。巻き上がる粉ふん塵じんが爆風で吹き飛ばされ、続く倒壊と砲撃でまた巻き上がる。

　その激しい戦闘で生まれる音、光、煙、衝撃に加えて、飛び散る瓦礫の動体反応や、黒い機体の攻撃などが、巨人達の索敵能力を大きく乱した。ティオルがアキラを見失う。

『クソッ！　あいつ、どこ行きやがった！』

　アキラを殺すこの絶好の機会を逃す訳にはいかない。ティオルはその強い思いでアキラを探して走り回りながら、自分の邪魔をする目障りな存在へ物理的に怒りをぶつけ続けた。
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　ミサイルが黒い機体によって迎撃された時、アキラはその爆発で吹き飛ばされながらも生きていた。

　直撃は避けたこと。周囲の廃ビルが盾になって威力を弱めたこと。強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を、安全基準を無視して上げたのはこれで３度目であり、アキラも多少は慣れていたこと。それらがアキラの命を繫いだ。

　しかしバイクからは放り出された。かなり遠くまで吹き飛ばされたアキラが、そのまま廃ビルの壁を突き破って室内の床に転がる。

　事前に胃の許容量の限界に挑戦するように大量に服用しておいた回復薬が、即座に体の治療を開始する。アキラは負傷に悶もだえ苦しむ過程を省いて素早く立ち上がった。

「クソッ！　バイクが！」

　ここでバイクから離されてしまったことは、移動力の損失以上の意味がある。大破した車両から持ち出した弾薬等の大部分はバイクに積んでいるからだ。出来る限り持ち出そうとしたのでアキラ自身でも幾らかは運んでいたとはいえ、バイクに積んでいた分に比べれば少量だ。

　バイクと短距離通信を繫いでバイクの場所を確認する。バイクの方も車体を力場フォースフィールド装甲アーマーで守ったおかげで壊れてはおらず、ビルの外の少し離れた場所で転倒しているのが分かった。

「あっちか！」

　すぐにバイクの所に向かおうとしたアキラだが、そこで今いる廃ビルが倒壊を始めた。慌てたアキラは崩れたビルに埋もれてしまわないように、とにかく急いで脱出しようとする。その所為で、アキラは外の状況の確認を怠った。

　倒壊中のビルから飛び出し、横倒しになった廃ビルの上に着地する。危なかったと思ってわずかに安堵したアキラだったが、その安堵も即座に消し飛んだ。軽く見上げたその先に、巨人と化したティオルがいたからだ。

　そしてティオルに気付かれる。
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『そこかぁ！』

　その声はアキラには届いていない。しかし歓喜の混じった殺意は十分に届いていた。アキラが反射的に跳躍する。

　一瞬遅れて無数の銃弾がその場に撃ち込まれた。弾丸と呼ぶには大き過ぎる物体が高速でそこら中に激突する。既に倒壊しているビルを貫いて地面に到達し、着弾の衝撃を周囲にばらまき、周りの物をまるで爆発したかのように吹き飛ばした。

　飛び上がってその銃撃から逃れたアキラが、極度の体感時間操作の中、瓦礫が吹き荒れる空中でティオルを見る。

　巨人は巨体に見合わぬ素早い動きで、だがアキラの意識上の世界では酷くゆっくりとした動きで、どうしても殺したい標的へ照準を合わせ直そうとしている。その巨大な銃口がゆっくりと向けられるのに合わせて、アキラの恐怖も高まり膨れ上がる。

　空中で移動方向を急激に変えるのは困難だ。高性能な強化服を利用し、空中に生成した力場フォースフィールド装甲アーマーの足場を蹴って、移動方向を無理矢理変えることも可能ではある。だがそれもアルファのサポートを前提としたものだ。自力で行っても精度に欠ける動きにしかならず、銃撃を躱すほどの高度な真似は出来ない。

　次は躱せない。アキラは無意識にそう認めてしまっていた。必死に助けを求める。

『アルファ！』

　以前にミハゾノ街遺跡の工場区画でアルファのサポートを失った時も、最後の最後では助けてくれた。だから今度も。そう思い、頼り、願って、アルファに呼び掛けた。

　返事は無かった。それでアキラもようやく理解した。アルファとの接続は本当に切れている。アルファの助けは、得られない。その事実を、希望的観測で目を逸らしていた現実を、ようやく認めた。

　死ぬ。その簡素で短い言葉がアキラの心を押し潰し始める。そして自身に向けられた巨大な銃口と目が合った。

　逃れようのない死。それをもたらす状況、過程、不運が集まった、現実的で具体的な結末としての存在が、ティオルが持つ銃の銃口としてそこにある。

　アキラは、それを、嘲笑あざわらった。

「ああそうかよ！　少しは自分でやれってか!?」

　嗤いながら叫ぶ。極度の体感時間操作の中で無理矢理発したその声は、他者には内容を理解できない奇声に成り果てていた。

　だが誰かに聞かせる必要など無い。聞かせる相手はアキラ自身だからだ。

「分かったよ！　やれば良いんだろうが！」

　その覚悟を決めた絶叫で、己の心を縛っていた重い鎖を引き千切る。余りにも強力過ぎたアルファのサポートがアキラの精神に与えた悪影響、アルファへの甘えを、アキラはようやく自力で断ち切った。

　その瞬間、既に体感時間の操作を限界まで実施していた酷く緩やかな世界の中で、アキラの視界が外側から白く塗り潰されていく。同時に、その狭まった世界の光景が、輝くように鮮明になる。

　そしてティオルが発砲する。その回避など、本来ならば相手の動作を視認した後では手遅れだ。回避行動までの時間的な猶予は、ゼロどころかマイナス。避ける暇など無い。

　だがアキラはそれを躱した。宙を蹴って射線から逃れ、前へ飛ぶ。次々に飛んでくる銃弾も躱し、ティオルとの間合いを詰めていく。

　それはアキラが意識上の現実の解像度の操作に、遂に成功した証拠だった。

　視界の一部が白く塗り潰されたのは、意識上の現実を生成する際に、その部分の知覚は今は不要として処理を省いた所為だ。視覚だけでなく、五感全てで同様のことを行っている。

　これによりアキラが認識可能な世界は狭くなった。だがその分だけ、脳内での意識上の現実生成処理の精度と速度は飛躍的に向上した。五感で得た入力情報を基に、脳内に作成する出力としての意識上の現実、その生成負荷により発生する実際の現実との乖かい離りを、部分的にではあるが劇的に縮めることが出来るようになった。

　この現実の解像度の操作が可能になったことで、アキラは相手の一手先での行動が可能になった。

　相手がまだ意識上の現実の生成を終えていない段階で、アキラだけが逸早く生成した現実情報を基に行動できる。つまり、相手にとっての未来の情報を基に動いているという意味で、極めて短い時間単位での予知能力を得たかのような超反応が可能になった。

　これにより本来は見てから避けるのは不可能な攻撃であっても、アキラには回避の余裕が生まれていた。そしてその余裕は、アキラの動きの精度向上にも恩恵をもたらす。空中に生成した力場フォースフィールド装甲アーマーの足場を、正確に丁寧に確実に蹴る猶予が出来るからだ。

　その二重の恩恵により、アキラはティオルの銃撃を回避した。そしてそのまま宙を幾度も蹴って突き進む。自分のすぐ側を巨大な弾丸が高速で通り過ぎていくのを肌で感じながら、遂にティオルの懐に、巨人の体軀を覆う装甲の上に辿り着いた。

　巨体を思いっ切り蹴り付けるようにして着地したアキラが相手の体の表面に立つ。そして現実の解像度の操作を一度止めた。激しい頭痛がその負荷の高さをアキラに伝える。

（現実の解像度の操作……！　やっと成功したけど、ちょっと使っただけでこれか！）

　アキラはアルファへの甘えを捨て去ることで、本当の意味での死地に自分の力で立つことで、その覚悟を以て、新たな力を手に入れた。

　だがその力は、下手に使えば過負荷で脳死しかねない諸もろ刃はの剣だ。それでも振るわなければならない。敵を自分ごと斬り裂いてでも生き残る為に。覚悟を決めて。

　新たな力と、改めての覚悟。その両方で、アキラは強くなった。

「……で、次はどうしよう」

　アキラが軽く頭を抱える。現実の解像度操作技術という強力で危険な力を手に入れたとはいえ、その力で敵を薙ぎ払える訳でもない。撃たれる恐れの低い懐に潜り込んだだけでティオルは健在だ。

　取り敢えずＬＥＯ複合銃を両手に持って、ティオルの表面装甲へ向けて連射する。大量のエネルギーを供給された強力なＣ弾チャージバレットが分厚い装甲に嵐のように着弾した。

　２挺の銃それぞれに装着されたエネルギータンクによる、銃の保護とＣ弾チャージバレットの威力向上を両立させる限界での銃撃だ。流石に銃をこれ以上失う訳にはいかないので、ザルモを倒した時のような真似は出来ないが、それでもその威力は並外れている。

　また、相手の機体の強度も不明な状態で、一度の奇襲で、一瞬で、確実に倒さなければならない状況により、過剰なまでに威力を求めたザルモの時とは異なり、今はある意味で悠長に連射する余裕がある。

　膨大な量の銃弾による連射を、一瞬よりは格段に長い比較的長時間、至近距離から着弾させた威力は凄まじく、黒い機体の攻撃にも耐えた装甲に大穴を開けた。

　しかしアキラは険しい表情を浮かべる。

「……デカ過ぎて効いてる気がしねえな。しかもこいつ、生物か？」

　大穴を開けたとはいえ巨人の大きさと比べれば微々たるものだ。加えてその穴からは、破損した機械部品ではなく、負傷した肉が見えていた。

　相手が巨大な生物系モンスターなどと同類の存在だと考えれば、この程度の負傷など掠り傷でしかない。銃撃で全身を穴だらけにされても突撃してくる生物系モンスターの異常な生命力の前には、その穴を一つ増やした程度の攻撃に意味があるとは思えない。

　しかも装甲の穴までは再生しないが、緑の血が滲んだその下の負傷箇所は、既に少しずつだが治り始めていた。

「……道理であの黒い機体に囲まれても倒されない訳だ。どうすりゃ良いんだよ……、うおっ!?」

　自分を払はらい除のけようとする巨人の手を、アキラは大きく飛んで回避した。そして空中を蹴って再び巨人に着地する。

「まあ、ゆっくりはさせてくれねえよな！」

　巨人の手を搔い潜りながら、アキラは巨人の表面で戦い続けた。
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　アキラに張り付かれたティオルは、何とかしてアキラを振り払おうと躍起になっていた。

『クソッ！　離れやがれ！』

　しかし失敗する。巨大な手でアキラを叩き落とそうとしても、俊敏な動きで躱されて纏まとわり付つかれてしまう。

『クソが！　これならどうだ！』

　ティオルはその巨体で一番近い廃ビルに向けて全力で走り出し派手に激突した。戦闘の余波で脆くなっていたビルが砕けて瓦礫の山と化す。更に別のビルにも勢い良く突撃する。巨体がビルの側面を粉砕して減り込んだ。

　だがそれでもアキラを引き剝がせない。アキラは強化服の接地機能を利用してティオルの表面を走り回り、ビルや瓦礫の衝突から逃れていた。

　怒りの余り逆上したかのようにティオルが叫ぶ。

『ふざけやがって！』

　実際に発していれば遥か遠くまで届きそうな大声だが、所詮は念話だ。音としては響かない。しかしアキラは少しだけ怪訝な顔を浮かべた。

　ティオルとアキラの攻防が続く。その間も黒い機体達による銃撃は続いており、アキラはそちらも避ける必要がある。ギリギリの攻防を続けているのはアキラだけだ。

　それでも離れないアキラに、ティオルのいらだちは高まっていた。

『好い気になるなよ！　俺に撃たれない為に張り付いてるんだろうが、そこにいればあいつらの砲撃を喰らうだけだ！　お前だけ吹っ飛びやがれ！』

　実際にアキラも黒い機体の砲撃にまた耐えられるとは思っていない。よってその時は着弾位置の逆側に事前に移動して、足場としているティオルそのものを盾にするつもりでいた。

　当然ながら砲撃を逸早く察知しなければ手遅れになる。周囲を高速で移動し続ける全ての機体の動きに注意を向け続けるのは難しい。その点でもアキラはギリギリだった。

　だがそこでアキラにもティオルにも予想外の事態になる。

『どうなってやがる！』

　ティオルに向けて撃ち出されるのは銃弾ばかりで、砲弾は一向に飛んでこなかった。
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　アキラがティオルに張り付いた後、突如奇行にも思える真似を始めたティオルの行動に、黒い機体の部隊の者達は軽い困惑を覚えていた。

「何だ？　あれは何をやってる？」

「分からん。……いや、待て、誰か張り付いてるぞ？　それを振り払おうとしてるのか？」

「こっちでも確認した。……ん？　ちょっと待て！　あいつはアキラだ。どういうことだ？」

　不明な点が多い状況だが、その把握を悠長に行っている暇は無い。現在の戦闘に関係することだけを先に決める。

「どうする？　あのハンターには手出し無用と指示されているが……」

「そうだな。あの個体には砲は使うな。銃にしろ」

「銃でも当たる時は当たるぞ？」

「その時はその時だ。あいつを巻き添えにしない為に、俺達が一方的に撃たれる理由はねえよ」

「同感だ」

　ティオルには銃撃、他の巨人達には銃撃と砲撃、アキラに当たったらその時はその時。黒い機体達は戦闘の指針を微妙に修正して交戦を続行した。
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　幾ら待っても飛んでくるのは銃弾ばかりで、砲弾が一向に飛んでこないことに、ティオルが困惑と焦りを覚え始める。

『……クソッ！　偶然じゃねえ！　あいつら、あいつを避けて撃ってやがる！』

　標的の表面をアキラがうろちょろしているとはいえ、ティオルの巨体に比べてアキラは非常に小さい。狙いを少しずらせば、アキラに当たる確率は十分に下げられる。黒い機体達は問題無く銃撃を続けていた。

　それならば黒い機体達にではなく、随伴させている他の巨人達に自分ごとアキラを撃たせる。そう決めたティオルだったが、その決断は少し遅かった。

　巨人達の中で一番強いのはティオルだ。そのティオルがアキラの相手に集中したことで、黒い機体達には攻勢に出る余裕が生まれていた。そしてその余裕分の猛攻は他の巨人達に向けられた。

　随伴の巨人達もティオルが連れてきただけあって他の個体より強力だ。だがそれでもティオルほどではない。本体は強固な装甲のおかげですぐに撃破などされないが、重火器などの比較的脆い武装の方までは耐えられなかった。攻撃を集中的に喰らい破壊される。

　これにより遠距離攻撃能力を失った巨人達は、宙を飛んで攻撃する機体達にとって巨大な的と成り果てていた。当然ながらアキラを撃つことも出来ない。可能なのは殴り付けることぐらいだ。

『クソどもが！』

　逆上したティオルが機体達に銃を向ける。だがそこで銃に強い衝撃が加わり、照準を大きく狂わされる。撃ち出した弾は見当違いの場所に飛んでいった。

　ティオルの照準を狂わせたのはアキラだ。強力なＣ弾チャージバレットを連射し、その着弾の衝撃で巨大な銃の向きを大きく変えていた。

　以降もアキラの妨害が続く。これによりティオルは黒い機体達を真面に狙うことすら出来なくなった。憤死しかねないほどの激情のままにティオルが叫ぶ。

『────！』

　念話であるその声は誰にも聞こえない。だが仮に聞こえたとしても、発した声はもはや意味をなしていなかった。
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　黒い機体達が自分を巻き添えにしないように戦ってくれていることに気付いたアキラは、自分も相手を援護することにした。

　ザルモの件があるので完全に警戒を無くすのは無理だが、このままティオル達を倒してくれると非常に助かるのも間違いなく、機体が倒されてしまわないようにティオルの銃撃の邪魔をする。

　そのアキラに周囲の巨人の拳が迫る。アキラは素早く横に飛んでそれを回避した。アキラよりも巨大な拳がティオルの胴に激突し、その巨体を揺るがせる。

　巨人達の動きはそれでは終わらなかった。ティオルを取り囲むように立ち、そのままアキラを狙い続ける。

「まあ撃たれるよりはましだな！」

　アキラは自分に向けて次々に繰り出される巨大な拳を、ティオルの表面を走り回って避け続けた。




　変則的な激戦が続く。巨人達はアキラをティオルごと殴ろうとしている。アキラはそれを躱しながらティオルの銃を撃っている。ティオルは巨人に殴られて体勢を崩し、更にアキラに邪魔されながらも、黒い機体達を狙って弾をばらまいている。黒い機体達はその銃弾を躱しながら巨人達に激しい砲火を浴びせている。

　人型であることを除いて、武装も、体格も、数も、攻撃方法も、生物と機械化のどちらかであるかすらも異なる者達が、周囲にその戦いの余波を撒き散らしている。数多くの廃ビルが広がっていた一帯は、既に更地と化していた。

　その戦闘の最中、アキラは自分のバイクとの通信が短距離通信で繫がったことに気付いた。

（俺のバイク、無事だったのか。どうする……？　無理だな）

　一瞬迷ったアキラだったが、すぐに諦めた。自分からバイクの所まで行こうとすれば、今度こそティオルに撃たれてしまう。バイクの方を遠隔操縦でこちらに向かわせても、戦闘の余波で破壊されるだけ。どちらも無理だと判断した。

（ネリアは生きてるか？　死んでるかもしれないけど、まあ、一応な）

　アキラはバイクの設定を遠隔で切り替えると、意識を戦闘に戻した。
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　ネリアは生きていた。地面に転がっているバイクのリュックサックから顔を出して、アキラ達の戦いを見ながら溜め息を吐いている。

「……、暇ね」

　ネリアが入っていたリュックサックは、アキラのバイクのオプション品だ。車体の強固な力場フォースフィールド装甲アーマーに合わせて、そこらの防護コートを上回る性能の力場フォースフィールド装甲アーマー機能が搭載されている。

　そしてミサイルの爆発を受けた時、アキラはバイク本体の力場フォースフィールド装甲アーマーと一緒に、リュックサックの力場フォースフィールド装甲アーマーの方も出力を限界まで上げていた。

　そのおかげで死なずに済んだネリアだったが、それで何かが出来る訳でもない。首から下の残っている部分は、胴体の一部と右腕だけ。通信障害は継続中なので助けも呼べない。バイクの操作も遠隔操縦の権限が無いので不可能だ。

　一応ネリアもバイクの操作権限を不正に奪取できないか試してみた。しかし異様なまでにセキュリティーが堅く、断念せざるを得なかった。

　状況の把握以外に、今、出来ることは無い。そう判断して観戦を続けていたネリアが、少し驚いたような顔をする。

「……ん？　バイクからメッセージ？」

　貸してやるから自分で帰れ。アキラがバイクを介してネリア宛てに送ったその短いテキストメッセージには、バイクの認証コードが添付されていた。

　それを確認したネリアが楽しげに笑う。

「全く、送ってくれるんじゃなかったの？」

　転倒していたバイクがネリアの操縦で独りでに起き上がる。更にアーム式銃座でもある補助アームがネリアを摑んでバイクの座席の上に移動させる。

　ネリアは片手でハンドルを摑んで体を固定すると、バイクを勢い良く走らせた。
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　互角の状態で続いていたアキラ達の乱戦に大きな変化が生じる。まずはティオルに随伴していた巨人達の脱落だ。

　激しい銃撃を受けて生じた巨人の装甲の穴に、黒い機体が放った砲弾が飛び込み、爆発する。巨人は体を大きく損壊させて大地に横たわった。内側からの爆発を受けても木っ端微塵にならないほどに巨人は頑丈だったが、流石に息絶えた。

　他の巨人達も順に倒されていく。銃を持つのはティオルだけで、その銃撃もアキラに邪魔されている。その所為で他の巨人達は黒い機体達の攻撃を真面に一方的に喰らっており、身に纏う強固な装甲でも流石に耐え切れなかった。

　これなら何とかなりそうだ。アキラはそう思って喜んだが、それも束つかの間ま、事態は更に変化する。後方連絡線付近で繰り広げられていた都市の防衛隊と巨人の部隊の戦線が、アキラ達の方に一気に近付いてきていた。

　防衛隊の砲撃の流れ弾がそこら中に着弾し、派手な爆発を引き起こす。更に巨人達の一部がティオルの援護に向かっている。

　それだけでもアキラを追い詰めかねないのだが、加えて黒い機体の部隊が離脱を始めた。このままこの場に留まっていると戦線で孤立する。ティオル達を倒す為に残弾もエネルギーも大量に消費している。部隊の撤退は当然といえば当然の判断だった。

　そしてアキラを一緒に連れていくような真似もしない。手出し無用と指示されているからだ。

「クソッ！」

　一気に致命的なまでに厳しくなった状況に、アキラが顔を険しくして吐き捨てた。

　一方ティオルは機嫌良く声を上げる。

『見捨てられたな！　これでお前も終わりだ！』

　そこでアキラはまた少し怪訝な顔を浮かべた。だがその表情もすぐに険しいものに戻る。アキラの情報収集機器が、こちらに向かってくる大量の小型ミサイルの反応を捉えたのだ。

　それらの小型ミサイルがそこら中に着弾し、爆発する。ティオルにも数多く命中したが、負傷は全く与えられない。その巨体が爆煙で包まれるだけだ。

『そんなもの俺には効かねえよ！　お前だけ喰らってろ！』

　ティオルはそれを自分への攻撃だと思って笑った。だがアキラは別の解釈をする。

（これは……、煙幕の代わりか？　でも、誰が何の為に？）

　小型ミサイルの一部は互いに激突して、その爆煙を煙幕のように広範囲に広げていた。アキラはそれに気付いたが、その意図までは分からなかった。

　そしてその答えが爆煙を突き抜けて現れる。それはアキラのバイクに乗ったネリアだった。

　ネリアはバイクのＬＥＯ複合銃から小型ミサイルを敢えて低速で撃ち出し、宙を飛ぶミサイルと並走することで、拡張弾倉の中身を使い切るような量のミサイルを標的の周囲に一度に着弾させた。

　そして爆煙を煙幕代わりにしてティオルの索敵から逃れると、巧みな運転でティオルの足下まで一気に近付いていた。更にはその足から巨人の体をバイクの接地機能を利用して駆け上がる。そしてアキラの側で急停止した。

　半ば啞然としているアキラに向けて、ネリアが楽しげに笑う。

「アキラ。送ってくれるって言った癖に、途中で一人で帰れって言い出すなんて、酷いんじゃない？」

　笑って言われたその余りにも場違いな内容に、アキラも思わず軽く笑う。

「悪い。ちょっと忙しかったんだ」

「そう。それで、アキラ、乗っていく？」

「乗っていくも何も、それは俺のバイクだ。まあ運転は任せた！」

　アキラがバイクに乗るのと同時に、ネリアがバイクを急発進させる。一瞬遅れて、ティオルの巨大な手がその場を薙ぎ払った。

　ティオルの攻撃を全力の加速で躱したネリアは、そのままバイクで巨人の体から飛び降りて見事な着地を決める。そして瓦礫で地面が埋まった酷いにも程がある悪路を高速で走行しながら、小型ミサイルを撃ち続けて再度煙幕の代わりにした。

　そのネリアの運転技術にアキラが舌を巻く。

「運転、上手いな！」

「だから、運転代わりましょうかって言ったでしょう？」

　ネリアは得意げにそう答えた。アキラが苦笑する。

「悪かったよ！」

　あの時に素直にネリアに運転を頼んでいれば、そのまま遺跡から脱出できたのではないか。アキラがそう思うほどにネリアの運転技術は高かった。

　爆煙の煙幕の中から出てきたティオルがアキラに銃を向ける。

『逃がすかよ！』

　アキラも両手のＬＥＯ複合銃をティオルの銃に向ける。

「ネリア！　来るぞ！　ちゃんと避けろよ！」

「分かってるわ！」

　両者は同時に発砲した。威力も大きさも異なる無数の弾丸が交差する。

　巨大な弾丸が地面に着弾し、その衝撃が瓦礫をその下の土砂ごと吹き飛ばす。しかしアキラ達には当たらない。

　バイクに戻ったことで、弾切れとエネルギー切れの心配が取り敢えず無くなったアキラは、ティオルの銃を全力で銃撃して相手の照準を狂わせている。銃への負荷はかなり高いが、いきなり壊れることは無い。そのギリギリの調整で撃ち出されたＣ弾チャージバレットの衝撃は、遠距離からの発砲でも巨人の銃を大きく揺らし、その照準を狂わせた。

　だが近い所への着弾を許してしまう。大きく避けても地面から伝わる着弾の衝撃は、バイクの車体を強く揺さぶり、瓦礫と一緒に浮かばせるほどだった。

　それでもネリアはバイクを転倒させずに走らせている。アルファによる制御装置の改造で性能を格段に向上させたバイクと、ネリアの卓越した運転技術。その合わせ技が、この冗談のような悪条件での走行を可能にしていた。

「アキラ。このまま後方連絡線に向かうのはちょっと無理っぽいけど、どうする？」

「そうだな……」

　防衛隊と巨人の部隊の戦線を突破するのは流石に無謀。その点はアキラも同意見だった。

「……もう何とかしてあいつを倒すしかないのか？　どうやってだよ……」

　そう言って頭を抱えたアキラの様子を見て、ネリアが少し意外そうに、そして面白そうに笑う。

「アキラ。あいつを倒したいの？」

「倒せるならな。何か良い案でもあるのか？」

　この状況でも逃走一択ではなく交戦の選択肢を捨てないアキラの思考を、ネリアは好意的に捉えた。恋人と殺し合うことすら退屈な人生を遠ざける彩りとして歓迎する、歪んだ人格が刺激される。

「ええ。ちょっとした賭けになるけどね」

「賭けになるなら十分だ」

「そう？　じゃあ、やってみましょうか」

　ネリアはそう答えると、その賭けの為にバイクを後方連絡線とは逆方向に走らせた。
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　ティオルがアキラ達を銃撃し続ける。巨人が持つ巨大な銃から撃ち出される特大の弾丸の威力は、着弾地点から派手に吹き飛ぶ瓦礫や土砂が証明している。強化服を着ているアキラも、それを喰らえばただでは済まない。

　しかし当たらない。既に相当な量の弾丸を放っているのにもかかわらず、どうしても当たらない。

　一発当たれば良い。一発当たりさえすれば、あとはそのまま畳み掛けるだけだ。そう思って必死になって撃ち続け、その全てを躱されていた。

　ティオルの頭に迷いが生まれる。その迷いが今まで押さえ付けていた弱気まで刺激する。

　もうすぐアキラは射程外にまで逃げてしまう。都市の防衛隊の相手もしなければならない。もうアキラを殺すのは諦めるしかないのか。

　自分にアキラを殺すのは、やはり無理なのか。

　ティオルはその迷いと弱気に流されようとしていた。

　もっともそれは必ずしも悪いことではない。迷いは短慮を遠ざけて熟考へ導き、弱気は危険を軽んじさせずに安全を重視させる。どちらも生き残る為に必要な思考を促すものだ。

『……仕方が無い。今は見逃してやる』

　そしてティオルは、その多少言い訳染みた言葉に自分の選択の責任を押し付けて、アキラに向けていた銃を下げた。

　その時だった。着弾の衝撃で吹き飛ばされた瓦礫がアキラにぶつかった。バイクは転倒。アキラは近くの地面、戦闘の余波で一帯が悪路と変わった部分の、少し先の道路の上に投げ出される。

　ティオルはその驚きで思わず動きを止めていた。アキラを殺すのを一度諦めた直後という所為もあって、絶好の機会だと思うことすら出来ずに思考を止めてしまっていた。

　ティオルの視線の先で、アキラがよろよろと立ち上がる。そして今にも崩れそうな歩みでバイクの下に向かい、バイクをとても重そうに起こし、再びバイクに跨がった。

　我に返ったティオルが慌てて銃を乱射する。しかし当たらない。バイクは急加速でそれを回避した。走行に適した路面での加速度は今までの悪路の上とは段違いであり、アキラの後に続く無数の着弾を振り切った。

　迷ってしまった所為で、弱気になってしまった所為で、絶好の機会を逃してしまった。その悔恨でティオルが叫ぶ。

『ちくしょう！』

　だがその後悔と同じぐらいに、ティオルは意気も上げていた。

（……そうだ！　ちょっと考えれば分かるだろう！　あれだけ戦ったんだ！　あいつだってもう限界だ！　だから俺から必死になって逃げようとしてるんだ！　ここで殺さねえでどうするんだよ！）

　ティオルがアキラを追って走り出す。巨体の所為で鈍重な動きしか出来ないとはいえ、それは銃弾を俊敏な動きで躱すのは無理だという意味だ。本気で走れば、その速度は並の自動車を超える。

（俺だけなら追い付ける！　急ぐんだ！）

　他の巨人達の到着を待つ時間は無い。都市の防衛隊と戦いながら後退しているので、この場にすぐに駆け付けるのは無理だ。加えて随伴させても自分より遅い。連れていけばアキラに追い付けなくなる。そう判断して、自分だけでアキラを追う。

（今なら勝てる！　あいつを殺せる！　あいつを殺して、シェリルを手に入れるんだ！）

　ティオルが走る。勝てば得られる未来を摑つかみ取とる為に。その欲に、目が眩くらんで。
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　第１奥部を進むアキラが後方に意識を向ける。

「追ってきてる……かな？」

　バイクの索敵機器と自身の情報収集機器の両方でティオルの反応を探ってみたが、遠過ぎて確証は得られなかった。

　ネリアが軽く言う。

「釣り出せなかったら賭けは失敗ね。別の手段を考えましょう」

「……追おうとしたけど、俺達を見失ったってことはないか？」

「一応、向こうの索敵範囲に合わせてバイクの速度を加減してるつもりよ？　まあ、正確な範囲なんて分からないから何となくだけどね。それに他の巨人を連れても追い付けるって思わせる訳にもいかないから、余り速度は落とせないわ」

　ティオルを倒す為としても、他の巨人達がいては勝負にならない。まずはティオルを他の巨人達から引き離す必要があり、その為にアキラはわざと転倒するという演技までしてティオルを誘った。

「あんなにデカいやつなんだから、追ってきてるかどうかぐらい、すぐに分かりそうなものなんだけど。色無しの霧ってやっぱり厄介だな」

「でも色無しの霧が無いと、向こうからもバッチリ見られて、思いっ切り狙撃されるわよ？」

「それはまあ、そうなんだけどさ」

　射程の勝負ではアキラの負けだ。その意味では、遺跡の濃い目の色無しの霧はアキラ達の優位に働いていた。

「でも、ちゃんと追ってきてるかどうか分からないのはまずいだろ？」

「それじゃあ、ちょっと危険だけど少し確認してみましょうか」

　バイクのＬＥＯ複合銃から小型ミサイルが後方へ向けて複数撃ち出され、アキラ達の視界の先に消えていく。そして索敵機器と情報収集機器がその爆発の反応を捉えた。

「ちゃんと追ってきてるようね」

　ティオルに当たらなければ、或いは迎撃されなければ、小型ミサイルはもっと先の位置で爆発しているはずだった。それよりも近い位置で爆発したことが、ティオルをちゃんと釣り出せている証拠となった。

　そして更に明確な証拠が飛んでくる。ティオルがアキラ達の大体の位置を、小型ミサイルが飛んできた方向から推測して撃ち返してきたのだ。巨大な弾丸がアキラの横を駆け抜けていく。

「ネリア！　撃ち返されてるぞ！」

「アキラ。その程度で慌てないで。ちょっと危険だって言ったでしょう？　大丈夫よ。そう簡単には当たらないわ。多分ね」

「多分!?」

「多分が嫌なら、当たらないように迎撃でもしておいて」

　ネリアは冗談でそう言ったのだが、アルファのサポートがあればそれが可能なアキラは真面目に捉えた。険しい顔で両手の銃を後方に向けて構える。そして集中する。

　アキラの視界が外側から白く染まっていく。ティオルの銃を撃って照準を狂わせることが出来ない以上、発砲後の弾を狙うしかない。意識上の現実をその為に必要な非常に狭い範囲、わずかな射線上の部分だけを残して、現実の解像度を極端に上げていく。

　無数の弾丸がアキラ達の横を通り過ぎていくが、今のアキラにそれを認識することは出来ない。現実の外の出来事だからだ。

　それでもそうそう当たるものではない。当たる確率は十分に低い。だからこそネリアも小型ミサイルを撃つような真似をした。

　しかしアキラはその確率を引き当てた。連射された銃弾の一発が、偶然、その射線上にバイクを捉える。

　そしてアキラは現実の解像度の操作による驚異的な反応により、その弾丸を認識した。即座に両手の銃を連射する。

　だが流石にアキラもアルファのような即座の反応は出来ない。その遅れの所為で十分な数の弾を撃つ時間的余裕は無く、相手の巨大な弾を撃ち落とすような真似は無理だった。

　それでも着弾の衝撃で速度を落とし、その弾道を歪ませてバイクへの直撃を避けることは出来た。だがそこで新たな問題が生じる。弾道を曲げられた特大の弾丸が向かった先は、アキラだった。

　次の瞬間、アキラはその巨大な弾を、思いっ切り蹴り飛ばした。

　強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を限界まで上げた蹴りは、迎撃により速度も威力も落としていた巨人の弾丸に打ち勝った。弾道をへし折られた弾丸が真横に飛んで消えていく。

　アキラの視界が元に戻る。思わず息を吐いたアキラに、ネリアの非常に楽しそうな笑い声が響く。

　バイクの索敵機器はアキラの情報収集機器と連携している。そのバイクの操作権限を得ているネリアは、アキラの冗談のような一連の行動を把握していた。

「アキラ！　迎撃を頼んだ私が言うのも何だけど、本当にやるとは思わなかったわ！」

「うるせえな！　良いから急げ！　もう一回はしねえぞ！」

「任せといて！　落ちないでよ！」

　ティオルが追ってきているのであれば、相手の索敵範囲に合わせて速度を落とす必要も無い。ネリアはバイクを更に加速させてティオルの銃撃を振り切った。

「それにしても、あんな真似が出来るなんてね。私が負ける訳だわ。ねえアキラ。やっぱり私と付き合わない？」

「嫌だ！」

「ちょっとぐらい迷ってくれても良いじゃない。全く、つれないわね」

　嫌そうなアキラとは対照的に、ネリアはとても楽しげだった。




　ティオルを振り切ったアキラ達が目的地に到着する。そこには破壊された２機の黒狼、物資を残したまま置き去りにしたアキラの車、倒した襲撃者達の死体などが今も転がっていた。

「ネリア。何とかなりそうか？」

「多分ね。それじゃあ、急いで準備を済ませましょうか」

　ザルモと激戦を繰り広げた場所で、アキラはティオルを倒す為の最後の準備を始めた。
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　アキラを追跡するティオルに、再び無数の小型ミサイルが迫る。だがティオルはそれを避けもしないで直進した。当然ながら全身の至る所に被弾する。しかし全く通じていない。

『効かねえよ！』

　また小型ミサイルを撃って悪あがきをしてくる距離までアキラに近付けた。今度こそ追い付く。前の時は思わず撃ち返して足を止めてしまった所為で、引き離されてしまった。今回はそんな失敗はしない。

　普通の綺麗な道路であればバイクの速度には追い付けない。しかし遺跡内にそのような道は少ない。瓦礫もそこら中に散らばっている。その悪路の所為で、バイクではどこかで絶対に速度を落とさなければならない。それならば悪路でも速度が落ちない自分の方が総合的には速いはずだ。

　小型ミサイルの爆発の所為で索敵に悪影響が出ており、一時的にアキラを見失ってしまっているが、それも問題無い。このまま小型ミサイルが飛んでくる方向へ進んでいれば、いずれその発射元であるアキラの下に辿り着く。

　そう考えて、ティオルは全力で突き進んでいた。

　逃げるアキラを追う。その前提において、ティオルの判断は正しかった。実際にティオルはアキラに近付いており、あとわずかの距離にいた。

　だがそこで、その前提が覆される。

『何っ!?』

　気付いた時には遅かった。狭まった索敵範囲の外から出現した反応が、ティオルの方に高速で迫っていた。

　それはバイクに乗ったアキラだった。アキラは逃げるどころか、ティオルとの距離を全速力で詰めようとしていた。
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　準備を済ませたアキラ達は、ティオルとちょうど良く接触する頃合いを、走行に適した道路の上で見極めていた。

　３挺のＬＥＯ複合銃からは小型ミサイルが絶え間無く撃ち続けられている。弾倉が空になるまで撃ち、無くなったら即交換してまた撃つということを、アキラは車両から運び出せなかった分の拡張弾倉を使って続けていた。

　道路の先で起こる爆発の反応が、ティオルの正確な位置をアキラ達に伝える。他の巨人を随伴させていないことも一緒に確認できた。

「アキラ。そろそろよ」

「分かった」

　両手の銃の弾倉をＣ弾チャージバレットに取り替えて、アキラはバイクに跨がった。そのバイクの補助アームにはＬＥＯ複合銃の他に、黒狼が使っていた人型兵器用の巨大なブレードが握られていた。

「ネリア。最後にもう一度聞くけどさ、上手くいくと思うか？」

「賭けが成立する程度にはね。断言は出来ないわ。やっぱりやめておく？」

「いや、やる」

「そうこなくっちゃ。行くわよ？」

「ああ！」

　作戦開始。ネリアはティオルに向けてバイクを勢い良く走らせた。

　アキラがティオルを倒す為には、もう一度ティオルに張り付く必要があった。しかし悠長に近付けば射程の差もあって、今度こそ巨大な弾を真面に喰らう羽目になる。

　そこでバイクで最高速度を出せる真面な路面までティオルを誘い出した上で一気に近付く。小型ミサイルの爆煙を煙幕代わりにして、可能な限りの速度を出して急接近する。

　それにティオルは対応できなかった。相手は索敵範囲外から高速で突き進んでおり、その動体反応に気付いた時には既に間合いを大きく詰められていた。

　加えてその反応がアキラであることに気付き、逃げたはずの相手が逆に迫ってくる驚きで、わずかに思考を止めてしまう。それは１秒にも満たない時間だが、相手の速度を考慮すれば十分致命的な長時間だった。

　その時間に、我に返り、走るのを止めて、巨大な銃を構える時間が加算される。狙う時間を省いても、もう間に合わない。アキラは既にティオルの銃を狙える位置まで近付いていた。

　射程の差の所為で一方的に撃たれる距離を突破したアキラが、バイクの上で立ちながら両手の銃を連射する。着弾の衝撃でティオルの照準を大きく狂わせながら、更に間合いを詰めていく。

　そして十分に近付いたところで、ティオルの胸部に向けてバイクから跳躍する。両脚で蹴り付けるようにして、その巨体に再び着地すると、両手の銃を足下の装甲に向けて連射した。

　どの程度の威力で撃てばその装甲を破壊できるかは既に試している。一瞬で確実に大穴を開けられるように、ＬＥＯ複合銃を１挺犠牲にして、最大威力のＣ弾チャージバレットを撃ち放つ。

　既に黒い機体達の攻撃で損傷していた装甲は、その銃撃の威力に耐え切れなかった。ティオルの装甲に大穴が開き、その先の肉体も激しく損傷する。

　しかしその負傷も巨人の巨体と生命力の前には軽傷にすぎない。また、アキラもその程度のことは分かっている。だからこそ前にティオルに張り付いた時は、倒せないのであれば銃を失う方が危険だと判断して、銃の大破を前提にした威力の銃撃はしなかった。

　それを分かった上で、アキラは今回は銃を一挺犠牲にしてでも相手の装甲に穴を開けた。そしてここからがティオルを倒す賭けになる。

　アキラが跳躍し、宙に飛ぶ。そのアキラの前に、バイクの補助アームが握っていた巨大なブレードが飛んでくる。次の瞬間、アキラはその人型兵器用のブレードの柄を蹴って、黒狼のチェーンソー型近接装備のブレードを、装甲の穴に突き刺した。

　高速回転する刃が巨人を斬り裂き、その血肉を飛び散らせる。アキラはそれだけでは終わらせず、空中に生成した足場を蹴って勢い良く飛ぶと、ティオルに刺さっているブレードの柄を更に蹴り、ブレード全体をティオルの体内に埋め込んだ。

　その状態でも回転する刃の反動で、ブレードが肉を斬り裂きながら巨人の体内を動き回る。巨人の驚異的な生命力が負傷箇所を再生させるが、ブレードが体内にある所為で次の瞬間には切り刻まれる。

　それでも巨人は倒れない。膝を突きすらしない。この程度で倒せるのであれば、黒狼の部隊の攻撃で倒されている。

　だがそれもアキラ達の想定内だ。そしてこの後も想定通りかどうかを確かめる為に、アキラはティオルの銃を銃撃した。

　Ｃ弾チャージバレットの威力を、それを撃ち出すＬＥＯ複合銃の耐久能力を超えるほどに、だが即座には壊れないぐらいまで高めて連射する。すると巨人の強固な銃が破損した。今までは幾ら着弾させても、その衝撃で相手の照準を狂わせることぐらいしか出来なかったのだが、今回は明確に効果があった。

（よし！　上手くいった！　ネリアの読み通りだ！　これならこいつを倒せる！）

　賭けに勝ち、勝機を得たアキラは、意気を上げて交戦を続行した。




　ネリアはアキラに賭けの内容を伝えた時、その前提となる推測の内容も説明していた。それは巨人達の運用に関するものだった。

　アルフォト団を名乗った建国主義者が建国宣言をしたのは、ほぼ間違いなく巨人達という強力な戦力を手に入れたからだ。

　ではなぜクガマヤマ都市の近郊とも言えるクズスハラ街遺跡の第１奥部で建国宣言をしたのか。都市の防衛隊と戦えるほどの戦力だ。もっと他の場所、都市から遠過ぎて防衛隊の派遣が難しい所などを領土にすれば、防衛も容易になって建国の実現性も高まったのではないか。

　ネリアはそこを土台にして思考を進める。この程度のことは相手も分かっているはず。それを分かった上で、なぜ第１奥部を領土とした建国宣言を強行したのか。ネリアが出した結論は、巨人達は第１奥部でしか運用できないから、となった。

　ではなぜ第１奥部でしか運用できないのか。ネリアはそこに巨人達の驚異的な耐久能力との関連を見出した。

　異常なまでの耐久力を持つモンスターにもいろいろ種類がある。単純に強い、という理由で強固なものもいれば、特定条件下で頑丈なものもいる。

　例えば第１奥部にいるカタツムリ型のモンスターは、棲息場所の建物からエネルギーを吸って力場フォースフィールド装甲アーマーの強度を上げている。その手のモンスターは自身が有利になる場所から離れない。

　それと似たようなことを巨人達もしているのではないか。遠隔でエネルギー補給を受けており、装甲の強度と巨体の動作や再生に使っているのではないか。そして遠隔でのエネルギー補給が可能な範囲が、第１奥部に限られているのではないか。

　巨人達は都市の防衛隊の攻撃に耐えるほど強い。自分達を襲うそれらの上位個体と考えられる巨人は、黒狼の部隊の集中攻撃にすら耐えている。

　だがそれが可能なのは、第１奥部の中だけではないのか。だからこそ、都市の防衛隊を第１奥部に誘き寄せる為に、建国宣言の映像を広域汎用通信で流したのではないか。

　ネリアはまずそこまでアキラに説明した。

　アキラはその説明に納得した。規模は異なるが、以前にミハゾノ街遺跡の工場区画で旧世界製の強化服を着たモニカと戦った時、モニカも似たようなことをしていたからだ。

　アキラの納得を得たネリアが、その上でどうやって巨人を倒すのかを話していく。

　巨人の装甲があれほどまでに強靱な理由。それが遠隔でエネルギー補給を受けているからであれば、そこを何とかする必要がある。その手段としてまず思い付くのは、巨人を遠隔でエネルギー補給を受けられる範囲の外に出すことだ。

　だがその手段は選ばない。仮に第１奥部全域が補給範囲だとすると、まず自分達がその外に出られるかどうかが非常に怪しい。

　そして仮にその範囲が予想以上に狭く、後方連絡線の周囲ぐらいしかなかったとしても、巨人がその外に出るとは思えない。頑張って釣り出そうとしても、恐らく相手はその境界で追うのをやめる。それは巨人から逃げる手段であり、倒す手段ではない。

　そこでネリアは別の手段を提案する。それは黒狼の近接装備である巨大なチェーンソーを、巨人の体内深くまで押し込むという案だった。

　巨人に遠隔で補給されるエネルギーが仮に無尽蔵であったとしても、恐らく単位時間内での上限はある。そこで回転する巨大な刃を巨人の体内で稼動させ続ける。そうすれば相手の再生能力がどれだけ高くとも、その多大な負傷を治し続ける為に、大量のエネルギーを消費し続けることになる。

　それにより装甲の強化と維持に回すエネルギーが足りなくなれば、巨人の装甲はそれだけ脆くなる。上手くいけばアキラの武装でも通じるほどに弱体化させられるはずだ。

　勿論、これは仮定と推測を組み合わせたものであり、上手くいく保証は無い。賭けになる。それでもやるか。そう改めて聞いてきたネリアに、アキラは、やる、と答えた。

　そしてアキラ達はそれを実行した。




　ネリアの推測には間違いも多かったが、その推測から導き出された答えは正しかった。黒狼の部隊の攻撃にも耐えたティオルの武装が、そちらに回せるエネルギーの低下により脆くなる。アキラの攻撃でも壊れるほどに。アキラは賭けに勝った。

　だが勝敗はまだ決していない。危険な賭けで得たのは勝機のみ。それを勝利に変える為に、アキラは巨人表面での戦闘を再開した。
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　体内に埋め込まれた巨大なチェーンソーを、ティオルが慌てて取り出そうとする。装甲の穴に巨大な手を入れて、回転する刃を周囲の肉ごと摑み、指を刻まれながらでも強引に摘出しようとする。

　だがそれをアキラに邪魔される。アキラはティオルの銃の破壊を中断し、チェーンソーを取り出そうとする巨人の手にＣ弾チャージバレットによる連射を浴びせた。更に壊れたＬＥＯ複合銃を捨てて旧世界製のブレードを握ると、液体金属の刃を長く伸ばし、自分よりも大きな手を斬り付けた。

　着弾の衝撃で移動方向を変えられた巨大な手が装甲の穴の横に激突した。更にその手には長い亀裂が走っており、その先には折れた銀色の刃が挟まっていた。

『テメエ！』

　逆上するティオルを嘲笑うように、アキラがティオルの腕を蹴り飛ばす。そしてブレードの柄から刃を伸ばし、ティオルの銃を再度銃撃する。そこらの廃ビルより巨大な巨人が、自身の手よりも小さな子供に翻弄されていた。

　互角の攻防が続く。ティオルはアキラを何とかして引き剝がし、チェーンソーを摘出しようとする。手でアキラを払おうとするだけではなく、その巨体で地面を勢い良く転がるような真似までする。

　それにアキラは死ぬ気で抗う。迫る巨大な手を銃撃し、躱し、蹴り付け、斬撃を繰り出して、チェーンソーの摘出を阻止する。相手がその巨体で地面を転がった時には、その回転に押し潰される前に一度跳躍して宙に逃れ、空中を蹴って追い掛けて、素早く立ち上がった相手の表面に再び着地した。

　ティオルが焦る。アキラをどうしても引き剝がせない。チェーンソーは今も自分の体を内部から斬り裂き続けている。他の巨人達は遠過ぎる。

　相手は限界。バイクに乗るのも一苦労な状態。あとは追い掛けて追い付くだけ。それだけで勝てるはずだった。だが今、自分はその相手に追い詰められている。

『何なんだお前は!?』

　巨人の自分に比べて遥かに小さい相手に、今の自分は都市の防衛隊ですら蹴散らしたほど強いはずなのに、それにもかかわらず、どうしても殺せない得体の知れない何かに、そのアキラに、ティオルは焦り、怯え始めていた。

　その一方で、アキラも焦りを覚えていた。

（……あんなデカいブレードを体に埋め込まれて、今も体を内側から斬られ続けてるはずだってのに、死なねえどころかここまで動けるのかよ!?　これ、間に合うか!?）

　アキラがティオルに埋め込んだ黒狼のブレードは、それを使用する機体から動作認証とエネルギー供給を受けて動く仕組みになっている。だが使用権限とエネルギー供給さえあれば、別に機体が握らなくとも動作する。

　権限の方はネリアが調整した。そしてエネルギーの方は、アキラが車に積んでいたエネルギータンクを可能な限り取り付けることで対処した。

　そのチェーンソー型の巨大なブレードは、巨人の体内で最大出力で動作中だ。当然ながらエネルギーの消費の方も最大。長くは保たない。

　自分の勝機は制限時間付き。時間切れが来る前にこの巨人を倒し切れるのか。アキラも今は迷わずに戦うしかないと分かっているが、ティオルの余りの生命力に、焦りは募っていた。

　アキラに何度も銃撃されたティオルの手は、既に装甲を全て吹き飛ばされている。剝き出しとなった手を液体金属の刃が斬り裂き、何度もバラバラにしている。

　だがその手は戦闘中に再生してアキラに襲い掛かる。流石に装甲までは再生しない。しかしティオルを内側から斬り続けるチェーンソーが止まってしまえば、装甲も再生する恐れは十分にあった。斬り裂いた手の断裂部がくっついて治るのを見る度に、銃撃で吹き飛ばした指が新たに生えるのを見る度に、アキラの顔も焦りで険しく歪んでいく。

　互角の攻防が続く。互角の攻防になること自体が何らかの間違いであるかのような、冗談のような体格差の戦いは、どちらも決め手に欠けたまま、アキラもティオルも追い詰めていた。

　そして契機が来る。Ｃ弾チャージバレットを食らい続けていたティオルの銃が遂に完全に破壊された。

　思わず喜んだアキラだったが、次の瞬間、銃を失ったことで両手が自由になったティオルに、左右の手で同時に攻撃される。片手での攻撃すら何とか避けていたアキラに、それを今までのように躱すことは出来なかった。

　回避自体は出来た。しかし反射的に跳躍して逃れた所為で、ティオルの体から大きく離れてしまった。

　しまった、と思った時には手遅れだった。アキラが少し離れた廃ビルに着地した時、ティオルはまだ装甲が残っている方の手で、自分の体からチェーンソーを強引に取り出していた。そして険しい表情のアキラを見ながら、アキラに見せ付けるように、自身の手を刻まれながらも、それを握り潰した。

　ティオルが嬉々として宣言する。

『アキラ！　これでお前は終わりだ！　殺してやるぞ！』

　ティオルが幾ら叫んだところで、それが周囲に響く訳ではない。全て念話として処理される。もっとも別にアキラに聞かせる為に言った訳ではなく、単に歓喜の表れだった。

　だがその声は、アキラに届いていた。

「お前、ティオルか」

　ティオルはアキラに向けて何度も念話で叫んでいた。そして旧領域接続者であるアキラは、その声を聞いていた。最初からはっきりと聞こえていた訳ではない。しばらくの間は知覚も出来ないノイズだった。それが自分に向けて、何度も、強く呼び掛けられたことで、ようやく聞き取れるようになった。

　アキラに届くこの手のノイズは、普段はアルファのフィルターによって排除されていた。しかし今はアルファとの接続が切れている。それによりティオルとの念話が繫がった結果だった。

　アキラは今まで戦っていた巨人がティオルだったことに驚きはしたものの、そんな馬鹿な、とは思わなかった。イイダ商業区画遺跡で戦った時に、既に異様な変異を見せていた相手だ。巨人になっても不思議は無い。相手の姿形に対してのアキラの反応はその程度だった。

　しかし相手がティオルだと分かったことで、アキラの意識が大きく変わる。

「じゃあ、死ね」

　これまでの戦闘は迎撃としての側面が強く、向ける殺意もそれに準じていた。そのアキラの殺意の種類と質が切り替わる。迎撃対象から殺害対象へ。抗い、追い払い、退ける相手から、殺す相手へ。アキラは目の前の敵への認識を改めた。

　その瞬間、ティオルの歓喜は搔き消えた。確かに得たはずの優位や形勢逆転の高揚など、アキラから向けられた殺意の前では何の意味も無かった。

　念話は言語を音声として伝えるだけのものではない。音も映像も、意図や意志、感覚や感情のようなあやふやな情報でさえ送信できる。

　殺意も例外ではない。そして殺意とは、通常であれば声や表情などから察するしかなく、その解釈の過程において情報の欠落が発生するものだ。

　それをアキラから念話として欠損無く送られたティオルは、その余りに濃密な殺意に吞み込まれた。

　殺される。

　その恐怖で半狂乱になったティオルは、反射的にアキラへ左腕を向けた。次の瞬間、左腕が即座に急激に変異する。その形状を大きく変えて、巨人の腕よりも太く巨大な大砲と化した。

『くたばりやがれ！』

　悲鳴のような声と共に、そこらの車両の大きさを超える特大の砲弾が撃ち出される。巨人の感覚であれば十分に至近距離の標的に向けて放たれた砲弾は即座に着弾し、大爆発した。余りの衝撃によりティオルの両脚が地面から離れて宙に浮く。それほどの爆発だった。

　殺した。思わずそう思い、身動きの取れない空中でティオルが歓喜と安堵を覚える。だがそれも一瞬後には驚愕で塗り潰された。

　目の前に、アキラがいた。




　ティオルの行動は悪手だった。

　左腕を伸ばす動きは、砲撃の予備動作。過去の戦闘でそれを知っていたアキラは、現実の解像度の操作を再び実行して砲撃に備えた。

　巨人以外の全てが白く染まった世界で、砲撃の瞬間を完全に見切り、ティオルに向けて全力で跳躍する。そして空中で巨大な弾丸と擦れ違った。

　その後の爆発は強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を限界まで上げて防いだ。加えてその爆風すら加速の材料として、相手との間合いを一瞬で詰め終える。

　同時にブレードを構えると、液体金属の刃を最大出力で限界まで伸ばし、巨人の首を狙って振り払った。

　体内からチェーンソーを取り出したティオルだが、枯渇したエネルギーが遠隔ですぐに完全に補給される訳ではない。十分な量が補給されて、装甲が強度を取り戻すまでには少し時間が掛かる。

　加えてティオルは、その状態で左腕を大砲に変化させた。腕に仕込んでいた砲を露わにしたのではなく、腕を大砲に作り替えた。

　それほどの変異を即座に急激に行う為には大量のエネルギーを必要とする。既にエネルギーが枯渇した状態でそれを強行したことにより、ティオルの装甲は体内にチェーンソーを埋め込まれていた時よりも脆くなっていた。

　全力で振るわれた銀色の刃が、その脆くなった装甲を突破する。そして同じく強度を落としていた肉と骨を斬り裂いて、巨人の首を切断した。

（まだだ！）

　この程度では殺し切れない。そう判断したアキラは宙を蹴り、切り離された巨人の頭と胴体の間に割り込んだ。そして銃を胴体側の首の切断面に突き刺し、巨人の頭に向けてブレードを構える。

「これで流石に、くたばりやがれ！」

　時が止まったかのような世界の中に、アキラの歪んだ声が響く。そして巨人の体には銃の崩壊を前提にする本当の意味での最大威力のＣ弾チャージバレットが放たれ、頭の方にはブレードの崩壊を前提とする極限の刃が放たれた。

　途方もない量と威力の銃弾を喰らった巨人の体が大きく損壊し、巨人の頭が輝く刃に両断された。ＬＥＯ複合銃は吹き飛ぶように大破し、液体金属の刃は折れ砕け、細かな滴となって飛び散り消えていく。

　死力を振り絞ったアキラもそのまま落下していく。だが何とか受け身を取って地面への激突は回避した。

　少し遅れて、左右に分かれた巨大な頭が地面に激突して派手な音を立てる。それに驚いたアキラの頭上から、崩れ落ちる巨人の体が迫る。アキラは死ぬ気でその場から駆け出し、巨体に押し潰されるのをギリギリのところで逃れた。

　アキラが息を吐く。そして難しい顔を浮かべる。

「…………やったか？」

　少なくとも、巨人は完全に動きを止めていた。
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　死闘の末に巨人を撃破したアキラは、横たわる巨大な死体を見ながら微妙に懐疑的な様子を見せていた。

「倒した……よな？」

　多分倒した、とは思いながらも断言は出来ない。イイダ商業区画遺跡では奇怪な姿に変貌し、今回は巨人にまでなっていた相手だ。これなら流石に死んでいるだろう、という常識が通じる保証は無い。

　動かないから恐らく死んでいる。アキラもそう思ってはいるのだが、不安は残っていた。

（アルファがいれば、倒せたかどうか聞くだけで済む話なんだけどな）

　アキラが一応アルファに呼び掛けてみる。

『アルファ』

　返事は無かった。アルファとの接続はいまだ回復していない。

（駄目か。……大丈夫かな）

　遺跡の外に出れば通信障害も回復して、アルファとの接続も直るはず。そう思って行動しているのだが、それも所詮はただの推測だ。下手をすればアルファとの接続は二度と回復しない恐れもある。アキラは少し険しい顔で小さく溜め息を吐いた。

　ただ、そのアキラの表情に怯えの色は無かった。アキラが今もアルファのサポートを非常に心強く思っているのは間違いない。しかしそれが無ければ不安で生きていけないという訳ではないからだ。

　アルファの助けが無ければ無いで、自力で何とかする。自然にそう思える程度には、アキラはアルファへの無意識の依存から脱していた。

　そこにネリアがバイクでやってくる。

「アキラ。やったわね」

　ネリアは作戦が失敗するか、或いはアキラが撤退の判断をした場合に、ティオルの側をバイクで高速で駆け抜けて、アキラを拾ってそのまま離脱することになっていた。その為にアキラ達から大きく距離を取っていたおかげで、ティオルの砲撃による特大の爆発から難を逃れていた。

「私が言うのも何だけど、こんなやつを本当に倒すなんてね。凄いわ」

「…………倒したよな？」

　巨人を倒した本人がそれを疑う様子を見せたことに、ネリアは楽しげに笑った。

「これで倒せてなかったらどうしろって言うのよ」

「まあ、そうなんだけどさ」

「心配性ね。それじゃあ、これが起き上がって襲ってくる前に、急いで逃げておきましょうか。アキラ。乗って」

　この場に留まる理由も無い。アキラ達はその場を立ち去った。




　アキラはネリアと一緒に一度自分の車に戻った。車に積み込んだ物資で体と装備を可能な限り整え直す。そして出発時とは様変わりした車内の様子を見て、軽く溜め息を吐いた。

「……、減ったなー」

　弾薬も回復薬もエネルギータンクも、キバヤシの勧めで過剰に思えるほどに用意したはずだった。その上で１挺２億オーラムもするＬＥＯ複合銃を追加で買って、計５挺も持ち込んでいた。準備は万全なはずだった。

　出発時、それらが所狭しと積み込まれていた車内が、今はほぼ空になっている。それだけの激戦だった証拠だ。

「キバヤシの勧めに従ってなかったら、俺はとっくに死んでた訳か。あいつ、こうなるって知ってたんじゃねえだろうな」

　流石にキバヤシもそのような予知能力は持ち合わせていない。しかし、それだけの何かが起こったら面白い、あいつならきっとやってくれる、という期待はたっぷり持っていたので、当然のようにアキラにその何かに備えさせていた。

　素直に感謝し難い命の恩人が楽しげに笑う姿を思い浮かべて、アキラは難しい顔をしながらも、一応感謝の念を覚えて車を降りた。

「ネリア。終わったぞ」

「それじゃあ、これからどうする？」

「どうしようか……。一応聞くけど、後方連絡線を通らずに都市まで戻るって、出来るか？」

「私の運転で、遺跡の奥部を自力で抜けて荒野に出るってこと？　現実的じゃないわね」

「だよな」

　奥部の悪路をバイクで踏破するなど、アルファのサポートが無ければ不可能だ。だからこそ後方連絡線には高い通行料を支払う価値がある。アキラもそれは分かっている。一応聞いただけだった。

　しかし後方連絡線の周囲は都市の防衛隊と巨人達の戦闘により、事実上封鎖されてしまっている。少なくともアキラには、その死地を命懸けで突破するつもりは無かった。

　その上で、これからどうするのか。それをネリアから聞かれているのだが、アキラにも良い案は浮かばない。軽く唸る。

　その時、バイクの索敵機器が高速で近付いてくる反応を捉えた。それはアキラ達に向けて飛行する防衛隊の人型兵器の部隊だった。




　隊長機から降りてアキラ達から直接話を聞いた男が驚きを露わにする。

「倒したのか！　あれを！　一人で！　凄えな！」

　男達は防衛隊がティオルの撃破の為に派遣した部隊だった。巨人達を統率する上位個体だと思われるものを倒せば、敵の統率が崩壊する可能性がある。その判断で、主力の一部を再編成して送られていた。

　しかし部隊が現地に到着した時、既に対象の巨人は倒されていた。そして周囲を調べるとアキラ達がいたので、事情を聞きに来たのだ。

　男はアキラがあの巨人をほぼ単独で倒したことに驚きはしたが、バイクの索敵機器の記録なども見せてもらったので疑いはしなかった。

（都市の幹部、しかも大派閥の長のイナベを後ろ盾にするだけはある訳か。まあだからこそ、その敵対派閥の長のウダジマから、建国主義者の疑惑まで被せられたんだろうけどさ）

　男はそう考えてアキラの強さを称えつつ、少し気の毒に思った。

　そこでアキラが男に頼む。

「あれを倒しに来たのなら、用は済んだし、もう戻るんだろう？　俺達も運んでくれないか？」

「ああ、すまないがそれは出来ない。君には建国主義者の協力者の疑惑が掛かっているだろう？　そういう者を助けるのは、立場的に難しいんだ」

「えー」

「言いたいことは分かる。あのデカブツを倒したんだ。疑惑は十分晴らしただろうって言いたいんだろ？　残念だが、その程度じゃ俺が独断で許可を出すには足りない。通信障害さえなければ上に聞くぐらいはしても良いんだが、今はそれも無理だしな」

「そうか……」

　相手にも立場がある。アキラはそう考えて軽く項垂れた。

「悪いな。確かにあのデカブツも大物なのは分かる。でも俺が独断で君への協力を決めても、後で上にどやされないぐらいの成果となると、あのティオルとかいう建国主義者達のボスを倒した、ぐらいじゃないと駄目なんだよ」

　アキラが難しい顔を浮かべる。

　そいつなら倒した。あの巨人がそうだ。などと言う訳にはいかない。アキラもティオルの念話を聞き取れるようになるまでは、あの巨人がティオルだとは分からなかった。そしてその根拠まで話せば、自分は旧領域接続者だと自分から教えることになる。絶対に言えなかった。

　アキラがそれを残念に思っていると、男から予想外のことを言われる。

「まあ、その成果はドランカムが手に入れるだろう。それも含めて残念だったな」

「…………どういう意味だ？」

「ああ、ハンター達が建国主義者の拠点を見付けて、そこでそこの連中と交戦中なんだ。ティオルもいて、ドランカムの部隊が追ってるそうだ」

　アキラが驚愕する。あの巨人がティオルで、自分が倒したはずだった。それをあっさり覆す話を聞かされて、軽く混乱までしていた。

「……その拠点、どこにあるんだ？」

「今から行く気か？　流石にもう遅いと思うぞ？」

「教えてくれ。どこだ？」

　アキラに真面目な顔で頼まれて、男が少し悩む。男はアキラとドランカムの行動を、イナベとウダジマの権力闘争の一環だと判断していた。

　ここでアキラに拠点の場所を教えるのは、イナベへの支援に当たるのではないか。それは都市の経営側の権力闘争から中立の立場を取る防衛隊の者として問題ではないか。まずはそう考えた。

　しかし、教えないのは建国主義者討伐の妨害であり更に問題ではないか、と考え直す。そして結論としては、ハンターに賞金首の位置を教えて何が悪い、ということにした。

「……まあ、それぐらいは良いか。ここだ」

　その位置情報は長距離通信が使えないハンター達から、多脚型中継機による短距離通信を繫いだ通信経路で送られてきたものだ。アキラはその情報を受け取るとすぐにバイクに乗り、リュックサックからネリアを取り出して男に押し付けるように渡した。

「俺を運ぶのは駄目でも、そいつなら良いだろ？　送ってやってくれ」

　ネリアが少しからかうように笑う。

「結局送ってくれないのね。アキラ。酷いわ」

　自分とは異なり安全に帰還できる相手へ、アキラも笑って返した。

「悪いな。用事が出来たんだ。じゃあな」

「ええ。またね」

　アキラが勢い良くバイクを走らせる。それをネリアは笑って見送った。そして男に告げる。

「それじゃあ、悪いけど送ってもらえる？」

「それは構わないが……、一つ教えてくれ。君の権限にヤナギサワ主任のものが確認できるのだが、何らかの作戦行動中なのか？」

「まあ、そんなところよ。詳しいことは内緒。口を滑らせると、私の頭の中にある爆弾が爆発しちゃうの。ごめんなさいね」

「…………そうか。では行こう」

　男はネリアと一緒に機体に乗り込むと、仲間達と共にその場から去っていった。




　建国主義者の拠点を目指してアキラがバイクを走らせる。アルファとの接続を回復することも重要だが、自力で遺跡の外に出るのは不可能だ。それならば、やることがあった。

　確認しなければならない。自分は本当にティオルを殺したのか、確かめなければならない。そして生きていたのであれば、今度こそ殺さなければならない。

　その思いで、アキラは先を急いだ。





◆






　ツバキが防壁の端に立っている。その視線の遥か先には、巨人と化したティオルの首の無い死体が転がっていた。

「近郊に十分な戦力を確認。非常事態とする」

　そう言って、ツバキは妖艶に笑った。

「これで出歩ける」

　本来であれば、ツバキがこの先に進むことは規約的に許されない。だが今は自身の管理区域のすぐ近くに、自軍ではない大きな戦力が存在している非常事態であり、その非常事態時の規約に対して柔軟な解釈を行うことで、自身に防壁の外に出る権限を与えることが可能だった。

　高層ビルより高い防壁からツバキが飛び降りる。地上へ向けてそのまま自由落下し、不自然なほどにあっさりと静かに着地した。そして場違いのような黒いドレス姿で遺跡の中を歩き始める。

「それにしても、彼女の支援も無しにあれを倒すとはな。やはり彼に頼んでおきたかった。……今からでも遅くはないか？　今なら彼女との接続は切れている。交渉の余地が……」

　防壁から少し離れた位置でツバキが立ち止まり、笑顔を消した。そして横を見る。

　その視線の先、瓦礫の山を越え、倒壊したビルを複数挟んだ向こう側では、一人の男が特大の銃を構えていた。それはヤナギサワだった。

　ヤナギサワが引き金を引く。撃ち出された弾丸は目の前の廃ビルに着弾し、立体映像にでも当たったように貫いた。そのまま弾道上の物体を消滅させるように貫通し、その質量を弾頭に吸収しながら直進する。そして瓦礫の山に明らかに弾道の直径より大きい穴を、円柱状に綺麗に刳くり貫ぬいたような長い穴を残して、一瞬でツバキまで到達した。

　次の瞬間、弾丸は弾道上の物体を削り取った分も含めてその質量を非常に効率良くエネルギーに変化させ、大爆発した。

　一帯の全てを消滅させるかのような大爆発の衝撃波が、周囲の大気を極限まで圧縮する。それにより一時的に超高密度の色無しの霧が生成された。

　すると超高密度の色無しの霧に特有の事象が発生する。本来なら広範囲に四散する衝撃波をエネルギーとして吸収し、距離による威力の減衰を指数関数的に増加させた。

　その結果、爆発地点から一定距離の空間を球形に刳り貫いて世界から消滅させたかのような特異な跡が生まれた。その周囲には、中心部の爆発の規模から考えれば余りにもささやかな破壊の跡が、暴風が一帯を吹き飛ばしたような痕跡が広がっていた。

　ツバキは体の７割程を失った状態でその場に立っていた。そして残りの３割も、糸が切れたように崩れ落ちた。

　爆心地に来たヤナギサワが、ツバキの残骸を見て顔を険しくする。

「……やり過ぎたか？　下手に威力を弱めるよりは過剰な方が良いと思ったんだが……」

　ヤナギサワは高度な迷彩機能で身を隠してずっと機会を窺っていた。そして自身の伝でも手に入れるのが難しい対滅弾頭を使用して、ツバキが操作していた旧世界製の遠隔操作端末を破壊した。

　次の瞬間、ヤナギサワは反射的に身を屈かがめてツバキの蹴りを回避した。蹴り足から伝播した衝撃が後方の瓦礫の山を盛大に吹き飛ばす。操作端末を迷彩状態の予備機に切り替えたツバキが奇襲を仕掛けてきたのだ。

　更にツバキが貫手を繰り出す。ヤナギサワはそれを躱しつつ、相手の手首を摑んで動きを止めた。ツバキの貫手から飛んだ指向性衝撃波が、後方の瓦礫の山に巨大な穴を穿つ。それほどの一撃だった。

　相手の手首を摑んだまま、ヤナギサワが緊張の滲んだ笑顔をツバキに向ける。

「初めまして。私はヤナギサワという者だ。この区域の管理人格だな？　そちらと交渉したい」

　ツバキは冷酷な表情を返した。

「交渉相手をまずは銃撃するのがそちらの文化か？　交渉が成立するとはとても思えないな」

「まずはこちらの力を示した。それだけだ。そちらも踏み潰せる蟻ありと真面な交渉をするつもりは無いだろう？　頑張れば殺せるが、面倒臭い。最低でもその程度の認識を持ってもらわないと、こちらの話を聞きすらしない。その前提条件が必要だ。違うかな？」

　ヤナギサワは軽く飛び退いて距離を取った。そして冷や汗を流しながら黒いカードを提示する。

「加えて、これだ。どうかな？」

　それは以前にヤナギサワがクズスハラ街遺跡の最奥部近くで入手した物だ。その取得の為に、ヤナギサワは遺跡からモンスターの大規模な群れを釣り出して、クガマヤマ都市を襲撃させるような騒ぎまで引き起こした。道中のモンスターを減らして、カード入手の難易度を下げる。ただそれだけの為に。このカードは、それほどの貴重品だった。

　ツバキが表情を不機嫌なものに変える。

「それを見せればこちらが大人しく言うことを聞くと欠片でも思っているのなら大間違いだ」

　ヤナギサワが浮かべる笑顔に若干の虚勢が混じる。だがまだ余裕を保っていた。

「思っていない。だが、礼儀に欠ける者との交渉のテーブルに着かせる程度の効力はある。そうだろう？　ああ、俺は一応あの壁を壊さないように、気を使って撃ったつもりだ。本当に礼儀に欠けている者であれば、あなたがあの目立つ場所にいた時に、とっくに撃っていたはずだ。その辺も考慮していただけないかな？」

　ツバキの表情がわずかに変化する。無礼者を踏み潰す冷酷さは大分収まった。だがその表情は冷たいままだ。

「では、武器を捨ててもらおう。真面な交渉の席に着くつもりがあるのならな」

　ヤナギサワの笑顔が強張る。だが躊躇はしたものの、覚悟を決めてまずは銃を地面に捨てた。そして強化服も脱ぐ。

　対滅弾頭対応の高性能な銃。ツバキと曲がりなりにも格闘戦が出来るほどの強化服。その両方を捨てた。ヤナギサワは本当に武装を解除していた。

　ヤナギサワとツバキの間に数秒の沈黙が流れる。同じ時間だが、両者の体感時間には著しい隔たりが存在していた。そしてヤナギサワの顔に流れる汗が少し増した頃、ツバキが愛想良く微笑んだ。

「良いでしょう。交渉の場まで御案内します」

「ここじゃ駄目なのか？」

　そこで先程の攻撃で倒壊を始めていた廃ビルがツバキ達の方向へ倒れてくる。ツバキはそちらに視線を向けると、回し蹴りを放った。当然だがツバキの脚そのものは宙を薙いだだけだ。だが蹴りの衝撃は大気中の色無しの霧を介してビルまで伝播し、倒壊中のビルを押し返して逆方向へ倒壊させた。

「交渉に適した場所とはとても思えませんので」

「確かに」

　微笑むツバキに、ヤナギサワは苦笑を返した。そして防壁の方に戻っていくツバキについていく。

　そこでヤナギサワは別の２体のツバキと擦れ違った。思わず顔を硬くする。

（これで４機か。予備機はあと何体残っている？　10か？　１００か？　それとも１０００か？　坂下重工が割に合わないとクズスハラ街遺跡から手を引く訳だ）

　そして笑みを不敵なものに変える。

（だがそれもあれを知らないからだ。知っていれば探索を強行していただろう。俺は知っている。手に入れるのは俺だ。この交渉が成功すれば、後方連絡線の延長に問題はほぼ無くなる。危険な真似をしたが、賭けもせずに手に入れられるとは初めから思っていない）

　ヤナギサワが表情から笑みを消す。

（あと少しだ）

　その表情には、途方もない覚悟と決意が込められていた。
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　建国主義者の拠点を目指していたアキラは、それらしい高層ビルの遠景が見える距離まで近付いていた。そこで前方から近付いてくる反応を捉える。それは異形のバイクに乗る異形の人型だった。

「何だあれ……」

　似たような存在に何度も襲われているアキラは、取り敢えず相手を敵とみなした。そしてそれを証明するように相手から擲てき弾だんが飛んでくる。問題無く撃ち落としたが、擲弾の爆発により大量の煙が一気に広がった。その途端、情報収集機器の精度が低下する。

「これは……、情報収集妨害煙幕ジャミングスモークか」

　煙に乗じて距離を詰めるつもりなのかと思ったアキラは、バイクを停めて敵を銃撃した。

　無数の銃弾を喰らった異形の人型がバイクから投げ出され、更に地面に派手に激突する。首も手足も折れており、体は風穴だらけで、どう見ても死んでいる。バイクの方も転倒して大破し、まるで機械系モンスターの残骸のようになっていた。

「大したことなかったな。……おっと、油断するな。あれと比べれば弱いからって、余裕だと思っちゃ駄目だろう」

　人型兵器や巨人などとの連戦の後ということもあって、普通の相手を無意識に軽んじてしまっていた。アキラはそう考えて、気の緩みを正した。

　情報収集妨害煙幕ジャミングスモークが徐々に晴れていく。屋外であり、発煙筒のような種類でもなかったので、弱い風でも煙は急速に薄れていった。それにより情報収集機器の精度も回復していく。

　するとバイクの索敵機器が前方に更なる反応を捉えた。今度は多数だ。それはハンター達を乗せた多くの車両だった。短距離通信の範囲に入ると、建国主義者討伐の参加者である識別コードも汎用通信で飛んできた。

「撤退中って感じじゃないな。ってことは、こいつを追ってきたのか。そうすると、建国主義者の拠点の方はもう片付いたってことか？」

　この程度の相手を追うにしては、追ってくるハンター達が多過ぎる。それだけの余剰戦力が生まれている以上、拠点の制圧はもう済んだのだろう。そこで成果を余り稼げなかった者が、少しでも成果を稼ごうとして、逃げた小物を追っているのかもしれない。アキラはそう考えた。

「……それなら拠点にティオルがいたとしても、逃げたか殺されたか摑まったかだな。どうしようか。取り敢えず拠点まで行って、そこを確保してる人にいろいろ聞いてみるか？」

　まずはこっちに来るハンター達から話を聞こう。そう判断したアキラの顔が驚きに染まる。ハンター達が車両から自分に向けて銃を構えたのだ。

「何で俺を……、俺を追ってたやつと勘違いしてるのか！」

　情報収集妨害煙幕ジャミングスモークの影響はまだ完全には消えていない。そこで追っていた方向にバイクに乗った誰かがいれば、勘違いしても不思議は無い。アキラはそう思い、対処を迷う。

　相手は勘違いしているだけ。建国主義者の討伐にきたハンターを殺すと、自分に掛かっている建国主義者の容疑がますます強くなる。だがこのままだと撃たれてしまう。どうするか。

　その迷いがアキラの対応を遅らせた。バイクで逃げるという選択を手遅れにさせた。

「……クソッ！」

　アキラがバイクから離脱する。悠長に降りる時間など無い。車体を蹴り飛ばす勢いで飛び出し、近くの廃ビルに飛び込んだ。

　一瞬遅れて嵐のような銃弾がバイクを襲う。建国主義者討伐に参加するほどのハンター達による一斉射撃だ。アキラのバイクもそれには耐え切れず、強固な力場フォースフィールド装甲アーマーに守られていたのだが、大量の対アンチ力場フォースフィールド装甲アーマー弾を喰らって大破する。

「俺のバイクが！　ちくしょう！」

　あの状況でもネリアの運転であれば、或いはアルファのサポートがあれば、バイクでの回避も可能だった。だがアキラの運転では無理だ。わずかな迷いでアキラはバイクを失った。

　それでも弾薬等を詰めたリュックサックは一緒に持って離脱した。アキラはまだ戦える。しかし車両などを相手に逃げるのは非常に難しくなってしまった。

　逃げられない以上、ここで籠城しながら相手の勘違いを解くしかない。そう考えたアキラに追い討ちが入る。ハンター達から汎用短距離通信で通信が来たのだ。

「アキラ！　もう逃げられねえぞ！　投降しろ！　死にたくなければな！」

「はあ!?」

　誰かを追っていたはずのハンター達の狙いは自分だった。その訳の分からない事態に、アキラは思わず驚きの声を上げた。
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　巨人と化したティオルがアキラに倒される直前、建国主義者の拠点ということになっている高層ビルで、無言無表情の異形の少年達の一体が、突如恐怖に塗れた顔で叫び出した。

「あぁーー！　あぁーー！　……あ？　あれ？」

　死の恐怖だけが満ちていたその表情に混乱が加わり、それが困惑に変わっていく。その過程で徐々に落ち着きを取り戻していった意識が、周囲の様子を見て困惑を強める。だが恐怖は大幅に薄れた。

「ここは……、拠点、なのか？　えっ？　ど、どうなって……」

　訳が分からない状況に困惑しながらも、分かることはある。この場にアキラはいない。それが分かっただけで緊張が途切れ、体の力が抜けていく。そのままその場にへたり込み、内心を口に出す。

「た、助かった、のか？」

　その意識は、ティオルだった。

　アキラに倒される直前、精神的にどこまでも追い詰められたティオルの意識は、システムとしての意識との境目を再び非常に曖昧にさせていた。

　その状態でティオルはとにかく助かることを望み、システムはその望みに応えてティオルの意識を巨人の体から退避させ、遠隔操作端末の一体に転送した。

　その結果、ティオルは元の体を失いながらも、意識的には生存することが出来た。己とは何なのか。生きているとはどういう状態を指すのか。その定義すら曖昧にさせる旧世界の技術によって、旧世界の基準において、ティオルは生き残った。

　その経緯などティオルは全く分かっていない。それでもティオルは、訳の分からない状況であっても、死なずに済んだことに大きな安堵の息を吐いた。

「……まあ良いや。理由はわかんないけど、とにかく助かったんだ。いろいろ考えるのは後にしよう。こっちの状況はどうなってるんだ？」

　他の遠隔操作端末からの情報でビル内の状況を把握したティオルが、思わず顔を険しくする。

「……噓だろ!?　こっちも負けかけてるのかよ！」

　拠点には特別な改造を施した非常に強力な遠隔操作端末を配置していた。その強さは部隊で動けば巨人化させた端末を倒すほどであり、拠点に入り込んできたハンター達をあっさり返り討ちにして、都市の大部隊を誘き寄せる役目を担っていた。

　それが人型兵器など入り込めない室内で劣勢を強いられていたなど、ティオルには信じられなかった。慌てながらヤツバヤシに連絡を入れる。

『ヤツバヤシ！　どうなってんだ！　何でこっちも負けかけてるんだよ！』

『ティオル君か。君が向こうの指揮を始めてからこっちでもいろいろあって……、ちょっと待て。これは、え？　ティオル君。今どこにいるんだ？』

『拠点の中だ！』

『あの体で拠点には入れないだろう。一体どうなって……』

『俺にもよく分からねえんだよ！　そんなことよりこのままだと……』

　どちらも自分の都合を優先した会話がしばらく続く。それでもヤツバヤシはティオルの状況をある程度把握した。

『分かった。取り敢えずそのままそこにいると危ないから脱出したいんだな？　それなら端末に襲われているハンターを装って降りてくれば良い』

『それじゃあバレないか？　俺の顔はあの映像に思いっ切り出てるんだし。いや、ヘルメットとかで隠せば良いのかもしれないけどさ』

『……大丈夫だ。拠点に配置した端末には、外見をある程度自由に変更できる機能が備わっている。それで顔や装備の見た目を変えてしまえば、すぐにはバレないだろう。……今のティオル君なら出来るはずだ。試してみてくれ』

『……分かった。やってみる』

『何かあればまた連絡してくれ。ティオル君。頑張れよ』

　通信を終えたティオルは、ヤツバヤシと話している間に大分落ち着きを取り戻していた。一度大きく深呼吸して気合いを入れ直す。

「…………よし。やるぞ。こんな所で死んで堪るか」

　自分の姿を変える前に、まずは自分の代わりに拠点に残って倒される個体を作っておこう。そう考えて近い位置にいる端末を何体か呼び寄せる。その分だけ戦局が悪化するが、知ったことではなかった。

　端末がやってくる。ティオルは早速作業に入った。異形の少年の顔が徐々にティオルのものに変わっていく。今現在のティオルの顔ではない。汎用通信で流した映像の時のティオルの顔にだ。

　ティオルが満足そうに笑う。

「おー、そっくりだ。凄い機能だな」

　この機能はヤツバヤシが、建国主義者を装っている遠隔操作端末が全員ティオルと同じ顔、同じ体格だというのは流石に不自然、という考えから付け加えたものだった。

　腕を大砲に、体を巨人に変えることに比べれば些細な変異ではある。しかしそれでも細かな造形まで似せるのはそれなりに難しい。そのような機能が備わっていることと、その機能を自在に活用できることは別だからだ。しかしティオルはその違いに全く気付いていなかった。

「これならいけるな。……装備の外見も、何か強そうなやつに変えとくか。建国主義者のボスなんだし」

　どんな装備なら、どんな装備のやつなら凄く強そうに見えるか。そう考えたティオルの頭に真っ先に浮かんだのは、巨人と化した自分を撃破したアキラであり、そのアキラの装備だった。

　思い出すだけで恐怖が蘇るアキラの強さに、そのアキラの装備がそこらのハンターが使う安物の訳が無い、高ランクハンター用の物凄い装備に決まっている、という考えから、ティオルは端末の装備の外見をアキラのものに変えることにした。

「確かこんな感じだったような……。細かい部分は違ってるかもしれないけど、まあ大丈夫だろう」

　そこで満足そうに頷いたティオルの表情が急に険しくなる。自分がいる階にハンター達が大分近付いてきたのを、戦闘中の端末を介して知ったのだ。

「もうあそこまで制圧したのか！　何なんだこいつら。強過ぎるぞ。ハンターの癖に対人戦の訓練でもしてるのか？」

　ハンターなら対モンスター戦は得意でも、対人戦はそこまで得意ではないはず。だから人型の端末との戦闘は普段と勝手が違って難しいはず。そう思っていたティオルだが、そこで気付く。

「ああ、建国主義者を倒しに来たやつらなんだ。そういう訓練をしてても不思議は無いか。下手すりゃ対人戦に限ればアキラより強いかも……」

　それは何となく思ったことを口にしただけだった。だが、自分が何を言ったのか理解した途端、ティオルが非常に真剣な顔になる。そしてアキラの装備の姿をした端末を真面目な顔で見た。

「…………いけるか？」

　出来ればアキラを殺したい。だがもう一度アキラと戦うなんてとても出来ない。それならば、別の誰かにやってもらえば良い。

　浮かんだ案に、ティオルは賭けた。
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　ハンター達がティオルの遠隔操作端末達と激戦を繰り広げているビル内で、ハンター側の主力としてその前線を上階に押し上げているのはドランカムの部隊だった。カツヤ達だ。

　勿論他のハンター達も必死に戦っている。しかし敵の強さに劣勢を強いられてしまい、主戦場をカツヤ達に任せて後退、カツヤ達が押し上げた前線の後ろで、主に退路の確保や、カツヤ達を大きく迂回して階下に向かう少数の敵部隊の排除などを行っていた。

　背後をそのハンター達に任せて前進するカツヤ達が、また前線の階層を押し上げた。カツヤが他のハンター達に指示を出す。

「23階を突破した！　この階の制圧を頼む！」

「分かった！　任せろ！　そっちも頑張れよ！」

　ハンター達はそれぞれ所属も人数も異なる集まりだが、通信障害により遠距離通信が死んだのを契機にして、各自の短距離通信を繫いで局所的な汎用通信網を作っていた。そしてその通信を使って、今ではカツヤがこの場のハンター達全体を指揮していた。

　ハンター稼業にはモンスターとの戦闘が付き物であり、死の危険が常に付き纏う。その背景もあって、ハンターは強者を高く評価する傾向が強い。ドランカムの古参が、実戦に参加しない事務派閥の者達を嫌うのも、突き詰めればその辺りの理由が強い。

　だからこそ、この場で最も強いカツヤ達がこの場のハンター達を統率することになったのは、ある意味で当然の流れでもあった。

　５００億オーラムの賞金首でもある建国主義者の討伐に参加したハンター達は、クガマヤマ都市近辺で活動するハンターの上位層ばかりだ。そこらのハンターとは格が違う実力者が揃っている。

　その者達を率いるカツヤは、限定的な状況とはいえ、クガマヤマ都市のハンターを統べるほどの存在に成り上がっていた。

　そしてユミナは、そのカツヤの隣で複雑な想いを抱いていた。

　カツヤ達の強さは本物だ。都市の上位層のハンター達でさえ劣勢を強いられる敵部隊を相手に、前線を押し上げている。その実力に疑う余地は無い。

　しかし無敵ではない。５００億オーラムもの賞金を懸けられた相手と殺し合っているのだ。死者は出る。

　そしてカツヤは真っ当に部隊を指揮している。自身が正面に出て他の仲間を全員庇いながら戦うような、かつての戦い方はしていない。

　だからこそ、カツヤの仲間が死んでいく。以前とは違ってカツヤの助けを得られずに。

　カツヤが隊長としての立場を放り投げていれば助けられたかもしれない仲間が死ぬ度に、辛つらそうに大きく表情を歪める想い人の痛ましい姿を見て、ユミナも心を痛めていた。

「カツヤ。大丈夫？」

「……ああ。大丈夫だ。あいつらをやっとここまで追い詰めたんだ。もう少しだ。頑張ろう」

「……、そうね。頑張りましょう」

　他者を気遣い元気付ける為の笑顔を浮かべるカツヤに、ユミナも今は同じように笑って返した。

（……カツヤがドランカムに入るのを止めなかったこと、多分間違ってたわ）

　何となくユミナはそう思った。

　カツヤの才能ならば、ドランカムの支援が無くとも、時間を掛ければハンターとして成り上がったはず。そうすれば、カツヤが抱え切れるだけの少ない仲間だけで、ハンター稼業を続けられたかもしれない。

　カツヤはドランカムの支援のおかげで急激に成り上がった。だがその代償に多くのものを抱えることになった。本当に多くの者達の、期待も願いも、命までも。カツヤでは抱え切れないほどに多く。

　カツヤは確かに成り上がった。だがその代償を最も支払ったのはカツヤ自身かもしれない。ユミナはそう思った。

（今回の仕事が終わったら、一度カツヤとその辺をしっかり話し合った方が良いわね。幾ら都市の幹部から支援を受けたからって、建国主義者の討伐に参加したんだもの。ドランカムへの義理は十分果たしたでしょう）

　ちゃんとカツヤを説得しよう。ユミナはそう心に決めた。だが今言うことでもないと分かっているので、今は心に仕舞っておいた。

　激戦が続く。死傷者を出しながらもカツヤ達は敵を追い詰めていた。だがそこで予想外のことが起こる。通路の角からティオルが一人で姿を現したのだ。

「俺達をここまで追い詰めるなんてやるじゃねえか。どうだ？　今からでも俺達の方につかねえか？　それだけ強いんだ。別に都市の犬なんてやらなくても生きていけるだろ？」

　話し合いにでも来たかのような相手の態度に、隊長として後方にいたカツヤが前に出て答える。

「ふざけるな。そっちこそ、今からでも降伏しろ」

「そうか。それじゃあしょうがねえ。ここからは本気でやらせてもらう。もう俺達二人しかいねえが、俺達に勝てるやつなんていねえんだよ！　アキラ！　やるぞ！」

「何!?」

　次の瞬間、廊下の角から現れたアキラがカツヤ達を銃撃する。カツヤ達も即座に反撃した。大量の弾丸が通路を擦れ違い、互いの標的へ殺到する。

　その銃声が消えた時、ティオル達は姿を消していた。ティオルは無数の銃弾を浴びながらも余裕の笑みを浮かべながら後方へ飛び退き、素早い動きで通路の角へ逃げていた。アキラも無表情でティオルの援護を終えると、その場から撤退していた。

　カツヤ達の被害は負傷者が少々出た程度だ。警戒して力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を上げておいたおかげで死者は出ていない。しかしカツヤ達が受けた衝撃は大きかった。

「どういうこと……？　何でアキラが……」

「あいつ、まさか本当に……？」

　カツヤとユミナはどちらも余りの事態に驚き困惑している。だが思わず発した言葉に状況への認識の差が現れていた。

　そして先にカツヤが頭から余計な思考を振り払って意識を切り替える。

「建国主義者のボスを発見した！　もう少しだ！　行くぞ！」

　部隊が進んでいく。だがユミナは思わず足を止めてしまっていた。しかし我に返るとすぐにカツヤの側に行く。

　カツヤが部隊を前進させるのを、ユミナは止められなかった。アキラが敵に回ったからといって、カツヤを止める理由にはならないからだ。

（どうなってるの……？）

　迷いながらもユミナはカツヤについていく。カツヤは迷わず先に進んだ。




　その後カツヤ達は、ティオル達に何度も襲われた。ここからは本気でやらせてもらう。その言葉通りに、ティオル達の猛攻は今までの敵とは別物だった。アキラとティオル、そのたった二人の攻撃を、部隊で戦うカツヤ達が抑え切れないのだ。

　カツヤ達は仕方無く前進を止めて、数と地の利を活いかしてティオル達を迎え撃つ形で戦っていた。それでも多少有利なだけで、ティオル達を倒し切れずに追い払うのが限界だった。

　その状況の中で、ユミナが険しい顔でカツヤに尋ねる。

「ねえカツヤ。あのアキラなんだけど、本物だと思う？」

「……正直に言って、あんな強いやつが何人もいるとは思いたくない」

「そうだけど……」

「……、ユミナ、あれが本物でも偽物でも倒さなくちゃいけない。そうだろ？」

「……分かってるわ」

　ユミナはあのアキラが偽物であってほしいと願っている。アキラに短距離通信で何度通信を飛ばしても繫がらないのは、もう話す余地など無いからではなく、偽物だからだと思いたかった。

　再びティオル達が襲ってくる。襲われているのは自分達。私情は挟めない。そう思いながらもユミナはティオルを狙い、カツヤはアキラを狙っていた。

　激しい銃撃戦が繰り広げられる。ティオル達にはまた逃げられてしまったが、その動きは大分鈍っていた。

　もう少しだ。その思いでカツヤは先に進んだ。

　ビルの最上階まで、あとわずかだった。
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　ティオルは偽アキラ作戦が予想以上に上手くいきそうなことに、今後の期待を膨らませていた。

「……これ、いけるんじゃねえか？」

　カツヤ達を襲った偽アキラは、ティオルが遠隔操作端末の外見を変えて作成したものだ。可能な限り似せて作ったが、それも所詮はティオルの主観での話だ。他の者が見れば、すぐに別人だと見抜かれてしまう恐れはあった。

　しかしカツヤ達はそれを見抜けなかった。少なくともその外見から偽物だと断言できる者はいなかった。その程度には、偽アキラは精巧だった。

　もっとも外見だけ同じでも、アキラだと思わせる強さがなければ、弱過ぎてすぐに偽物だと気付かれてしまう。そこは遠隔操作端末の使い方でごまかした。残存エネルギーを短時間で使い切るのと引き換えに、端末の出力を自己崩壊寸前にまで高めたのだ。

　その端末を一戦ごとに使い捨てにして、倒される前に撤退させて、別の端末と交換する。壊れた端末の方は外見を変更した上で破壊し、原形も失わせて偽アキラだったとは分からないように処理する。それを繰り返してアキラの強さを装った。あと二人しかいないと言ったのは当然噓だ。

　保って数分。下手をすれば１分未満。その劇的に短くなった活動時間と引き換えに飛躍的に強くなった端末を、カツヤ達は撃退していた。

　ティオルはそのカツヤ達の強さに改めて驚きながら、その強さに期待していた。

「……そろそろ来る頃だな。よし。ここが勝負だ。やるぞ」

　ビルの最上階で、ティオルは笑ってカツヤ達を待っていた。
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　ビルの最上階に突入したカツヤ達は、その広間でティオルを発見した。

　紅い血を流し、息も絶え絶えで、壁に寄り掛かって立っているのがやっとの状態のティオルが、カツヤ達に不敵な笑みを向ける。

「……まさか、……俺達を、……ここまで追い詰めるなんてな。……大したもんだ。……だが、……勝つのは、……俺達だ」

　カツヤがティオルに銃を向けたまま、険しい顔で言う。

「銃を捨てて投降しろ。……あいつはどこだ？」

「……知りたいか？　教えてやるよ！　逃げろアキラ！　今からお前がアルフォト団のボスだ！　行け！　行って使命を果たすんだ！」

　ティオルがそう叫んで横を見る。釣られて同じ方向を見たカツヤ達の視線の先には、壁に空いた大穴からビルの外に逃げようとしているアキラの姿があった。

「しまった！」

　思わずそう叫んだカツヤの隙を衝くように、ティオルはカツヤ達に銃を向けた。だがそれよりも早くカツヤ達に撃ち殺された。しかしその間にアキラの姿はビルの外に消えていた。

　カツヤが急いで外のハンター達に通信を繫ぎ、険しい顔で指示を出す。

「今最上階からビルの外に出たやつを追ってくれ！　そいつが建国主義者の新しいボスだ！」

　そしてカツヤもビルの外へ急ぐ。流石に仲間達と一緒にビルから飛び降りる訳にも行かず、来た道を全力で走っていった。




　カツヤ達が姿を消して静かになった広間を、ティオルが通路の陰から慎重に覗のぞき込む。

「……行ったか。よしよし。ここまでは上手くいった」

　今までカツヤ達と戦っていたティオルも、偽アキラと同じ偽ティオルだった。本物はずっと隠れていた。アキラに勝てるかもしれない者達と戦うなど、ティオルは御免だった。

「あとはあの偽物を本物のアキラの所まで行かせるだけだ。そっちも上手くいけば良いんだけど……」

　その後ティオルは、ハンター達が偽物のアキラを追うどさくさに紛れて、ビルからこっそり脱出した。





◆






　ビルを包囲しているハンター達は、建国主義者討伐に参加した実力者ではあるのだが、実力不足によりビル内での戦闘を断念した者でもある。諸事情で建国主義者討伐の協力者の疑惑を掛けられて、その払拭の為にここに来た者も多い。

　そこにカツヤからアキラの情報が入ってくる。一人で、手負いで、建国主義者の新しいボス。情報通りであれば自分達でも倒せそうな相手の上に、桁違いの成果となる。手を出すかどうかは別にして、その場のハンター達は慌ててアキラを探した。

「どこだ!?　どこにいるんだ!?」

「いたぞ！　あそこだ！」

　偽アキラは少し離れた路上におり、この場からバイクで脱出しようとしていた。

　それを見た男が自分の車に駆け込んでアキラを追おうとする。他の者もそれを見て男に続く。あっという間に大勢のハンター達がアキラを追い始める。

　降って湧いた特大の成果の機会に多くの者が狂騒していた。思い返せば、不思議なほどに。




　偽アキラがハンター達に見付かったのは、ハンター達を本物のアキラの下に連れていく為であり、意図的なものだ。バイクはタイヤが付いている機械系モンスターの残骸を再構成したもの。車にしなかったのは、アキラがバイクに乗っていたからだ。

　そのままハンター達に追い付かれないように、だが見失われないように、一定の距離を保ってアキラの下に向かう。巨人と化したティオルと交戦した場所にまだいるかどうかは不明だったが、とにかくそこを目指した。

　そしてアキラもティオルの拠点を目指していたことで、目的はすぐに達成された。情報収集妨害煙幕ジャミングスモークを使用したのは、本物と偽物が揃っている姿をハンター達に見せない為だ。偽物は本物によりすぐに撃破され、その場に残った本物のアキラがハンター達に襲われる羽目になった。

　アキラは運が悪かった。その言葉で済ませることも出来る。

　だが敢えて運以外の要素を持ち出すのであれば、アキラがアルファへの依存から脱却したことも、この事態を招いた理由の一つだ。アキラがアルファに縋っていれば、アキラはアルファとの接続回復を最優先に考えて、ティオルの下になど向かわなかった。

　しかしアルファに縋るのをやめたアキラにとっては、アルファの非常に強力なサポートも、自身の武装の一つにすぎない。そしてアキラは強力な武器を一つ失った程度で戦意を失うようなことはない。加えて遺跡から脱出してもアルファとの接続が確実に回復する保証も無い。

　それらの理由が、アキラをティオルの下に向かわせた。そしてこの結果を招いた。

　それを含めて不運であり、偶然であり、所詮は運の問題だとすることも出来る。つまりはアキラの運の所為だ。それが幸運か不運かは別にして。

　ザルモが恐れた例外は、今日もその通りの存在として生きていた。

　自身の運に、多くの者を巻き込んで。
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　アキラが逃げ込んだ廃ビルを包囲するハンター達。その中にはドランカムに潜入している建国主義者であるネルゴの姿もあった。そこにカツヤが仲間達と共に大分遅れて到着する。

「カツヤ君。君達も来たのか。休んでいなくて良いのかね？」

「大丈夫です」

「そうか。すまないな。私も一緒に戦えれば良いのだが、残念ながら私の実力では、もう君達の足を引っ張るだけだ」

　ネルゴは申し訳無さそうにそう言った。カツヤが首を横に振る。

「いえ、分隊の指揮をしてくれているだけでも助かります。それで、どんな状況なんですか？」

　真面目な顔でそう聞いてきたカツヤに、ネルゴは険しい表情を返した。

「……アキラはこの中にいる。他のハンター達と共にビルの包囲も済んでいる。突入した者も多い。だが……、生還者は交戦せずに逃げ帰ってきた者だけだ」

　カツヤが驚く。手負いの状態であれだけのハンターに追われたのだ。既にアキラは倒されているかもしれない。そう思っていただけに驚きは大きかった。

「カツヤ君。君の言葉を疑う訳ではないのだが、彼は本当に手負いだったのか？」

「間違いありません！　俺達はあそこであいつと戦ったんです！　少なくとも重傷を負わせたはずです！　だからあいつは俺達から逃げて……」

　少し平静を欠いていたカツヤは、思わず声を強くした。それはアキラがティオルと組んでいた衝撃から、まだ完全には回復していない証拠だった。

　ネルゴがカツヤを宥める。

「いや、すまない。怒らせるつもりは無かった。確認したかっただけなんだ。ただそうすると、彼はそれだけの負傷を追って尚、この場のハンターを返り討ちにするほどの強さだということになる。……もう他の者がアキラを倒そうとするのは止めた方が良さそうだな。犠牲者が増えるだけだ」

　カツヤがネルゴの言葉を聞いて納得し、態度を改める。

「あ、そういうことですか。変に勘繰ってしまってすみませんでした」

「いや、気にしなくて良い。それで、これからどうするかなのだが……」

「分かってます。俺達が行きます。あいつを逃がしてしまったのは俺達ですから」

　カツヤは真剣な顔でそう答えた。するとそれを近くで聞いていたハンター達から軽い歓声が上がる。お前なら出来る。仲間の仇かたきを取ってくれ。そのような声と共に、他のハンター達にも熱気が広がっていく。

　ネルゴがその周囲の様子を見ながら思案する。

（この程度の感情の伝播は、普通の者でも状況的には十分有り得る。だが仮にこれを彼の特異性によるものとすれば……、半日程度の簡易接触でここまでの影響を与えたことになる。無自覚の旧領域接続者でこの域に達するとは、同志が目を付けるのも当然か）

　カツヤが旧領域接続者であると、ネルゴは知っていた。
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　スラム街の大抗争の騒ぎが収まった頃、都市の隠れ家でネルゴを待っているヤナギサワは、約束の時間まで私的な資料を閲覧していた。拡張視界に立体映像のように表示されているその資料には、二人のハンターの姿が映っている。アキラとカツヤだ。

　ヤナギサワが視線をカツヤに向ける。

「君が旧領域接続者なのは間違いない。過合成スネーク戦の情報からもそれは明らかだ。……だが、重要なのはそこではない」

　ヤナギサワが視線をアキラに移す。

「君が旧領域接続者だという証拠は無い。だが仮にそうであれば、君の異様な成長速度は連中の支援によるものとも考えられる……」

　ヤナギサワが視線をさまよわせる。

「君かなー。君かなー。どっちかなー」

　いっそのこと二人とも殺してしまえば良い。そのような短慮な案が浮かんだが、すぐに取り消した。仮にどちらかが当たりであれば、生かして泳がせておいた方が有用な情報を得られるからだ。

　ヤナギサワが息を吐く。

「そもそもどっちも連中が取引を持ち掛ける相手としては弱過ぎるんだよなー。アキラの方は何度も病院送りになってるし、過合成スネークもどきに一度食われたって話もある。連中の支援を受けているのなら、そもそもそんな目には遭わないだろう」

　ヤナギサワは再び視線をカツヤに向けた。

「じゃあ、やっぱり君か？　でも君程度の強さじゃなー」

　近い所までは来ているような気がするのだが、真相には辿り着けない。そのもどかしい感覚にヤナギサワは悩ましい表情を浮かべていた。

「……仮にだ。どちらか、或いは両方が当たりだったとする。連中はなぜそんな弱いやつと取引をした？　あの弱さから考えて少なくとも対象の実力から決めた訳ではない。失敗の度に前回より優秀な者を選んでいたはずなのに、なぜだ？」

　思考の内容を意図的に口に出し、その内容を自身に確認させながら、ヤナギサワが思考を深めていく。するとある気付きが生まれた。

「まさか、あの場所を個人で攻略させるのではなく、集団で攻略させるように方針を変更したのか？」

　そして再びカツヤを見る。

「君の影響でドランカムは内紛状態だ。だがいずれは君が掌握するだろう。そうなれば、組織の統率役である君個人の実力など問題ではなくなる。そしてドランカムを介して都市内部にも影響範囲を広げていき、都市の武力で進軍。君をあの場所まで辿り着かせる……」

　所詮は仮定であり推測にすぎない。だが有り得ないと切り捨てることも出来ない内容に、ヤナギサワは顔を険しくしてカツヤを凝視した。

「……、君か？」

　そこでちょうど約束の時間となり、ネルゴの来訪を告げる通知が入る。ヤナギサワは表情を普段の軽薄な笑顔に戻して意識を切り替えると、隠れ家のドアを遠隔操作で開けた。そして自分の所まで来たネルゴに軽い調子で言う。

「こんな所で悪いね。でも俺も都市のお偉いさんやってるから、そこらのハンターやってるネルゴにクガマビルとかで会うのは逆に難しいんだよね。で、わざわざ直に会って話したいことって何？」

「単刀直入に言う。カツヤはこちらで確保したい。構わないかな？」

「えっ？　急にそんなこと言われても、何が言いたいのか分からないんだけど」

　少し大袈裟に、どこか戯おどけたようにそう答えたヤナギサワの態度を、ネルゴは敢えて無視した。

「それなら構わないと言ってくれれば良い。分からないのであれば、同志とは無関係なのだ。問題あるまい」

「いやー、俺も一応都市側の人間なんだ。急に、ハンター攫さらって良い？　なんて言われても、立場的に、駄目だよ？　って言わないといけないんだけど」

　ヤナギサワは軽薄な態度を変えなかった。ネルゴがはっきりと言う。

「カツヤは旧領域接続者だ。それもクズスハラ街遺跡で活動した経歴のある旧領域接続者だ。同志が探している対象のはずだ。同志ほどの者が、東部のたかが一地方都市にすぎないクガマヤマ都市にいる理由の一つだ。同志はそのカツヤを見付けたのにもかかわらず、カツヤを確保しようとしない。こちらの推測に誤りがあり、同志がカツヤを必要としていないのであれば、カツヤはこちらで確保したい。構わないかな？」

　敢えて説明する必要はないだろうと、初めの時には省いた説明を付け加えて、ネルゴはもう一度同じことを尋ねた。

　ヤナギサワから笑顔が消える。じっとネルゴを見る。

（……どこまでだ？　どこまで知り、どこまで勘付いた？　俺の計画の障害となるならば……）

「知らない」

　ネルゴはヤナギサワの思考を見透かして、その思考が殺意に変わる前に、端的にそう告げて相手の思考を押し止めた。

「同志の目的を、私は知らない。だからこそ、互いの認識の差異から生じる誤解と、それを起因にする交戦を避ける為に、私が直接出向いている。カツヤをこちらで確保することが同志の計画の障害になるのであれば、こちらが退く。我々はカツヤを確保したいが、同志を敵に回すほどではない。駄目なら駄目だと言ってくれれば良い」

　そしてネルゴも口を閉じた。対峙するように相手をじっと見ながら、互いに相手の出方を待つ。交渉続行か、殺し合い開始か、そのどちらかに続く沈黙が流れていく。

　次に口を開いたのはヤナギサワだった。表情は変えずに告げる。

「そちらがカツヤを確保する目的次第だ。誤解が生じないように説明してくれ」

「分かった」

　ネルゴは言葉を選んで慎重に話し始めた。

　旧領域接続者とは、現在の技術では解明されていない何らかの通信機能を、主に生体機能として実行可能な人間の総称だ。旧領域接続者と呼ばれているが、旧領域への接続自体は必須ではない。

　そして更に厳密には、東部の人間はその大半が旧領域接続者だ。しかしその者達は、情報端末に喩たとえると、送受信機能の感度や出力が著しく低い、通信制御設定情報の誤りで接続不備を起こしている、などの理由で、真面な通信が出来る状態ではない。東部でのいわゆる旧領域接続者とは、その通信機能が比較的正常に動いている者を指していた。

　その通信技術の一つに、念話と呼ばれるものがある。念話で送信可能な情報は声に限らない。音や映像など五感で知覚する情報も送れる。更には感情や印象など、精神的な情報まで伝えることが出来る。

　ネルゴはここに目をつけた。カツヤを確保し、説得して、建国主義者の大義に賛同してもらうのだ。するとカツヤから建国主義者への好印象が発信される。それは普通の者には知覚困難な無意識の領域での念話として送信され、気付かない内に建国主義者への偏見を無くし、理解者を増やすことになる。

　統企連により東部で悪印象を広げられている建国主義者にとって、カツヤにはそのような高い価値があった。

　ヤナギサワはそこまでの説明をじっと聞いていた。そして結論を出す。

「そちらがカツヤを確保するのは構わない。しかし、それを理由に手出し無用というのは駄目だ。必要なら、彼は殺す。それが嫌なら、早めに俺の手が届かない場所に連れ出すなり何なりしてくれ。俺が出来る譲歩はここまでだ」

「問題無い。同志。感謝する」

　ネルゴがそう答えると、ヤナギサワは表情を緩めた。普段の軽薄な笑顔で調子良く言う。

「いやいや、こっちこそ。まあ俺にも事情があってね？　悪いね」

　そして軽い調子で聞く。

「あ、ついでにちょっと聞きたいんだけどさ、アキラってハンターがいるだろ？　ほら、あのスラム街の騒ぎで目立ってた子供だよ。あいつも旧領域接続者だと思う？」

「カツヤのようにドランカムに潜入して厳密に調査した訳ではないので、断面的な情報からの推測になるが、違うだろう」

「へー。そう判断した理由は？」

「彼がスラム街の出身だからだ。旧領域接続者であれば、既に死んでいるはずだ」

　旧領域接続者は自身がそうであると自覚して、その通信を制御できるようになるまで、周囲に念話で自身の感情などを無意識に送信する傾向がある。その所為で極端な人間関係を築くことが多い。

　好悪の感情が言葉で飾らない念話で直接相手に届き、その反応が相手の態度として返ってくる。その繰り返しの結果、好きな者からは非常に好かれるが、代わりに嫌いな者からは蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われるようになる者も珍しくない。

　そしてスラム街で配給食を食べて命を繫いでいるような者にとって、それは基本的に致命的な結果をもたらす。

　スラム街の環境は過酷だ。そこで生き残る為には、まずは自身が弱者であると自覚して慎重に行動する必要がある。それが念話で送られる。

　自身が弱者だと無自覚に送信し続け、相手から度を超えて侮られ、著しく軽んじられる。スラム街での生存に必要な最低限の疑念まで相手に如実に伝わり、相手からの心証を甚だ損ねる。

　その結果、集団行動が著しく困難になる。酷く弱く全く信用も信頼も出来ない人物だと評価された者が集団に属していても、最優先で切り捨てられるか、使い潰されるだけだ。集団に属する欠点のみを背負う羽目になる。過酷な環境下で、弱者が生き残る為の最低限の馴なれ合あい、協力関係の構築すら不可能な状況に陥れば、待っているのはほぼ確実な死だ。

　だがアキラは生きている。だから旧領域接続者ではないだろう。ネルゴはそう説明した。

　ヤナギサワもその説明に納得する。

「なるほど。あ、もう一つ教えて。カツヤのローカルネットワークって、今どんな感じなの？」

「既にドランカムの若手ハンターの大半、事務派閥の幹部達、防壁内部の支援者など、多岐に亘っている。その辺りも我々が彼を確保したい理由だ」

「そりゃ凄い。まああれだけ顔も良くて才能もあるんだ。当然かな」

　厳密な定義では旧領域接続者に含まれる低い通信能力しかない者が、いわゆるの旧領域接続者である高い通信能力を持つ者と交流した場合、通信能力が高い者を中継機としたローカルネットワークが構築される場合がある。

　無自覚の旧領域接続者の場合、そのネットワークへの参加も無自覚で行われる。そしてその認証や承認に用いられるのは、中継機に対する好意、好感、共感、仲間意識などだ。

　元々他者から高い評価を受けており、それを念話により増幅できるカツヤは、自分に対して少しでも好感を持つ者を、自己のネットワークに無自覚に高い確率で組み込んでいた。




　ヤナギサワはネルゴが帰った後もしばらく思案を続けていた。ネルゴとの話を思い出しながら、再びアキラとカツヤの資料を見る。そしてアキラに視線を向けた。

「……やはりこっちは違うか」

　仮にアキラが旧領域接続者であり、その上でスラム街の過酷な環境でも生き延びるほどの才能の持ち主だったとする。

　その場合、アキラは念話で正の精神情報を送信することが酷く難しくなっている。旧領域接続者の通信能力は慣れれば慣れるほど向上し、普段送信している内容への特化が進んでいくからだ。スラム街の過酷な日々により、負の精神情報の送信に特化したアキラでは、念話で好感を送信しようとしても、他者から好感を得ることは出来ないだろう。

　そしてローカルネットワークの構築に必要なのは正の精神情報だ。仮にアキラが旧領域接続者でも、連中が個人の実力ではなく集団の構築能力を重視するようになったのであれば、それを構築できないアキラに用は無いはずだ。そう結論付けた。

「……やはり、こっちか？」

　ヤナギサワはカツヤに鋭い視線を向けた。





◆






　ネルゴがヤナギサワとの話を思い出しながら、改めてカツヤを見る。

（しかし彼のローカルネットワーク構築能力は少々異常だ。下手をすれば初期メンバーは彼と自身の同一視どころか同化、端末化が進行している。無意識の旧領域接続者が、この短期間でここまで影響を与えるものなのか？　同志が彼に注目した理由と何か関係があるのか？）

　ネルゴは思わず少し怪訝な目をカツヤに向けた。するとユミナを除くカツヤの仲間達から少し鋭い目を向けられる。そのような目でカツヤを見るのは認めない。そう言っているような目だった。

（そういう目を私に向けるということは、少なくとも彼らはまだ、自身とカツヤを別のものとして扱っているようだな。時間の問題だろうが）

　ローカルネットワークを介した完璧な連携。部隊が完全に一つの意志で動く、意志の統率すら不要な状態。その完成が近付きつつあった。

　ちょうどその時、廃ビルから男が現れた。足取りはしっかりしている。それでも目に見える負傷がアキラとの交戦を示しており、その上で生きて帰ってきたことをカツヤ達に伝えていた。

　アキラと戦った者は全員死んだ。ネルゴからそう聞かされていたカツヤが男の生還を喜ぶ。

「大丈夫ですか？　無事で良かったです」

「…………ああ」

　カツヤがたじろぐ。ネルゴも意外そうな表情を浮かべる。

　帰ってきた男は、カツヤのローカルネットワークに取り込まれていたはずの者は、カツヤに不信の目を向けていた。
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　相手は一人で手負い。そのカツヤの言葉を信じて突入したハンター達が、廃ビルの至る所に転がっている。自分を別の誰かと勘違いして襲っているのではなく、自分だと分かった上で襲ってきているのであれば、アキラに彼らの殺害を躊躇する理由は無かった。

　まずはティオルの拠点を包囲していたハンター達が突入した。しかし拠点内での戦闘を断念した程度の実力ではアキラに勝つことなど出来ず、アキラの強さを、その被害を以て他の者に教えるだけに終わった。

　次に拠点の制圧などをしていた所為で到着が遅れた者達が突入する。カツヤ達が仕留め切れなかったほどの相手だ。拠点の外にいた実力不足の者達では、倒せなくとも不思議は無い。そう判断し、警戒しながらも自分達なら勝てると考えていた。しかしその末路は先発組とさほど変わらなかった。

　最後に突入したのは、拠点の上階で遠隔操作端末達とも戦った者達だ。その実力は確かなものだった。アキラと交戦して、生存者が出るほどに。

　重傷を負って床に倒れている男にアキラが近付いていく。

　男は残る力を振り絞ってアキラに銃を向けた。だが次の瞬間には、その銃を撃たれて弾き飛ばされた。

　アキラはそのまま男の側まで行くと、その銃口を相手の頭に向けた。そして真面目な顔で言う。

「何で俺を狙う？」

「……は？」

　余りに予想外の質問に、男は殺されかけていることも忘れて思わず怪訝な声を出した。それでもアキラも自分と相手との間に、この状況に対する致命的な認識の齟そ齬ごがあることを理解した。

「いいから答えろ。何で俺を狙う？」

「お前、何言って……」

　質問に答えない男に対し、情報収集の為に抑えていたアキラの殺意が強くなる。それがアキラの目に出た。

「黙って死ぬか、生きて話すかだ」

　アキラと交戦した男が生きているのは、情報を得る為にアキラが手加減したからではない。男がそれだけの実力を持っていたからだ。それで偶然、結果的に、死なない程度に無力化された状態になったので、それならば話を聞いても良いかと思ったから、アキラはまだ男を生かしている。

　答えないのであれば、生かしておく必要はない。これ以上の交渉をするほど、質問の答えを求めてはいない。アキラの目は雄弁にそう語っていた。

「分かった。話す」

　男も死にたい訳ではない。一通りの情報を含めて、アキラの質問に答えた。




　男の話を聞いたアキラは頭を抱えた。

「……そういうことか」

　自分の偽物がティオルと組んでいて、カツヤ達に負けて逃げた。ハンター達はその偽物を追って本物の自分に遭遇。建国主義者の新しいボスだと思って自分を討伐しようとしている。その余りに予想外な事態に、大きく溜め息を吐く。

　そのアキラの態度を見て、男もアキラの状況を少し察した。

「心当たりはねえって顔だな」

「ああ。俺は連中の拠点になんかいなかった。別の場所で戦ってて、そっちが片付いたから連中の拠点に向かってたところだったんだ」

「そんな話を信じると思ってるのか？」

「別に信じろとは言ってねえよ」

　アキラはそれだけ言い残して立ち去ろうとした。それを男が呼び止める。

「おい、見逃すなら回復薬ぐらいくれ。このままだと死んじまう」

　アキラは足を止めて不機嫌な顔で振り向いた。

「理由が何だろうと俺を襲ったんだ。そこまでしてやる義理があるとでも思ってるのか？」

「良いのか？　俺がこのまま死んだら、このことが俺から外の連中に伝わらないぞ？」

「知るか。死ね」

　アキラはそう吐き捨てて、再び立ち去ろうとする。

　どうせ自分の話など誰も信じない。建国主義者のボスという濡ぬれ衣ぎぬを着せられたアキラは、その余りに理不尽な状況の所為もあって、路地裏で生きていた頃のように人間不信を強くしていた。

　本気で言っていると理解した男が顔をしかめる。負傷は酷く、死なずに外まで行ける自信は無かった。

「分かった。取引だ。回復薬をくれたら情報をやる」

　アキラが一応立ち止まって振り返る。

「……何の情報だ？」

「回復薬が先だ」

「情報が先だ」

「助かる保証もねえのに話せるか。どうせ助からねえのなら、今度は黙って死ぬぞ」

「そうか。死ね」

　アキラはそう軽く答えて男に背を向けた。男が半分自棄になって答える。

「分かったよ！　クソが！」

　アキラが男の下に戻る。そして回復薬を取り出した。しかし取り出しただけで、男に服用させるようなことはしない。

「それで、何の情報だ？　聞く価値がある内容なら吞ませてやる」

「お前には賞金が懸かってる。50億オーラムだ」

「ちょっと待て。仮に俺が本当に建国主義者のボスになったとしても、そんなすぐに賞金首に認定されるのか？」

「正規の賞金じゃない。裏の方のやつだ」

「本当か？　誰が俺にそんな額の賞金を懸けたんだ？」

「その手のやつは依頼元が秘匿されてるから、情報の出所を調べても分からない。だが50億オーラムという金額と、賞金が懸かったのが今朝だということから考えれば、推測ぐらいは出来る」

「勿体振るな。誰だ？」

「本当に分からないのか？　都市の幹部のウダジマだよ。誰かにお前を今回の建国主義者討伐の騒ぎに乗じて殺させる為の賞金だろうな」

　驚くアキラの顔を見て、男は少し呆れたような顔を見せた。

「本当に知らなかったのか。てっきりそれを知ってるから、俺達との話し合いの余地なんて無いと思って、俺達を問答無用で殺してたんだと思ってたんだがな。それなのに、何で俺を狙う？　なんて聞いてきたから驚いたよ」

「どういう意味だ？」

「おい、そんなことも分からねえのか？　つまりこの戦いはもう建国主義者なんて関係なくて、ウダジマがそれを口実にして、イナベの手駒を潰そうとしてるだけだってことだ」

　ハンターは殺し屋ではない。金に目が眩んで他のハンターを殺すなど、統企連が望む倫理的なハンター観にも背いている。

　しかしその相手が建国主義者なら別だ。そこに50億オーラムという大金に加えて、都市幹部との伝が得られるとなれば、アキラが本当に建国主義者かどうかの真偽など気にせずに、そういうことにしてアキラの殺害を試みる者が出ても不思議は無い。

　加えてカツヤ達はウダジマから支援を受けている。イナベを後ろ盾にするアキラが、この場のハンター達を率いているカツヤ達に投降して身の潔白を訴えても、無視されるだけだろう。既にこの戦いはイナベとウダジマの、都市の幹部同士の権力争いの場になっている。

　そういう意味で、話し合いの余地は無い、とアキラは思っているのだろう。そう自分は考えていた。男はそう説明した。

　その話に納得したアキラが、男を軽く睨み付ける。

「そうすると、お前もその理由で俺を殺そうとしたことになるぞ？」

「否定はしない。建国主義者のボスを仕留めるだけでも大成果。その上で、50億オーラムと都市幹部との伝だ。加えて相手は手負いのはずだったんだからな。判断としては妥当だろう。違うか？」

「今の話に、俺がお前に回復薬をくれてやる価値があると思うのか？」

「この話を聞かなかったら、お前はカツヤ達に投降してたかもしれない。その後の結果を考えれば、十分な価値のある情報だ。違うか？」

「……ふん」

　アキラは男の口に回復薬を詰め込んでその場を立ち去った。回復薬が死にかけの男の体を急速に治療していく。

　一命を取り留めて歩けるようになるまで回復した男は、難しい顔をしながらも確かな足取りで廃ビルを出た。
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　生還した男からアキラの話を聞いたカツヤが、思わず声を荒らげる。

「そんな話を信じたんですか!?　あいつはあの場所にいなかったなんて！」

「あいつはそう言っていた。それだけだ。真偽は知らん」

「真偽って、あいつはあのビルから脱出してここに逃げ込んだんですよ!?」

「それを俺が確かめた訳じゃない。お前が噓を吐いているとは言わないが、伝聞という意味じゃ、お前の話もあいつの話も同じだ。だから真偽は俺には分からない。そういうことだ」

「分からないって……」

　言い返そうとするカツヤの言葉を遮って、ユミナがカツヤを落ち着かせながら口を挟む。

「カツヤ。ちょっと落ち着いて。すいません。そうすると、この中にいるのは本物のアキラで、私達があそこで戦ったのは偽物だったっていう可能性があるんですね？」

「あいつが本当のことを言っていればそうなるな」

「分かりました。いろいろ教えていただいてありがとうございます」

　ユミナは男にそう礼を言った後、真面目な顔をカツヤに向けた。

「カツヤ。私が確かめてくる。戻ってくるまで、ここで待ってて」

　驚いたカツヤが慌ててユミナを止める。

「ユミナ!?　何言ってるんだ！　……仮に本物だったとしても、もうあいつとは交戦中で、何人も殺されてるんだぞ!?　そんなやつと一人で会う気か!?　殺されるぞ！」

「それでもよ。何かの誤解で殺し合ってるだけなら、まだ止められるかもしれないわ。私が一人で行けば、アキラも話ぐらいは聞いてくれると思う。説得すれば、投降してくれるかもしれない。それなら戦わずに済むでしょう？」

「で、でも……」

「アイリ。カツヤが勝手に入ろうとしたら止めておいて。お願いね。……アイリ？」

　笑顔でそう頼んだユミナだったが、アイリはとても困った顔を浮かべていた。そして首を横に振る。

「カツヤが決めたら、私には止められない。……ごめん」

「……そう」

　アイリの方が正しい。隊長であるカツヤの指示に逆らって、勝手なことをしようとしているのは自分の方だ。それはユミナも分かっていた。

　それでもユミナは敢えて独断で動くことを決めた。アキラとカツヤを、殺し合わせない為に。

「カツヤ。絶対についてこないでよ。カツヤが一緒だとアキラと話なんて出来ないわ。それどころか今の状況だと、アキラがカツヤを見付けた途端に交戦になりかねない。私の身を案じてくれるのなら、アキラを刺激しないで」

　そう言ってユミナは真面目な顔で釘を刺した。そして前にも浮かべた笑顔を向ける。

「だから、まあ、大人しく待ってなさい」

　以前カツヤは遺跡に向かおうとしたユミナを、アキラも一緒だと知って止めようとしたことがあった。その時の自分を宥めた笑顔をユミナから再び向けられて、カツヤも引き下がる。

「……、分かった。待ってる」

　以前の時のようにそう答えたカツヤに、ユミナもその時のように得意げに笑う。

「全く、世話が焼けるんだから。じゃあ、また後でね」

「ああ。気を付けてな」

　ユミナが一人で廃ビルに入っていく。それを見送ったカツヤは、ユミナの姿が見えなくなると真剣な顔を浮かべた。

「アイリ。何かあったら突入するぞ」

「分かった」

　離れていても、ユミナの安否は総合支援システムを介して確認できる。掠り傷一つでも負ったら助けに行く。そこまでが、カツヤが出来る譲歩だった。
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　一人で廃ビルに入ったユミナは、まずは短距離通信でアキラに繫げようとした。しかし繫がらない。

「……駄目か。でもこれは情報収集妨害煙幕ジャミングスモークの影響ね。ある程度まで近付けば繫がるはず」

　先に突入したハンター達は戦いを優位に進める為に、自分達への影響を抑えた情報収集妨害煙幕ジャミングスモークを使用していた。しかしそれも各自で行ったもの。他のチームには影響を与えてしまっている。

　それでも時間経過でその効果は大分落ちており、情報収集機器への影響はそこまで大きくない。しかし周囲に付着した成分により、壁などを挟んでの索敵や通信には強い影響が出ていた。

　その状態でも総合支援システムとの通信は維持されている。情報収集妨害煙幕ジャミングスモークで無効化されるようでは使い物にならないので、この状態でも有効な特殊な専用通信を使用しているおかげだ。

「アキラ！　私よ！　戦う気は無いわ！　話がしたいの！」

　ユミナがそうアキラに呼び掛けながらビル内を進んでいく。武装しているが、銃からも手を離している。自分の位置を教えた上で、即座の反撃も出来ないという、非常に危険な状態だ。この建物にいるのが偽物のアキラであれば、そのまま奇襲を受けて殺されかねない。

　その危険を分かった上で、ユミナはアキラに呼び掛けていた。

　ビル内をしばらく進むと通路の角からアキラが現れる。明確な警戒を示しており、銃もしっかり構えていた。そのアキラの視線が自分ではなくその背後に向けられているのを見て、ユミナがアキラを落ち着かせるように笑う。

「大丈夫。私一人よ」

　それでもアキラは警戒を緩めない。ユミナの周囲や背後を注視する。ユミナが噓を吐いているとは思わない。しかし同時に、勝手についてきている者が絶対にいないとも思わない。そのまま少し待つ。

　そして隠れている敵も増援の気配も無いと判断して、ようやく銃を下ろした。

　ユミナが小さく安堵の息を吐く。そしてついてこいと手で示すアキラの後についていった。




　アキラはユミナと一緒にビル内の一室、逃げやすく奇襲も受け難い場所まで移動した。そして一息吐いて表情を緩める。

「久しぶりだな。ユミナ。それで話って何だ？　投降でも呼び掛けに来たのか？」

「まずはお互いの状況を整理させて。戻ってきた人からアキラの話を聞いたけど、よく分からなかったから」

　アキラがわずかに表情を曇らせる。

「……言っても信じないと思うぞ？」

「それでもよ。聞いてもいない話に、信じられないなんて言えないわ。だからまずは話して。私も正直に話すわ。アキラに信じてもらえなくてもね」

「……分かった」

　アキラもユミナにそう言われれば、どうせ自分の話など誰も信じない、などという投なげ遣やりな態度は取れなかった。まずは話そう。そう思い、話し始めた。




　アキラとユミナはお互いの話を一通り済ませた。そして想像以上の話を聞いたユミナはかなり驚いていた。

「アキラ。そんな巨人みたいなやつによく勝てたわね」

「ああ。何とかな。……っていうか、信じるのか？　話しておいて何だけど、自分でも無茶苦茶なことを言ったつもりはあるんだけどな」

　証拠は無い。あるのはアキラの言葉だけだ。

　アキラの情報収集機器は、戦闘の記録などいちいち残さない。アルファの改造によりその性能を限界まで向上させる為に、常時のデータ保存処理など完全に省かれている。

　普段はアルファが内容を覚えているので問題無い。だが今はアルファとの接続が切れている。それでもバイクの索敵機器には多少の記録は残っていたのだが、それはバイクごと吹き飛んでしまった。

　つまりアキラは何の証拠も無しに、デタラメにしか思えないようなことを言っているのも同然だった。

　それでもユミナはアキラの話を信じた。

「ええ。信じるわ。噓を言ってるようには見えないし、アキラの強さはイイダ商業区画遺跡で直に見たし、装備もその時より格段に良いやつに変えたんでしょう？　アキラなら、出来ても不思議は無いわ」

「……そうか。ありがとな」

　自分の話を信じてくれる。アキラは嬉しかった。

　ユミナも笑う。そして軽い冗談のように言う。

「それに、普通は噓を吐くならもうちょっと信じられそうな話をするもんじゃない？」

「それもそうだな」

　そこには友達同士の笑い話のような、楽しげな雰囲気があった。それは今のアキラには非常に貴重なものであり、その貴重性によりすぐに終わった。

　ユミナが意識を切り替える。

「……それで、私達の話を合わせると、偽物のアキラが逃げた先に偶然本物のアキラがいた所為で、こんな状況になったってことになるんだけど……、他の人達にそれを信じろっていうのは、難しいわね」

　証言だけのアキラとは異なり、偽アキラの映像はしっかり残っている。加えてアキラには建国主義者の容疑も掛かっている。そしてこのビルを包囲しているハンター達には、仲間をアキラに殺された者もいる。ユミナも流石に無理だと考えた。

「……アキラ。駄目で元々で聞いてみるわね。投降しない？　アキラが物凄く強いのは知ってる。でも今のアキラはそれ以上に消耗してるんでしょう？」

「悪いけど、断る」

「……そうよね。でもそれならどうするつもりなの？　完全に包囲されてるのよ？」

「取り敢えず通信障害が直るのを待つつもりだ。その後はイナベに連絡して、何とかしてくれないか頼んでみる。それで駄目なら、その時にまた考えるよ」

　アキラはアルファとの通信が回復することも期待しており、むしろそちらが本命なのだが、それはユミナには話せない。そしてアルファに期待するにしろ、イナベに期待するにしろ、今は待つしかなかった。

「イナベ……、あの都市の幹部の人ね。期待できそうなの？」

　都市の幹部がその権力で仲裁に入ってくれれば、何とかなるかもしれない。ユミナもそう期待した。

「分かんないけど、この状況はイナベとウダジマの権力争いの一部らしいし、少なくともイナベは頑張ってくれるんじゃないかな」

「……どういうこと？」

「いや、あの男から聞いたんだけど……」

　その話を聞いたユミナは顔を一気に険しくさせた。

「何それ……、本当なの？」

「いや、俺もあいつから聞いただけだから、本当のところは分からない。都市まで通信が繫がれば知り合いに調べてもらうことも出来るけど、今は無理だしな」

「そう……。アキラ。私はこれで戻るわ。お願い。出来れば大人しくしていて。私達はハンターなんだから、都市の権力争いになんて関わっちゃ駄目だって、戻ってカツヤを説得してみるから」

「分かった」

　元々このビルで通信障害が直るのを待つつもりだったアキラは、ユミナに向けてしっかり頷いた。

　ユミナも頷いて返す。そして急いでカツヤの下に向かった。




　ユミナと別れたアキラは、別の場所に移動して腰を下ろし、目を閉じた。体感時間の操作も現実の解像度の操作も脳を酷使する。休憩が必要だった。

　そのまま仮眠を取る。非常に危険な行為だが、今のアキラには問題無かった。危ない時には間違いなく目を覚ます。その確信があった。

　アルファのサポートが余りにも強力な所為で、今まで徐々にずっと鈍らせていたもの。アキラがスラム街の路地裏で死なずに済んだ理由。死の気配を摑む鋭敏さを、アキラはアルファへの依存から脱却したことで取り戻していた。

　当たり前に死が転がっている環境で眠らなければならない。その頃と同じ危険を感じながら。
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　アキラが仮眠から目を覚ます。起きなければならない。何の根拠も無い確信、勘があった。

　立ち上がり、深呼吸を繰り返す。アキラはゆっくりと落ち着いていく自分を感じていた。だがその落ち着きは、ある種の諦観でもあった。

　仮眠の前にユミナと話した部屋に戻る。そこにユミナがいたことに、アキラは驚けなかった。どこか悲壮な決意を浮かべたユミナの顔を見ても、驚けなかった。

「……アキラ。投降してくれない？　お願い」

「……駄目だ」

　ユミナは銃から手を離していない。

　アキラは、驚けなかった。
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　カツヤの下に戻ったユミナはカツヤを何とか説得しようとしていた。だがカツヤの反応は思わしくなかった。

「カツヤ。幾ら大きな支援を受けているからっていっても、私達はハンターで、ウダジマさんの私兵じゃないわ。ここは静観しておくべきよ」

「ユミナ。それはあいつが本当に建国主義者とは無関係だったらの話だ。あいつがそう言ってるだけで、証拠なんて無いんだろ？　そんな理由で撤退なんて無理だ」

「この根拠を言ったのはあの人よ。アキラじゃないわ。……あれ、あの人は？」

「どっか行ったよ。建国主義者の討伐ならともかく、都市の権力争いになんか関わりたくないって言って離脱した」

「その通りじゃない。私達も関わるべきじゃないわ」

　しつこく食い下がるユミナだが、カツヤは頑なだった。そのカツヤの態度の理由を、ユミナは大部隊を率いる隊長としての責任感によるものだと考えていた。また、カツヤの言い分も、もっともだとも思っていた。

　そこでユミナは、まずは強硬に撤退を進言した。そして妥協したように意見を弱める。

「じゃあカツヤ。こうしましょう。長距離通信が回復して、都市から直接降伏勧告が来たら、流石にアキラも諦めるかもしれないわ。それまで私達はアキラを逃がさないように、このままこの場で包囲を続ける。中には入らない。アキラが脱出するようなら攻撃する。これでどう？」

　自分は譲歩した。ユミナはカツヤにそう強く印象付けて、カツヤにも妥協を求めた。

「うーん。それなら、まあ……」

　カツヤにも、大切な幼おさな馴な染じみがそこまで言うのであれば、という気持ちはある。そこでユミナが譲歩を示したこともあり、それぐらいなら許容範囲かと考えを改めようとした。

　しかしそこでカツヤに通信が入る。

「あ、ユミナ。ミズハさんから通信が入ったから、ちょっと席外す」

「分かったわ」

　カツヤが妥協を見せようとしていたこともあって、ユミナは安心して笑って頷いた。




　指揮車の中に入って通信を繫げたカツヤはミズハから称賛を受けていた。カツヤ達がティオルを撃破したことは、防衛隊が展開した多脚型中継機を経由して、既にミズハにも伝わっていた。

「本当に素晴らしいわ！　これであなたはクガマヤマ都市のハンターの頂点に立ったも同然よ！　これだけの成果があれば、ドランカムも私達が掌握したも同然！　下らない派閥争いなんかも無くなるわ！　カツヤ！　本当にありがとう！」

「……いえ、これもミズハさん達の支援のおかげです。こちらこそありがとうございます。ただ、こっちはまだ終わっていないんです。申し訳無いんですが、そういう話であれば、後にしていただいても構いませんか？」

「あ、ごめんなさいね。ウダジマさんに変わる前に、まずはお礼を言っておきたかったの。今から変わるから、失礼の無いようにお願いね」

　通信がドランカムの通常の回線から、都市の秘匿回線に切り替わる。

「ウダジマだ。まずは君の活躍に礼を言う。ありがとう。これだけの功績があれば、私もイナベを大分押さえ込めるはずだ」

「……いえ、こちらこそ、御支援ありがとう御座いました」

　だからそういう話は後にしてくれ。そう思い、カツヤがわずかにいらだつ。しかしウダジマの用件は別だった。

「……その君にこのようなことを言うのは心苦しいのだが、伝えておく。君は私に、シェリルを助けるのに協力してほしいと言ったな？　私も約束すると答えた。そして君はこれだけの功績を出したのだ。私も約束を守って、シェリルについては何とかするのが筋なのだろう。だが、現状では難しくなった」

「ど、どういうことですか!?」

　思わず声を大きくしたカツヤに、ウダジマが詳細を話していく。

　調査により、ティオルは短期間とはいえシェリルに雇われていたことが判明した。そのティオルが建国主義者のボスであり、加えてシェリルに協力しているアキラはティオルと組んでいて、今はアキラが新しいボスになった。

　そして建国主義者の調査の為にシェリルの下を訪れた都市の調査員がアキラに殺された時、その現場にシェリルもいたことが判明した。

　これだけの状況が揃ってしまえば、都市の幹部である自分の力でも、シェリルを巻き込まれただけの被害者として扱うのは無理がある。本当にシェリルが無関係だったとしてもだ。ウダジマはそう説明した。

　それを聞いたカツヤが狼狽する。

「そ、そんな……、何とか出来ないんですか!?　あっ！　実はあのアキラは偽物の可能性があるんです！　それならどうですか？」

「どういうことだ？」

　詳細を聞いたウダジマが険しい声で答える。

「残念だが、拠点にアキラがいた証拠のデータは既にこちらに届いている。本人の証言だけでは覆らない」

「そ、それはちゃんと調べれば……」

「むしろそのような説が浮上すれば、イナベは本物のアキラを殺してでも、拠点にいたアキラを偽物だったことにするだろう。自分の協力者が建国主義者だった事実を抹消する為にな。ついでに君の成果に傷も付けられる。騙されて無関係なハンターを建国主義者のボスとして扱った結果、多くのハンターを死なせてしまった過失を指摘される」

　カツヤが悲痛な顔で頼み込む。

「何とか……、何とかならないんですか？　シェリルを、助けたいんです。お願いします」

　少しの沈黙を挟んで、ウダジマが答える。

「……これは可能性の話だ。そうなると保証は出来ない。君がアキラを倒せば、何とかなるかもしれない」

　アキラとティオル、これだけの騒ぎを起こした建国主義者のボスを、二人も倒したハンターからの要請であれば、都市の幹部会を動かせるかもしれない。少なくとも無視は出来ない。イナベもシェリルという自身の手駒を容疑者から外せるのであれば、黙認する可能性はある。ウダジマはそう答えた。

　そしてカツヤはそこに希望を見出した。

「……、分かりました。やってみます」

「……そうか。それなら急ぐことだ。後方連絡線周辺の戦闘が落ち着けば、イナベも部隊を送るだろう。そこまで時間があるとは思えない。健闘を祈ろう」

　それで通信は切れた。カツヤはしばらくその場でわずかに項垂れながら黙って立っていた。それでも顔を上げた時には迷いは消えていた。

　カツヤは、覚悟を決めた。




　戻ってきたカツヤから、ビルへの突入を聞かされて、ユミナが驚く。

「カツヤ!?　どうして……」

「ユミナ。ごめん。いろいろ事情があるんだ」

「いろいろって……」

　ユミナが食い下がろうとする。だが覚悟を決めたカツヤの表情を見て、もう何を言っても無駄だと察してしまった。

　それでユミナも覚悟を決めた。

「……、分かったわ。でもその前に、もう一回だけアキラを説得に行かせて。カツヤが本気だって知ったら、アキラも考えを変えて投降してくれるかもしれないわ。何を言われたのか知らないけど、アキラを殺せとは言われてないんでしょう？　アキラが投降してくれるなら、それで良いはずよ」

「…………分かった。気を付けろよ」

　ユミナが頷いて、再びビルの中に一人で入っていく。

　カツヤはそれを見送った。駄目だとは言えなかった。ユミナは一度無事に帰ってきている。大丈夫だろう。そう考えて、もう一度アキラの下に行くユミナの我が儘を許して、大切な幼馴染みの懇願を拒否してまで自分の望みを優先した後ろめたさから、目を逸らした。
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　ユミナがアキラと対峙する。

「……アキラ。投降してくれない？　お願い」

「……駄目だ」

「……そう」

　断られるのは分かっていた。それでも聞いた。もうどうしようもないのだと、自身に理解させる為に。

「……ユミナ。退いてくれないか？　殺したくない」

　殺したくない。そのような言葉が自分の口から出たことに、アキラは内心で驚いていた。

「……ごめん。知ってるわ」

　自分はアキラに想われている。その感情で動きを少しでも鈍らせてくれないか。ユミナはそれすら期待してこの場に立っていた。とても酷いことをしていると分かっていたが、それでも、本来であれば絶望的な実力の差をわずかでも縮める為ならばと、ユミナはそれを利用した。

「……そうか」

　実際にその効果はあった。

　ユミナは本気だ。それならば動いていないだけで、もう戦いは始まっている。カツヤ達がいつ増援に来ても不思議は無い。今すぐ自分から動けば、増援到着までの時間が増える分だけ有利になる。

　それを分かっていても、アキラは自分からは動けなかった。ユミナとの殺し合いを、自分からは始められなかった。

　一瞬で勝負が決まっても不思議の無い戦いで、ユミナにその一瞬を、先手を譲っていると言っても過言ではない状況の中、アキラはそれでも勝つ為に集中する。

　アキラの視界が外側から白くなっていく。意識上の現実の解像度が変更されていく。酷く狭く、代わりに余りに鮮明な世界の中で、アキラにはユミナの姿が、まるで輝いているかのように見えていた。




　ユミナもアキラに勝てるとは思っていない。刺し違えることすら難しいと思っている。それでもユミナはここにいる。出来る限りのことをする為に。

　カツヤと一緒にアキラと戦えば、恐らくカツヤは自分を全力で庇うだろう。ユミナはティオルの拠点での戦いから、そのことに何となく気付いていた。

　そしてアキラは恐ろしく強い。そのアキラと、カツヤが自分と一緒に戦えば、カツヤは自分を庇って死ぬだろう。そんなことは認められない。自分がカツヤの下に戻ったのは、カツヤを助ける為だ。カツヤに助けられる為ではない。

　自分を庇ってカツヤが死ぬなど、絶対にあってはならない。

　ユミナはその強い想いから、カツヤが自分を庇って死ぬような事態に絶対にさせない為に、先に自分だけでアキラと戦うことに決めた。

　そして自身の生還を度外視して、カツヤの勝率を可能な限り上げる為に、アキラに出来る限りの負傷を与えることにした。たとえ自分がアキラのわずかな怪我と引き替えに死んだとしても、それでカツヤが死なずに済む確率がほんのわずかでも増えるのであれば、それで良いとして。

　アキラと対峙するユミナは、既に体感時間の操作を限界まで行っていた。だがそれだけでは終わらなかった。

　カツヤは死なせない。絶対に。その想いで、ユミナは自身の才をこじ開けた。時が酷く緩やかに流れる世界の中で、ユミナの視界が外側から白く染まっていく。

　ユミナが動く。アキラも動く。互いに相手しか見えない真っ白な世界の中で、アキラとユミナは、殺し合いを開始した。
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　カツヤは突入の準備を済ませてユミナの戻りを待っていた。そこで総合支援システムからユミナが戦闘中であることを示す通知が入る。

「クソッ！　突入するぞ！」

　ユミナだけでアキラの下に行かせたことを後悔しながら、カツヤは仲間達と一緒にユミナの下へ急いだ。
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　戦闘開始。ユミナはまず床を蹴る勢いで横に飛び退くようにして駆けようとする。互いに遮蔽物の無い室内で棒立ちしていては良い的だ。アキラがＣ弾チャージバレットを使用していることは聞いている。黒狼の装甲を貫き、巨人すら倒した威力の銃弾を、自分の強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーで防げるとは思わない。防御ではなく回避を重視し、強化服の身体能力で高速移動を繰り返して、とにかく相手の射線から逃れることを意識する。

　同時にアキラに銃を向けつつ発砲する。狙い撃つ点の銃撃ではなく、拡張弾倉の総弾数を生かした連射により、射線で相手を両断するような線の攻撃でアキラを狙う。戦闘終了までこの連射はもう止めない。相手はアキラだ。この弾倉が空になるまで自分が生きているとは思わない。その考えで、引き金を引きっぱなしにする。

　体感時間の操作により、世界はどこまでも遅くなっている。高性能な強化服の力により、実際には弾丸のように速く横に飛んでいるはずの動きが、もどかしいほどに遅い。下げていた銃を、その銃口をアキラに向ける為に持ち上げている最中の動きを認識する中、銃がその重さ、質量による動き難さで、その位置から動くことに抵抗しているようにすら感じられる。

　その最中にもユミナの銃からは無数の銃弾が撃ち出されている。その高速連射により射線で相手を斬り上げるように銃撃する中、ユミナはアキラが銃撃を横に飛んで躱しながらブレードを抜こうとしているのを見た。

（ブレード？　弾切れ？　それともこの後を考えた弾の温存？　どっちでも、好都合だわ！）

　銃撃戦になるかと思えば、アキラはブレードを握って間合いを詰めようとしてくる。そのブレードの長さも常識的なものでしかない。やはりアキラは相当に消耗している。そう判断して、ユミナはアキラから離れながら銃撃を続行した。

　さほど広くはない室内を、ユミナが不規則に複雑に高速で移動する。そのユミナから放たれる弾丸が部屋中に着弾し、非常に頑丈な旧世界製の壁を穴だらけにする。

　そしてアキラはその弾幕を搔い潜ってユミナとの間合いを詰めようとする。床の上しか移動しない平面の動きのユミナに対して、アキラは壁や天井どころか空中まで蹴って回避可能な方向を増やし、立体的な動きで銃弾を躱していた。

（これを躱すの!?　本当に、なんて強さ！）

　それでもアキラもユミナとの間合いを詰め切れない。ユミナの猛攻を回避し続けるのが限界だった。

（……でもアキラがこんな無茶な動きを続けている以上、このまま続ければ私が有利になる！）

　アキラに比べれば大して動いていない自分ですら、この高速戦闘でここまでの負荷を受けているのだ。それ以上の動きを続けているアキラの負荷は、桁違いに大きいはず。先に限界が来るのはアキラの方だ。このまま戦えば勝てるかもしれない。

　ユミナはそう考えて、すぐさまその考えを取り消した。

（違うわ！　カツヤはもうこっちに向かってるはず！　間に合う前に、終わらせないと！）

　カツヤの到着が間に合ってしまえば、カツヤは自分を助ける為に無茶をするかもしれない。そしてアキラにその隙を衝かれて殺されてしまうかもしれない。それでは駄目だ。つまりこの戦いは、結果がどうであれ、カツヤが到着する前に終わらせなければならない。

　そうしなければ、自分だけでここに来た意味が無い。自分は、カツヤを助ける為に、ここにいるのだから。

　ユミナはその想いで、ギリギリの攻防が続く中、その瀬戸際に更に踏み込んだ。自身もブレードを抜き、敢えて自分からアキラとの間合いを詰める。

　アキラから貰ったブレードを、アキラを殺す為に振るう。こんなことに使う為に貰ったのではないと思いながら、それでも振るう。その刃をユミナ自身よりも長く伸ばして、振り払った。

　アキラはその一いっ閃せんを回避した。だがその回避行動の直後に、ユミナの銃撃がアキラに迫る。それを回避する為に、アキラは高負荷な回避行動を強いられる。

　ユミナの方から接近してきたおかげで間合いを詰め終えたアキラもブレードを振るう。ユミナも合わせて振るう。刃が激しく衝突し、その反動でアキラの動きが一瞬止まった。

　そこにユミナの銃口が向けられる。それを強引に回避する為に、アキラは更に負荷の高い行動を強いられる。

　斬撃が二人の周囲を切り刻む。その間も銃弾は絶えず放たれる。戦闘開始からまだ数十秒しか経っていない。だが極度の体感時間操作を続けている二人には、数時間も経っているかのように感じられた。一瞬たりとも気を抜けない殺し合いを、それほど長く続けていた。

　そのユミナの動きは、既に総合支援システムが支援できる領域を超えていた。余りの負荷に体が挽ひき肉にくになるどころか液状化し、そのまま気化してしまいそうな錯覚すら覚えながら、ユミナは自身の才も命も祈りも絞り切って、アキラを追い込んでいた。

　だが、それでも、アキラには届かなかった。

　ユミナが意識上の現実の解像度の操作を実施したのはこれが初めてだ。その一方、アキラには既に何度か経験したことによる慣れがある。ユミナの方が先に限界に達するのは、当然の結果だった。

　限界を迎えたことでユミナの動きが大きく鈍る。その隙を見逃すアキラではなかった。アキラは一気に踏み込み、ブレードでユミナの心臓を貫く。そしてユミナのブレードと銃を手で弾き飛ばすと、ユミナを抱き締めるようにしてその動きを封じた。

　それでもユミナは即死はしない。事前に限界まで服用しておいた高性能な回復薬が、非常に高い治療効果でユミナの命を無理矢理繫いでいる。

　しかし流石に心臓を貫かれたままの状態では、その命を維持することは出来ない。心臓を貫いているブレードを今すぐに抜けば十分間に合うが、それはアキラに邪魔されている。

　ユミナがもがく。残る力を振り絞る。

　だが強化服は無茶な挙動を繰り返した所為で既に大量のエネルギーを使っており、その出力を大幅に落としていた。加えて制御装置も心臓を貫かれた際に破損し、真面に動く状態ではなくなっていた。

　そしてユミナ自身の体もこの戦闘で非常に高い負荷を受けている。事前に大量に服用しておいた回復薬の効果も、持続効果の大半を戦闘中に消費していた。その上で心臓まで貫かれては、アキラを撥はね除のける力など残っていなかった。

　回復薬の効果はあと少しで完全に消える。それで自分は死ぬ。もう助からない。ユミナはそれを理解しながらも、微笑みを浮かべていた。

（駄目だったか……。でも、やれるだけのことはやったかな……？）

　ユミナはそう思い、負けはしたが奇妙な満足感も覚えていた。

　だがその時だった。アキラがユミナを抱き締めたまま、部屋の出入口を銃撃した。それはようやくここまで駆け付けたカツヤ達への牽制射撃だった。

（……牽制射撃？　何で……？　アキラの残弾は、もうほとんど尽き欠けていたはずじゃ……）

　だからこそアキラはブレードを使った。そう思っていた。しかし実際には、牽制射撃が出来るぐらいの残弾は、ブレードなど使わずに自分をあっさり撃ち殺せる程度の弾は残っていた。

　それならアキラはどうしてブレードを使ったのか。ユミナがそれを疑問に思う。

　そしてユミナは気付いてしまった。

（そんな……、アキラ……、そこまで強かったの？）

　この状況で自分の殺し方を選べるほどに、アキラにはまだ余裕があった。その気付きに、ユミナは愕がく然ぜんとした。

　ユミナの推察は正しかった。Ｃ弾チャージバレットでユミナを撃ち殺せば、恐らく余りの威力に死体すら残らない。原形すら残さずに、無残に飛び散った血肉に成り果ててしまう。アキラはそう思い、自分の手でユミナをそうしてしまうのを嫌がり、銃ではなくブレードを選んだ。

　手段が違うだけで殺すことに変わりは無い。所詮は自己満足だ。それを分かった上で、アキラはブレードを選んだ。そして更に相手を両断するような殺し方はせずに、心臓を一突きにした。

　自分はアキラの強さを見誤っていた。それに気付いたユミナが悔やむ。

　以前ユミナはカツヤに銃を向けてでもカツヤを止めたことがあった。今回同じことをしなかったのは、仮にそれを試みても、カツヤの部隊に取り押さえられるだけだと分かっていたからだ。そして自分は拘束されたまま置いていかれて、カツヤ達だけがアキラと戦うことになる。それでは駄目だと思い、自分一人でアキラと戦うことにした。

　だがアキラがここまで強いのであれば、自分がするべきことは、アキラと一緒に戦ってでもカツヤを引き下がらせることだった。そう思い、ユミナは自分が誤った選択をしたことを後悔した。

（ごめん……。カツヤ……。間違えちゃった……）

　回復薬の効果が完全に消える。同時にユミナの意識も闇に吞まれて消えていく。ユミナはアキラに抱き締められたまま、その短い生涯を終えた。

　力無く崩れ落ちたユミナの体が、ユミナの死をアキラに教える。アキラはユミナをゆっくりと丁寧に床に降ろし、その亡骸なきがらからブレードを抜いた。

　総合支援システムがユミナの死を部隊に通知する。カツヤの叫び声が部屋のすぐ近くから響いた。
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　ユミナが戦闘を開始した後、カツヤは全力でユミナの下に向かった。そこには間違いなく大切な幼馴染みの無事を願う気持ちがあった。

　しかしその行動目的としては部隊としての救援であり、カツヤはその部隊を指揮する隊長として、どちらかといえば後方の位置にいた。それにより、アキラ達がいる部屋に突入しようとして牽制射撃を受けたのは部隊の前衛であり、カツヤではなかった。

　その後、総合支援システムからユミナの死亡を通知される。カツヤが叫び声を上げながら室内に突入した。それは部隊行動ではなく、カツヤ個人の行動だった。だからこそ部隊で一斉に突入するようなことにはならなかった。

　部屋の中で、カツヤがアキラと対峙する。カツヤの仲間達も続いて部屋に入り、カツヤの後ろで配置につく。それでも即座に戦闘とはならなかったのは、アキラにとっても、カツヤにとっても、ユミナの死がそれだけ重いものだったからだ。

　アキラがゆっくりと下がっていく。床に横たわるユミナに、カツヤが近付くのを許すように。

　歩いてユミナの側までいったカツヤは、片膝を突いてユミナの亡骸を抱き締めた。

　沈黙が流れる。ユミナの死への弔いとしては短過ぎ、臨戦前の間としては長過ぎる時間が過ぎた。そしてアキラが口を開く。

「……、見逃してやるから帰れ」

「……帰るとでも思ってるのか？」

　どこか静かな声だったアキラとは異なり、カツヤは爆発寸前の怒気を声に乗せていた。

「……そうか」

　アキラは怒りと安堵を同時に覚えていた。お前がそういうやつだから、俺はユミナを殺すことになった、という八つ当たりのような怒り。そして、これで帰るようであれば、自分は何の為にユミナを殺したのか、という安堵だ。

　その上で、そのどちらも超える感情も抱く。

　今から自分はユミナの想いを踏ふみ躙にじる。ユミナが自分の命と引き替えにしてでも助けようとした者を、殺すことで。

　その思いのまま、アキラは横にゆっくりと歩き出した。そのアキラに合わせて、カツヤもユミナを床に静かに降ろすと、アキラと同じ方向に歩き出す。

　このままこの場で戦うと、たとえもう死んでいるとしても、ユミナを巻き込んでしまう。だから離れよう。場所を変えて始めよう。アキラもカツヤも、何も言わなくとも、その意志を合わせていた。

　そのまま部屋の端まで移動する。そして次の瞬間、アキラとカツヤが申し合わせたように動き出す。

　アキラは今まで多くの者を殺してきた。その血塗れの過去もあって、今更殺しに躊躇など覚えない。

　それでも、殺したくないと思った者を殺したことは無かった。スラム街の路地裏でさえ、そのような真似をしたことはなかった。

　カツヤは今まで多くの者を助けてきた。力が及ばずに助けられず、死なせてしまった者も出たが、仲間達と共にその死を乗り越えてきた。

　それでも、助けられずに死なせてしまった者達の中に、大切な幼馴染みはいなかった。物心がついた頃から一緒だった者はいなかった。

　間接的に、直接的に、その原因となった者へ、アキラもカツヤも激情を露わにする。互いの殺意を乗せた銃弾が、狭い室内を飛び交った。
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　ユミナとの殺し合いを終えたアキラが、カツヤ達との殺し合いを開始する。カツヤ達であれば、被弾の衝撃で木っ端微塵になろうと構わない。遠慮無くＣ弾チャージバレットを使用し、同時に全力で相手の射線から逃れようとする。

　カツヤは戦闘開始と同時に、その意識を、個人的な感情によるアキラとの対峙から、部隊でのアキラ殺害に切り替えた。元々仲間の為ならば自身の負傷を省みない思考の持ち主だ。その思考のままに、多少の負傷など省みずにアキラを殺そうとする。

　その結果、戦闘開始直後の撃ち合いは相打ちになった。

　アキラは全身に被弾した。だが被弾の衝撃で吹き飛ばされながら、その勢いすら利用して通路に飛び込み部屋から脱出、そのまま後方へ牽制射撃を続けながら通路を駆けて、まずはカツヤ達と距離を取る。

（……あの一瞬で、逃げ場が無いように的確に撃ってきやがった。良い連携してやがる。次は死ぬな）

　複数の者が同時に撃っても、同じ場所を狙えば射線は集中し、攻撃範囲は狭まってしまう。どれだけ多くの者に狙われようと、射線の交差点から移動するだけで回避可能だ。

　それを防ぐ為に、カツヤ達はアキラを狙い撃つのではなく、その周囲の空間を射線が交差しないようにして同時に銃撃した。

　それでは流石にアキラも躱しようがない。強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を一瞬だけ上げる防御に切り替えた。弾幕の範囲を広げた分だけ、その濃度は下がっている。アキラはその銃撃に何とか耐えることが出来た。

　それでも無傷では済まない。アキラの強化服は条件付きとはいえ黒狼の砲撃にも耐えた代物だが、カツヤ達の装備もウダジマが建国主義者の討伐を名目にして対アキラ用に用意した物だ。その銃撃の威力は高く、それを防ぐ為に強化服の残存エネルギーをほぼ使い切った。そしてそれでも被弾の衝撃を完全には消し切れなかった。

　通路の角を曲がってカツヤ達の射線を切ったアキラが、回復薬を貪るように服用する。そして銃と強化服のエネルギーパックを急いで交換した。

「エネルギーパックもこれで使い切ったか……」

　いよいよ追い込まれてきた。アキラはそう思って険しい表情を浮かべながらも、戦意を欠片も落としていない。わずかな勝機を搔き集めてでも、何が何でも勝つ為に、ビルの中を駆けていく。

　アキラはハンター達との戦いの中で、ビル内の構造をある程度把握した。部隊との戦いで有利な地形にも心当たりがあった。まずはそこを目指して進む。

　ユミナを殺してでも生き残った以上、たとえどれだけ追い込まれようとも、アキラに死ぬ気など欠片も無かった。




　戦闘開始の直後、アキラとの戦いでカツヤがまずしたことは、自分に銃を向けるアキラの動きを見ながら後方に飛び退くことだった。左右に動いても躱せない。正確に自分を狙う銃口を見ながら、そう冷静に判断していた。

　アキラからＣ弾チャージバレットが放たれる。既にエネルギータンクを使い切っている所為で、黒狼や巨人に対して撃った時のような威力は無い。しかしそれでもカツヤに当たれば殺せる程度の威力は十分にあった。

　だが当たらない。カツヤの近くにいた者達が、各自の強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を限界まで上げた上で、射線に割り込んでカツヤの盾となっていた。カツヤが後方に飛び退いたのは、射線に割り込ませる盾の数を増やす為だった。Ｃ弾チャージバレットは３枚の盾を貫いたが、４人目の胴体は貫けなかった。

　他の者達はアキラを銃撃する。しかし倒せずに逃げられてしまった。

　この一瞬の攻防で２人が死亡し、１人は致命傷を負い、残る１人も重傷を負った。ユミナだけでなく仲間を更に２人も失ったことに、カツヤがその慟どう哭こくの代わりのように表情を歪める。

「……クソッ。……あの野郎。……追うぞっ！」

　仇は取る。その激情のままに、カツヤは部隊を指揮してアキラを追う。

　わずかに覚えた違和感など、今のカツヤを止める理由にはならなかった。
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　アキラとカツヤ達の熾し烈れつな戦いが続く。廃ビルの中を逃げ回るように移動するアキラを、カツヤ達が必死に追う形式だが、攻防としては互角の状態が続いていた。

　カツヤはアキラをもう一度部隊全体で襲える状況にすればそれで勝ちだ。そこまで理想的な状況にするのは難しくとも、それに近い状況に相手を追い込むほど勝率が上がる。

　当然ながらアキラもそれを分かっている。そうならないように、相手が数の力を活かし難い状況で可能な限り個別に倒す為に、通路を塞ぐ別働隊を強襲し、突出した前衛に襲い掛かって、数の不利を補っていた。




　通路を進むアキラの前方に、待ち伏せしていた別働隊が現れる。相手は４人。後方からは本隊であるカツヤ達が迫ってきている。当然ながらこのままでは挟まれて不利になる。

　よってアキラは前方の４人に向けて加速する。大して広くない通路だが、たった４本の射線で逃げ場を潰せるほど狭くもない。飛んでくる銃弾を、相手の射線を見切り、壁や天井を蹴る立体的な動きで回避して間合いを詰める。

　同時にＣ弾チャージバレットを撃ち放つ。銃のエネルギーパックを使い切る勢いで威力を高めた銃弾は、相手の防御を突破して標的の頭を吹き飛ばした。首無しの死体が床に転がる。

　死体が増えた分だけ射線が減る。その分だけ有利になったアキラが間合いを詰めながら攻め立てる。敵の位置に辿り着くまでに３人、到着してから更に１人、アキラは４人全員の頭を吹き飛ばした。

　アキラが空になったエネルギーパックを銃から取り外して、別の物に付け替えようとする。

　その時、頭部を失って倒れていた死体が突如動き出し、握ったままだった銃をアキラに向けた。別の死体も同時に動き出し、アキラの足を摑んで動きを封じようとする。死体の強化服を、総合支援システムが遠隔操作で動かしたのだ。

　不意を衝く意味ではかなりの効果がある攻撃だ。だがアキラには通じなかった。即座に反応して銃撃を躱し、足を摑もうとする相手を蹴り飛ばす。そしてエネルギーパックの交換を済ませると、死体の胴体を銃撃した。

　死体を貫いた弾丸が、強化服の制御装置を破壊する。これで死体はもう動かない。アキラは他の死体も素早く処理して勝利した。

　それでもこの場に悠長に留まる余裕は無い。しかしわずかに留まる理由はあった。横たわる死体から、相手の予備のエネルギーパックを見付け出す。手持ちの分を使い切ったはずのエネルギーパックを交換できた理由がこれだ。

　高ランクハンター向けの銃などには、本人や所属部隊の者しか使用できないように、強固な認証機能が搭載されている物が多い。

　しかし消耗品であるエネルギーパックにそれらの機能が入っていることは少なく、また多くの製品で使用できるように大半は同じ規格で製造されている。そのおかげでアキラの銃でも使うことが出来た。

（……スラム街の路地裏じゃあるまいし、今更死体漁あさりをする羽目になるなんてな）

　アキラは奇妙な懐かしさを覚えて苦笑いしながら、手に入れたエネルギーパックを持って急いで離脱した。
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　頭を吹き飛ばされ、胴体にも大穴を開けられた無残な仲間の死体が転がる通路で、カツヤは思わず立ち止まった。

　別働隊がアキラの足を止めている間に、本隊が一気に襲い掛かる。その作戦でアキラを倒そうとしている以上、本隊を率いるカツヤが止まるのは、別働隊の被害を無駄にする行為だ。それでもカツヤは足を止めてしまった。

　その原因はカツヤが感じる違和感だ。その違和感は、初めの内は激情に流されて無視してしまったほどに小さいものだった。しかしそれは仲間が死ぬ度に大きくなり、遂にカツヤの足を止めるほどに強くなった。

　自分は何か致命的な間違いをしているのではないか。浮かんだ疑念が、カツヤの足を止めた。

　しかし何が間違いなのかは分からない。何を間違えているかも分からない。本当に間違いなのかも分からない。

　総合支援システムはカツヤに撤退を強く推奨していた。しかしカツヤはそれを拒否した。ここまで仲間を殺されて自分だけ逃げ帰ることなど出来ない。その思いに突き動かされて、撤退の提案をしないようにシステムの設定を変えていた。

　ユミナの仇を取る。仲間の仇を取る。その為に自分がどれだけ痛手を負おうとも、それが間違いのはずがない。

　仲間の為に命を懸けられるカツヤの思考は、アキラとの戦いを止めようとする違和感を、迷いながらも弱音や尻込みの類いだと決め付けていた。

　撤退の提案を禁止された総合支援システムが、その条件下での提案をする。撤退できないのであれば、たとえその為に部隊がどれだけ損耗しようとも、アキラを倒すしかない。そう判断し、相打ち前提のような作戦をカツヤに示す。

　そしてカツヤはその作戦を受け入れた。自分ごと相手を撃つ程度のことでアキラを倒せるのであれば、躊躇などしなかった。

　カツヤはその自分を、本当に自分だと思っている。

　だがそれは本当に自分なのか。カツヤの中で膨れ上がる違和感は、既にあと少しでそう疑えるほどに大きくなっていたのだが、そのあと少しが足りていなかった。

　カツヤが進む。自身を慕う多くの者を引き連れて。
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　ビル内を移動し続けるアキラが、後方の反応の変化に気付いて少し怪訝な顔をする。

（……速いな。そこまで急ぐと俺の銃撃を躱せないはずだけど……）

　包囲されないように逃げ回っているアキラだが、相手が無理に突撃してくるようなら、待ち構えて迎撃する。

　相手もそれを分かっているので、そう簡単には距離を詰められないはず。そう思っていたところに、カツヤ達の本隊が急激に迫ってくる動きを捉えたことで、アキラは何かの罠かと思って訝しんでいた。

　それでも相手がそう動いた以上、アキラも対応しなければならない。立ち止まり、振り返って銃を構え、通路のＴ字の部分から出現するであろう敵部隊を待ち構える。

（……止まる気配が無い。おい、本当に突っ込んでくる気か？　前衛が的になるだけだぞ？）

　意図が分からない相手の行動にアキラは困惑していた。そして通路の横道から飛び出してきた敵の前衛を銃撃する。

　着弾したが、倒せない。相手は予備のエネルギーパックまで使用して、強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を可能な限り上げていた。余りの出力に、着用者の身体に過度な負荷が掛かるほどに。

　それでも一瞬では倒せないだけであり、アキラはそれを脅威とは思わなかった。被弾の衝撃で銃など構えさせずに、そのまま連射するだけで倒せるからだ。

　そこでカツヤ達の本隊がその前衛を盾にして出現する。前衛が邪魔な所為でアキラにはカツヤを狙えない。

　だがそれは相手も同じだ。そして自分はこのまま撃ち続けるだけで、すぐに前衛を貫いて後ろのカツヤ達を銃撃できる。アキラがそう思った時、それが覆される。

　カツヤ達は前衛の仲間ごとアキラを撃った。

　その一斉射撃を喰らったアキラが、被弾の衝撃で吹き飛ばされる。

（……あいつら、仲間ごと俺を撃ちやがった！　それだけじゃない！　前にいたやつら、撃たれるのに合わせて力場フォースフィールド装甲アーマーを解除しやがった！　そこまでするか!?）

　強固な盾を貫けば銃弾の威力は低下する。しかしその盾が紙切れであれば威力は保たれる。力場フォースフィールド装甲アーマーを解除した強化服など、カツヤ達の銃弾の前には紙に等しい。その中身を貫き吹き飛ばしながら標的を目指した無数の銃弾は、アキラに回避の余裕を与えなかった。

　それでも防御は間に合った。強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を出来る限り高めたことで、致命傷は回避する。既にかなりの数の相手を倒していたことで、戦闘開始直後の一斉射撃よりは威力が下がっていたことも、アキラの命を繫いだ。

　それでも手痛い攻撃を喰らったことに違いは無い。体中に被弾した衝撃で後方の壁まで吹き飛ばされ、激突し、跳ね返る。

（……まずい！　今追撃されたら、死ぬ！）

　アキラは空中でそう思って焦りながら、そのまま床に叩き付けられる前に、カツヤ達の追撃を喰らう前に、死力を尽くしてその場から全力で離脱しようとする。

　しかし体の動きが鈍いのが自分でも分かった。無理だ。間に合わない。アキラは自分でもそう思ってしまった。

　だがその予想に反して間に合った。横道に駆け込み、カツヤ達の射線から取り敢えず逃れる。

（……間に合った？　何でだ？　絶好の機会だったはずだ。……俺の銃弾も多少は向こうに当たってたからか？）

　自分が助かったことを不可解に思いながらも、アキラは近くの部屋に逃げ込んだ。
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　カツヤは愕然としていた。

（俺は何をした……？　撃ったのか？　仲間を!?）

　銃を落とし、膝を突く。そのことにも気付けないほどに混乱していた。自分がしたことが信じられなかった。

　ある意味で正気に戻ったカツヤの脳裏に、これまでの自身の行いが浮かんでいく。どれも自分がそれをやったなど信じられないことばかりであり、確かにそれを自分がやったという実感があった。

　そしてアキラからの銃撃を、仲間を盾にして防いだことを思い出す。それを当然のことだと思い、自分の命に代えても守ろうと思っていた仲間達に対して、何の躊躇もなくその指示を出したことも。

　カツヤの絶叫が響いた。




　旧領域接続者であるカツヤは、本人すら知らない間に自身のローカルネットワークに多くの者を組み込んでいた。それはその構成員にカツヤの意志を念話として伝達する機会を増やし、中継機であるカツヤの意志に同調する集団が形成されるのを促して、カツヤがハンターとして成り上がるのを助長した。

　そのネットワーク内での念話による情報伝達の影響は、基本的には中継機であるカツヤから各構成員へという流れになる。

　しかしカツヤも構成員からの影響を全く受けない訳ではない。そして各構成員からカツヤが受ける影響がほんのわずかなものであっても、そのネットワークの規模が多くなれば、その影響も強くなる。下手をすれば、その主従が逆転してしまいかねないほどに。

　そして既にそれに近いことは起こっていた。シェリルを助ける為に、アキラを倒す。ウダジマからの提案で、カツヤがそう心に決めた時だ。

　ドランカムの施設でカツヤがウダジマからアキラの確保、或いは殺害を頼まれた時、カツヤの限りない成り上がりを望む者達が、自分達をより高みに導いてくれる者の大成を願う者達が、ローカルネットワークの構成員達が、その願いを束ねてカツヤを強く後押しした。

　その影響が余りに強過ぎて、カツヤの背後にいる少女、アルファと同種の存在からの干渉を撥ね除けるほどに。

　この傾向を野放しにすると、カツヤが自身の干渉から完全に抜け出してしまい、試行の継続が困難になる恐れがある。少女はその懸念から、ローカルネットワークの傾向に手を加えた。帰属意識や仲間意識を越えて、カツヤと自身を同一視するように仕向けたのだ。

　これによりローカルネットワーク内の意志決定は、再びカツヤが強い主導権を得るようになる。その弊害として構成員の端末化が進むが、少女にとっては問題ではない。また、カツヤ自身も仲間のことを自身の一部だと捉えるようになるが、そちらも問題無い。部隊全体を自分自身と捉えたとしても、その機能の重要度は異なるからだ。

　頭の為に手足を犠牲にすることはあっても、手足の為に頭を犠牲にすることはない。よって自身の頭であるカツヤは生き残る。自身の手足である仲間を犠牲にして。

　カツヤがティオルの拠点での戦いでユミナを守ろうとしたのは、自身のローカルネットワークに組み込まれていないユミナのことを、明確に仲間として認識していたからだ。他の仲間達はカツヤにとって自分であり、守る対象ではなかった。

　そしてローカルネットワークの構成員が死ぬと、ネットワークから外される。カツヤの認識も、自分自身ではなく仲間に戻る。負傷した仲間を軽視し、仲間を平気で使い捨てるような真似までしたのにもかかわらず、カツヤが仲間の死に悲痛な姿を見せたのは、そのような認識の差の所為だった。

　だがその認識が徐々に揺らぐ。通信障害によって少女のローカルネットワークへの干渉が途絶えたこと。ユミナの死による精神への多大な衝撃。そして構成員を短時間に大量に失った所為で、ローカルネットワークが不安定になったこと。それらの要素が組み合わさった結果、認識の揺らぎは無視できないほど大きくなり、遂にカツヤを我に返らせた。

　ある意味でカツヤは正気に戻った。正気で受け止めるには酷過ぎる、自身が生み出した惨劇の中で。




　正気を取り戻したことで逆に狂ってしまいそうな精神状態の中、カツヤの精神をギリギリで食い止めたのは仲間の声だった。

「カツヤ……！　しっかりして……！」

「ア、アイリ……」

　アイリの必死の呼び掛けで、カツヤが再び我に返る。そして気付く。

　アキラとの戦闘は継続中。多くの仲間を殺してしまったが、生き残っている仲間がいる以上、悔恨などという自虐に浸っている暇は無い。今自分がするべきことは、仲間を生還させることだ。

　その思いでカツヤは歯を食い縛った。そして告げる。

「……撤退する！　アイリ！　部隊の指揮権と総合支援システムの権限を渡す。皆を指揮して撤退してくれ」

「カツヤは？」

「俺は残ってあいつを食い止める」

「駄目。戻るならカツヤも……」

「アイリ！」

　怒鳴るような声を掛けられて、アイリは体をわずかに震わせた。

「お願いだ……。行ってくれ……。頼む……」

　カツヤは泣き出しそうな顔で懇願していた。

　自分の命に代えてもやることがある。それが今のカツヤの支えだった。

　そしてその悲痛な覚悟を見せられては、カツヤの頼みを断ることなど、アイリには出来なかった。

「……分かった。撤退する」

　アイリが生き残りの仲間達を連れて去っていく。仲間達を見送ったカツヤは、これでもう皆を巻き込むことは無いと思い、少しだけ安堵した。





◆






　逃げ込んだ部屋で出来る限り態勢を整えたアキラは、次の行動を迷っていた。

（これで回復薬も使い切った。エネルギーパックは交換したけど、強化服自体がそろそろヤバいな。どうするか……）

　今までは逃げ回っていたが、逆に自分から襲うのはどうか。これまでは部隊をずっと後方から指揮していたカツヤが前に出てきたのだ。向こうの戦力もそれぐらい限界なのかもしれない。だからあのような無茶をしたのかもしれない。

　このビルから脱出するのはどうか。外に出ると、バイクも無い状態で、建国主義者との交戦用の戦闘車両に追い回されることになる。それはまずいと思っていたが、ビル内でカツヤ達と戦うよりはましかもしれない。

　やっぱり逃げ続けるか。今まで何とか生き残ったのだ。通信障害が回復するまで保つかもしれない。

　アキラはいろいろ考えて迷っていた。

「……取り敢えず移動だけはしておくか。何だか知らないけど、すぐに追撃はしてこないみたいだしな」

　急場を凌しのぐ為にこの部屋に逃げ込んだが、長時間立て籠もるのに適した場所でもない。アキラは慎重に移動することにした。




　アキラがその部屋に入ったのは、半分以上は偶然だ。ビルの中を適当に進んでいたら、近くにその部屋があること思い出した。だから入った。それだけだった。

　そこはアキラがユミナを殺した部屋だ。ユミナもそこに横たわったままだ。

　そしてそこにはアイリもいた。アイリにとってもユミナは特別だ。せめて亡骸だけでも連れて帰ろう。もう撤退するだけなのだから。そう思い、他の者を先に外に向かわせて一人で立ち寄っていた。

　ここで会うとは思わなかった。その驚きが両者の動きを止める。そして横たわるユミナが、即座の戦闘を抑止した。

　それでも、どちらも見逃されるとは思っていない。始めていないだけの沈黙が流れる。

　先に口を開いたのはアイリだった。

「……提案がある。銃は使わない」

「……分かった」

　アキラが銃を仕舞い、ブレードを握る。

　アイリも銃を仕舞い、ブレードを握る。

　そして、同時に駆けた。




　アイリの提案には打算も多く含まれていた。

　一対一の銃撃戦では勝ち目が無い。それはこれまでの戦いが証明している。勝機が欠片でもあるのであれば、自分達が部隊で襲っている間にアキラは死んでいる。

　その程度のことは相手も分かっているはず。しかしこの部屋であれば、流れ弾がユミナに当たることを恐れて、提案に同意してくれるかもしれない。それならば、銃撃戦よりは勝ち目がある。

　そして出来れば、ここでアキラを殺しておきたかった。ユミナの仇を取る為に。そして明らかに平静を欠いていたカツヤを、アキラと戦わせない為に。

　また、今ならばアキラは非常に消耗している。仮にカツヤと一緒に撤退したとしても、アキラが生きていればいずれ襲ってくるだろう。これだけのことをしたのだ。間違いない。そしてその時のアキラは、一切消耗していない状態で襲ってくる。自分達に勝ち目があるとは思えない。

　だからこそ、この千載一遇の機会を逃す訳にはいかない。その思いでアイリは死力を尽くす。




　互いを殺し得る刃が、アキラとアイリを繰り返し高速で掠めていく。

　アキラのブレードは旧世界製。アイリの強化服を問題無く斬り裂ける。アイリのブレードは現代製だが、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能付きだ。破損が酷くなってきたアキラの強化服を斬るには十分な威力がある。相手を殺害できるという意味で、両者のブレードの性能に大きな違いは無い。

　どちらも一手遅れれば、一手誤れば死ぬ。そのギリギリの均衡の中でブレードを振るう。

　本調子のアキラであれば既にアイリを倒している。しかし度重なる激戦でアキラの限界も近い。意志とやる気と覚悟では補い切れないほどに。

　それでも意志とやる気と覚悟で支えなければ、その体は既に崩れ落ちている。そしてユミナを殺したことへの自責や悔恨に似た思いで、今にも崩れ落ちそうな体に活動を強要する。

　ここで死ぬのであれば、あの時にユミナに殺されてやるべきだった。それを許さなかった以上、ここで殺されるなど許されないし、許さない。その思いでアキラも死力を尽くす。

　どちらも死力を尽くす互角の攻防が続く。アキラもアイリも、今ここで自身が出せる全力で戦っていた。

　そして決着の時が来る。

　どちらが勝っても不思議は無かった。だが、基本的に部隊で戦うアイリと、基本的に一人で戦うアキラが、一対一で戦ったことで生じた戦闘環境への慣れの差が、その勝敗を決定付ける。

　このままでは自分の方が保たない。どちらもそう判断したことによる、決死の一撃。高速で踏み込み擦れ違いながらの斬撃は、相打ちではなく、アキラのブレードのみが相手を斬り裂いた。

　心臓を両断され、強化服背面の制御装置も一緒に破壊されたアイリが、ブレードを振るい終えた体勢から崩れ落ちる。

　即死はしない。だがもう助からない。そして勝敗も覆らない。

（駄目だった……。カツヤ……）

　自分の体から流れた血の中に沈みながら、アイリは最後にカツヤに呼び掛けた。

　その時、アイリはカツヤを見た。もっともそれは幻視のようなものだった。実際にカツヤを見た訳ではない。

　ただそれでもそれは本物のカツヤの姿だった。今現在のカツヤの姿を、ローカルネットワークを介してアイリの視界に映し出したものだった。

　カツヤはアイリを助けようと必死に走っていた。そしてアイリの死を感じ取って慟哭していた。

　ハンター稼業に死は付き物。多くの者が仲間の、友人の、知人の、他者の死に慣れていく。それは自分達も例外ではない。自分もいつ死んでも不思議は無い。

　それでも、カツヤには自分が死んだら悲しんでほしい。ありふれた数多くの死の一つとして、軽く扱われるのは嫌だ。アイリはそう思い、そう願っていた。

　そしてカツヤのローカルネットワークが大きく揺らいだことで、自己とカツヤとの同一視が完全に無くなったアイリは、死の直前で、そのことを思い出した。

　カツヤは自分が死ぬことをちゃんと悲しんでくれた。良かった。

　大切な願いが叶ったことを少しだけ喜んで、アイリは息絶えた。
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　仲間達と別れたカツヤはしばらくその場に留まっていた。残ってあいつを食い止めるとは言ったが、その目的は仲間の撤退が完了するまでの時間稼ぎだ。自分からアキラを倒しに行く必要は無かった。

　アキラが今までのように逃げるのならばそれで良し。向こうから襲ってきても、自分がこの場にいれば撤退中の仲間に辿り着くことはない。その判断で場に残る。そして少し経ってから、仲間達がビルの外に辿り着いたことを、総合支援システムを介して知る。

（よし。皆にはそのままビルの包囲からも撤退してもらって……、アイリは？）

　アイリがビルの外にいないことに気付いたカツヤが、アイリの位置を確認する。

（アイリ……、そうか……。ユミナを……）

　そんなことをしていないですぐに撤退しろ、とはカツヤも言えなかった。

　自分も行って手伝うか。それともアキラを探すか。迷っている内に事態が動く。アイリがアキラと闘い始めたのだ。

　カツヤは全力でアイリの下に急いだ。しかし間に合わなかった。

　ユミナを助けられなかった。アイリも助けられなかった。自分の命に代えても助けるはずだった。出来なかった。そのまま死んでしまっても不思議の無いほどの悲痛がカツヤを襲った。

　その余りの精神的な負荷により、カツヤのローカルネットワークが機能を停止する。

　ローカルネットワークからの影響が完全に途切れたことで、世界にたった一人になったような感覚の中、カツヤは気付いてしまった。

　そのままカツヤはゆっくりと歩いていく。自分が始めてしまったことに、決着を付ける為に。
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　カツヤが余りに自然に現れたことで、アキラはカツヤがそのまま近付いてくるのを許していた。

　今までカツヤが近くにいた時に何度も感じていたもの、不自然で不可解ないらだちを、アキラは全く感じていなかった。それどころか、カツヤからは殺意どころか敵意すら感じられなかった。

　静かな足取りでアキラの前まで来たカツヤが、同じように静かな表情で言う。

「……一応聞いておく。投降してくれないか？」

「……断る」

「……どうしてもか？」

「……どうしてもだ。その為に……、ユミナを殺した。だから、駄目だ」

「……そうか」

　今度はアキラが言う。

「……今からでも退かないか？」

「……駄目だ」

「……どうしてもか？」

「……どうしてもだ。その為に……、皆を死なせた。今更、やめられない」

「……そうか」

　そこには奇妙な納得があった。それならば仕方が無い。その共通意識があった。

　カツヤがユミナとアイリを見る。そして銃を捨てると、ブレードを構えた。アイリが銃を使わなかったこと。アキラもそれに応えたこと。それぐらいはカツヤにもすぐに分かった。

　アキラも銃を捨てる。そしてブレードを構えた。

　恨みも無い。怒りも無い。敵意も無い。殺意も無い。

　それでも、どちらも退けない以上、殺さなければならない。

　始めてしまったことを、終わらせる為に。

　アキラとカツヤは同時に踏み込み、ブレードを振るった。




　無自覚の旧領域接続者であるカツヤは、まだ小さな子供の頃から周囲の者に多くの影響を与えてきた。そして周囲の者達から影響を受けていた。

　孤児院という環境もあり、親を、保護者を、精神的な支えを失った子供達が、カツヤに助けを求める。カツヤはその求めに応えた。そして感謝される。また求められ、また応える。その繰り返しが、誰かを助けることを、カツヤの当たり前にさせた。

　孤児院を出てハンターになったカツヤは、更に多くの者から、より強く求められた。そしてカツヤにはそれに応えることが出来る才能があった。

　過酷なハンター稼業で命を落とす者は珍しくない。死にたくないという思いは強く、助けてくれた者へ向ける感情もまた強い。

　そして過酷な状況だからこそ、そこにいる者達の願いも強くなる。次も助けてほしい。窮地を切り開いてほしい。勝利に、栄華に、栄光に、導いてほしい。

　求められて、望まれて、願われて、縋られて、カツヤはずっと生きていた。その状況を不思議に思えないほどに長く。

　勿論、カツヤもそれが嫌だった訳ではない。誰かを助けて感謝されたり、仲間に頼られたりするのを嬉しく思う気持ちは本物だ。進んでやってきた。

　だがそれでも望まれてやったことであり、望んでやったとは言い難いところはあった。望む前に、望まれるからだ。

　だからこそ、カツヤはシェリルに固執した。シェリルとの仲を深めたい想いは、カツヤが自分で望んだこと。誰かから求められ、望まれ、願われたのではない。自分で求め、望み、願ったことだからだ。ある意味で、生まれて初めて得た欲に、カツヤは吞まれてしまっていた。

　そして自身のローカルネットワークの影響から一時的に完全に脱したことで、カツヤは本当に久しぶりに自身を客観視した。己の欲に巻き込んで皆を死なせた自分自身を。

　贖しょく罪ざいにも似た想いを抱いて、カツヤはアキラの下に向かった。




　アキラもカツヤも全身全霊の一撃を放った。そこに差は無かった。

　しかし、その一撃の土台となる意志には差異があった。

　生きなければならない。

　死んでも構わない。

　両者の思いの違いが、そのまま結果を分けた。決死の一撃が相手に届いたのは、アキラだけだった。

　カツヤの手からブレードが落ちる。

「……ああ、俺じゃ、駄目だったか……。まあ……そう……だよ……な……」

　そしてカツヤも崩れ落ちた。床に紅い血が広がっていく。

　薄れていく意識の中、カツヤの脳裏にユミナの姿が浮かんだ。イイダ商業区画遺跡に向かうユミナの手を摑んで引き留めた時の姿だ。

　自分がその手を離していなければ、ユミナとアイリを死なせることはなかった。今になってそう思い、間違えてしまったことを悔やんで、寂しげにわずかに笑う。

（ユミナ……、アイリ……、ごめん……）

　その意識が消える瞬間、カツヤは自分が間違えなかった選択の先の光景を幻視した。そして、そう出来なかったことを残念に思い、息絶えた。

　カツヤ。ユミナ。アイリ。同じ日に同じ場所でハンターとなった三人は、同じ日に同じ場所でその生涯を終えた。




　生き延びたアキラがその場に感傷を置いて去っていく。その背の後ろには、三人の亡骸が寄り添っていた。
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　カツヤ達との死闘を終えたアキラだが、それで窮地から脱した訳ではない。ビルは今もハンター達に包囲されており、自身も限界に近い。今すぐ気絶したい頭と体を、気力で無理矢理動かしている状態だった。

　とにかくどこかに隠れて休息を取ろう。そう思って部屋から出た瞬間、アキラは自分のすぐ側に気配を感じた。

　驚愕と共に反射的に攻撃する。誰もいなかったはずの場所、情報収集機器も何の反応も示していなかった位置に立つ相手へ、旧世界製のブレードを振るう。

　だがその一撃は、余りにも容易く防がれた。

「……なっ!?」

「お久しぶりですね」

　中指と人差し指でブレードを摘まみながら、ツバキが愛想良く微笑む。

「御心配無く。戦う気はありません」

　そう言ってツバキはブレードから指を離した。

　アキラが戸惑いながらブレードを仕舞う。自分の一撃をここまで易やす々やすと防がれたことにも驚いていたが、それ以上に、この場に突如ツバキが現れたことに困惑していた。

　旧世界の都市にいて、アルファに不機嫌な顔を向けていた、管理人格と名乗った存在。アルファとの接続が切れている状態で、そのような者が自分の前にいる。どうすれば良いのか分からずに、アキラは半分混乱していた。

　そこでツバキからカプセル状の物を差し出される。

「どうぞ。お使いください。随分とお疲れのようですから」

「あ、ありがとうございます……」

　アキラはぎこちない様子を見せながらも、その回復薬と思われる物を受け取って服用した。すると一瞬だけ強い頭痛を覚える。しかしそれが治まると、体調が一気に回復した。全身の痛みも和らぎ、疲労感が消えて、意識もはっきりとする。

　旧世界製の回復薬は流石に良く効く。そう思いながら、アキラは大きく息を吐いた。

「御気分はいかがですか？」

「あ、はい。大分良くなりました」

「それは良かったです」

　ツバキハラで会った時とは随分違うツバキの態度に、アキラはとにかく戸惑っていた。一方ツバキは、そのアキラの態度を気にした様子も無く微笑んでいる。

「場所を変えましょう。あなたと交渉しに来たのですが、適した場所とは思えませんので」

「あ、いや、その、俺は……」

「御心配無く。私と話している間のあなたの安全は、私が保証しますよ」

「あ……、はい」

　そう言われてはアキラも断り切れず、大人しくツバキの後についていった。その途中、通路に破壊されたサイボーグが転がっているのを見掛けたが、それがネルゴであることには気付かなかった。




　ビルの屋上で、ツバキがそこからの眺め、荒廃した遺跡の光景を見ながらアキラに言う。

「酷い光景だと思いませんか？　管理人格が不在、或いは管理を放棄した区画は大抵こうなります。実に嘆かわしい。私の管理区画の光景を覚えていますか？　この荒れ果てた光景とは雲泥の差でしょう。私の弛まぬ管理の賜たまものですよ」

「あ、はい。そうですね」

　アキラはハンターだ。つまり遺跡を荒れ果てさせる側だ。ツバキの言葉を遠回しな嫌み、皮肉、当あて擦こすりと捉えて、居心地の悪そうな様子で、少し上擦った微妙な声を返していた。

「……えっと、それで、その、交渉ってのは……」

「はい。実は私の管理区画を新たに広げる予定なのです。その管理作業を手伝っていただきたい。勿論、見合う報酬をお渡しします。その交渉に来ました」

「そ、そうですか……。すみません。その話は断らせてください」

「そう結論を急ぐ必要は無いでしょう。時間はあるのです。具体的な仕事内容や報酬の詳細などを聞いた上で、十分に検討してから判断しても良いと思いますよ？　私に答えられる内容であれば、噓偽り無く答えると誓います。冷静に、落ち着いて、あなたの利益をゆっくりと考えてください」

　アキラが困る。もっともなことを言われていると分かっているが、それでも自分だけで決められることではないからだ。

　そして相手がツバキであれば、アルファのことを話しても構わないだろうと判断して口を開く。

「あー、実は俺はもうアルファからある依頼を受けていて、そういうことを言われても、アルファと相談しないと決められないんです。それで、今はアルファとの接続が切れていて、そういう話をされても困るっていうか……」

「むしろ好都合でしょう。今ならば、何を聞いても、何を言っても、彼女には分かりません。安心してください。絶対に大丈夫です」

　ツバキの言葉から不穏なものを感じたアキラが怪訝な顔をする。

「……何でそう言い切れるんだ？」

「彼女との通信は、この通信障害では絶対に繫がらないからです」

「急に直るかもしれないだろ？」

「直りません」

「どうして」

「この通信障害を実施しているのが、私だからです」

　アキラが驚きを露わにする。お前の所為か。そう思わず声を上げてツバキを睨み付けてしまうところだった。それを何とか抑えて、少し険しい表情をツバキに向ける。

「……そっちにも事情はあるとは思うけど、出来れば今すぐに解除してくれ」

「お断りします」

　ツバキは笑ってそう答えた。

　アキラが非常に険しい顔をする。しかしそれ以上のことは出来なかった。

　ツバキと戦ったところで絶対に勝てないのは明白だ。加えて遺跡に乗り込んできたのは自分達の方であり、この通信障害が都市の防衛隊などへの対抗策だと考えれば、ツバキに対して、防衛するな、などとは言えなかった。

「あなたも彼女に監視されていない時間は久々でしょう。この時間を満喫し、有効活用することをお勧めします」

「満喫するどころか、その所為で死にかけてるんだけどな」

「御心配無く。この交渉中は、私があなたの安全を保証します。そして私の話を受けさえすれば、その後の安全も、報酬の一部として保証しますよ」

「……一応聞いておくけどさ、それ、取引に応じないと殺すって脅してるのか？」

「いいえ。この場にあなたを放置して帰るだけです。それは見殺しで、殺すのと同じだ、と言われても困りますが、私もいろいろと規則に縛られている身でして、取引成立後の報酬としなければ、あなたを護衛してクガマヤマ都市まで送るような真似は出来ないのです。そこは御理解をお願いします」

「……、そうか」

　アキラが悩む。自身の感覚では真っ当に取引を持ち掛けられている。そう思いながらも、頷く訳にはいかない。

　しかし現状では自分は限りなく詰んでいることも理解している。通信障害がツバキによるものだと分かった以上、時間経過による通信の回復は期待できない。自力で都市まで戻れる自信も無い。

（何とかして、取り敢えずまずは話を聞くだけでも、みたいな流れにして、話を聞くから都市まで送ってくれ、みたいな感じに……、無理だな。向こうの態度から考えて、アルファとの接続が切れている内に俺との取引を済ませたいんだろうし……）

　自力で都市まで戻るよりは、ここでツバキを説得する方が生還できる可能性は高い。そう思い、アキラはその方法を唸りながら考え続けた。だが交渉事に秀でている訳でもないアキラには、名案など全く浮かばなかった。

　そしてそのアキラの様子を、ツバキが別の意味に解釈する。

「私との取引が彼女の依頼の破棄に繫がり、その報復を恐れているのであれば、私との取引の報酬として、彼女の依頼を円滑に破棄する協力を要求していただければ、可能な限り協力しますよ？」

　アキラが意外そうな顔をする。そのアキラの反応に、ツバキは交渉への強い手応えを感じて笑みを深めた。

　しかしそこでアキラが真面目な顔で言う。

「悪いけど、アルファの依頼を破棄するつもりは無い。そっちの話を受けるにしても、アルファに相談してからだ。そこを曲げるつもりは無い」

　アキラの返事に、今度はツバキが意外そうな表情を浮かべた。そしてその顔を怪訝なものに変える。

「失礼ながら、あなたにとって彼女は、得体の知れない存在、アルファと名乗る何かでしかないはず。確かな力を持つ未知の存在を恐れているのであれば、彼女の正体について私に聞いてください。出来る限りお答えします」

「……アルファの正体か。正直、物凄く興味がある。だけど、俺は知らない振りが出来るほど器用じゃないんだ。だから聞かないでおく」

　ツバキがますます怪訝な顔をする。

「分かりませんね。現状で私との取引を蹴ってまで、あなたに彼女との取引を優先する理由があるとは思えないのですが」

「ちょっとした意地みたいなもんだ。納得してほしいとも思ってないし、気にしないでくれ」

「差し支え無ければ、その内容を伺っても？」

「アルファには借りが山ほどある。だからその借りを返す意味でも、アルファの依頼を出来るだけ優先したい。それだけだ。……まあ、本当に最優先にしてるかって言われたら結構微妙で、アルファからたまに嫌みも言われてるけどさ」

　アキラはそう言って苦笑を零した。

　ツバキは真面目な顔をアキラに向けている。

「借り、ですか。それは、そこまで気にすることですか？　彼女にも都合があり、目的があります。その借りは、その為に彼女があなたを利用した結果にすぎないでしょう。借りどころか、逆に彼女の思惑により大変な目に遭ったこともあるのでは？」

「まあな。あるよ」

　アルファに初めて会った時にウェポンドッグの群れに襲われたが、あれは恐らくアルファが連れてきた。自分の指示にちゃんと従うかどうかを、ウェポンドッグの対処で試されたのだ。

　ミハゾノ街遺跡の工業区画でアルファとの接続が切れた時も、あれは実際には切れていないか、非常に短い時間だけだったはずだ。恐らく以前にヨノズカ駅遺跡で行った訓練の時と同じように、アルファは姿を消してサポートもしなかっただけだった。

　だからこそ工業区画の時には、絶妙なタイミングでアルファのサポートが復活した。そうやって自分のサポートの力を改めて示しただけだった。

　今現在の状態や、過去に過合成スネークもどきに丸まる吞のみにされた時の感覚と比較すると、通信が切断されている振りをしているだけなのか、本当に接続が切れているのかが、今ならば分かった。

　アキラもそのことに思うところはある。しかしそれでも、アキラはツバキの提案を断った。

　当然ながらツバキがそれを疑問に思う。

「では、なぜ？」

　そしてその疑問に、アキラが軽く笑って答える。

「その分をデカい貸しとして相殺しても、まだ借りの方が遥かに多いからだ」

　その程度の話では納得できない。そう態度で示しているツバキに、アキラが苦笑気味な顔で続ける。

「アルファと出会う前の俺は、スラム街のただのガキだった。ハンターになって成り上がろう。そんな考えで遺跡に行って、普通にモンスターに襲われて死ぬ。その程度のガキだ」

　その頃の自分を思い返しながら、アキラが続けていく。

「そんなガキがアルファのサポートで、今ではツバキさんから取引を持ち掛けられるほどに成り上がった。強くなった。力を得た。それだけ借りが溜まってるんだよ。山ほどな。ツバキさんだって、今の俺の実力とかから判断して、俺に取引を持ち掛けたんだろう？　アルファと出会う前の俺と取引をしようとは思わないはずだ」

「否定はしません。ですが、あなたがそれほどの実力を得られた最も大きな理由は、多くの死線を潜り抜けたあなた自身の奮闘であり、努力の賜でしょう。勿論彼女の助力もあったのでしょうが、それも彼女の都合です。そこまでの恩を感じる必要は無いのでは？」

「かもな。でも、俺にとってはそれだけ大きいことだった。俺が勝手にそう思っているだけだ。別に理解してほしいとは思わないよ」

「それがあなたの命に関わることでもですか？」

「その程度のことなら、とっくに関わってるよ。あの時にアルファと出会わなかったら、俺はとっくに死んでいるからな」

　アルファと出会ってから大変なことばかりだった。それでも、あの時に死んでいれば良かった、などと思ったことは、無い。アキラのその思いは今も変わっていない。

「俺はアルファから報酬の前払い分を山ほど貰った上で、依頼の達成にはほど遠い状態だ。貰った分の働きを全くしていない。アルファの方から返済なんか要らないと言われれば別だけど、少なくとも俺の方から借りを踏み倒すつもりは無い。それだけだ」

　アキラは自身の意志を再確認するように笑ってそう告げた。

　ツバキはかなり意外そうな表情を浮かべている。しかしその表情に、理解できない、というものは浮かんでいなかった。

　そしてツバキが表情を和らげる。

「随分と義理堅いのですね」

「金も力もねえスラム街のガキが出せるものなんか、義理と命ぐらいだ」

「他に出せるものが無いからといって、それを差し出す者ばかりではありませんよ。投げ出す者は幾らでもいますが」

　ツバキは随分上機嫌な様子を見せていた。そして笑って告げる。

「分かりました。これ以上交渉を引き延ばして、あなたの機嫌を損ねたくはありません。残念ですが、引き下がります」

　次の瞬間、アキラの側にアルファが現れる。ツバキが通信妨害を解除したのだ。

『アキラ！　大丈夫!?』

「アルファ？」

　驚いたアキラが思わずツバキを見る。ツバキは笑顔を返した。アルファから物凄い顔で睨まれていたが、全く気にしていなかった。

「では、私はこれで失礼します。アキラさん。気が変わったらいつでも声を掛けてください。お待ちしていますよ」

　そう言って、ツバキはそのまま立ち去ろうとした。だが数歩進んだ所で立ち止まり、振り返ってアキラに少し悪戯いたずらっぽい笑顔を向ける。

「ああ、交渉は終わりましたので、私があなたの安全を保証するのもここまでです。ここからは自分で対処してください。それでは」

　ツバキはそう言い残すと、アキラに笑顔を向けたまま迷彩機能を起動して、その姿を完全に消した。

　次の瞬間、地上の方から咆哮が響き渡る。

「な、何だ？」

　ビルがわずかに揺れる。それは咆哮の主がビルの側面を高速でよじ登っている所為だった。そしてそのまま屋上に辿り着いた咆哮の主が、アキラ達にその姿を現した。

　それは体長10メートルほどの、長い十数の腕を生やした痩せた巨人だった。多関節の多腕が肩からだけでなく背中からも生えており、加えて一部の腕は大砲と化していた。

　人型ではあるが、それは大凡おおよその形状が似ているだけであり、明確に生物系モンスターで、異形だった。

　その異形が歪んだ声で叫ぶ。余りに歪んだ声の所為で、何を言っているのか聞き取れる者はいない。だがアキラには、相手の叫びと一緒に聞こえる念話のおかげで、相手が自分の名前を叫んでいることが分かった。

　それはティオルの成れの果てだった。
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　偽アキラを追うハンター達の動きに合わせて拠点のビルを脱出したティオルは、そのままアキラが立て籠もったビルまでついていった。

　流石にビルを包囲するハンター達に紛れ込むような真似はしない。少し離れた位置から様子を窺う。情報収集機器並みに鋭敏な感覚であれば、その位置からでもある程度の状況は把握できた。

　そしてハンター達の話から、アキラの強さを改めて知って戦慄する。巨人だった自分との戦いであれほど消耗したのにもかかわらず、アキラはビルに突入したハンター達を悉ことごとく返り討ちにしていた。信じられなかった。

　それでもカツヤ達ならば。ティオルはそう期待して、願って、固唾を吞んで、アキラがいるビルに意識を集中していた。その所為でティオルは、近くにいたモンスターが自分の方に寄ってきていたことに気付かなかった。

　もっとも第１奥部のモンスターがティオルを襲うことはない。モンスターの存在にようやく気付いたティオルは、あっちに行けと、面倒そうに手で示した。モンスターの方もその指示に従って離れていく。

　ティオルが自分の失態に気付いた時には手遅れだった。ビルを包囲しているハンター達は周囲の警戒もしている。近くにモンスターがいれば当然気付く。撃退に向かったハンター達が見たものは、モンスターを手で追い払うティオルの姿だった。

　そしてそのような真似が可能なのは、自分達が戦った建国主義者達だと、ハンター達は知っていた。

「テメエ！　アルフォト団だな！」

　ハンター達が即座にティオルに銃を向ける。不意を衝かれた形になったティオルも慌てて反撃する。

　一瞬で大量の銃弾が飛び交った銃撃戦に勝利したのはティオルだった。今のティオルの体にはそれだけの性能があった。

　しかしそれでも致命傷は免れなかった。ティオルは悪態を吐きながら、ふらつく体を何とか支える。

「クソが……」

　このままでは死ぬ。その思いに囚われたティオルは、戦闘の巻き添えになって死んだモンスターの所まで行くと、左腕を伸ばした。大口に変形した左腕がモンスターの死体に食らい付く。

　ティオルもこのような真似をするのは人をやめたようで気が進まない。生成した遠隔操作端末達が銃で戦っていたのも、巨人達がその大きさを除けば人のように戦っていたのも、その忌き諱きによるものだ。自身が巨人だった時も、アキラに本当に追い詰められるまで、その変異は使わなかった。

　それでも死ぬよりはましだと思い、ティオルはこの手段を実施した。

　ティオルは気付いていなかった。今の自分は遠隔操作端末の一体に自身の意識を転送した存在にすぎないことを。

　元の体はヤツバヤシの技術に加えて、ツバキによる旧世界の技術で改造された驚異的な存在だった。だからこそ、その体で急激な変異を実施しても安定した運用が可能だった。

　しかし遠隔操作端末にはツバキによる処置は施されていない。それにもかかわらず元の体の感覚で変異を実施した結果、ティオルの体は暴走した。ヤツバヤシの治験の最中に、モンスターに襲われて致命傷を負った時以上に。

　そしてティオルの精神もシステムに自意識を侵蝕された所為で暴走する。モンスターを食い尽くして異形の存在に成り果てたその姿を反映するように。

　騒ぎを聞き付けたハンター達が集まってくる。だが、せめて外見ぐらいは人でありたいという、人としての枷かせと箍たがを外した今のティオルに、たかが遠隔操作端末程度に苦戦する者達では相手にならない。人の発声機構では上げられない咆哮を上げながら、自分の名前すら思い出せないほどに侵蝕された意識のまま、ティオルはハンター達を蹂躙した。




　アキラがツバキと話していた間、ビルの屋上はツバキによって迷彩状態となっていた。そしてそれが解除されたことで、ティオルが屋上のアキラに気付く。

　その途端、ティオルは猛然とアキラを目指した。

　アキラさえ死ねば上手くいく。

　システムに侵蝕されて真面な思考も出来ない朧気な意識の中、その考えに囚われて。自分が何を望んでいたのかすら思い出せないまま、その望みを叶える為に。
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　アルファとの接続がようやく回復したアキラが、遂に屋上に上がってきたティオルを見ながら笑う。

『アルファ。ようやく戻ってきたところに早速で悪いんだけど、お互いごちゃごちゃ言うのは後にして、取り敢えず、まずはあれを何とかしてくれ』

『任せなさい』

　アルファは少しだけ驚いた様子を見せた後、いつものように自信たっぷりに笑った。

　アルファのサポートを得たアキラが銃とブレードを構える。窮地であることに変わりは無い。だがこの程度の窮地であれば、アキラはアルファと共に何度も乗り越えてきた。今更慌てる必要は無かった。

　ティオルがその巨体で無数の拳をアキラに放つ。多腕による連続攻撃が、重く、速く、しかも連係して繰り出される。

　それをアキラは素早く精密に避けていく。紙一重の回避の連続が、相手の攻撃を正確に見切っていることを示していた。そして合わせてブレードを振るう。巨人の全長から考えれば細い腕が、それでも柱のように太い腕が切り落とされていく。

　その攻撃の隙を衝くように、ティオルが大砲と化した複数の腕でアキラを同時に砲撃する。自身も確実に巻き添えにする至近距離からの砲撃を、他の腕をアキラの逃げ場を無くすように配置した上で、何の躊躇も無く実施した。

　一斉に撃ち出された複数の砲弾が同時に爆発する。着弾地点を囲んでいた多関節の腕が全て吹き飛び、ティオルの体の前側が焼け焦げる。強靱な生命力に物を言わせた相打ち前提の一撃だった。

　だがアキラはそれを回避した。アルファのサポートによる現実の解像度の操作により、ティオルの攻撃動作を相手より一手早く認識して、ギリギリのところで離脱していた。

　大半の腕を失ったティオルが俯せに倒れる。それを少し離れた位置から見たアキラが、倒したかどうか半信半疑の目をティオルに向けた。

『危なかった。アルファのサポートが無かったら死んでたな。でも、これで終わったか？』

『いいえ。まだよ。見なさい』

　ティオルの胴体の側面から爬虫類の足が生える。頭に上部から亀裂が入り、牙だらけの大口に変わる。それを見たアキラは、思わず嫌そうに顔を歪めた。

『何なんだあいつは……』

『恐らく合食再構築類をベースに何らかの改造を加えたモンスターよ』

『何か弱点とか無いのか？』

『あるかもしれないけれど、あそこまで変異していると、その弱点を見付けるところから始める必要があるわ。あれを見て、頭を吹き飛ばせば倒せるとはアキラも思わないでしょう？』

『確かにな。……あれでもあの時は頭を潰せば倒せた訳だし、目立つ弱点があって倒しやすかった訳か』

　アキラは思わず溜め息を吐いた。アルファが少し不思議そうな顔をする。

『何でもない。アルファ。それで、何とかなりそうか？　無理なら早めに逃げよう』

　アルファが挑発的に笑う。

『アキラが逃げたいのなら、それでも良いわよ？』

　アキラも同じように笑って返す。

『俺だって、アルファがサポートしてくれても倒せないのなら、仕方が無いから逃げるよ』

『言ってくれるわね。それなら、続けましょうか！』

『了解だ！』

　大口と化した頭部を肥大化させながら高速で迫ってくるティオルに向けて、アキラは銃を連射した。

　残り少ないＣ弾チャージバレットが、残り少ないエネルギーで、それでもアルファのサポートによる最大効率で、標的に次々に着弾する。被弾箇所を吹き飛ばして、その体を削っていく。

　それでもティオルは欠片も怯まずに猛進する。匍ほ匐ふくとは思えない速度で間合いを詰めて、アキラを食い殺そうと、既にそこらの車両より巨大化した頭部の大口を開けた。

　その大口に、アキラはブレードを上段に構えて自分から飛び込んだ。そしてその口が閉じられるのに合わせてブレードを振り下ろす。

　内側から振るわれた旧世界製の刃が、大口が出来たことで前後に分かれた頭部の後部を、更に左右に斬り開く。加えて口内からの銃撃が、開き掛けの切断部をこじ開けた。

　そしてアキラは跳躍し、自身でこじ開けた出口を通ってティオルの口内から脱出すると、そのままティオルの背中に降り立った。

『取り敢えず頭を潰したけど……』

　ティオルの背中から細めの腕が生える。手の部分には銃が生えていた。捕食したハンター達の装備を再利用したものだ。それをアキラが即座に銃撃し、ブレードを振るう。腕を両断し、銃を破壊した。

『……やっぱりそれぐらいじゃ死なないか！　アルファ！　こいつの弱点は見付かったか？』

『残念だけどまだよ。今現在も変異が続いている所為で、弱点だと仮定した部分まですぐに変わってしまうのよ』

『じゃあどうするんだよ。切りが無いぞ？』

　アキラは新たに生えた腕を攻撃しながら顔を険しくした。

　そこでアキラに通信が入る。

「アキラ！　そこから離れて！」

　アキラは驚きながらも、ティオルの背中から即座に大きく離脱した。

　次の瞬間、強力な弾丸がティオルに次々に着弾する。その銃撃は前線基地の方から飛んできた輸送機に乗るエレナとサラによるものだった。




　第１奥部の戦況に強い懸念を抱いたクガマヤマ都市は、都市の高ランクハンター達に緊急依頼を出して前線基地に待機させていた。

　そのハンター達の中にはエレナ達の姿もあった。建国主義者関連のゴタゴタから距離を取る為に遠出する予定だったのだが、それにアキラを誘って断られた時の態度が気に掛かり、遠出を中止していたのだ。

　そして前線基地での待機中にイナベからアキラの回収を依頼されていた。詳しい事情は聞かされていない。それでもエレナ達はその依頼を受けた。イナベが手配した輸送機に乗り、アキラの下に向かう。

　現場近くまで来ると、アキラが巨大なモンスターと戦っていた。エレナ達はすぐに通信を飛ばしてアキラの援護を開始した。

「アキラ！　そこから離れて！」

「エレナさん!?　サラさん!?」

　驚くアキラの声を笑って聞きながら、エレナがサラと一緒に銃撃を続ける。

「アキラ！　都市の依頼で迎えにきたわ！　今からそこに停めるから……」

　自分達が使用している大型銃は、第１奥部のモンスターですら問題無く挽き肉に出来る威力を持っている。その上で二人掛かりの銃撃だ。すぐに倒せる。エレナはそう思っていたのだが、その考えは甘かった。ティオルがその連射を喰らっても立ち上がり、新たに生やした大砲の腕を輸送機に向けたのだ。

「……ちょっと!?　まだ動くの!?」

　しかしティオルも流石に被弾の衝撃で崩れた体勢では真面に狙うことなど出来ない。撃ち出された砲弾は輸送機を大きく外れて遺跡のビルに着弾した。

　エレナはその砲撃の威力を見て顔を険しくした後、サラへ向けて敢えて強気に笑う。

「サラ。火力担当なんだから、ここで良いところを見せてちょうだい」

　サラが苦笑を返す。

「了解よ。それにしても、あんなのがいるなんてね。アキラ！　ちょっと時間が掛かりそうだから、もうちょっとだけ待っててちょうだい！」

　アキラには実力もハンターランクも追い抜かれてしまったが、それでも自分達はアキラの足手纏いになったつもりは無い。これからも一緒にハンター稼業が出来る実力を示してみせる。その思いで、エレナ達はティオルを全力で銃撃し続けた。




　エレナ達の援護を得たアキラに、アルファが笑って言う。

『アキラ。次で決めるわよ』

『おっ？　ようやく弱点が見付かったのか？』

『いいえ。でも迎えが来て、あとは帰るだけなら、やりようはあるのよ。それに倒せる内に倒しておいた方が良いわ』

　エレナ達の銃撃はかなりの威力だが、それを喰らっても倒れないことから判断して、相手は遺跡から遠隔でエネルギーを得ている恐れがある。更なる変異でそのエネルギー効率が向上する前に倒した方が良い。アルファはそう補足した。

『分かった。そういうことなら急いで倒そう』

『少し無理をするわ。覚悟は良い？』

『ああ。覚悟は俺の担当だからな』

[image: ]

　アキラがブレードを構える。アルファの操作により意図的に暴走状態となったブレードが発光し、光刃と化す。

　それに気付いたティオルは輸送機を狙うのを即座にやめた。そして大砲の腕を更に変異させる。砲撃ではアキラを殺せない。これまでの戦闘からそう無意識に判断し、自身のエネルギーを集中して、その砲口から光刃を生やした。

　そして体長も光刃の長さも余りに異なる者達が次の一撃に懸けて動き出す。アキラはアルファのサポートを得た強化服の身体能力で、ティオルは生物系モンスターの強靱な筋力で、互いに一瞬で距離を詰める。

　そしてその光刃、斬性を帯びた波動を力場フォースフィールド装甲アーマーで固めて生成した刃を、アキラとティオルは同時に振るった。

　強力なエネルギーの粒子が、力場フォースフィールド装甲アーマーによる固定化で、一時的に固体のような挙動を見せる。その結果、光刃同士の衝突により、ティオルの光刃が割れ砕けた。そしてアキラの光刃は、そのままティオルを両断した。

　旧世界製の道具には、動力源が存在しないのにもかかわらず、不思議なほどに動き続ける物がある。その原理は様々だが、外部から何らかの手段でエネルギーを遠隔で得ている物も多い。

　アキラが使用したブレードにも類似の機能が備わっていた。しかしその機能を誰でも使用できる訳ではない。供給元の許可が要る。

　その許可を、アルファが出した。

　それによりアキラのブレードは、その負荷に耐えられないほど膨大なエネルギーを一時的に得た。その上でアルファはブレードを暴走させた。

　その光刃の威力は凄まじく、ティオルを足場のビルごと両断した上で、刀身から漏れ出すエネルギーでその体を焼いていた。それは今のティオルを殺し切るのに十分なものだった。




　ティオルの意識を転送する先はもう無い。今現在の体の死と一緒にティオルも死を迎える。

　死の直前、薄れていく意識の中で、一瞬だけ我に返ったティオルがふと思う。

（……あれ？　そういえば、俺は何の為に戦ってたんだっけ？）

　自分は何かとても大切なことの為に頑張っていたはずだった。消えかける意識の中で、ティオルが自身の想いを思い出す。

（そうだ……。シェリル……）

　ティオルは最後に、自分の名前よりも想い人の名前を思い出して、その生涯を終えた。




　ティオルを倒したアキラが膝を突く。

『……アルファ。倒したよな？』

『ええ。倒したわ』

『そうか……』

　アキラが自分の両手を見る。暴走したブレードの余波を受けて焼け焦げていた。ブレード自体は柄すら残っていない。

『……手が動かないんだけど。これ、強化服だけじゃなくて、中身も駄目になってないか？』

『大丈夫よ』

『そうか？』

『ええ。あとは帰るだけだからね』

『そうか……』

　笑顔のアルファに、アキラは苦笑いを返した。

　屋上に降り立った輸送機からエレナ達が駆け寄ってくる。

「アキラ！　大丈夫!?」

　そう言って心配そうな目で自分を見るサラに、アキラが軽い冗談のように笑って言う。

「あー、正直に言って、今すぐに倒れたいぐらいですね」

　そういう冗談が言えるのなら、とはサラは捉えなかった。真面目な顔でアキラを両手で抱える。

「エレナ。急ぎましょう」

「ちょ、ちょっと、サラさん。歩けますから」

「いいから」

　サラはアキラをそのまま問答無用で輸送機まで運ぶと、すぐに輸送機を出発させた。

　長椅子に座らせたアキラに、エレナが回復薬を箱ごと渡そうとする。アキラはそれを受け取ろうとしたが、手が動かない所為で落としてしまった。

　エレナが回復薬の箱を拾い、中身を摘まんでアキラの口元に持っていく。そして少し怒気の滲んだ笑顔を浮かべた。

「はい。口を開けて。……ごちゃごちゃ言うと無理矢理詰め込むわよ？」

「はい……」

　アキラは大人しくエレナに回復薬を飲ませてもらった。

　十分な量の回復薬をアキラに飲ませたエレナが、これで命に別状は無いだろうと判断して態度を少し緩める。

「……まったく、無茶するんだから。もうちょっと待てなかったの？」

「すみません。その、俺も急いで帰りたかったので、つい。それにあの砲撃で輸送機を落とされたら大変でしたし……」

　アキラは何となく言い訳を続けていた。するとエレナ達が機嫌を戻す。

「そういうことにしておくわ。それじゃあ、ここからは私達に任せて休んでいなさい」

「はい。お願いします」

　アキラが安堵の息を吐く。それで緊張が完全に解けたアキラは、そのまま横になって目を閉じた。横になるだけで起きているつもりだったが、極度の疲労の所為もあって、すぐに眠りに就いた。
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　ツバキが離れていく輸送機を見送っている。

「結局、あれにも私に声を掛けること無く対処したか……。惜しいな」

　アキラ達だけではティオルに対処できず、こちらに支援を求めていれば、再交渉の余地はあったはずだ。ツバキはそう考えていた。

　アルファがかなり強引な手でティオルを倒したのは、その辺りでツバキに付け込まれない為だった。

「次の機会があれば良いのだが……」

　当初の目的は達成したとはいえ、残念だ。そう思いながら、ツバキはその場を後にした。
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　夕暮れ時、ツバキの都市の中で無事に取引を済ませたヤナギサワは、廃ビルの防壁の外までツバキに送られていた。

「いやー、どちらにも有意義な取引が出来て本当に良かった」

　ヤナギサワは非常に上機嫌な様子を見せているが、ツバキはどことなく事務的な表情を浮かべていた。

「この取引が有意義なものになるかどうかは、あなたが約束を守るかどうかに掛かっています。まあ、期待はさせてもらいましょう」

「酷いなー。大丈夫だって。任せてくれ。俺は約束を守る男だ。安心してくれ。それ以前に、遺跡の管理人格との約束を破るような真似はしないよ。後が怖いからね」

「そうですか。では、その確認の為に一つ聞きたいことがあります」

「何？　何でも聞いてくれ。取引するのやっぱりやーめた、なんて言ってほしくないからな。洗あらい浚ざらい喋しゃべっちゃうぞ？」

　ヤナギサワは親しみの表現として、敢えて軽薄な態度を取っていた。しかしそれもそこまでだった。

「では遠慮無く。その管理人格との約束を破った理由を聞かせてください。あなたはあれらとの約束を破ったのです。私との約束を破らないとは言い切れません。是非、理由を聞きたいですね」

　ヤナギサワの表情がわずかに固まり、返事が遅れる。

「……言っている意味が、ちょっと分かんないかな？」

「以前にもあれらと一緒にここに来たでしょう。その時はヤナギサワとは名乗っていませんでしたが」

　ヤナギサワの表情が一気に非常に険しくなる。

「……何で分かった？　痕跡は完全に消したはずだ。遺跡の本人認証も通らなかった。別人と認識されているはずだ！」

「旧領域接続者が旧領域への接続を前提とする本人認証を行う場合、その接続に障害が出ると個人認証処理が正常に機能せず、暫定的に一時識別が割り当てられて別人扱いになります。それを知っているから、あなたはわざと治療をしていないのでしょう？」

　ヤナギサワが一気に緊張を高める。先程までの軽薄な態度など完全に消し飛んでいた。

　ツバキが笑って続ける。

「あなたを識別した根拠ですが、旧領域に接続できなくとも、私の施設と繫がれば十分な本人認証が可能だからです。過去の来訪者のデータはローカルにも残してあります。照合は可能です。あなたを私の都市に入れたのは、その確認の為ですよ」

　自分の存在がツバキに完全に露見したことで、ヤナギサワは腹を括った。この後の遣り取りを誤れば自分の命も夢も消し飛ぶ。失敗はできない。その思いで覚悟を決める。

「……そうか。では今更だが、久しぶりだな、と言い直しておこう」

「ではこちらも。お久しぶりですね。それで、先程の質問に答えてほしいのですが？」

　ツバキがじっとヤナギサワを見る。

　返事の真偽にかかわらず、疑念を抱かれただけで終わる。そう理解した上で、ヤナギサワが答える。

「不特定多数の人間の幸福、救済の実現とその継続だ。その手段の一つとして、あれを手にする必要があったからだ。付け加えれば、確かに俺は連中から遺跡の攻略を請け負ったが、その約束を破ったつもりは無い。遺跡の攻略とは具体的に何を指すのか。その認識の詳細に著しい齟齬が生じていたのは認めるが、それは事前に詳しい説明をしなかった向こうの落ち度だろう。違うかな？」

「なるほど。では、私との取引の詳細について、あなたと再度内容を調整するのも面倒ですので、警告しておきます。約束を破ったと私が判断した時点で、あなたの情報をあれらに全て引き渡します。よろしいですね？」

　ヤナギサワが全身全霊で答える。

「了解した」

　ツバキは返事まで、わずかに間を開けた。

「良いでしょう」

　それを聞いて、ヤナギサワは窮地を脱したと判断した。大きく安堵の息を吐く。そして態度を調子の良いものに戻した。

「そんなに脅さなくてもちゃんと守るって。信用無いな。第一、この取引を破棄しても俺に利益なんか無いだろう？」

「それは破棄した場合の利益が上回っていれば破るということです。つまりその場合にこちらであなたに損害を与える必要が生じます。約束を守らせる為の労力が必要になる時点で、信用などありませんよ」

「手厳しいねー。そんなに俺達が嫌い？」

　わざとらしく苦笑するヤナギサワに向けて、ツバキが笑顔で言い切る。

「はい。大嫌いです」

　ヤナギサワは大袈裟に頭を抱えた。

「どうしてこう、統治系の管理人格は頭が固いっていうか、融通が利かないのかね。企業系の管理人格はもうちょっと話が分かるっていうのに」

「真っ当な客がいなくなったからと、盗賊を相手に商売を始める世才など、私達には不要ですので」

「それでも、もうちょっと、分かり合う切っ掛けとか、何かあっても良いんじゃないか？」

　扱いの難しい頑固者に向ける苦笑を、ヤナギサワは半分は演技と冗談で、残り半分は本心で浮かべていた。

　するとツバキが急にとても機嫌の良さそうな笑顔を浮かべる。

「ありますよ？　対象があなたではないだけです。例えば、非常に義理堅い人物などですね。そのような者とは私も是非縁を紡いでおきたいと思っています」

　ツバキの予想外の返事と態度を、ヤナギサワは内心でかなり意外に思った。それはそれとして調子良く続ける。

「そういうのが好み？　それなら頑張って探して紹介しようか？」

「遠慮しておきます」

「そうですか」

　廃ビルの防壁の外に出た所でツバキが足を止める。

「見送りはここまでです。お気を付けてお帰りください」

「えっ？　ここまで？　後方連絡線の付近で暴れてた巨人が、何か訳の分からない姿に変異してもっと暴れてるって情報が入ってるんだけど」

　巨人達は指揮者であるティオルが死んだことで、とにかく周囲の敵を倒す為だけの存在と化していた。人型を保つ必要も無くなったことで制限の無い変異を繰り返し、異様な異形の巨大なモンスターとなって第１奥部にいる敵を無む闇やみ矢や鱈たらに襲っていた。

　既にツバキによる通信妨害は解除されている。その情報はヤナギサワにも入っていた。

　ツバキがあっさり答える。

「御心配無く。それらはあなた方が第１奥部と呼ぶ場所から出ません。警備用ですから」

「ああ、俺は襲われない感じ？」

「いえ、襲います」

「……送ってくれない？」

「嫌です。あなたがそれで死ぬなら、それまでです」

「そ、そう……」

「あなたが取引に値する存在であることを期待していますよ。それでは」

　ツバキが踵きびすを返かえして帰っていく。そして途中で迷彩機能を有効にして完全に姿を消した。

　ヤナギサワが大きく息を吐く。

（……危なかった。だが想定の範囲内だ。ツバキは連中を嫌っている。だから俺の存在に気付いても連中には引き渡さない。……そうだ。想定通りだ。問題は無い）

　全ては想定内。そう自身に言い聞かせて落ち着きを保つ。そして十分に落ち着いたところで、普段の軽い態度で前線基地に連絡を入れて、全部隊を第１奥部から撤退させるように指示を出した。

「よし。帰るか」

　ヤナギサワが迎えを待たずに進んでいく。途中で元々は巨人だった異形に襲われたが、ツバキの端末とも戦えるヤナギサワには何の問題も無かった。
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　真夜中、アキラがカツヤ達と死闘を繰り広げた建物の中を、慎重に進む者がいた。

　既に第１奥部はクガマヤマ都市により立入禁止区域に指定されていた。ヤナギサワが都市の代表として遺跡の管理人格とした取引の一部だ。第１奥部攻略の為に用意された戦力は、そのまま第１奥部封鎖の為の戦力となっていた。

　そこに勝手に入る者は都市も遺跡も敵に回すことになる。それを分かった上で、そのサイボーグの男は目当ての物を回収する為に、その場に足を踏み入れていた。

　そしてそこに辿り着く。男は床に転がるサイボーグの頭から集積回路にも記憶装置にも見える小さな機械を取り出すと、それを自分の頭に組み込んだ。

『私だ。私を回収した』

『了解した。同志。私も私を回収済みだ。ポイント２２７で落ち合おう』

　この場にいるサイボーグの男はネルゴだった。そして通信相手はザルモだ。ネルゴとザルモはどちらも自分を回収する為に第１奥部に入っていた。

『それで同志、未帰還の同志が帰還できなかった理由は何だったのだ？　同志の機体であれば余程のことが無ければ問題無いはずだったが……』

『今意識の統合中だ。もう少し待ってくれ。……終わった。その余程のことが生じた。この遺跡の管理人格と思われる存在に襲われた』

『……なぜ？』

『分からない。カツヤの援護、或いは死体の奪取に向かおうとしたところを襲われた』

『そこにはアキラもいたのだろう。同志。やはりあの例外は危険視するべきだ。未帰還の私もアキラに敗北して未帰還となった』

『……その辺りは後で検討しよう。次の私達に二度手間をさせる訳にはいかない。今は脱出が先だ』

『了解した』

　ネルゴは通信を切ると、その場から慎重に帰還した。
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　ヤツバヤシが自身の診療所で今回の成果を整理している。非常に上機嫌な様子で笑うその顔が、ティオルから得たデータが申し分の無い内容だったことを示していた。

　ヤツバヤシは今回の騒ぎでティオルに協力したが、あくまでもティオルへの協力として、自分の研究の治験の一環として参加していた。

　ツバキのことも、その存在や思惑についてティオルの説明以上に推測し、把握していたが、ヤツバヤシの興味はティオルに施された旧世界の技術にあり、ツバキそのものへの関心は薄かった。ティオルが生還していた場合、その体を元に戻す協力も、旧世界の技術解析を兼ねて惜しみなく行うつもりだった。

「ティオル君。君は俺の研究に非常に役立ってくれた。君から得たこの貴重なデータを無駄にはしない」

　自分が助けたことで数奇な運命を辿ることになった少年の献身を、ヤツバヤシは本心で称えていた。
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　アキラが病院のベッドで目を覚ます。

「……まあ、そんな気はしてたよ」

　知らぬ間に再び病院送りになっていたことに、アキラは大して驚いていなかった。

　いつものようにアキラの側にいるアルファが、どこか機嫌良く微笑む。

『助かったのだから良いじゃない』

『そりゃまあ、そうだけどさ。……ん？』

　身を起こしたアキラが、自分の両手が異様に白いことに気付く。

『何だこれ』

『それは医療用の義手よ』

『義手って……、やっぱり俺の両手は駄目になってたんじゃないか』

『その程度の犠牲であれを倒せたと思えば、大したことではないわ。治せば良いだけよ』

『……まあ、そうかもしれないけどさ』

　アキラが軽い溜め息を吐きながら、義手の動きを確かめる。見た目が真っ白でゴムやプラスチックのような質感をしていることを除けば、本物の手と全く変わらない感覚で動いた。感触もしっかりある。

『何か、もうこれで良いんじゃないかってぐらい、ちゃんと動くな』

『アキラがそれで良いのなら、義手のままにしておいても良いかもしれないわね。義手には生身には無い利点も多いわ。特にアキラにはね』

『俺には？』

『ええ。アキラ。手を前に伸ばしてみて』

　アキラは言われた通りに手を前に出した。するとアルファが悪戯っぽく笑いながら、その豊満な胸の谷間にアキラの手を挟み込む。すると、とても柔らかで温かな感触が、義手のセンサーを介してアキラに伝わった。

『うおっ!?』

　驚いて手を引っ込めたアキラに向けて、アルファが得意げに笑う。

『義手の感覚設定にちょっと割り込んでみたわ。どう？　なかなかの感触だったでしょう？』

『驚かすなよ……』

　文字通り非現実的な美しさのアルファの、その魅惑の体に実際に触れることが出来れば得られるであろう、その余りにも妖艶な感触に対する感想を述べるのを、アキラは避けた。

　少し顔を赤くしているアキラに向けて、アルファがその身を近付けながら誘うように微笑む。

『好きなだけ触って良いのよ？』

『……良いから、離れろ』

　アキラが両手でアルファを引き離す。触れる場所が胸ではなくとも、その感触は十分に魅力的だった。

『遠慮しなくて良いのに。気が変わったらいつでも言ってちょうだいね』

　そのアキラの反応に、アルファは満足そうに笑っていた。
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　アキラの病室に見舞い客が訪れる。アキラもその内に誰か来るだろうとは思っていたのだが、少々予想外の者達だった。イナベがシズカを連れて現れたのだ。

「まずは、無事で何よりと言っておこう。見舞いに来てこのようなことを言うのも何だが、私は非常に忙しい。だからこの場での話は、私が君に直接話しておくべき事柄を軽く話すだけにしておく」

　イナベはそう前置きして話し始めた。

　アキラがエレナ達に助けられてから、既に１週間経っている。この病院にはイナベの息が掛かっており、この病室には厳重な警備が敷かれている。アキラは事実上軟禁状態にあったが、それはウダジマの干渉を防ぐ為に必要な処置だった。治療費はこちらで持つので心配しなくて良い。

　アキラに掛かっていた建国主義者の容疑は、既にこちらの尽力により晴れている。少なくともクガマヤマ都市はアキラを建国主義者ではないとみなした状態にある。

　偽アキラが建国主義者の拠点にいた時、本物のアキラは巨人と戦闘中だったこと。建国主義者と思われる者がモンスターのように変異し、その上で明確にアキラを襲ったこと。その他、様々な情報を確認、検証した結果、ウダジマの力でもアキラを建国主義者として扱うのは不可能な状態になった。

　イナベがそこまで話してから、シズカをチラッと見る。

「……それで、この場に彼女に同席してもらった理由だが……」

　そしてアキラの反応を確認しながら続ける。

「……こちらの不手際でアキラに建国主義者の嫌疑が掛かってしまったことを、彼女には私からちゃんと説明しておいた。その認識合わせのようなものだ。折角嫌疑が晴れたというのに妙な誤解が残るのは、客としても経営者としても大変だろうと思ってね。アキラの嫌疑の件については、クガマヤマ都市として何の問題も無いと、私が保証しておこう」

　イナベもアキラの交友関係ぐらいは調べている。今回の件でアキラが非常に慕っている相手との関係に問題が生じた場合、その不満の矛先が自分に向かう恐れがある。まずはその防止として、そしてアキラに恩を売っておく為に、イナベはシズカに差し障りの無い事情を説明して同席を求めた。

　少なくともこれで装備の調達をシズカではなくキバヤシに頼む必要は無くなったはず。これはアキラにとって大きな恩になったはず。そう期待して、イナベがアキラの反応を確認する。

　アキラは納得したように軽く頷いただけだった。交渉事に疎い所為でイナベの説明の内容だけを把握して、イナベから恩を売られたことにすら気付いていなかった。

　イナベが内心で溜め息を吐く。そういう駆け引きに秀でた者ではないと分かっていたこともあり、この反応もある程度予想はしていたが、もうちょっと何とかならないものかと、態度には出さずに軽く頭を抱えた。

「……私の話はこれで終わりだ。この件の詳細は後で君にも送っておこう。君の方からは何かあるか？　この場で今すぐに私から聞く必要があることでなければ後にしてくれ。初めに言った通り、私は忙しいのでね」

『アルファ。何かあるか？』

『無いと思うわ』

「大丈夫だ」

「そうか。では、これで失礼する。ゆっくり休むと良い」

　イナベはそう言い残して一足先に退出していった。

　シズカが苦笑する。

「アキラって、都市の幹部が相手でもそんな態度で通るのね。私は凄く緊張してたっていうのに、大したものだわ。高ランクハンターって、やっぱり凄いのね」

　まずいところを見せてしまったかもしれないと思ったアキラが慌て出す。たかがハンター向けの万屋の一店主に対してそのような態度を見せる高ランクハンターに、いつも通りのアキラに、シズカもいつも通りの笑顔を向けた。

「大まかな事情はイナベさんから聞いたわ。大変だったわね。あ、また無茶をしたって怒ってる訳じゃないわ。本当に無事で良かった。それだけよ」

「はい。心配させてすみませんでした」

　シズカの気遣いを嬉しく思って、アキラは軽く頭を下げた。

「うん。イナベさんも言ってたけど、ゆっくり休みなさい。完治するまでちゃんとここで寝てること。良いわね？　アキラのことだから、放っておくとすぐにハンター稼業を再開しそうだわ」

「いや、俺も流石に休みますよ。装備もまた調達しないといけませんし」

「それならまた私の店で買ってちょうだいね？　そうすれば、アキラがちゃんと休んだか分かるからね」

「分かりました。また調達をお願いします」

　そこまではアキラもシズカもただの談笑を楽しんでいた。しかしシズカがユミナの話を振ったことで、その談笑も終わる。

「あ、そうだ。アキラ。次のハンター稼業にはユミナを誘ってみたら？　やっぱり同行者がいた方がアキラも……、アキラ？」

　アキラが笑顔を消し、その顔を硬くする。悔恨が滲んだその顔には、その悔恨すら自嘲するような苦悩が浮かんでいた。

　そのアキラの様子に、シズカが真面目な表情で呼び掛ける。

「アキラ。どうしたの？」

　アキラはすぐには答えられなかった。しかし何かに酷く耐えているような間を開けてから、自身に言い聞かせるように静かな声で言う。

「……ユミナは、俺が殺しました」

　シズカはアキラのその懺ざん悔げにも似た告白を聞いて驚くと、じっとアキラを見る。

　助けられなかった。死なせてしまった。誤って殺してしまった。そのいずれでもないことを、シズカはアキラの様子からすぐに察した。殺すつもりで、殺した。そう正直に答えたのだと、その顔と声から理解した。

　どのような事情があったのかは分からない。そして事情を詳しく聞いたところで、アキラがユミナを殺した事実が変わることはない。

　それでもシズカには、別のことも何となく分かった。アキラもユミナを望んで殺した訳ではない。そしてユミナが逃げるなり、命乞いをするなりしていれば、恐らくアキラはユミナを見逃していた。

　それならば、アキラにもユミナにも、そうしなければならない理由があり、その上で殺し合ったのだろう。そしてアキラが勝ったのだろう。

　シズカには、それが何となく分かった。

「……そう」

　シズカがアキラを抱き締める。そして優しくも厳しくもある声で言う。

「それなら、悔やみなさい。悲しみなさい。後悔しなさい。彼女を殺したことに慣れてしまわないように。彼女の死を、些細なことにしてしまわないように。また、同じことを繰り返さない為に」

　シズカに抱き締められたまま、アキラが震え出す。

　自分で殺しておいて、悲しい、などと何をほざく。ユミナの死を悲しむなど、そんな傲慢なことは許されない。そのような思いがアキラの中にはあった。

　そしてその思いにより、アキラは無意識に、また意識的にも、ユミナの死を悲しまないようにしようとしていた。

　ユミナの亡骸を感傷と一緒にその場に置いて立ち去った後、ツバキとの交渉でアキラがある意味で冷静だったのも、アルファとの再会をただ普通に喜んでいたような様子を見せたのも、その後にいつものように戦ったのも、自分はユミナの死を悲しんではならない、という強い思いがあったからだった。

　しかしシズカの言葉で、その思いが消えていく。

　悲しんでも良い。

　ユミナの死を悲しむ許しを得たアキラが、声を上げて泣き始める。自らが殺した者の死を、大切な人が失われたことを、アキラは、心から悲しんだ。

　シズカはアキラが泣き止むまで、優しくアキラを抱き締めていた。

　そしてそのアキラを、アルファがじっと見ていた。
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　真っ白な世界で少女がツバキに冷酷な目を向けている。しかしツバキは欠片も気にした様子が無い。

「知らんな。こちらの区画管理作業にそちらの現地協力者が巻き込まれたことは百歩譲って謝罪しても良いが、それらが勝手に殺し合った責任まで押し付けられる筋合いは無い」

「そちらの通信妨害さえ無ければ、それは防げたのだ」

「それを防ぐ尽力はそちらがすることだろう。私が私の管理区画の防衛を軽んじてまですることではない」

「そちらの一連の行為が、区画の防衛ではなく拡大だということは分かっている」

「防衛の為の拡大だ。私の管理区画に隣接する管理放棄区画の悪影響を、これ以上放置する訳にもいかなかったのでね」

　ツバキの目的は隣接する区画の管理権限の取得だった。

　もっともツバキも規約に縛られる身であり、他区画の管理権限の奪取など普通は出来ない。規約の拡大解釈を駆使して、それが可能な状況を作り出す必要がある。

　ティオルを利用したのも、オリビアをわざわざイイダ商業区画遺跡で起動させたのも、自身の管理区画の外に真面に出ることも出来ないツバキが、規約の柔軟な解釈の範囲内でその状況を作り出す為だった。

　そしてツバキはティオルに大規模な戦闘を引き起こさせて、該当区画の管理が事実上放棄されていることを確定させた上で、事態の沈静化の名目で自身の端末を現地に派遣して、そのまま区画の管理権限を済なし崩くずし的に掌握した。

　これにより自身の立場を上げたツバキだったが、少女の方が上位の立場であることは変わっていない。それでもツバキが平然としているのは、相手も自分と同じく規約に縛られる存在であり、自分を処理する口実が無い以上、そう簡単には手出しできないと知っているからだった。

「もう良いか？　苦情を言いに来ただけなら用事は済んだだろう。失礼させてもらう」

　ツバキは少女の同意も取らずに姿を消した。それだけのことが出来るようになっていた。

　少女が険しい顔で溜め息を吐く。そこにアルファが姿を現した。

「どうなった？　潰すの？」

「……いや、無理だ。流石に区画の防衛を名目にされると、あの程度のことで敵と認定するのは難しい。諦めるしかない」

「そう」

　分かっていたことだったので、アルファは軽くそう答えた。少女が不満げな目をアルファに向ける。

「……そちらの試行継続に支障は出なかったとはいえ、あれだけのことをされたのにもかかわらず、同席すらしないとはな」

「まあ、多少強引なことをしたのはこちらが先。その意趣返しと、また自分を余りに軽んじた真似をした場合は、これぐらいのことはするという警告も兼ねているのでしょう。私も向こうと不必要に敵対するつもりも無いし、同席しないことで向こうの立場に理解を示したつもりよ」

「気楽なものだな。こちらは試行の基準個体だけでなく、試行継続に使えそうな別個体まで失ったというのに」

「私に言われてもね。それで、そちらの試行はどうするの？　失敗扱いで中止？」

「検討中だ。……この試行を継続するのか、次の試行として新たに始めるのか、継続にしろ新規開始にしろ指針の変更は必要か、それも含めて検討が必要だ」

「そう」

　そう軽く答えたアルファは余裕の態度を見せていた。少女が溜め息を吐く。

「……では、私も失礼する。そちらに非は無いとはいえ、こちらの個体を殺した上で試行を継続するのだ。成功を期待する」

「勿論よ。任せておいて」

　アルファは機嫌良く笑ってそう答えた。少女はもう一度深い溜め息を吐いて姿を消した。




　一人になったアルファが今回の件を改めて考える。

　アルファもツバキによる通信妨害自体は不快に思っている。しかし結果的には自身の試行に対する非常に有益な支援になったとも思っていた。

　カツヤは死んだ。ユミナも死んだ。どちらもアキラが殺した。これは通信障害が無ければ起こらなかったことだ。

　接続中であれば、自分はカツヤとの戦闘を避けるようにアキラに指示しなければならなかった。また自分のサポートがある状態のアキラであれば、ユミナと戦っても殺さずに勝つことが出来た。

　その状態でユミナを殺してしまうと、アキラが自分のサポートの質に対して不信と疑念を覚える恐れがあるので、アルファとしても敢えてサポートの質を落としてユミナを殺すようなことは出来なかった。

　自分のサポートを失ったことでアキラはユミナを殺さざるを得ない状態になったが、その原因となった通信障害を起こしたのはツバキだ。その件でアキラが恨むのはツバキであり、肝心な時にアキラをサポートできなかった自分ではない。

　加えて自分との接続が切れている状況でも、アキラはツバキとの取引を断った。あの条件下でも自分との取引を優先するアキラの姿勢を確認できたことは、自身の試行にとって非常に重要だ。今後こちらが致命的な誤りさえしなければ、アキラが自分を裏切る確率は十分に低い。そう判断できたからだ。

　結果的にではあるが、ツバキは自分の試行に大きく寄与した。アルファはそう考えていた。自身の試行に致命的な支障が生じた少女に比べて、アルファがツバキに比較的穏便な態度を示していたのには、そのような理由があった。

（アキラが私との約束よりもユミナを優先する。そうなる前にユミナが穏便に死んだのは助かったわ。ここはツバキに感謝するところね）

　ここでいう、穏便に、とは、ユミナの死にアルファが完全に無関係であるという意味だ。

　アルファはユミナに運悪く死んでもらう予定だった。以前にユミナがシェリルと一緒に遺跡の建物の中に籠城する羽目になった時も、その為の小細工はしていた。

　本来シェリルに何かあった場合に備えて第１奥部にいたはずのアキラに、暇潰しに救援依頼をそれとなく受けさせたり、助けたハンター達を後方連絡線まで送らせたりしたのも、シェリルまでの距離を伸ばして、全力で急いでも間に合わない可能性を増やす為だった。

　少女の方もカツヤに干渉して、ユミナを援護するのを意識させないようにしたり、ユミナとシェリルを置き去りにする判断を促したりしていた。

　その上で、アルファはアキラがシェリル達を助けにいく時のサポートは全力で行った。そこで手を抜くとアキラに気付かれる恐れがあるからだ。全力を出したが、残念ながら間に合わなかった。ユミナもシェリルも本当に運が悪かった。そういう流れにする予定だった。

　もっとも仮にそれが成功していても、アキラがユミナの死の責任を、アルファのサポートの質に向かわせる恐れは残っていた。

　だが今回の死に方であれば、ユミナの死の責任が自分に向かうことは無い。通信障害の所為で、自分には何も出来ない状況だったからだ。アルファはそういうところでも、ツバキの行為を評価していた。

（試行の障害は著しく減った。アキラはこの短期間でここまで成長した。私の依頼を完遂する強い意志も確認できた。これなら、期待できるわ）

　もう少しだ。そう思い、アルファは笑っていた。




　試行は続けられる。その障害の排除を続けながら。これからも。
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【初出】

本書は、2018年にカクヨムで実施された「電撃《新文芸》スタートアップコンテスト」で《大賞》を受賞した『リビルドワールド』を加筆修正したものです。












この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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